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開会 午前１０時０２分 
〇議長（小澤寛君） 

 改めまして、おはようございます。 
 平成２０年第３回北杜市議会定例会の開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 
 防災週間中の８月３１日に行われました、北杜市総合防災訓練では地震災害を想定し、多数

の市民や関係機関の参加・協力により、大規模な訓練が行われました。また、市内各地域や事

業所でもそれぞれ実践的な訓練が行われたところであります。 
 年に一度の訓練ではありますが、今年も中国四川大地震や岩手・宮城内陸地震、北陸地方や

東海地方の集中豪雨による被害などの大規模災害が発生しており、被災地の早期復興を願うと

ともに、非常事態に備えた日ごろの訓練の重要性を痛感したところであります。 
 本議会は任期最後の定例会となりますが、議員各位におかれましては、各会計の決算など提

出されました議案につきまして、十分なご審議をいただき、円滑な議会運営をお願い申し上げ、

開会のあいさつといたします。 
 本日の出席議員数は４０人であります。 
 定足数に達しておりますので、平成２０年第３回北杜市議会定例会を開会いたします。 
 これから、本日の会議を開きます。 
 なお、小林忠雄君は都合により、本日欠席の届がありました。 
 諸報告をいたします。 
 本定例会に提出する議案につき、市長から通知がありました提出議案は報告３件、認定２３件、

議案１６件、同意４件、諮問１件であります。 
 次に、監査委員から平成２０年５月分および６月分の例月出納検査および定期監査について、

結果報告がありました。 
 次に中北・峡南地区議会議長会が５市６町の合計１１市町で、８月２７日に発足し、役員と

して南アルプス市議会 小笠原孝議長が会長に、増穂町議会 永井寛子議長が副会長に就任い

たしました。この議長会は、議会運営の研究や地方自治の振興発展に関する調査・研究のため、

設立されたものでございますので、ここにご報告申し上げます。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご承知願います。 
 次に閉会中に開催されました峡北広域行政事務組合議会、山梨県後期高齢者医療広域連合議

会および峡北地域広域水道企業団議会から、ご報告がございます。 
 はじめに峡北広域行政事務組合議会、内田俊彦議員、報告をお願いいたします。 
 内田俊彦君。 

〇２４番議員（内田俊彦君） 
 峡北広域行政事務組合議会の報告をさせていただきます。 
 平成２０年第１回峡北広域行政事務組合議会臨時会が、７月７日に峡北広域行政事務組合の

３階会議室において開催され、坂本議員、中村勝一議員、小尾直知議員、小林保壽議員、茅

野光一郎議員、秋山九一議員、渡邊陽一議員と私の８人が出席いたしました。 

 最初に前副議長の甲斐市選出 花田直人氏の組合議会議員改選に伴い、副議長選挙が行われ

ました。指名推選により、甲斐市議会議員 花田直人氏が選出されました。 

 次に議案の概要について、説明いたします。 

 提出されました議案は契約案件１件、人事案件１件の２案件であります。 

 ９



 まず契約案件についてでありますが、長坂消防署に配備予定の高規格救急自動車を購入する

にあたり、峡北広域行政事務組合の議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分の

範囲を定める条例の規定により、議会の議決を経る必要があるため上程され、可決されました。 

 次に人事案件についてでありますが、前監査委員の甲斐市選出 中込助雄氏の組合議会議員

改選に伴い、監査委員２人のうち１人が欠員となりました。後任者として、甲斐市議会議員 中

込助雄氏が監査委員として、選任・同意されたものであります。 

 以上で、峡北広域行政事務組合議会の報告を終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 次に山梨県後期高齢者医療広域連合議会、内藤昭議員、報告をお願いいたします。 
 内藤昭君。 

〇２６番議員（内藤昭君） 
 山梨県後期高齢者医療広域連合議会の報告をさせていただきます。 
 山梨県後期高齢者医療広域連合議会の第１回臨時会が、７月２３日に山梨県立男女共同参画

推進センターの大研修室において開催され、私が出席いたしました。 
 議案審議に先立ち、山梨県後期高齢者医療広域連合議会運営委員会委員９名が選任され、正

副委員長が互選されました。 
 提出された議案は条例案件１件、予算案件２件、人事案件１件であります。 
 議案の概要について、説明いたします。 
 まず条例案件でありますが、山梨県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の

一部を改正する条例の制定につきましては、所得の低い方への軽減対策として、均等割額につ

いて、一律８割５分の軽減を行うための改正であります。 
 次に予算案件についてでありますが、平成２０年度山梨県後期高齢者医療広域連合一般会計

補正予算（第１号）につきましては、既定の歳入歳出予算の総額は変更せず、歳出予算の組み

替えを行い、職員の時間外勤務手当の増加に対応するものであります。 
 次に平成２０年度山梨県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

につきましては、歳入では保険料軽減措置に伴い、市町村からの負担金を減額し、国庫補助金

の増額を行い、歳出では負担の軽減を含む、制度の周知を行うための啓発物品の購入や広報チ

ラシの送付などの経費であります。 
 次に人事案件についてでありますが、山梨県後期高齢者医療広域連合副広域連合長の廣瀬文

夫小菅村長の辞職に伴い、山梨県町村会会長の久保眞一市川三郷町長が副広域連合長として選

任・同意されたものであります。 
 以上で、山梨県後期高齢者医療広域連合議会の報告を終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 次に峡北地域広域水道企業団議会、利根川昇議員、報告をお願いいたします。 
 利根川昇君。 

〇１５番議員（利根川昇君） 
 峡北地域広域水道企業団の議会報告をさせていただきます。 
 平成２０年第２回峡北地域広域水道企業団議会９月定例会が９月４日、午前１０時より企業

団事務所議場において開催され、鈴木今朝和議員、小林忠雄議員、保坂多枝子議員、宮坂清議

員、清水壽昌議員、浅川哲男議員と私の７人で出席いたしました。 
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 今回の定例議会に提出された議案は３件であります。報告案件１件、認定案件１件、予算案

件１件、議案の概要について説明いたします。 
 まず報告案件についてでありますが、報告第１号 平成２０年度峡北地域広域水道企業団水

道用水供給事業会計補正予算（第２号）を専決処分したもので、公的資金補てん金免除繰上償

還のために借り入れた市中銀行からの借り換え資金を、さらに低金利の資金に借り換えるため、

予算の補正を行い、資本的収入収支予算の総額に２億８，２００万円を追加し、資本的収入予

算の総額を６億４，７６８万７千円、資本的支出予算の総額を９億４，８６９万１千円とした

ものであります。 
 次に認定案件の認定第１号 平成１９年度峡北地域広域水道企業団水道用水供給事業会計決

算につきましては、水道事業収益が決算額１０億５，３５４万４，２５４円であります。その

主なものは、営業収益である給水収益の１０億１，５１２万８，３３０円であります。 
 水道事業費用は、決算額８億４，２８８万６，０５８円であります。また、資本的収入は３億

４，３８５万円で、資本的支出は５億６，９８１万７，６９８円であります。 
 なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額については、減債積立金および当年度分損

益勘定留保資金等で補てんしております。 
 次に損益計算による平成１９年度の当年度純利益は、２億１，１２３万９，４３４円であり

ます。 
 次に予算案件の議案第５号 平成２０年度峡北地域広域水道企業団水道用水供給事業会計補

正予算（第２号）であります。 
 補正予算の内容は、水道事業費用の営業費用を７８１万９千円増額し、総額８億７，１０８万

９千円とするものであります。 
 また資本的収支は１，３６５万円増額し、総額９億６，２３４万１千円とするものでありま

す。資本的支出の増額補正につきましては、大門浄水場遠方監視制御装置更新工事費でありま

す。 
 以上３議案については、いずれも原案のとおり、承認・認定・可決されました。 
 以上で、峡北地域広域水道企業団議会の報告を終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 報告が終わりました。 
 大変、ご苦労さまでございました。 
 以上で、諸報告を終わります。 
 これから、本日の日程に入ります。 
 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第１ 会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 本定例会の会期は、本日９月１０日から９月２６日までの１７日間といたしたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
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 したがって、会期は本日から９月２６日までの１７日間に決定いたしました。 
 なお、定例会でありますので、追加案件もあろうかと思いますが、ご承知おきお願いしたい

と思います。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第２ 会議録署名議員の指名についてを議題といたします。 

 会議規則第７９条の規定により、議長が指名いたします。 
 ６番議員 小野喜一郎君 
 ７番議員 鈴木今朝和君 
 ８番議員 風間利子君 
 以上、３人を本定例会の会議録署名議員に指名いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第６ 報告第７号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定）から日程第４７ 議案

第９９号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号）まで、日程第４９ 同

意第５号 北杜市公平委員会委員の選任について議会の同意を求める件から日程第５３ 諮問

第１号 人権擁護委員の候補者の推薦についてまでの４７件を一括議題といたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第３ 市長から行政報告および提出議案に対する説明を求めます。 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 平成２０年第３回北杜市議会定例会の開会にあたり、提出いたしました案件のうち主なるも

のにつきまして、その概要をご説明申し上げますとともに、私の市政の運営に対する所信の一

端を申し述べ、議員各位ならびに市民の皆さまのご理解とご協力を賜りたいと存じます。 
 去る８月２日に、安心実現内閣を掲げて改造を断行したばかりの福田内閣でありますが、総

理は、新しい布陣での政策の実現を図っていかなければならないと述べ、突然退陣を表明され

ました。 
 世界的な穀物価格の高騰で、食料安定供給への消費者の不安が高まる一方、国内産業は燃料・

生産資材価格の高騰や農産物価格の低迷、貿易自由化圧力の高まりなど、大変厳しい状況に直

面しております。国民生活安定のため、一刻も早い政局の安定を願うものであります。 
 また７月７日から３日間、地球温暖化防止対策を主要テーマとした、北海道洞爺湖サミット

が開催されました。今年は猛暑やゲリラ豪雨など異常気象が目立ち、地球環境の危機を改めて

考えさせられました。 
 本市では村山六ヶ村堰水力発電所の建設、太陽光発電実証研究施設の誘致、公用車へのＢＤ

Ｆ燃料供給や電気自動車のモデル実験などに取り組んでおりますが、クリーンエネルギーへの

転換の重要性を再認識し、意を新たにしたところであります。 
 ８月３日には、小淵沢町の県馬術競技場で常陸宮妃華子殿下のご臨席を賜り、第３２回全日

本ジュニア障害馬術大会が開催され、妃殿下から入賞した選手に直接、お声をかけていただき

ました。 

 １２



 また、先般の北京オリンピックでは、日本選手の活躍に一喜一憂いたしました。特に水泳の

平泳ぎで北島康介選手が、前回のオリンピックに続き２個の金メダルに輝き、大いに感動いた

しました。高根いきいきふるさと祭りには、友好関係にある東京都荒川区の北島選手の実家か

ら出店をしていただき、イベントを盛り上げていただきました。 
 また、八ヶ岳ホースショー・インこぶちさわや名水と国蝶オオムラサキの里まつり、サンフ

ラワーフェス、各地域のふるさと祭りなどが開催され、市内外の多くの皆さまに楽しんでいた

だきました。それぞれの実行委員会等、関係者の皆さまのご尽力に感謝を申し上げる次第であ

ります。 
 さて、今定例市議会は、私にとりましては任期最後の議会であります。 
 平成１６年１１月、多くの市民の皆さまのご支援をいただき、市政執行の重責を担うことに

なりました。以来、私は「市政は市民のためにあり、市民に忠実に奉仕する」を政治姿勢に８つ

の杜づくりを政策の柱に掲げ、和を大切にしながら、後世に負担を残さない、未来に責任を持

つ政治を市政舵取りの基本に位置づけて北杜市の礎を築くべく、市政を執行してまいりました。 
 その第１は、教育文化に輝く杜づくりであります。 
 ふるさとづくりは人づくりからを念頭に、原っぱ教育事業により、心身ともにたくましい北

杜っ子を育てるよう努めております。豊かな自然と素晴らしい文化は、北杜市の貴重な財産で

あり、誇りとするところであります。この大切な宝を守り育むため、さらに文化振興を図って

いかなければならないと考えております。企業等からの協力による芸術文化スポーツ振興基金

を創設いたしました。 
 第２は産業を興し、富める杜づくりであります。 
 北杜市の貴重な財産である森林を大切に守り育てるため、里山整備を進めてまいりました。

また農業を基幹産業として位置づけ、さらに若者の定住と市民の雇用の場を確保するためには、

企業誘致を含めた産業の振興が重要であります。 
 経済産業省の企業立地に特色ある取り組みをしている市町村に選定されたほか、企業誘致に

は全力を傾注し、現在まで１０社の立地につながり、すでに操業を開始した企業だけでも、市

内で２００人以上の雇用を創出いたしました。 
 また農業振興、農地の維持・確保対策として、担い手の育成については積極的に推進してき

た結果、営農組織は１２法人を含む２５組織を立ち上げることができました。地域農業の核と

して、先導役を果たしていただきたいと願うものであります。 
 第３は安心・安全で、明るい杜づくりであります。 
 少子化は最大の行政課題であり、安心して子どもを産み育てる環境整備に努めております。

甲陽病院の小児科の充実や富士見高原病院との連携による産婦人科医の確保、妊婦・乳児一般

検診助成や不妊治療の助成などを行ってまいりました。少子化対策に決め手はなく、苦慮して

いるところでありますが、知恵を絞り、思いきった対策を講じる必要があると考えております。

また休日や夜間において、障害者等に急を要する事態が発生したときに、フルタイムで支援が

できるよう、緊急支援体制を強化しました。さらに原油高騰に対応するため、生活困窮者に灯

油の購入費の一部を助成いたしました。 
 これからは、食と農と健康は大変重要なテーマであります。食育や地産地消について、引き

続き推進してまいります。 
 防災対策としましては、自然災害に対する備えとして、自主防災マニュアルを活用しての自
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主防災組織の育成、災害時の情報伝達手段として携帯電話を利用したメール配信など、地域の

防災力の強化に努めるとともに、災害時の被災者援助、物資調達、緊急輸送などの支援体制の

整備に取り組んでまいりました。 
 第４は基盤を整備し、豊かな杜づくりであります。 
 広大な面積を持つ本市では、日常生活に密接に関係する道路網のネットワーク化や上下水道

の統合・整備、さらに雇用の創出に伴う市営住宅の整備などが必要であり、今後も生活者の視

点に立った社会基盤の整備を進めてまいります。 
 まちづくり交付金事業につきましては長坂駅周辺、清里駅周辺、小淵沢駅周辺の３地区で順

調に進んでおり、今後も計画どおり進めてまいる考えであります。 
 また高齢者をはじめとする、いわゆる交通弱者の足の確保のため、先般設置した北杜市地域

公共交通活性化協議会において議論を重ねる中で、新しい交通システムの構築を図ってまいり

ます。 
 第５は、環境日本一の潤いの杜づくりであります。 
 新たに平成の名水百選として、金峰山、瑞牆山源流が認定されたことによって、白州・尾白

川と八ヶ岳南麓高原湧水群と合わせて、全国で３カ所の名水を持つ唯一の自治体となり、日本

一の名水の里になりました。この北杜市の誇れる資源である水と太陽の恵みを生かした、クリー

ンエネルギー創出への取り組みを、積極的に進めてまいりました。 
 また、市民共有の財産である自然環境を守りながら、次世代に引き継いでいくため、本年度

から企業等の協力による環境保全協力金制度を創設いたしました。協力金については、基金と

して積み立て、環境保全や名水の里を守ることの活動に資するため、里山の整備や環境教育な

どに充当していく考えであります。 
 第６は交流を深め、躍進の杜づくりであります。 
 交流なくして活力は生まれません。旧町村から受け継いだ国内外の姉妹都市との交流は、中

学生を含む多くの市民の参加をいただく中で進めてきたところであり、引き続き文化交流や産

業交流の発展につながるよう、国内外との交流を深めてまいります。 
 第７は、品格の高い感動の杜づくりであります。 
 長期滞在型リトリートの杜宣言により、北杜市の観光・体験・物産情報を提供し、特に団塊

の世代をターゲットに、癒しの空間、上質な時間のＰＲに努めてまいりました。また市内には

豊かな自然と美しい景観とともに、美術館・資料館・ホールなど芸術文化に親しめる施設が数

多くあり、これらを活用したイベントが開催されております。 
 平成１８年８月にオープンした風林火山館は、約５７万人の入館者がありました。合併まも

ない北杜市の名前を全国にＰＲするとともに、多くの経済効果をもたらしたと思っております。 
 第８は、連帯感のある和の杜づくりであります。 
 国・地方ともかつてない厳しい財政状況の中、地域の活性化と経費の軽減、効率的で質の高

い行政サービスを提供するため、これまで１４０の公の施設で指定管理者制度を導入いたしま

した。また、地域でできることは地域でとの考えのもとに、各地域委員会の自主的活動を促す

とともに、市民との協働のまちづくりを推進してまいりました。さらに市民対話、市長と語る

集いの開催により、市民の声や提言をいただき、市政運営に反映するよう努めてまいりました。 
 多くの皆さまから応募をいただき、市民憲章と市の花、木、鳥に併せて、市内に生息する昆

虫、小動物を加え、市のシンボルとして制定しました。加えて、四季折々の自然、文化、歴史
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性に優れた北杜２４景を選定しましたが、さらに親しみや関心を持ち、多くの方々に訪れてい

ただけるよう、絵画、写真、俳句などコンテストを実施しております。 
 私は行財政基盤の確立を最重要課題として捉え、自主財源の確保、歳出削減など財政の健全

化に努め、あらゆる努力を傾注してまいったところであり、一定の成果を上げることができた

ものと思っております。それもこれも議員各位をはじめ、市民の皆さまのご支援とご理解があっ

てのものであり、改めて感謝を申し上げます。 
 しかし、北杜市が全国において確たる地位を築きあげるための課題への対応は、まだ道半ば

であります。それらに道筋をつけることが私の使命であると肝に命じ、去る６月定例会におき

まして、その決意をお示ししたところであります。 
 今後も、私がこれまで貫いてまいりました清潔・公正・公平に徹する基本姿勢を堅持しつつ、

透明で分かりやすい市政、市民との協働の市政を推進してまいる考えであり、残された任期に

全力を尽くすとともに、来たるべき選挙において、市民の皆さまの厳正なるご審判をいただく

所存であります。 
 次に、市政の状況について申し上げます。 
 最初に、平成２０年度の地方交付税の配分額についてであります。 
 国の進める三位一体改革等により、平成１３年度から減少傾向が続いていましたが、本年度

は地方再生対策費の新設により増加に転じ、昨年度より４．４％、４億４，３００万円余り増

の１０５億５，７７３万９千円で、県内市町村では交付税額、増加額ともに最大でありました。 
 次に、防災対策についてであります。 
 ８月３１日、須玉中学校校庭において、関係機関・諸団体の協力のもと、多数の市民の皆さ

まのご参加をいただき、大規模な災害を想定した北杜市総合防災訓練を実施いたしました。こ

こ数年、全国各地で集中豪雨による被害が発生しております。改めて災害に対する日ごろの備

えと、訓練の重要性を痛感しております。 
 市では大規模な災害が発生した場合、食料・衣料・医薬品などの生活物資を被災者に援助す

るため、７月２８日にスーパーなど、５つの事業者と生活必需物資の調達に関する協定を、ま

た輸送を行う事業者２社と物資等の緊急輸送を要請するための協定を締結し、先に締結した宿

泊施設等の提供協力事業所、放送要請事業所などと併せて、災害発生時の支援体制の充実・強

化を図ったところであります。 
 次に、市制４周年記念式典についてであります。 
 ９月２８日に高根ふれあい交流ホールにおいて、記念式典を開催いたします。当日は知事を

はじめ、関係者をお招きして、市政発展等に功績のあった方々の表彰、北杜市の歌「北の杜讃

歌」の披露を行う予定であります。 
 次に、学官共同地域再生プロジェクトについであります。 
 地域活性化・地域再生については、多くの地方自治体において多様な取り組みがなされ、国

からもさまざまな支援策が講じられています。北杜市においても、須玉町増富地区と白州町台ヶ

原地区が地域資源の掘り起こしと、それを活かすための事業に取り組んでいるところでありま

す。 
 このような取り組みに対し、過日、早稲田大学大学院、公共経営研究科の藤井浩司教授が来

庁され、北杜市の地域再生事業等をもとに、大学院に地域再生システム論の講座を開設し、北

杜市をフィールドとした研究をしたいとのご提案がありました。協働連携により新たな視点で
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地域の魅力を引き出すことや、これを契機として、早稲田大学との結びつきが深まることを期

待するものであります。 
 次に、地上デジタル放送への対応であります。 
 現在の地上アナログテレビ放送は平成２３年７月２４日をもって終了し、地上デジタルテレ

ビ放送に全面移行しますが、その期限まで３年を切りました。 
 市では北杜市ケーブルテレビ事業として、本年４月から指定管理者制度を導入し、デジタル

化に向けての工事を進めており、高根町、大泉町の市のケーブルテレビエリアについては、来

年の４月からデジタル放送を開始する予定であります。 
 また、市内に１５組合ありますＮＨＫ共同受信施設のデジタル化対応につきましては、去る

７月２９日に各組合長さん方にお集まりいただき、対応等についてご説明申し上げ、意見交換

を行ったところであります。 
 ケーブルテレビ、ＮＨＫ共聴組合およびアンテナ個別受信のいずれにおきましても、各家庭

におけるデジタル対応機器の購入が不可欠となりますので、スムーズなデジタル化への移行に

向けて、今後も広報等による啓発を行ってまいりたいと考えております。 
 次に、北杜市地域公共交通活性化協議会についてであります。 
 地域の公共交通について、創意工夫のある自主的な取り組みを支援する国土交通省の地域公

共交通活性化・再生総合事業に取り組むため、地域住民、公共交通事業者、道路管理者、公安

委員会等の代表者からなる法定協議会を、８月２５日に設立いたしました。この協議会では、

地域住民が自ら考え調査・研究する中で、支え合いの地域公共交通体系の構築を目指すもので

あります。 
 今後、精力的に協議会を開催し、市民バスの現況と課題の把握や市民・利用者のアンケ－ト

調査等を行い、今年度末には地域公共交通総合連携計画を策定する考えであります。 
 次に、ウイルス性肝炎感染者への支援についてであります。 
 県は、本年４月からウイルス性肝炎のインターフェロン治療費助成事業を開始しました。感

染者や要診療者の多い北杜市においては、これを機会にインターフェロン治療を始めた受給者

が多くなっています。 
 しかし、治療効果が期待されるにも関わらず、高額な医療費や副作用を心配し、長期に及ぶ

治療に戸惑う方もいると聞いておりますが、肝炎を治療することで肝硬変や肝ガンになること

を予防でき、感染者や要診療者がより健康になり、安心して生活を送ることができます。そこ

で県の助成を受けている受給者に対し、自己負担額の２分の１を市が独自に助成することとし、

今回の補正予算に計上いたしております。 
 次に、市立白州診療所の改修についてであります。 
 旧白州保健センターの改修工事が完成し、９月１日から新しい診療所での診療が始まりまし

た。新たに感染性患者の隔離室、内視鏡室等の処置治療室を設置し、機能の充実を図りました。

また、旧診療所は解体して駐車場として整備しますが、１１月中にはすべての工事が完了する

予定であります。 
 次に、電気自動車モデルゾーン実験についてであります。 
 有限責任中間法人、電動車両普及センターの協力による電気自動車モデルゾーン実験事業の

出発式を、７月２７日の名水と国蝶オオムラサキの里まつりの会場で行いました。この実験は

電気自動車６台を公用車として借り受け、１１月までの４カ月間、走行性や利便性などの検証
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とともに、普及・啓発活動を行っていくものであります。市内外からの反響も大きく、問い合

わせも多く寄せられております。 
 今後も、各種イベントなどで展示するとともに、市内の児童生徒への環境教育の一環として

も活用してまいりたいと考えております。 
 次に、庁内地下水検討委員会の設置についてであります。 
 北杜市は３つの名水を持つ市となり、その保全と活用については、多方面から注目されてお

ります。私たちは自然の恩恵を受けながら生活しており、地下水は限られた貴重な資源であり

ます。今後、ミネラルウォーター等地下水の需用が多くなることが予想されるため、庁内関係

部局による地下水検討委員会を設置いたしました。この検討委員会を中心に、地下水の規制な

ど本市全体の水環境保全について総合的に調査・研究し、施策に反映していく考えであります。 
 次に、住宅対策についてであります。 
 昨年１０月に着工いたしました、市営武川さくら団地が７月末に完成いたしました。鉄筋コ

ンクリート造り３階建てで、２ＬＤＫが１２戸、３ＬＤＫが９戸の合計２１世帯であり、オー

ル電化やバリアフリー化、エレベーター施設、集会所等の付帯施設も充実した住宅であります。

すでに９月１日には、入居者が引っ越しを済ませたところであります。 
 次に、雇用促進住宅についてであります。 
 市内にある雇用促進住宅は５団地、９棟、３２０戸であり、現在２７４世帯が入居しており

ます。このたび、国から平成２３年度末までに雇用促進住宅の２分の１を廃止し、施設および

跡地は売却および取り壊し、処理を速やかに講ずるとする独立行政法人整理合理化計画が示さ

れました。 
 これに基づき、独立行政法人 雇用・能力開発機構から土地、建物の不動産鑑定による概算

譲渡価格が提示され、市の取得について、本年９月末日を期限に依頼されたところであり、市

といたしましては、取得することを前提に雇用・能力開発機構と協議を進めているところであ

ります。 
 次に食育・地産地消の推進であります。 
 ８月２０日、総務省の地域創造力アドバイザー派遣事業の一環として、福井県小浜市との連

携事業であるキッズキッチン公開教室、ならびに講演会を開催いたしました。参加者からは食

育への関心が高まった、もう一度家庭で食育を真剣に考えたいなどの感想をいただくなど、有

意義な事業であったと思っております。 
 今後は本市の担当職員を２週間程度、小浜市に派遣し、指導者養成を行う予定であります。 
 次に、農業と障害者福祉の連携であります。 
 農業者の高齢化に併せて、担い手組織構成員の高齢化も深刻な問題となっており、将来的な

労働力不足に陥ることが懸念されます。一方、障害者福祉におきましては、障害者の自立をど

のように具現化するかが課題となっており、そのための就業支援を早急に進める必要がありま

す。 
 そこで過日、労働力の確保が必要な農業と就業訓練や就業機会を求める障害者福祉との協業

をテーマに、市内の障害者施設７事業所と担い手組織１２組織の代表者を招き、意見交換会を

実施いたしました。 
 前向きな意見・情報交換ができたところであり、今後の永続的な連携を見据えた中で、具現

化できる方法や作業内容を検討し、農業と障害者福祉との連携システムをスタートさせたいと
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考えております。 
 次に社団法人 日本音楽事業者協会の、まごころ募金寄託事業についてであります。 
 まごころ募金からの植林や里山整備事業への支援が、同協会の理事会において正式に決定さ

れ、去る８月２１日に同協会のメンバーが市内において森づくり研修会を行い、現地調査を行っ

たところであります。１０月２日には、市および同協会ならびに関係者により、寄託事業を北

杜市で実施する旨の記者発表会を開催する予定であります。 
 今後、数年にわたり寄附を受けられることになると同時に、日本音楽事業者協会による広報

活動により、北杜市を全国にＰＲしていただけるものと期待しております。 
 次に、サントリー株式会社による森林整備等についてであります。 
 サントリー株式会社が、白州町神宮川上流部における市および区有林で実施する間伐や植林、

治山、シカの食害防止等について、区有林の地権者のご理解をいただくことができました。こ

のため、シーズの森や電機山梨の森と同様に、やまなし森づくりコミッションを活用し、１０月

７日に森林整備協定を締結することといたしました。 
 今後も地球温暖化防止や水資源の涵養など、企業や団体が実施する森づくり活動に協力して

まいる考えであります。 
 次に、企業誘致についてであります。 
 須玉町地内に立地しております株式会社リガクの山梨工場を、先般、企業等振興支援事業所

に再指定し、増設計画を認定いたしました。 
 株式会社リガクは、平成２年に須玉町地内の中核工業団地に山梨工場を新設し、Ｘ線分析装

置などの生産を行っておりますが、このたびの増設計画では、現在の山梨工場を約２倍に拡張

し、卓上型Ｘ線解析装置などの小型機の量産を行うこととしており、来春の操業開始に向け、

工事に着手したところであります。 
 また、今回の工場拡張に伴い、従業員数は現在の約２倍の１２０人程度にまで段階的に増や

す計画であり、市内からの雇用も見込まれるなど、地域の活性化に大きな貢献がなされるもの

と期待しております。 
 次に、就職ガイダンスの開催についてであります。 
 進出企業等にとって、従業員の確保が大きな課題となっており、市においても雇用対策、若

者定住促進対策として、市民の就労の場を確保する取り組みが必要であります。市主催の就職

ガイダンスを、本年も１０月２１日に開催することとしており、引き続き就業機会の確保を図

り、定住人口の増加を目指すとともに、市内企業への労働力を確保してまいります。 
 次に、北杜市フィルムコミッションについてであります。 
 北杜市の名を全国に発信することを目的として、本年４月に設立いたしました。以来、ホー

ムページ等を通じて積極的に周知を図ってきたところであり、さまざまな依頼や照会が寄せら

れ、来年のＮＨＫ大河ドラマ「天地人」やフジテレビ「黒部の太陽」など、すでにいくつかの

ロケが実施されております。 
 今後も映画・テレビ等が持つ宣伝効果を最大限活用すべく、積極的にロケへの支援体制の整

備に努めてまいりたいと考えております。 
 次に、観光の状況であります。 
 本年度は風林火山ブーム、大型観光キャンペーンの終了や原油高騰による観光客の減少が危

惧されることから、積極的に観光キャンペーンを展開するとともに、都内のいくつかのＪＲの
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駅に観光ブースを設置するなど、リトリートの杜事業コンソーシアムや市観光協会のご協力を

得ながら、誘客に努めてまいりました。 
 また、長期滞在型リトリートの杜事業が掲げるテーマの１つである青少年の長期滞在を推進

するため、８月４日から６日までの２泊３日で、子どもたちの体験プログラムを中心としたキャ

ンプ事業を行い、都会の子どもと市内の子どもや地域指導者との交流を図るなど、地域資源の

情報発信を行ったところでもあります。 
 次に、市立小中学校施設の耐震化についてであります。 
 本年７月、国の指導により北杜市公立学校施設耐震補強計画を見直しました。明野小学校屋

内運動場は、耐震強度を表すＩＳ値が０．１８であり、極端に低い施設となっております。屋

内運動場としての使用はもとより、地域の社会体育施設、災害時の応急避難施設に指定されて

いることからも早急な対策が必要であると判断し、平成２１年度に改築事業に着手することと

し、今回の補正予算に設計委託費を計上したところであります。 
 次に、美術館の施設利用にかかる協定についてであります。 
 ８月８日、平山郁夫シルクロード美術館、清春白樺美術館および中村キースへリング美術館

のご理解をいただき、市内の小中学校が学校教育の一環として美術館を利用する場合に、入館

料の免除や学芸員による作品の解説、絵画指導などについてご協力をいただくことなどを内容

とした利用協定を締結いたしました。これにより児童生徒が質の高い芸術作品に触れ、理解を

深めることにより、情操教育の向上に寄与できるものと期待しております。 
 次に提出案件の内容につきまして、ご説明申し上げます。 
 提出いたしました案件は報告案件３件、認定案件２３件、条例案件７件、補正予算案件９件、

同意案件４件、諮問案件１件であります。 
 はじめに報告第７号につきましては、地方自治法第１８０条第１項の規定により、損害賠償

の額の決定について専決処分したので、議会へ報告するものであります。 
 次に報告第８号および報告第９号につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法

律の規定により、平成１９年度の市の健全化判断比率および資金不足比率を監査委員の審査に

付し、その意見を付けて議会に報告するものであります。 
 次に認定第１号 平成１９年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定から認定第２３号 平成

１９年度北杜市病院事業特別会計決算の認定までの２３案件につきましては、地方自治法第

２３３条および地方公営企業法第３０条の規定により、監査委員の審査に付し、その意見を付

けて議会の認定をお願いするものであります。 
 次に条例案件等につきまして、ご説明申し上げます。 
 議案第８４号 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律等の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定についてであります。 
 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に

関する法律の施行に伴う関係法律の整理等に関する法律が施行されることにより、北杜市認可

地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例、北杜市職員定数条例、公益法人等への北杜市職員

の派遣等に関する条例、北杜市下水道条例および北杜市甲陵高等学校の教員職員の給与等に関

する特別措置に関する条例の５条例を一括改正するものであります。 
 次に議案第８５号 北杜市交通安全対策会議条例の一部を改正する条例についてであります。 
 北杜市を所管する警察署が北杜市警察署になったこと等に伴い、所要の改正を行うものであ
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ります。 
 次に議案第８６号 北杜市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例の一部を改正する条例についてであります。 
 公職選挙法の一部を改正する法律の施行に伴い、今までは国政選挙のみに認められていた選

挙運動用ビラの頒布が地方公共団体の長の選挙においても認められ、ビラの作成にかかる費用

について公費で負担することができることとされたため、所要の改正を行うものであります。 
 次に議案第８７号 北杜市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につ

いてであります。 
 株式会社日本政策金融公庫法および、株式会社日本政策金融公庫法の施行に伴う関係法律の

整備に関する法律が施行されたことに伴い、所要の改正を行うものであります。 
 次に議案第８８号 北杜市手数料条例の一部を改正する条例についてであります。 
 オウム真理教犯罪被害者等を救済するための給付金の支給に関する法律が施行されることに

伴い、所要の改正を行うものであります。 
 次に議案第８９号 北杜市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例についてで

あります。 
 医療法施行令等の一部を改正する政令および医療法施行規則の一部を改正する省令が施行さ

れ、広告可能な診療科名が改められたことに伴い、所要の改正を行うものであります。 
 次に議案第９０号 北杜市職員住宅条例を廃止する条例についてであります。 
 武川町三吹にある北杜市職員住宅は、昭和３０年ごろに建設され、老朽化が著しく、防犯・

防災面等においても不安があるため、解体を行うことに伴う条例を廃止するものであります。 
 続きまして、補正予算につきましてご説明申し上げます。 
 まず議案第９１号 平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第３号）についてであります。 
 はじめに総務関係につきましては、環境保全基金活用検討委員会の意見を受け、「森を育て、

水を守る」をテーマにしたイベントを環境保全基金を活用して行うこととし、必要な経費を計

上いたしております。 
 次に企画関係についてでありますが、地方税法の改正により平成２１年１０月より公的年金

から個人住民税を特別徴収する制度が実施されることに伴い、業務系システムを改修すること

とし、必要な経費を計上いたしております。 
 次に民生関係でありますが、子どもを産み育てる環境を整備するため、子ども連れや出産予

定の方が公共施設等に優先的に駐車場所を確保できるよう、専用のカラーコーンを設置するこ

ととし、必要な経費を計上いたしております。 
 次に衛生関係につきましては、肝炎患者の負担軽減と治療を促進するため、インターフェロ

ン治療の一部を助成するものであります。 
 次に環境関係についてでありますが、下水道整備計画の区域外での合併浄化槽の設置に対す

る助成を増額するものであります。 
 次に農業関係でありますが、企業の農業参入を促進するため、耕作放棄地の区画整理などに

必要な経費を計上いたしております。 
 次に土木関係につきましては、早めの道路維持補修が必要な個所が目立つことや道路管理者

の責任が問われるような車両事故が多発していることなどから、早急の修繕に必要な経費を計

上しております。 
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 次に教育関係でありますが、耐震力が極めて低いと診断されております明野小学校の屋内運

動場を改築することとし、実施設計などに必要な経費を計上いたしております。 
 最後に公債費につきましては、昨年度から財政健全化を推進するため、利率の高い市債の繰

り上げ償還を行っているところでありますが、温泉施設整備の市債が交付税措置のない不利な

ものであり、解約手数料等を不要とすることで協議が整ったことから繰り上げ償還するもので

あります。 
 以上の内容をもって編成いたしました結果、一般会計の補正額は６億２，１６４万９千円と

なり、歳入歳出予算の総額はそれぞれ２８５億８５９万９千円とするものであります。 
 続きまして、特別会計補正予算についてであります。 
 はじめに議案第９２号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）であ

りますが、本年度の後期高齢者支援金が確定したことに伴い、６，５９４万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を５４億６，００８万３千円とするものであります。 
 次に議案第９３号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）であり

ますが、高額該当者情報一括登録システム開発のため、１５万５千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を５億３，８３６万８千円とするものであります。 
 次に議案第９４号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号）でありますが、

過年度の医療費の精算に伴う一般会計への繰出金が主なもので、１，５９３万２千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を５億７，６２９万１千円とするものであります。 
 次に議案第９５号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号）でありますが、

過年度の精算に伴う精算金として、６，５０２万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を３１億

９，４３８万円とするものであります。 
 次に議案第９６号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）でありま

すが、市内の給水管分水に伴う舗装本復旧および給水管敷設工事として４，２００万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を３１億３，３６０万円とするものであります。 
 次に議案第９７号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号）であります

が、長坂地区まちづくり交付金事業に伴う下水道管敷設替えとして１，３７６万６千円を追加

し、歳入歳出予算の総額を２９億４，２７３万１千円とするものであります。 
 次に議案第９８号 平成２０年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第１号）であります

が、改修した白州診療所の駐車場工事として３１７万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億

４，２８５万２千円とするものであります。 
 次に議案第９９号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号）でありま

すが、財産区の名称変更に伴う登記名義変更の経費が主なもので２３２万８千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を１億９２０万７千円とするものであります。 
 続きまして、人事案件についてご説明申し上げます。 
 はじめに同意第５号 北杜市公平委員会委員の選任についてでありますが、新たに公平委員

会委員を選任する必要があるため、地方公務員法第９条の２第２項の規定により、議会の同意

を求めるものであります。 
 次に同意第６号から同意第８号までの３案件につきましては、新たに恩賜県有財産保護組合

議会議員および財産区管理会委員を選任する必要があるため、八ヶ岳山恩賜県有財産保護組合

規約第６条第１項および北杜市財産区管理会条例第３条第１項の規定により、議会の同意を求
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めるものであります。 
 次に諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦でありますが、法務大臣が委嘱する人権擁護委

員の任期が満了となり、新たにその後任候補者を推薦する必要があるため、人権擁護委員法第

６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。 
 最後になりますが、議員各位におかれましても、今議会が任期最後の議会であります。４年

間の間には小淵沢町の合併もありましたが、議員各位には市政発展のため、格段のご指導とご

支援を賜りましたことに対しまして、改めて深甚なる敬意と感謝を表す次第であります。今後

もますますご健勝にて、ご活躍されますことを衷心よりご祈念申し上げます。 
 以上、提案いたしました案件の説明と私の所信の一端を申し上げました。よろしくご審議の

上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
 なお、定例会でありますので追加案件もあろうかと思いますが、よろしくご理解をお願い申

し上げます。 
〇議長（小澤寛君） 

 市長の報告および説明が終わりました。 
 ここで、暫時休憩といたします。 
 再開は午前１１時２０分といたします。 

休憩 午前１１時０９分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時２２分 
〇議長（小澤寛君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第９ 認定第１号から日程第３１ 認定第２３号までの一般会計および特別会計の２３件の

決算の認定について、補足説明を求めます。 
 大芝会計管理者。 

〇会計管理者（大芝隆夫君） 
 それでは、今議会に提出されました平成１９年度の北杜市における各会計の決算認定に関す

る議案につきまして、ご説明申し上げます。 
 北杜市における各会計の決算につきましては、地方自治法第２３３条、公営企業法第３０条

および北杜市財務規則第１３４条の規定に基づきまして、処理を行いました。 
 決算の調整につきましては、各会計とも平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで

に実施されました諸事業および収入支出につきましては、２カ月間の出納整理期間を経て、平

成２０年５月３０日に各会計を閉鎖し、決算の調整を行ったところであります。 
 したがいまして、市長への決算書の提出は出納閉鎖後、３カ月以内であります平成２０年７月

１５日に行い、また監査委員による決算審査は平成２０年７月１８日から８月１１日にわたり

実施され、決算に対する意見書をいただいたところであります。 
 今回、認定いただく案件の数につきましては、平成１９年度の一般会計をはじめ特別会計、

病院事業会計を含め、２３案件であります。 
 まず認定第１号 平成１９年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定に関する件であります。 
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 当初の歳入歳出予算額２７６億２，９１５万円に７回の補正を行い、１８年度からの繰越事

業を加えた予算の総額は３１７億６，４２９万６，５００円となりました。 
 歳入面では市税の７５億３８２万円余をはじめ、総額で３０８億６，１２１万８，６３１円

となり、収納率は９７．２％であります。 
 一方、歳出面では武川中学屋内運動場耐震補強、小淵沢中学プール改築工事などの義務教育

施設整備事業、清里・長坂・小淵沢地区のまちづくり交付金事業、須玉就業促進住宅建設、武

川上団地建設工事の公営住宅整備事業など大規模な事業を実施し、総額で２９７億２，３３３万

１，７６２円となり、執行率は９３．６％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は１１億３，７８８万６，８６９円となりますが、２０年度へ繰り越

す事業費１１億３，５７０万５千円の財源として、８，６２１万６，４２０円を差し引きます

と、実質繰越額は１０億５，１６７万４４９円となるものであります。 
 次に認定第２号 平成１９年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額５３億７０４万４千円に４回の補正を行い、１８年度からの繰越事業

を加えた予算の総額は５６億５，９６７万８千円となりました。 
 歳入面では保険税の１７億１，２９４万円余をはじめ、総額で６０億９，８１８万３，４６３円

となり、収納率は１０７．７％であります。一方、歳出面では保険給付費をはじめとし、５５億

１，１０３万２，７８３円で、執行率は９７．４％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は５億８，７１５万６８０円となり、全額２０年度へ繰り越すもので

あります。 
 次に認定第３号 平成１９年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に関する件であ

ります。 
 当初の歳入歳出予算額５４億６，０１５万円に２回の補正を行い、予算の総額は５５億５，

２１５万２千円となりました。 
 歳入面では支払い基金交付金の２８億１，７４０万円余をはじめ、総額で５４億５，１３８万

２，０９１円となり、収納率は９８．２％であります。一方、歳出面では医療給付費をはじめ

とし、５４億５，０８９万９，９６９円で、執行率は９８．２％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額４８万２，１２２円となり、全額２０年度へ繰り越すものであります。 
 次に認定第４号 平成１９年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に関する件であ

ります。 
 当初の歳入歳出予算額３０億７，８９１万４千円に３回の補正を行い、予算の総額は３１億

７，５８５万８千円となりました。 
 歳入面では介護保険料の５億１，３６２万円余をはじめ、総額で３２億１，１５３万９，

３１４円となり、収納率は１０１．１％であります。一方、歳出面では保険給付費をはじめと

し、３１億４，６５１万６，３５１円で、執行率は９９．１％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は６，５０２万２，９６３円となり、全額２０年度へ繰り越すもので

あります。 
 次に認定第５号 平成１９年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定に関す

る件であります。 
 当初の歳入歳出予算額１，６８０万３千円に１回の補正を行い、予算の総額は１，５１１万
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８千円となりました。 
 歳入面ではサービス収入の１，３４０万円余をはじめ、総額で１，４５１万９，３４１円と

なり、収納率は９６％であります。一方、歳出面では一般管理費として１，４４８万３７８円

で、執行率は９５．８％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は３万８，９６３円となり、全額２０年度へ繰り越すものであります。 
 次に認定第６号 平成１９年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額３０億１，４４４万３千円に３回の補正を行い、１８年度からの繰越

事業を加えた予算の総額は３１億４，９５５万３千円となりました。 
 歳入面では水道使用料の１１億１，９６７万円余をはじめ、総額で３０億９，２４８万６，

０３０円となり、収納率は９８．２％であります。一方、歳出面では水道維持管理費および水

道施設整備費など３０億６，１２４万５，４６４円で、執行率は９７．２％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は３，１２４万５６６円となりますが、２０年度へ繰り越す事業費、

３，７００万円の財源として、１，１４１万円を差し引きますと、実質繰越額は１，９８３万

５６６円となるものであります。 
 次に認定第７号 平成１９年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に関する件で

あります。 
 当初の歳入歳出予算額３４億４，４５３万９千円に３回の補正を行い、１８年度からの繰越

事業を加えた予算の総額は４０億４，４５２万円となりました。 
 歳入面では一般会計からの繰入金１１億５，２０２万円余をはじめ、総額で３６億９，

２１６万４，７７４円となり、収納率は９１．３％であります。一方、歳出面では下水道施設

整備費および公債費など３６億４，５６３万４，８００円で、執行率は９０．１％でありまし

た。 
 歳入歳出差し引き残額は４，６５２万９，９７４円となり、２０年度へ繰り越す事業費３億

７，５０６万９千円の財源として、１，８８３万６千円を差し引きますと、実質繰越額は２，

７６９万３，９７４円となるものであります。 
 次に認定第８号 平成１９年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定に関す

る件であります。 
 当初の歳入歳出予算額１０億２，７２４万１千円に４回の補正を行い、１８年度からの繰越

事業を加えた予算の総額は１０億９，６４５万８千円となりました。 
 歳入面では一般会計からの繰入金５億６５万円余をはじめ、総額で１０億８，３０１万５，

６５２円となり、収納率は９８．８％であります。一方、歳出面では公債費および施設整備費

など１０億５，９９０万７，５７１円で、執行率は９６．７％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は２，３１０万８，０８１円となりますが、２０年度へ繰り越す事業

費１，５００万円の財源として８０万円を差し引きますと、実質繰越額は２，２３０万８，

０８１円となるものであります。 
 次に認定第９号 平成１９年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入歳出決算の認定に関す

る件であります。 
 当初の歳入歳出予算額４億５，９９６万７千円に２回の補正を行い、予算の総額は４億３，

９３２万８千円となりました。 
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 歳入面では一般会計からの繰入金３億７，１６０万円余をはじめ、総額で４億４，３２２万

９，４２０円となり、収納率は１００．９％であります。一方、歳出面では４億２，７７０万

６，１９７円で、執行率は９７．４％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は１，５５２万３，２２３円となり、全額２０年度へ繰り越すもので

あります。 
 次に認定第１０号 平成１９年度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額８，９８７万８千円に２回の補正を行い、予算の総額は１億３，

５６０万４千円となりました。 
 歳入面では診療収入の１億１，４１７万円余をはじめ、総額で１億４，２２６万５，９７５円

となり、収納率は１０４．９％であります。一方、歳出面では１億２，６１２万１，６０１円

で、執行率は９３％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は１，６１４万４，３７４円となり、全額２０年度へ繰り越すもので

あります。 
 次に認定第１１号 平成１９年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額１億４，３９０万９千円に２回の補正を行い、予算の総額は１億

５５７万３千円となりました。 
 歳入面では診療収入の８，２１８万円余をはじめ、総額で１億８５６万２，４９５円となり、

収納率は１０２．８％であります。一方、歳出面では９，００３万４，００７円で、執行率は

８５．３％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は１，８５２万８，４８８円となり、全額２０年度へ繰り越すもので

あります。 
 次に認定第１２号 平成１９年度北杜市ケーブルテレビ特別会計歳入歳出決算の認定に関す

る件であります。 
 当初の歳入歳出予算額２億５，１９５万８千円に３回の補正を行い、予算の総額は２億６，

９２２万８千円となりました。 
 歳入面ではテレビ使用料の１億６，１１６万円余をはじめ、総額で２億６，４９７万７，

９３４円となり、収納率は９８．４％であります。一方、歳出については２億６，４９４万２，

９８０円で、執行率は９８．４％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は３万４，９５４円となりますが、平成１９年度で北杜市ケーブルテ

レビ特別会計が廃止されましたので、全額２０年度の一般会計に編入するものであります。 
 次に認定第１３号 平成１９年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定に関する

件であります。 
 当初の歳入歳出予算額９０万６千円は補正を行いませんでしたので、予算の総額は９０万

６千円であります。 
 歳入面では繰越金のみで１６７万５，７１７円となり、収納率は１８５．０％であります。

一方、歳出面では土地開発事業費の７８万５，７０７円で、執行率は８６．７％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は８９万１０円となり、全額２０年度へ繰り越すものであります。 
 次に認定第１４号 平成１９年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件
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であります。 
 当初の歳入歳出予算額１，１５５万５千円は補正を行いませんでしたので、予算の総額は１，

１５５万５千円となりました。 
 歳入面では財産収入の８３３万円余をはじめ、総額で１，２０１万９，５１７円となり、収

納率は１０４．０％であります。一方、歳出面では４つの財産区管理会の経費など９６５万５，

７６７円で、執行率は８３．６％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は２３６万３，７５０円となり、全額２０年度へ繰り越すものであり

ます。 
 次に認定第１５号 平成１９年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額３，３１０万５千円に１回の補正を行い、予算の総額は７，８３０万

５千円となりました。 
 歳入面では諸収入の５，４２９万円余をはじめ、総額で８，２６９万９，３１９円となり、

収納率は１０５．６％であります。一方、歳出面では８つの財産区管理会の経費など６，８０７万

７，９７５円で、執行率は８６．９％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は１，４６２万１，３４４円となり、全額２０年度へ繰り越すもので

あります。 
 次に認定第１６号 平成１９年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額１億６１３万８千円に１回の補正を行い、予算の総額は１億７７０万

３千円となりました。 
 歳入面では県からの補助金５，２１０万円余をはじめ、総額で１億２，８１１万１，５３７円

となり、収納率は１１８．９％であります。一方、歳出面では８つの財産区管理会の経費など

８，２９３万９，３２８円で、執行率は７７％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は４，５１７万２，２０９円となり、全額２０年度へ繰り越すもので

あります。 
 次に認定第１７号 平成１９年度北杜市長坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額１，１１７万５千円は補正を行いませんでしたので、予算の総額は１，

１１７万５千円であります。 
 歳入面では財産収入の２７１万円余をはじめ、総額で１，４１５万６，４８８円となり、収

納率は１２６．７％であります。一方、歳出面では３つの財産区管理会の経費など２９０万５，

５２１円で、執行率は２６％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は１，１２５万９６７円となり、全額２０年度へ繰り越すものであり

ます。 
 次に認定第１８号 平成１９年度北杜市大泉財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額２２８万６千円は補正を行いませんでしたので、予算の総額は

２２８万６千円であります。 
 歳入面では県からの補助金１３９万円余をはじめ、総額で２７７万８，６３８円となり、収
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納率は１２１．６％であります。一方、歳出面では２つの財産区管理会の経費など１４０万

１３４円で、執行率は６１．２％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は１３７万８，５０４円となり、全額２０年度へ繰り越すものであり

ます。 
 次に認定第１９号 平成１９年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する

件であります。 
 当初の歳入歳出予算額６５６万円は補正を行いませんでしたので、予算の総額は６５６万円

であります。 
 歳入面では県からの交付金２５８万円余をはじめ、総額で８６０万３，６９１円となり、収

納率は１３１．２％であります。一方、歳出面では３つの財産区管理会の経費など３１５万６，

３００円で、執行率は４８．１％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は５４４万７，３９１円となり、全額２０年度へ繰り越すものであり

ます。 
 次に認定第２０号 平成１９年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額１８０万２千円は補正を行いませんでしたので、予算の総額は

１８０万２千円であります。 
 歳入面では県からの交付金１３０万円余をはじめ、総額で１９３万９，８５５円となり、収

納率は１０７．７％であります。一方、歳出面では５つの財産区管理会の経費など１０８万１，

３６３円で、執行率は６０％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は８５万８，４９２円となり、全額２０年度へ繰り越すものでありま

す。 
 次に認定第２１号 平成１９年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額５９８万９千円は補正を行いませんでしたので、予算の総額は

５９８万９千円であります。 
 歳入面では県からの交付金１４３万円余をはじめ、総額で５８６万６，０９８円となり、収

納率は９７．９％であります。一方、歳出面では５つの財産区管理会の経費など１７４万１，

４１４円で、執行率は２９．１％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は４１２万４，６８４円となり、全額２０年度へ繰り越すものであり

ます。 
 次に認定第２２号 平成１９年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する

件であります。 
 当初の歳入歳出予算額３，０８４万円に２回の補正を行い、予算の総額は３，２７５万８千

円となりました。 
 歳入面では不動産貸付収入など２，３６８万円余をはじめ、総額で３，６４８万５，７８４円

となり、収納率は１１１．４％であります。一方、歳出面では一般管理経費など３，０７５万

７，３７４円で、執行率は９３．９％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は５７２万８，４１０円となり、全額２０年度へ繰り越すものであり

ます。 
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 最後に認定第２３号 平成１９年度北杜市病院事業特別会計決算の認定に関する件でありま

す。 
 決算は塩川病院、甲陽病院、介護老人保健施設 しおかわ福寿の里、訪問看護ステーション つ

くしんぼおよび八ヶ岳訪問看護ステーションの、５つの事業所の決算となります。 
 予算の執行状況のうち収益的収入及び支出については、収入予算現額３８億３，７２９万６千

円に対し、決算額は３４億６，６４３万９，９２４円であり、収入予算執行率は９０．３％で

あります。 
 内訳は病院事業収益３１億１，９０６万８，８０９円、介護老人保健事業収益２億９，６６３万

１，０６４円、訪問看護事業収益５，０７４万５１円となっています。 
 一方、支出は予算現額３９億３，４７０万４千円に対し、決算額３６億５，１８３万９，

５４７円であり、支出予算執行率は９２．８％であります。 
 内訳として、病院事業３２億８，９７７万５，１６４円。介護老人保健事業費用３億１，

６２７万６，２５６円。訪問看護事業費用４，５７８万８，１２７円となっています。 
 また資本的収入及び支出については、収入予算現額２億２９３万３千円に対し、決算額は２億

８１８万４，９６４円であり、収入予算執行率は１０２．６％であります。 
 一方、支出は予算現額３億９，５３４万円に対し、決算額３億８，５１１万１，２３０円で

あり、支出予算執行率は９７．４％であります。 
 以上、平成１９年度の各会計の歳入歳出決算について、その概要をご説明いたしました。 
 よろしくご審議のほどを賜り、認定いただきますよう、よろしくお願い申し上げまして、説

明を終わらせていただきます。 
〇議長（小澤寛君） 

 以上で、大芝会計管理者の説明が終わりました。 
 次に代表監査委員から認定第１号から認定第２３号までの２３件の決算審査結果について、

意見書の報告を求めます。 
 入江代表監査委員。 

〇代表監査委員（入江薫君） 
 それでは平成１９年度北杜市一般会計、特別会計歳入歳出決算および基金運用状況を審査し

た結果について、ご報告申し上げます。 
 地方自治法第２３３条第２項および同法第２４１条第５項、ならびに地方公営企業法第

３０条第２項の規定により、決算審査に付された会計については、 
 平成１９年度北杜市一般会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出決算 

 ２８



 平成１９年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市ケーブルテレビ特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市長坂財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市大泉財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成１９年度北杜市病院事業特別会計決算 
の２３会計でございます。 
 この２３会計の決算について、平成２０年７月１８日から８月２２日の間、北杜市役所にお

いて、審査のために提出されました決算書類について、帳簿と証拠書類等に基づき、秋山元紀

監査委員、浅川哲男監査委員、そして私の３名で決算審査を実施いたしました。 
 審査に付された各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書および財産

に関する調書について、関係法令に準拠して作成されているかどうかを確認し、これらの計数

の正確性を検証するため、関係諸帳簿、その他証拠書類との照合等、通常実施すべき審査手続

きを実施したほか、必要と認めた項目の審査手続きを実施いたしました。 
 一般会計・特別会計および歳入歳出外現金、ならびに基金運用状況を審査した結果、決算は

その計数に誤りはなく、諸帳簿・証拠書類も整備され、決算計数は正確でありました。 
 なお、各会計の決算については、お手元に配布されております決算書に添付された意見書の

とおりでございます。 
 さて、わが国全体の財政の危機的状況の中、地方自治体における財政健全化の規制強化を目

的として、今年４月から地方公共団体の財政の健全化に関する法律の一部が施行されたことは、

これからの自治体にとって、行財政運営がいかに重大かつ重要であるかを示唆するものであり、

依然、厳しい財政状況の本市においても、健全な財政運営に向け、なお一層の努力が望まれる

ところであります。 
 こうした状況の中、平成１９年度の決算においては、市債は着実に減少傾向を辿っており、

基金も増加傾向にあるなど、財政的に努力のあとが見られますが、歳入総額に占める割合が高

い地方交付税の今後の減少等を想定しますと、さらなる自主財源の確保、歳出の抑制が求めら

れます。 
 公正で合理的、かつ効率的な行財政を確保するため、事業の必要性や事業効果等を十分に精

査し、限られた財源を効率的・効果的に配分するなどの創意工夫を重ねる中で、最小の経費で

最大の効果をあげるよう、さらに健全化に努めていただきたいと思慮するところであります。 
 住民の福祉の増進に努めるという自治体の基本理念を常に忘れることなく、市民と協働しな

がら、人と自然と文化が躍動する環境創造都市を構築していくことを期待し、平成１９年度の

決算審査の報告とさせていただきます。 
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 以上でございます。 
〇議長（小澤寛君） 

 以上で、代表監査委員の報告が終わりました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第４ 決算特別委員会の設置についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 北杜市議会委員会条例第６条の規定により、今期定例会に上程されております認定第１号か

ら認定第２３号までを審査するため、４１人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置し

たいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、４１人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置することに決定いたしま

した。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第５ 決算特別委員会委員の選任についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 ただいま設置されました決算特別委員会委員の選任につきましては、委員会条例第８条第

１項の規定により、議長が決算特別委員会の委員として、４１人の全議員を指名いたしたいと

思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、ただいま指名いたしました４１人の諸君を決算特別委員会委員に選任すること

に決定しました。 
 ただいま選任されました決算特別委員会委員は、本会議休憩中に委員会を開会し、速やかに

正副委員長の互選をされるよう、ここに招集いたします。 
 場所につきましては、議員協議会室で開催いたします。 
 ここで、暫時休憩いたします。 
 議員各位には、直ちに議員協議会室にご参集をお願いしたいと思います。 

休憩 午後 ０時０２分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ０時１９分 
〇議長（小澤寛君） 

 休憩前に引き続き、再開いたします。 
 ここで昼食のため、暫時休憩いたします。 
 再開は午後１時４０分といたします。 
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休憩 午後 ０時１９分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時３８分 
〇議長（小澤寛君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 入江代表監査委員さんは、一身上の都合により退席をする旨、申し出がありましたので、こ

れを承認いたしました。ご報告申し上げます。 
 休憩中に決算特別委員会を開催していただきましたが、まだ審議未了でございますので、こ

こで暫時休憩をして、引き続き決算特別委員会を開催していただきたいと思います。 
 ここで、暫時休憩いたします。 

休憩 午後 １時３９分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ２時０４分 
〇議長（小澤寛君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 休憩中に決算特別委員会を開催いたしまして、委員長、副委員長が決まりました。 
 決算特別委員会から正副委員長の氏名が議長のもとに届いておりますので、ご報告いたしま

す。 
 委員長に鈴木孝男君、副委員長に中村勝一君。 
 以上のとおり、決算特別委員会の正副委員長が決定いたしました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま議題になっております認定第１号から認定第２３号までの２３件および議案第

８５号から議案第８９号までの５件につきましては、お手元に配布してあります議案付託表の

とおり、決算特別委員会および所管の常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第１号から認定第２３号までの２３件を決算特別委員会に付託し、議案第

８５号から議案第８９号までの５件につきましては、所管の常任委員会に付託することに決定

いたしました。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 
 次の会議は９月２４日、午前１０時に開きますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでした。 

 
散会 午後 ２時０５分 
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開議 午前１０時００分 
〇議長（小澤寛君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 ただいまの出席議員数は４１人です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 諸報告をいたします。 
 鈴木孝男君ほか６人より提出された、長寿者医療制度（後期高齢者医療制度）の見直し及び

改善を求める意見書は９月１６日に取り下げの申し出があり、許可したので報告します。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご承知願います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第１ 会派代表質問を行います。 

 ここで、各会派の質問順位および代表質問、一般質問の割り当て時間をお知らせします。 
 １番 北杜クラブ、１３０分。２番 北清クラブ、７０分。３番 政経会、６０分。４番 市民

フォーラム、８０分。５番 公明クラブ、３０分となります。 
 それでは順次、質問を許します。 
 はじめに、北杜クラブの会派代表質問を許します。 
 北杜クラブ、１９番議員、千野秀一君。 
 千野秀一君。 

〇１９番議員（千野秀一君） 
 北杜クラブを代表して、５項目、細かく１０の質問をいたします。 
 はじめに、この合併以後、１期４年間の評価をいたしたいと思います。 
 ４年前、合併した北杜市は市債残高が１千億円を超えており、市として、そのときすでに瀕

死の重体でありました。それは、それぞれ７町村が同様の状態であり、そして合併したからで

あります。大量出血をまず止める。そして蘇生させる。そんなところからスタートしたといっ

ても過言ではありませんでした。すべてが新しい枠組みの中で、執行も議会もまさに再生・再

建の共通認識で、真剣に取り組む４年間でありました。しかし、市民の皆さまにとりましては、

まだまだ、この状況の変化に戸惑い、違和感、不安、不満があろうかとは思いますが、一方で

県内外から高い評価を受けていることも喜ばしく思っておられることと思います。 
 市長は先般、これからも何事に対しても果敢に取り組むベンチャー自治体 北杜市の確立に

努めると宣言し、それに多くの議員も賛同、合わせて多くの市民も期待と支援を示しておられ

ます。今、北杜市には立ち止まるほどの余裕はまったくありません。市長には、これからも今

日までのしっかりとしたリーダーシップと、力みなぎる北杜市を目指した舵取りを願っておき

ます。 
 では、最初に北杜市の行財政改革について伺います。 
 その前に本市の合併の背景、経過についても触れ、それに沿って質問をいたします。 
 国民の６５％もの高支持率を得ていた小泉内閣が、平成１２年、国の財政再建立て直しとし

て、大構造改革に着手をいたしました。その時期、全国のほとんどの自治体は３割自治といわ

れ、残りを交付金・補助金で賄っておりました。改革は、その最もウエイトの大きな交付金の
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削減を示し、平成の大合併を促しました。そこで、当地でも７町村で合併協議会を設立。新市

将来構想、新市建設計画ダイジェスト版、合併の必要性などを説明した資料で、市民説明会を

行いました。 
 合併すれば、その時点の各町村分の交付金の削減は１０年間据え置き、その後、５年間で段

階的に削減。併せて合併特例債２９０億円で、大変有利な基盤整備ができ、その上、県でもそ

の市内で、重点的に２４０億円の整備事業を行うというものでありました。合併協では平成

１３年に、平成１６年１１月の合併を合意いたしました。同時に各町村では、それぞれに平成

２６年度までの整備計画をつくり、合併前に地域の整備として前倒しの事業を行いました。結

果として、預金の取り崩し、総額４６億円。市に引き継がれた負債額１６０億円。合わせて

２０６億円もの巨額の事業を２年、３年で実施したのであります。 
 ここで、お伺いいたします。 
 当時７町村がつくったとされる各町村別主要事業年度別事業計画書は、各町民に示されたも

のでありましたでしょうか。 
 漏れ伝わるところによりますと、その計画書の総事業費は１，２００億円ともいわれ、その

内容も瑞牆山に観覧型ゴンドラ式ロープウエイ建設費２０億円。津金にグラウンド建設１１億

円。地域プラザ１１億円。明野総合運動公園２５億円。高根家畜糞尿バイオガス発電１０億円。

サッカー場１０億円。大泉総合プラザ２０億円。武川、同じく２５億円。白州ベルガ温泉１１億

円。プラザ建設８億円等々の事業が計画されていたようであります。しかし、市民の多くはそ

の全容について承知していないように思えるのでありますが、いかがでしょうか。 
 合併時、すでにあった１千億円に、さらに１，２００億円の事業計画、あまりにも無謀な計

画であったと思います。その後、平成１８年３月、小淵沢と合併。しかし、このとき、市債残

高はまだ、９８０億円ほどでありました。この同時期、国は自治体の財政健全度を示す方式を

改め、実質公債費比率を基準といたしました。そして、それが１８％以上の自治体は、新規事

業については県の承認が必要となり、本市はすでにその状態に入っておりました。巨額の借金、

町ごとにあるおびただしい数の類似公共施設、それに伴う職員数と経常経費。また、広いが故

に必要となる効率のよくないインフラ整備等々、難問は山積でありました。当然のことながら、

この上、１，２００億円もの事業を計画どおり実行できるはずもなく、新しい制度のもと、新

しい計画がつくられました。今、この新しい現実を市民等しく認識しなければなりません。次

の段階に進むことさえ、できません。市長は市民に夢を示すとともに、このことのご理解も得

られるよう、職員ともどもチャレンジを続けてほしいものであります。 
 ここで、お伺いいたします。 
 これほどの厳しい状況を打開するためには、より一層の行政力の向上が不可欠だと思います。

そこで、職員の研修制度であります。自治体が倒産する、自治体が生き残りをかけて競争する

など、行政においてはまったく無縁なものでありました。しかし、今はそれが常識となりまし

た。市長は、ベンチャー自治体を目指すと言いました。株式会社 北杜の経営意識だと思いま

す。株主は当然、市民。ニーズの多様化の中、スピードをもって実利を追求する。今までにな

い行政力が求められています。そのため、民間のノウハウを民間企業の現場で習得する。その

ことは当然のことのように思います。自薦・他薦を問わず、意欲のある職員の研修制度の考え

はいかがでしょうか。 
 次に職員の資質の向上と合わせて、即戦力となる人材を民間から登用する考えは、いかがで

 ３７



しょうか。 
 ベンチャー企業には、より高度な、より専門的な知識・技能・ノウハウが必要です。政策専

門員という肩書きで、民間から公募で採用している市があります。仕事の現場では、職員との

摩擦も懸念されますが、職員も学ぶことが多いはずであります。任期付き職員の採用の考えは

いかがでしょうか。 
 次に環境対策について、伺います。 
 名水の里の水を守るための質問です。地下水の汲み上げ井戸の掘削についてです。 
 本市にはそれぞれの町に湧水・公共用水道水源がありますが、名水の里となった今、現行の

規制で十分対応できるものであるか、伺います。 
 次に下水道整備計画、地下水の汚染防止策についてであります。 
 はじめに整備計画は、平成２３年に終了の予定となっていましたが、今の進捗状況はどうか

伺います。 
 次に、合併浄化槽の普及対策についてであります。 
 名水の里としての、特別の取り組みの考えはありますか、伺います。 
 次に単独浄化槽から合併浄化槽への改善、改修促進について伺います。 
 単独型はくみ取り式同様、処理水を河川、または地下に浸透させています。以前は飲めてい

た湧水が、今は飲めなくなったという話も聞きます。このような事態を防ぐためにも、改善促

進は急務と思いますが、対策をお伺いいたします。 
 次に集団型合併浄化槽の行政設置、使用料徴収方式の考えについて、伺います。 
 単独型、合併型を設置していても、別荘などにおいては長期間使用をしないため、機能が十

分果たされていないケースもあると聞きます。市内には湧水・水道水源の周辺、あるいは上流

域に別荘団地的なところも多くあります。地下水汚染が心配されます。この方式は大変、重要

と思いますが、お考えをお伺いします。 
 次に、下水道のつなぎ込みの状況と促進活動についてもお伺いしておきます。 
 次に公共サービスの格差是正についてであります。 
 ＣＡＴＶに関する質問をいたします。 
 北杜ＣＡＴＶ指定管理の説明会の折、業者の責任・努力で、これまで以上にエリアの拡大等、

サービスの向上が望めるという説明があり、それに対し期待もしております。しかし、市内に

は３社がそれぞれのエリアを持っており、市の目的である市と市民の情報共有のためには、十

分な、お互いの理解と協調体制が必要と思われます。また、難視聴地域での共同受信施設への

ＣＡＴＶの接続の要請は、どうなっていますか。また加入負担金についても、３社の統一した

対応が必要と思われますが、お考えをお聞きします。 
 次に農工商における地産地消の考え方について、伺います。 
 身土不二という言葉は、仏教の教えであります。その土地の食べ物が、その土地に住む人の

体によいという意味であります。家を建てるときなどにも、その地の木材が適しているなどと

いわれてもいます。そして昨今、この地産が評価され、特にこの地の農産物直売施設は活況を

呈しています。しかし、本市の基幹産業である農業も、商業・建設業も大変厳しい状況にあり

ます。そこで、まだまだ、大きな生産力を持っている農業のプロと商いのプロとの連携による

販路拡大の施策について、お考えをお聞きいたします。 
 農業、商業に続いて建設、土木も地産地消の考えをお聞きします。 
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 ここで地産地消という言葉は少し強引かなとも思われますが、緊急災害時等における地域力

確保のため、地域の事情を熟知している地域の業者との協働は不可欠と思います。冬季の除雪

はもとより、通年の防災への備えのため、信頼関係の構築は大変重要と思います。市の取り組

みを伺います。 
 最後に３地域のまちづくり交付金事業の連携をについて、お伺いいたします。 
 総額４２億円、交付金４０％の事業でありますが、その進捗状況と事業の完了後の地域活性

化策について、市のお考えをお伺いいたします。 
 以上、５つの項目、１０の質問についてお伺いをいたします。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 合併した北杜市の市政に対し、厳しい中にもご評価をいただき、ありがたく思います。曲が

りなりにも推進できましたのも、議員をはじめ市民のご協力のおかげで、感謝を申し上げます。

ふるさと再生・再建を期して礎を築くために、しっかりとした舵取りをしてまいりたいと思い

ます。 
 千野秀一議員の、北杜クラブの代表質問にお答えいたします。 
 行財政改革について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に合併時の新市建設計画、町別主要事業年度別計画などについてであります。 
 合併前の各町村において実施しました住民説明会では、新市将来構想および合併協定項目に

ついて説明をいたしました。新市将来構想は法的に義務付けられたものではなく、まちづくり

の方向性を住民の皆さんにお示しするために、峡北地域合併協議会において、任意に策定した

ものであります。 
 一方、新市建設計画は合併特例法第５条により、合併特例債などの優遇措置を受けるために

策定を義務付けられていたものであり、平成１５年１０月に策定されました。この新市建設計

画策定のための基礎資料として、新市での新たな事業や各町村が予定していた施策や事業など

を発展的に新市に引き継ぐことや合併に伴う国・県の支援策の活用、県との調整などを行うた

めに合併前の各町村が独自の判断で峡北地域合併協議会に提出し、集計したものが町別主要事

業年度別計画であり、８町村の事業費の総額は１，１７２億円でありました。 
 また、平成１９年３月に策定いたしました第１次北杜市総合計画は、北杜市・小淵沢町合併

協議会により、平成１７年３月に策定された新北杜市建設計画を基本に、まちづくり市民アン

ケート、ワークショップ、地域委員会やパブリックコメントでの市民の皆さんからの提言、さ

らに総合計画審議会での審議・答申をいただき、平成１８年第４回北杜市定例市議会の議決を

経て、策定されたものであります。 
 国・地方とも非常に厳しい財政状況が続いております。少子高齢化、転入者の増大、市民の

価値観やニーズの多様化、環境問題への対応など本市を取り巻く状況が変化する中で、市の財

政事情を十分考慮し、第１次北杜市総合計画を推進してまいる考えであります。 
 次に職員の研修制度についてでありますが、市では人材育成基本方針に基づき、職場研修や

山梨県市町村職員研修所等の階層研修・専門研修を活用し、併せて全国市町村職員中央研修所

等の研修にも積極的に参加させ、職員の能力向上や意識改革を図っております。また、職員派
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遣につきましては、現在、国や県、甲府市のほかにＢ＆Ｇ財団にも職員を派遣しております。 
 一方、実体験研修として新規採用職員を自衛隊の生活体験入隊研修に参加させ、リーダーシッ

プの養成、団結、規律心の涵養などを習得させています。 
 ご質問にあります民間企業等への研修につきましては、現在、実施しておりませんが、今後

は企業における経営理念や接遇等を中心とした研修ができるよう、まず民間企業派遣研修実施

要領を制定し、また研修可能な企業を選定するなど、職員研修ができるよう努めてまいります。 
 次に任期付き職員の採用についてでありますが、現在、市では職員の定員適正化計画に基づ

き、職員を削減しております。ご質問にあります任期付き職員につきましても、定数内の職員

でありますが、時代のニーズに応じた行政を推進するためには、市職員以上の専門的知識が必

要な業務もありますので、職員定数や人件費なども考慮する中で、専門的な知識経験や優れた

識見を有する任期付き職員の採用を検討していきたいと考えております。 
 次に環境対策について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に地下水、汲み上げ井戸の掘削についてであります。 
 北杜市は日本の名水として、白州・尾白川、八ヶ岳南麓高原湧水群、金峰山・瑞牆山源流の

３カ所が認定されており、日本一の名水の里として評価をいただいております。現在、地下水、

井戸の汲み上げにつきましては、北杜市地下水採取の適正化に関する条例により、公共用水道

水源の周辺地域半径２５０メートル以内、湧水資源の重要な地域等、半径５００メートル以内

および地形上、地下水資源の極めて重要な地域を規制地域として定めて、水源の保全に努めて

おります。地下水は限られた貴重な資源であり、適正な利用を図らなければならないことから、

関係部署の職員による庁内地下水検討委員会を８月に設置したところです。名水の里を守るた

めに、早い時点で地下水採取の規制・保全等について、結論を出したいと考えております。 
 次に下水道整備計画についてのうち、整備計画の見直しについてであります。 
 特定環境保全公共下水道事業につきましては、平成２３年度事業完了を目標に、主に須玉町、

高根町、大泉町、小淵沢町、武川町での認可面積の残り１８６ヘクタールの面整備と処理場の

増設などを順次、進めております。しかしながら下水道事業は膨大な経費がかかり、現在の財

政状況や公債費負担適正化計画等から考えますと、改めて工事の内容、整備方法等を検討する

必要があることから、事業の終了年度は平成２７年度ないし、２８年度ごろまで延びると考え

ております。 
 農業集落排水事業につきましては、農業振興地域内の集落を対象として、現在、白州町の上

教来石地区、横手地区の整備を進めており、上教来石地区は平成２１年度に、横手地区は２３年

度に供用を開始する予定としており、これで全事業が完了となる予定であります。 
 次に合併浄化槽の普及対策についてであります。 
 現在、市では生活環境の向上と公共水域の環境保全を図るため、特定環境保全公共下水道事

業、ならびに農業集落排水事業による下水道の整備を実施しております。下水道整備計画区域

外につきましては、合併浄化槽を設置する者に対し、費用の一部を助成する合併浄化槽設置整

備補助金事業により、普及促進を図っているところであります。この補助金制度は、処理人槽

による補助基準額を国・県・市で３分の１ずつ負担し助成するもので、本制度が存続する間は

活用し、廃止となった場合には、新たな助成制度の創設等を検討してまいりたいと考えており

ます。 
 次に、単独型から合併型への改修促進についてであります。 
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 現在のところ、下水道整備計画区域外の単独浄化槽、あるいはくみ取り等の戸数は正確な数

値を把握しておりませんが、全市全域でおおよそ１，０７０戸ほどあると推定されます。単独

浄化槽は、し尿処理のみで台所や風呂等の生活雑排水は直接、河川に放流するか、地下浸透し

なければなりません。このようなことから、公共水域の水質汚濁や地下水汚染の防止対策のた

めにも、合併浄化槽設置整備補助金事業の活用を広くＰＲし、改修促進に努めてまいりたいと

考えております。 
 次に集団型合併浄化槽の行政設置、使用料の徴収方法の考え方についてであります。 
 集団型合併浄化槽の行政設置につきましては、生活排水処理を緊急に促進する必要がある地

域において、地域を単位として浄化槽の計画的な整備を図るため、市町村が設置主体となって

浄化槽の整備を行う市町村設置型合併浄化槽整備事業があり、白州町の花水地区および横手の

一部で、この事業により浄化槽６２基が整備されています。 
 使用料金徴収の方法につきましては、白州町の農業集落排水事業の使用料金と同額の月額２，

６２０円を徴収しており、浄化槽法にかかる法定検査および、くみ取り等の維持管理につきま

しては、市で行っております。 
 次に下水道接続の現状と促進活動についてでありますが、平成２０年３月末現在の公共下水

道の水洗化率は全体で７１％、同じく農業集落排水の水洗化率は７３％となっており、昨年同

期と比較いたしますと、公共下水道は１ポイント、農集排は１７ポイントとそれぞれ増加して

います。これは平成１９年度に公共下水道で武川浄化センターが、農集排で和田および江草処

理区が供用開始されたことに伴う増加によるものであります。 
 接続率が伸びない要因としては、高齢化世帯や一人世帯など諸般の実情等がありますので、

状況把握等をする中で接続率向上を推進するため、各戸訪問の検討、融資斡旋制度の周知、な

らびに活用の啓蒙、回覧や広報、ＣＡＴＶ等による周知活動等をさらに積極的に展開してまい

りたいと考えております。 
 なお、毎年、市内８０カ所に及ぶ河川や湧水および湖沼などで水質調査を実施し、環境基準

に適した水質を保全するためのチェックを行っております。 
 また、北杜市は日本の名水として３カ所が選定され、名実ともに日本一の名水の里として位

置づけられ、全国から注目と期待を寄せられていることを強く感じておりますので、日本一の

名水の里にふさわしい取り組みが必要であると認識しております。そこで現在、名水を守る組

織の設立に向けた準備を進めているところであります。今後、さらに水の需要や価値がますま

す高まることが想定され、次の世代に清廉な水を引き継ぐためにも、市民ぐるみで水環境を守

る活動を展開してまいりたいと考えております。 
 次に公共サービスの格差是正についてのＣＡＴＶ情報共有のための、難視聴地域対策につい

てであります。 
 市内でのテレビ放送の受信方法は、ケーブルテレビによるもの、各自のアンテナによるもの、

およびＮＨＫ共同受信施設組合によるものなどがあります。市内に１５カ所ありますＮＨＫ共

同受信施設組合につきましては、去る７月２９日に各組合の代表者の方々にお集まりいただき、

地上デジタル放送受信対応と相互の情報交換を行ったところであります。 
 また、難視聴解消の努力義務が課されているＮＨＫや民法各社等は、放送事業者として従来

の坊ヶ峰に加えて、新たに穴山中継局を開設し、８月から番組送信を始めましたので、県内４波

であるＮＨＫ総合とＮＨＫ教育および民法のＹＢＳとＵＴＹの、北杜市での視聴可能エリアは
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拡大、改善されたものと考えていますが、今後の状況につきまして注視したいと思います。 
 なお、市の情報共有については、ケーブルテレビに加入していない世帯への北杜市の情報番

組をＤＶＤに録画し、各町の図書館に配備して貸し出しを行っておりますので、ご利用いただ

きたいと思います。 
 次に３系統のサービス均衡についてであります。 
 テレビ受信方法のケーブルテレビに限りますと、ご案内のとおり、市ケーブルテレビを含め

た３事業者となっております。しかしながら、民間事業者に対するサービス内容の向上や加入

負担金等の統一化につきましては、大変、難しい問題がありますが、相互に協力・協調しなが

ら、少しでも均衡化できるよう、働きかけを行ってまいりたいと考えております。 
 次に農工商における地産地消について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に農産物の販路拡大のための、市内商業者との協力体制づくりについてであります。 
 これまでの農産物の主な販路経路としましては、ＪＡ集荷による市場出荷が中心でありまし

たが、安全・安心を求める消費者のニーズの高まりから、農産物直売所という新たな販路が確

立し、販売金額を伸ばしているところであります。また、昨今の食品問題等もあり、市内のホ

テル等では、より安全・安心な農産物を利用者に提供するために、生産者から直接仕入れを行

い、消費者ニーズに合った取り組みが展開されております。 
 このように農産物の地産地消の販路は拡大傾向にありますが、その一方で利用量や提供農家

数は伸び悩んでいる状況にあります。その理由としましては、利用者側からの品質、規格、納

入時間等の制約があり、これに対応できる生産者が少ないことが挙げられます。そこで、先般、

設立した食育地産地消推進協議会の推進事業の中に、地元農産物の流通体系整備を位置づけ、

生産者から市内商業者を経由して、利用者に届く流通体系の整備を現在、検討しているところ

であります。この流通体系の確立により、地産地消での市内商店の活性化が図られるとともに、

生産者の販路拡大へとつながるなど、大きな相乗効果をもたらすものと考えております。 
 次に緊急災害時への地域力確保についてでありますが、市では地元建設業者等の育成などを

考慮し、一般競争入札以外の工事については、市内の建設業者を指名して、工事執行を行って

おります。また、冬季の除雪作業をはじめ、災害時や道路の緊急補修などは即戦力として、地

元の建設業者にお願いしなければならないため、今後も市内業者を最優先で発注してまいる考

えであります。 
 先の中国四川大地震、岩手・宮城内陸地震では一瞬にして山の形が変わり、建物・道路等が

崩壊してしまうほどの大規模な地震が発生しました。こうしたことから、先の北杜市総合防災

訓練においては、土砂崩れにより寸断された道路の復旧を想定した訓練を実施しました。災害

時には即戦力のある地域の建設業者の協力は不可欠でありますので、北杜市建設安全協議会と

災害時における応援協定を締結する考えであります。 
 次に、３地域のまちづくり交付金事業の連携についてであります。 
 北杜市では現在、まちづくり交付金事業を長坂地区、清里駅周辺地区、小淵沢駅周辺地区の

３地区で実施しております。事業計画期間は長坂地区が平成１６年度から平成２０年度まで、

清里駅周辺地区が平成１７年度から平成２１年度まで、小淵沢駅周辺地区が平成１８年度から

平成２２年度までの各５年間であります。 
 最初に事業進捗状況でありますが、平成２０年度末において、長坂地区９３．１％、清里駅

周辺地区７５．７％、小淵沢駅周辺地区３９．２％の見込みであります。長坂地区については
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本年度が最終年度でありますが、今議会で繰越明許をお願いしているところであります。 
 次に地域活性化策についてでありますが、まちづくり交付金は地域主導の個性あふれるまち

づくりを行い、地域住民の生活の質の向上と地域経済、社会の活性化を図ることを目的として

創設された制度であります。３地区ともまちづくりに関する協議会とともに進めてきた事業で

ありまして、広場、駐車場、道路等の整備を進めておりますが、地域に密着した、これらの施

設は地域の拠点として、イベント等に利用していただき、また観光等に活用していただきまし

て、地域社会の活性化に寄与することを期待しているところであります。すでに指定管理となっ

ている長坂駅前駐車場を除き、これらの施設につきましては、当面の間、市で管理してまいり

たいと思います。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 千野秀一君、再質問を許します。 

〇１９番議員（千野秀一君） 
 質問がちょっと多かったものですから、再質問もちょっと多くなりそうで申し訳ありません。 
 まず合併協の件です。１番目の件です。 
 合併協で策定した新市建設計画は、新しく市でつくった第１次総合計画にどのように反映さ

れているのか、お伺いします。また、その中で中止だとか、見直しというふうな判断をした事

業がありますでしょうか。ありましたら、具体的に示していただけたら、幸いだと思います。 
 ２番目です。民間企業への研修は行われませんでしたという答弁でありました。そして、で

も要綱をつくって推進するということで、期待もしております。難しい状況があって実施でき

なかったのか、そのへんをお聞きしたいと思います。 
 そしてまた、任期付き職員の採用についてでありますけども、検討していきたいとの答弁で

ありました。この２つの質問は、今、市の将来像の礎をつくるときでありますので、より確実

にスピーディに仕事を進めるための制度であるから、この活用は必要かなというふうに思って

の質問であります。 
 先日の、市の代表監査委員の報告の中にも専門部、あるいは専門家の設置の検討をとの指摘

もありました。意味するところは部・課の設置だけではなく、専門員・専門家の配置のことだ

と思います。新聞報道となった指定管理の件のほか、まちづくりとか情報、土木・建設、食育、

税務、公用車の管理から北杜の顔である総合案内、北杜のイメージである電話の応対等々、制

度の実施は必要だと思われます。併せて、研修修了者の認定制度というようなものもつくった

らいいのではないかなというふうにも考えております。 
 次に環境対策についての、地下水の汲み上げ井戸の件ですけども、庁内検討会を設置すると

いうふうな答弁でありました。大いに期待もしております。北杜の水を守るためにも、よそに

ない、そういう委員会もたぶん必要だと思います。これは質問ではありませんけども、期待を

しておきます。 
 次に単独槽から合併槽への改修促進についてでありますけども、今後、あるいは今まではど

ういうふうな形で促進活動をしていたかを、お伺いいたします。そして、先ほどの答弁の中で

１，０７０戸が単独槽、あるいはくみ取り式だというふうな答弁だったんですけども、なんか

もっともっとたくさんあるんではないかというふうな気もしております。そういう意味で、こ
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れからしっかりとした状況の把握をお願いしておきます。 
 そして集団型合併槽、これはどういう言い方がいいのか分かりませんけども、集団型合併浄

化槽の行政設置使用料徴収方法の答弁の中で、生活雑排水の処理を緊急に促進する必要がある

地域には、こういう事業を進めるというふうな答弁だったと思いましたが、その緊急性を認め

る基準のようなものはあるんでしょうか。そしてまた、そういうことを計画している地域があ

るか。 
 ３番目に、市としてそういうものの必要性を感じているような場所があるか。 
 ４番目なんですけども、別荘団地的な地域は合併浄化槽設置の前に建てられたところがかな

りありまして、そういうエリアが下水道になっていない、そういうところへの取り組みはどう

かと、可能性があるのかをお伺いします。 
 次に、これは下水道のつなぎ込みの状況ですけども、以前、前議会でも質問がありましたけ

ども、先ほどの答弁の中で、接続率の向上のための各戸訪問を検討すると言いましたけども、

当然、十分な状況の把握のために各戸訪問は必要だと思います。早急に行っていただきたいと

思います。 
 そして、一番最後のくくりの部分ですが、名水を守る組織の設立をするというふうなことを

言っておりました。それについても期待をしておきます。 
 また、市長の執念といいますか、水についての熱い思いで実現をした環境保全基金制度の設

立と、その活用として水についての事業の啓蒙事業、里山整備事業、公募による事業、子ども

たちの教育事業、電気自動車の導入などの事業をするというふうなことにも期待をしています

けども、地下水汚染の要因を排除することは、もっと大切だというふうにも思います。水質の

チェックは対策とはなりません。汚染が確認されたら、もう回復は不可能になってしまいます。

しっかりとした北杜市型の対策を期待しておきます。 
 最後ですけども、３地域のまちづくり交付金の事業なんですけども、ハードのものはもう着々

と進行しているようでありますけども、それぞれ合併の前に各町で町が関与して進めてきた事

業であります。市内の３カ所となった、今であればこそ、市としての活用について連携をする

ような考えがあるかどうか。これは産業観光というか、そんなふうな部分での考え方をお聞き

したいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 千野議員さんの、新北杜市建設計画がどのように第１次総合計画に反映されているかという

ふうな内容の質問でございます。 
 まず、新北杜市建設計画につきましては、財政計画を立てまして、いわゆる１０年間の計画

を立てております。しかしながら、この中で、いわゆる平成１８年に行政改革大綱、あるいは

アクションプランが策定されまして、これと総合計画がリンクした中で作成しております。そ

うする中で、また実質公債費比率の１８％を超えていることから、いわゆる歳出の削減という

ことでございますので、第１次総合計画には、それらを網羅する中で、計画にはすべてが反映

されておりませんが、随時、予算査定の中で反映しておりますので、よろしくお願いいたしま
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す。 
〇議長（小澤寛君） 

 総務部長。 
〇総務部長（柴井英記君） 

 千野議員さんの民間企業の研修につきまして、難しい状況があってできなかったのか、否か

というようなご質問でございます。 
 先ほど市長答弁にもありましたように、それぞれ各階層別等の研修を通じまして、それぞれ

対応しているところでございますが、今後もそれらの研修を重ねながら、必要に応じて、民間

企業、あるいはまた新規事業等を導入する際には、先ほどの任期付き職員等の対応もしてまい

りたいということで、制度が目まぐるしく変わる、このような時代の中で、それらに対応でき

るような職員もまた研修を重ねていきたいということで、ご理解いただきたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 生活環境部長。 
〇生活環境部長（細川清美君） 

 下水道事業等に関わるご質問をいくつかいただきましたが、はじめに今まで促進活動をして

きたのかと、単独浄化槽から合併浄化槽への促進活動をしてきたのかというご質問であります

が、これらにつきましては、市長答弁にもありましたが、合併浄化槽の設置の際、国・県・市

が３分の１ずつ補助金を交付し、合併浄化槽の設置を進めているところであります。これまで

におきましては、こういった事業を活用する中での助成をしてきたという状況であります。 
 また、単独浄化槽の戸数が１，０７０戸程度というものでありますけども、単独浄化槽も合

併浄化槽もそうでありますが、設置の際は県に設置届を提出することになっております。この

設置届がされますと、浄化槽協会のほうでその状況を把握するわけですが、それで法定検査等々

も、その協会から検査の受診を促すシステムになっております。 
 現在、これらにつきまして、市のほうにその設置状況をいただきまして、整理をしていると

ころですが、あくまでも設置届でありますので、下水道が整備された場合には廃止届が出てお

りませんので、それらの状況をすべて単独浄化槽、あるいは合併浄化槽から下水道への切り替

えをされているのか、そのへんのチェックを現在、事務サイドで進めているところであります。

したがいまして、これがもう少し進んでまいりますと、もう少し正確な数字がつかめるものと

思っております。 
 次に市が設置し、管理する合併浄化槽についてでありますが、これにつきましても、国の助

成制度の中に市町村設置型の浄化槽整備事業がございます。これらの対象とする地域の中に、

先ほどご答弁を申し上げました緊急に促進する地域という文言が出てくるわけですが、具体的

には湖水等、上流部にある地域でありますとか、あるいは過疎の地域でありますとか、そういっ

た地域が、この交付金の事業の対象となってまいります。 
 したがいまして、北杜市で申し上げますと、過疎地域は現在、須玉・白州・武川の３地区で

ありますけども、それらが対象になっていくのかなというふうに思いますし、また、もう１つ

は人口での制限がありますので、これらを含めますと、北杜市の人口等でいきますと、もう少

し、エリアが拡大をしていくものと思っております。 
 なお、今後の計画でありますけども、国の来年度予算の概算要求なんかを見てみますと、公

共下水道事業は補助基準を拡大する中で、ただしエリアを狭めて補助基準、末端までの補助基
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準をもう少し拡大していこうという傾向にあるようであります。計画エリアを縮めてというこ

とになりますと、今までの計画から外れてくる場所も出てくるわけですが、こういったものに

ついては、国は合併浄化槽で対応をするような考え方が見えております。したがいまして、今

後、こういった事業を進める上におきましては、北杜市においても合併浄化槽を進めていく地

域が出てくるものと考えられます。 
 それから接続率の向上に向けての対策の中で、各戸訪問の実施をというようなご質問があり

ました。公共下水道、農集排ともそうですが、接続がなかなか進まない部分には高齢の世帯で

ありますとか、あるいはくみ取り式から水洗化への住宅の改修費がかかるというような中で、

進まない部分も１つの要因と思われます。このへんの状況もしっかり把握する中で、各戸訪問

等、また進めていきたいと考えております。 
 それから名水を守るための、新たな組織の設立についての質問であります。 
 金峰山、瑞牆山源流が平成の名水に選定をされたことによりまして、北杜市に３つの名水が

生まれました。これまで白州尾白地域においては、地下水保全の協議会、民間を含めてのそう

いった組織がありましたし、八ヶ岳源流については、ある意味、三分一湧水館というようなと

ころが主になって、水質の保全等に努めてきたところであります。また今回、選定されました

金峰山、瑞牆山源流につきましても、地元の組織の中で学校を含めて、そういった水を守ろう

という活動が行われてきたところでございます。それぞれの地域で、単独でそうやって行って

きたものを、できれば、その３つの地域の方々で組織化をして、水を守っていくという活動を

していきたいという中で、組織づくりに取り組みたいということで、ただいま準備を進めてい

るところでございます。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 それでは、千野議員の現在進めているまちづくり交付金事業が３地域ありますけれども、そ

の連携は、どういうふうにしていくのかというご質問でございます。 
 議員ご指摘のように、これは当然、合併前からは平成１６年度が長坂地区、それから１７年

度が清里駅、それから１８年度が小淵沢ということで、おのおの別々に進んできたということ

でございます。しかしながら、この中にはまちづくり協議会がございまして、活性化協議会が

ございます。その中で、当然、各三者が独自にやっていくわけでございます。 
 この事業につきましては、ご承知のとおり地域再生、都市再生整備計画に基づいて、地域の

歴史ですとか文化、それから自然環境等の特性を生かした地域主導の個性あふれるまちづくり

を実施しなさいということでございまして、たまたま、この３地区の委員の方々につきまして

は、当然、区長さんですとか、それから商工会の関連の人々、それから観光協会の人々等、重

複して中に入っている方がございます。 
 具体的に、まちづくり活性化協議会を三者合同でやったという話は、まだ建設部から聞いて

おりませんけれども、今、基本的には産業観光部のほうでやっております商工の関係、観光の

関係、当然、駐車場の関係、それからあとリトリートの関係ということで、こういった形の中

を織り交ぜながら、今やっているのが、実際には究極的な目標になるのではないかなと思って

おります。 

 ４６



 基本的には３地域が一度も合同の形の中で、協議会等を立ち上げてございませんので、また、

これは建設部とも相談しながら、当然、そういった人たちと三者がうまくタイアップできるよ

うな形でやっていきたいと思っております。 
 ちなみに、ご承知のとおり、駅からのバスにつきましては、具体的ですけども、リゾートバ

ス等が、例えば清里駅から小淵沢駅へ乗り入れていくと。それからあとは、長坂駅と小淵沢駅

も循環バスがあるということで、具体的にそういう形で、地域の活性化、特に北杜市は広いで

すけれども、そういった形で、なんとか特徴ある地域づくりを目指していきたいと、こんなふ

うに思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 千野秀一君。 

〇１９番議員（千野秀一君） 
 水の件ですけども、水を守る委員会を設置するという話は、活用するという面では聞きまし

た。ただ、水の質を守るという部分の取り組みがあってもいいのかなというふうな気もします。

八ヶ岳南麓湧水群は、広い面積で湧水があるわけですけども、ご承知のとおり、以前は飲めた

といわれた三分一湧水が、このごろは飲んではいけないというふうな水になったという話も聞

きます。一度なってしまったものを回復することは、大変難しいわけでありまして、今、飲め

る水がいつ飲めなくなるかということを考えますと、地下水を汚染させない施策というものが、

この北杜市にはどうしても必要だろうという感じがしています。そういう意味で、そのことに

ついて、真剣に考えていただきたいということを申し述べて、質問を終わります。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 いずれにしても、共通して言えることはふるさとの水をしっかり守りたいということだと思

います。水を守るには天然の水も守りたい、さっき言いました環境省指定の３つの指定地域に

なっているから、これを中心とした水もしっかり守って、日本一の名水の里、極端に言えば世

界一の名水の里でアピールしていきたいと。そのためにも、私どもの生活雑排水、産業の排水

も出てくるわけですから、それについては下水道事業を中心として、しっかり守っていくと。

天然水と生活雑排水を処理することによっての、二本立ての名水の里をしっかり守っていく予

定であります。そのために、仮称ですけど、森を育て水を守る条例の制定も、ただいま準備中

であります。ご理解ください。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 千野秀一君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 小林保壽君。 

〇２７番議員（小林保壽君） 
 北杜クラブ、千野秀一議員の代表質問の中で、新市建設計画と合意について、関連で質問を

いたします。 
 私は６月の定例議会、一般質問でも新市建設計画なるものと町村別主要事業年度別計画書に
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ついて、質問いたしております。これは、明日の北杜市を考える会なるものから、市長に質問

状が届いたところから起因をいたします。 
 先ほど、千野議員の代表質問にもありましたように、私たち議会人は、この存在についてす

ら、知らなかったわけでございます。当時、合併協の内部資料が、今、北杜市の行政の政争の

焦点であるかのようにいわれているんです。この町村別主要事業年度別計画書、また新市建設

計画ですか、この２つ。先ほど市長の答弁の中で、この新市建設計画というのは、合併特例債

交付の資料であるというような説明がありました。つまり、今回、私たち議員の任期といたし

ましても、最後の議会でございます。この町村別主要事業の年度別計画書、それから新市建設

計画書というものがいかなるものであったか、はっきりと、この議会でお示しを願いたいと、

こう思うわけでございます。 
 これは、私たち議員に対しても、現在、質問の目が向けられております。果たして、その最

初の計画書の中にどんなことがあったのか、どんなものだったのか、先ほど千野議員の説明に

もありましたように、とてつもない、途方もない、無鉄砲な、そのような計画が盛り込まれて

いるんです。このようなものを基準に、現在、明日の北杜市を考える会から質問状が届いてい

るわけでございます。私たちは、市長への質問状という受け方でなく、これは議会にも向けら

れた質問であると。このようなものをかさにきまして、明日の北杜市を考える会なるものから、

あのような稚拙で陳腐な質問が届けられたわけでございます。 
 市長、例えば市長が提唱する８つの杜構想に関しての方針が間違いであるとか、それから環

境創造都市北杜市のテーマが違っているとか、こういった高いところ、大きいところからの質

問であれば、これは白倉市長の責任が大でありましょう。しかし、この４年間で、この議場で

も言い尽くされた質問であり、内容については十分理解された。この執行、議会とも共通した

認識であります。 
 質問状の締めくくりとして、提示されたコメントには市政をともに提案をしてきた北杜市議

会に対しても心外であり、遺憾でありますと。明日の北杜市を考える会を連名した６人の御仁

は、少なくも合併をする前の町村長であります。現在の北杜市が置かれている位置、スタンス

ですね。それから場所、財政、こんなことはうつけでない限り分かるんです。百も承知の上で

質問状を出しているんです。自分たちの執行した町村が、この北杜市にあるんです。協力体制

を敷けばとも、質問状など言語道断であり、これは北杜市政、つまり市長・執行・議会に対し

ての体のいい、いじめであります。あれから３カ月を経過いたしました現在、市長はどのよう

な所管をお持ちか、ご答弁をお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 小林保壽議員の、いわゆる新北杜市建設計画でございますけども、これは平成１７年３月に

計画されました。その中で、１０年間の財政計画を立てておりまして、建設計画の中で、いわ

ゆる各町村の資料として、この中に盛り込まれておりまして、すべてが盛り込まれておるわけ

ではございませんので、計画の中身を見ますと、１０年間で、普通建設事業費が約４９０億円

の計画になっております。しかしながら、このような事業を展開する中で、１８年にはいわゆ

る行財政改革アクションプラン、これが出ました。これについては当然、財政の再建というこ
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とでつくっておりまして、そのように策定する中で、やはり実質公債費比率１８％超えている

ということで、いわゆる建設事業ができないということで計画を立てておりまして、今後、今

年度中に北杜市の財政健全化計画を作成する予定でございますので、この中で事業計画等を明

確にしていきたいというふうな考えでございますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 いろいろな意味で、行政が推進するには長期計画があることは、たしかであります。合併前

の各町村にも、それぞれの行政課題を抱えた構想があったわけであります。だから、合併前に

新市建設計画において、いろんな意味の課題を精査して、そしてそれぞれの町村の構想を盛り

込まれたのが、私からすれば新市建設計画の中に入っているということだと思っています。で

すから、それぞれの合併前の町村にしてみれば、それぞれの思いを新市建設計画に取り入れて、

北杜市へ引き継いだわけでありますから、私にしてみれば、この新市建設計画が尊重されるの

は当然だとは思っています。 
 ただし私からすれば、平成１６年の１１月１日に初代の北杜市の市長になって、市民から白

紙一任で、しっかりとした北杜市をいいスタートを切って、いい礎を築けという白紙一任状を

いただいているわけでありますから、その新市建設計画を尊重しながらも、先ほどお話しまし

たとおり、いろいろの市民の声を聞き、いろいろな機関を通して、そして第１次北杜市総合計

画を策定したわけでありますから、その新北杜市の第１次北杜市総合計画に基づいて、これか

らの市政を推進していきたいということであります。それは先ほど言いましたとおり、多くの

審議会を経て、この市議会の議場の議決を経て推進しておるわけでありますから、それを中心

に市政を推進するのは当たり前のことだと、そういう予定で市政を推進しております。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 小林保壽君。 

〇２７番議員（小林保壽君） 
 合併協が新市建設計画を計画いたしました。この１８年３月に小淵沢が合併いたしまして、

それから新北杜市建設計画というのが策定されております。これをもとに、今回、議決を経て、

１９年３月でしょうか、第１次の北杜市建設計画が出ているわけです。つまり小淵沢が合併し

た時点以降のもの、このものが現在、遂行する建設計画であるということを明言していただき

たいんです。そうでないと、やっぱり過去、例えば、先ほど千野議員の質問にもありました中

で、とんでもない計画が入っている。それを市民が真に受けてどうしたんだということ自身、

議会人としても非常に苦しいことがあります。こういった見解を、執行のほうでもはっきり出

していただきたいんです。 
 それから当時の合併協で、合併協が設立をしてから以降の大きな工事、または建設について

は、合併協の承認を得ることということがあったのか、ないのか。そのことが分かる方、ご答

弁をお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
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 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 小林議員さんのご質問にお答えいたします。 
 まず、新市建設計画は総合計画に継承されているというふうな考えでございます。基本的な

スタイルでございます。そういうわけで、その中で、いわゆる新市建設計画の個々の項目につ

きましては、いわゆる、これから精査しないと、どの事業がこれから取り組むべきものなのか

ということを精査しないと比較ができませんので、これについては今後の検討だと思っており

ます。その中で、大きな工事について、いわゆる合併協で承認されたかということになります

と、これはあくまでも建設計画の中身については、細かにはふれておりませんので、いわゆる

財政計画等々が承認されたということで認識しておりますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 小林保壽君。 

〇２７番議員（小林保壽君） 
 私ども、旧町村のときの議会で聞きましたことは、合併協が設立した以降の大きな工事、建

築物については、合併協の承認を経て、工事をするようにということを、申し合わせの中で出

ていたような気がします。にもかかわらず、この合併協が設立して以来３年間で、先ほど千野

議員の話にもありましたように、４６億円の基金を取り崩して１６０億円の町村債を起債して

いるんです。そのツケを北杜市に持ち込んでいるんですよ。当時、新聞で騒がれた駆け込み工

事、これなんかは、この財源の一部で行われたものなんです。その６人の御仁が、今さら北杜

市の財政に異議を申し立てることなど片腹痛い。公共料金の一部についても質問がされていま

す。北杜市の旧町村には１７系１３会計の、現在、水道料金を徴収している町村があります。

どう統一をしたらいいか、この質問状の責任者であります中田なにがしかなる人物に、私は議

会から質問状を出したいような気がいたします。 
 ３カ月経った今、市長はどのようなコメントをお持ちでしょうか。ご答弁をお願いいたしま

す。同じ質問でございます。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 いろいろな議論をしていると、合併のいろんな意味の産む苦しみがよく分かってくるわけで

ありますけども、いずれにしましても、合併するときにはそれぞれ、この新市建設計画もあり、

町別主要事業年度別計画もありました。これらそれらは、各町村の構想が全部引き継いで、イ

ンフラ整備をはじめとして、北杜市のほうの新市建設計画のほうに含まれているわけでありま

す。したがいまして、合併前の各町村が独自で盛り込んで、そして議会の議決を経ることなく、

私どもに引き継いでいるわけであります。 
 したがいまして、具体的には先ほど来、議論のとおり、８町村の事業費の総額が１，１００億

円を超すと、こういう事業になってきているわけであります。そのときの議論を先輩たちに聞

きますと、ときに特例債を極めて、充て込んでおるという問題もあろうかと思います。でも特

例債は、私が言うまでもなく特別交付税みたいなものでなくて、言ってみれば有利の借金、起

債ということでありますから、このへんの住民説明会でのずれもすごくあったような感じがし
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ます。私どもからすれば、先ほど来お話しましたとおり、８つの町村を引き継いだ北杜市であ

りますから、それらの言ってみれば町村の時代の構想は、当然、北杜市としても尊重したいと

いうことで、新市建設構想を尊重しながら、私どもは先ほど来お話のとおり、まちづくり市民

のアンケートやワークショップ、地域委員会やパブリックコメント等々の提言をいただきなが

ら、第１次北杜市総合計画を立てたわけであります。 
 市長 白倉政司にしてみれば初代市長として、町村の時代のそれを引き継ぎながらも、私は

市民から新しい北杜市のスタートを切って、礎を築けということを白紙一任していただいたわ

けでありますから、第１次北杜市総合計画を最大限、これからの進むべき羅針盤として、市政

を推進しているわけであります。ご理解ください。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 簡潔にお願いします。関連質問ですから。 

〇２７番議員（小林保壽君） 
 兼好法師の「徒然草」という書の中に「おぼしきことを言わぬは腹ふくるるわざなれば」と

いう言葉があります。これを思っていることを言わなければ、不満が溜まって気分が悪くなる

という意味合いでございます。この４月より、健康指導になりましたメタボリック症候群では

ありませんが、財政の不満でメタボリックにならないよう、市長と財政にエールを送って、頑

張っていただきたい。 
 質問を終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 茅野光一郎議員。 

〇３０番議員（茅野光一郎君） 
 簡単に申し上げます。 
 今、小林議員が関連質問しました。町別主要事業というものがあったわけですね。１，１００億

円以上のものが。言われていることは、なぜ、そうした事業をやらないかと、新聞にも載った

り、言われているわけです。それは先ほど言いましたように、市長にも言われているけども、

われわれ議会にも言われていることだと。だから、簡単に申し上げます。その資料をどうして、

この議会に示さないんですか。どういうものですか。出してくださいと、答えがされていない

から答えてください。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 一言で言えば、町別主要事業年度別計画書なるものは、ちょっと誤解があったらごめんなさ

い。町村の議会の議決を経ている内容ではないと思います。町村議会の議決を経ているのであ

るならば、正式な書類として、要請があれば出すこともできると思いますけども、合併すると

きに執行側がそれぞれの住民説明会等々の中で、今から考えれば、６、７年前に町村ごとの構

想を、合併したらこれをやってもらおうよというようなものが、新市建設計画に盛られている

と思いますから、そういう意味で議会というか、皆さんに見せることなく、執行として引き継

いで、それを尊重しながら、北杜市の計画を立てたということでご理解をいただければと思い

ます。 
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〇議長（小澤寛君） 
 茅野光一郎議員。 

〇３０番議員（茅野光一郎君） 
 ですから先ほど、そういう答弁をすればいいわけです。出してくださいと言っているときに、

その答えをしないから、そういうことで出せませんということであれば、すっきりするわけで

す。 
 終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 ないようでしたら、以上で質問を打ち切ります。 
 これで、北杜クラブの会派代表質問を終結します。 
 ここで、暫時休憩いたします。 
 再開は１１時３５分といたします。 

休憩 午前１１時２２分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時３４分 
〇議長（小澤寛君） 

 再開いたします。 
 次に、北清クラブの会派代表質問を許します。 
 北清クラブ、２６番議員、内藤昭君。 
 内藤昭君。 

〇２６番議員（内藤昭君） 
 北清クラブを代表して、質問をさせていただきます。 
 本議会、９月定例会は北杜市誕生以来、市政にとっても、私たち議員にとっても、北杜市政

第１期最後の定例会であります。白倉市長は財政の厳しい中、８つの杜づくりを目標に市民が

安心・安全の環境づくりや快適な生活が送れるよう、努力をしてまいりました。北清クラブも

市民の目線に立ち、行政とは一歩離れて、二歩離れずを念頭に、常に清らかな心で議会活動を

行ってまいりました。 
 今回は市民の生活に密着した、次の３点について質問いたします。 
 質問の第１は、市の財政にも大きな負担となっている公共下水道および浄化槽等の管理につ

いてであります。 
 １番目として、公共下水道および農業集落排水事業は、市の財政に大きな負担となっている

が、市内全体の事業の進捗状況はどのようになっていますか。また、見直し等を含めた今後の

計画を伺います。 
 ２つ目といたしまして、具体的に公共下水道および農業集落排水施設の数および浄化方法の

種類と浄化方法の違いを伺いたいと思います。 
 ３番目でございます。施設ごとの管理体制はどのようになっているのか。６月定例会では、

浄化施設からの異臭について質問がありました。今回、私は議長に許可をいただきまして、現

場の写真を持ってきております。ちょっと見ていただきたいと思います。私は、６月１８日に
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下水道担当に報告をいたしましたが、高根町下水道中央クリーンセンターからの排水が異常を

来たしております。異常に対する徹底究明や早急に対策を講ずるよう申し込みを行いましたが、

その後の経過を伺います。 
 ４番目といたしまして、合併浄化槽および単独槽の定期点検等の管理体制について伺います。 
 市では、合併浄化槽の普及のために毎年補助金を出しておりますが、定期的な点検を義務付

けております。しかし、定期点検を行っていない家庭が多いと聞きます。市としての管理体制

はどのようになっているのか、伺います。 
 次に学校給食センターの食材の納入について、伺います。 
 市では平成２１年４月からの稼働を目指し、北杜市学校給食センターの建設を進めておりま

す。市立塩川病院の給食の食材納入が、地元業者は平成２０年４月からは納入がなくなったと

聞いております。地元小売業者は学校給食センターが完成すると、塩川病院と同じように納入

がなくなるのではないかと心配の声もあります。 
 地産地消で地元の食材をより多く使用することは、もちろんよいことですが、食材の納入に

ついて、次の２点を伺います。 
 現在、学校給食に納入している地元業者の活用は、どのように考えていますか。また、地元

業者への指導および説明はどのように行いますか、伺います。 
 第３の質問です。道路整備についてであります。 
 市では、市民バスの運行をはじめ市民の足の確保に努めておりますが、一方では自家用車を

生活の足とする市民が、ほとんどだと思われます。国道１４１号の通行量は年々増え、夏場の

渋滞や通勤時の渋滞はひどいものです。道路整備は、市民の快適な生活のためには欠くことの

できない施策だと思います。 
 過日の市の広報で知らされました、広域農道の多麻トンネルが１０月１０日開通とあり、地

域の住民にとって、本当に明るいニュースでありました。現在、県道や市道、また広域農道等、

整備事業が中断している個所が数多く見受けられます。 
 次の路線等の進捗状況および完成予定、また市として促進に対する取り組みはどのように

なっているのか、伺います。 
 個所的には４つほどしか謳っておりませんが、等ということで、ご了承いただきたいと思い

ます。 
 １番目は若神子日野春停車場線、２番目が五町田若神子線、３番目が長坂箕輪線、４番がふ

れあい支援農道等ということで、分かる限り、幅広く教えていただきたいと思います。 
 最後に管理状況ですが、国道、県道、市道、広域農道等の管理体制について伺います。 
 雑草で道幅が狭くなっている個所や路側の立木の枝が道路にかぶさり、観光バス等が通行し

づらい個所も見受けられますが、この道路に対する管理体制はどのようになっているのか。 
 以上、本当に市民の生活に密着した事項３点を伺います。 
 以上で、質問を終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 内藤昭議員の、北清クラブの代表質問にお答えいたします。 

 ５３



 北杜市市政の推進の政策の柱であります８つの杜づくりをはじめ、ご評価をいただき、大変

ありがたく思います。一歩離れて二歩離れず、北清クラブ、また議会人としての哲学でありま

す。議会・執行、両輪で頑張りたいと思いますので、なお一層、ご理解を賜りたいと思います。 
 まず下水道および浄化槽の管理について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に下水道および農業集落排水事業の進捗状況と、今後の計画についてであります。 
 特定環境保全公共下水道事業につきましては、２，０２７ヘクタールの事業計画区域の認可

を受けまして、白州町を除く７町で事業を進め、明野町、長坂町は完了しております。今後、

須玉町、高根町、大泉町、小淵沢町、武川町で残り１８６ヘクタールの面整備と処理場の増設

などを順次整備していく計画でありますが、人口動態などの社会情勢の変動や地域の実情に即

した事業の実施に努めてまいりたいと考えております。 
 農業集落排水事業につきましては、農業振興地域内の集落を対象として、大泉町以外の７町

に２６地区計画し、２４地区が完了しております。現在、白州町の上教来石地区、横手地区の

整備を進めており、上教来石地区は平成２１年度に横手地区は２３年度に供用を開始する予定

でありまして、横手地区を最後にすべてが完了となります。事業の実施につきましては、厳し

い財政状況の中、コスト縮減の徹底を図ってまいります。 
 次に、学校給食センターの食材納入についてであります。 
 最初に、学校給食に食材を納入している地元の業者の活用についてであります。 
 現在、高根学校給食センターおよび須玉小中学校の学校給食調理場の食材は、地元商店の協

力を得る中で、地元生産物も納入していただいているところであります。学校給食は、地域の

大きな消費者であります。地域経済の活性化と地産地消を推進していくために、仮称、北杜市

学校給食センターでは、市の政策である食と農健康な杜づくりプロジェクトの一環として、平

成２２年度における学校給食の地産地消割合を、重量ベースで４０％にすることを目標に掲げ、

市内流通体系の構築を図っていくこととしており、地元納入業者のご理解・ご協力をお願いし

てまいる考えであります。 
 次に地元業者への指導説明会についてであります。 
 ８月２２日に、市商工会長から新鮮で安全・安心な地元産食材の積極的な提供に向けた学校

給食にかかる食材等納入への市内業者の活用についての要望があり、９月３日に市商工会と産

業観光部、教育委員会の三者で打ち合わせをいたしました。この中で、給食センターの食材等

の納入の基準などについて、市内業者を対象に説明会を開催することで、意見の一致をみたと

ころであります。 
 説明会は１０月２７日と決め、市広報や商工会の会員に周知することとしたところでありま

す。今後は説明会を通じて理解をいただく中で、業種別に組合等を組織していただき、給食事

業にご協力をお願いしていきたいと考えております。 
 次に道路整備について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、県道の道路整備事業で中断している個所の完成予定および市の取り組みについてで

ありますが、県道の整備は県が事業主体で実施しておりますが、市は事業説明会や用地交渉等

に協力するなど、県と連携を密にして円滑に事業が進むよう努力しております。主要地方道、

北杜八ヶ岳公園線、長坂高根線につきましては、平成２３年度の完成予定であります。県道、

日野春停車場線については平成２２年度の完成予定であり、現在、須玉町和田地区のカーブ改

良工事を行っております。 
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 ふれあい支援農道につきましては、当初、平成２１年度の完成予定でありましたが、東日本

高速道路株式会社との協議に時間を要したため、平成２４年度の完成予定となりました。しか

し、公共事業は財政状況が厳しいため、計画どおり進捗していないのが実情であり、そのため

完成年度に影響が出ると思われます。市では引き続き、早期完成を県にお願いしてまいりたい

と思います。 
 八ヶ岳広域農道、多麻トンネルにつきましては、本年１０月１０日に供用開始する予定であ

ります。用地交渉が難航している路線もありますが、早期に着手できるよう、県と協力して事

業の推進を図ってまいります。 
 次に道路の管理体制についてでありますが、国道２０号は国の直轄管理でありますので、国

土交通省、甲府河川国道事務所が管理し、対応しております。国道１４１号および県道につき

ましては、山梨県の中北建設事務所峡北支所で管理し、対応しております。市道につきまして

は建設部が、農道・林道については産業観光部が管理しております。 
 市道・農道の管理につきましては、除草・側溝清掃等は峡北広域シルバー人材センターに、

支障木の伐採・補修・除雪等については市内の業者に委託しまして、通行の安全確保に努めて

いるところであります。 
 道路の延長が膨大であるため、道路構造物の老朽化が進み、維持管理費は年々増加傾向にあ

り、支障木等の管理にも苦慮しておりますが、現状は幹線道路から優先的に行っております。

今後も通行車両の支障にならないよう整備してまいりたいと考えておりますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 
 なお、国県道の支障木につきましては、現地を確認した中で伐採等の要望をしてまいりたい

と思います。 
 その他につきましては、担当部長から答弁いたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 生活環境部長。 

〇生活環境部長（細川清美君） 
 下水道および農業集落排水施設の数と浄化方法の種類、浄化方法についてであります。 
 現在、稼働している処理施設は公共下水道１３施設、農業集落排水２４施設であります。公

共下水道施設の処理方式につきましては、長円形の水路を反応層として、低負荷で活性汚泥処

理を行い、固形物と液体に分離、処理するオキシデーションディッチ方式が４施設。曝気、沈

殿、排出、投入の４つの行程を一定時間で行う回分式活性汚泥方式が６施設。嫌気槽と好気槽

の２行程で構成され、浄化処理を行う嫌気・好気ろ床方式が３施設となっており、処理人口、

経済性、敷地面積等を勘案の上、採用されたものであります。 
 農業集落排水処理方式につきましては、嫌気ろ床法併用接触曝気方式が３施設。回分式活性

汚泥方式が７施設。連続流入間欠曝気方式が３施設。沈殿分離併用接触曝気方式が３施設。高

度処理回分式活性汚泥方式が４施設。担体型ＦＲＰ構造が２施設。脱窒素ＣＯＤ除去回分式活

性汚泥方式および流量調整槽前置型嫌気ろ床併用接触曝気方式が、それぞれ１施設となってお

ります。いくつかの種類となっておりますが、公共下水道処理施設と同様に処理人口、経済性、

敷地面積等を勘案して、各処理区に合った処理方式を採用しております。 
 次に施設ごとの管理体制および施設からの異常に対する調査や、その対策についてでありま

す。 
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 施設の管理体制は公共下水、農業集落排水ともに民間の専門業者に委託して、水質検査から

通常の保守点検、機器装置等の維持管理を週１回から２回、多い施設で週３回の巡回方式で行っ

ており、維持管理には万全を期すよう、指導しているところであります。 
 また、ご質問の異臭や排水等に異常が発生した場合には、通常の維持管理とは別に、その調

査や原因究明について管理業者に依頼し、早期に対策を講ずるよう努めているところでありま

す。 
 今年６月の定例市議会において、ご質問のありました長坂浄化センターの異臭につきまして

は、その後、脱臭装置の稼働調査を実施したところ、各個所からの臭気吸引が偏っていたこと

が判明いたしましたので、吸引調整を行い、現在、その状況を確認しているところであります。 
 排水の異常につきましては、過日、高根中央クリーンセンター放流先河川に濁りが発生した

との情報が寄せられましたので、調査確認を行ったところ、放流先の水路の漏水が水路脇の土

砂を侵食し、河川へ流れ込んでいる状況を確認いたしましたので、早急に放流水路の漏水改修

を行ったところであります。さらに設計業者、管理業者と施設機器の運転状況などを確認し、

万全の維持管理に努めてまいりたいと考えております。 
 次に、合併浄化槽の定期点検等の管理体制についてであります。 
 合併浄化槽の定期点検等は浄化槽法で規定され、市の合併浄化槽設置整備補助金事業では、

要綱に清掃点検の実施を義務付け、維持管理の徹底を図っております。ただし、補助金交付者

に限定されるため、今後は浄化槽設置台帳を整備し、維持管理の強化徹底に努めてまいりたい

と考えております。 
 なお、平成１８年度の法改正により、法定検査を実施しなかったり、受検後の改善命令に従

わない場合には、罰金および過料などの罰則規定が設けられましたので、今後は適正な維持管

理が図っていけるものと期待しているところでございます。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 内藤昭君の再質問を許します。 

〇２６番議員（内藤昭君） 
 今回、私が一番、心配しているのは、先ほど申した高根の中央クリーンセンターの排水でご

ざいますが、今の担当部長の答弁によりますと、要するに汚れの原因が排水口の漏水だという

ふうな説明ですが、私も現場を見た限りでは、それだけではないというふうな感じを受けまし

た。 
 もう１つ、先も多少、見せたわけですが、このように泡立っている状態が、きれいな排水と

は絶対言えないはずです。これは今の答弁でなくて、もっと明確な答弁、これからの取り組み

をお願いしたいわけですが、特にこの施設は、われわれも増設ということで研修に行きました

が、創設当時は汚泥が出ないという施設だという説明を、たしか受けたはずでございます。こ

れと同じような施設がまだ、たぶん、ほかにもあるんだと思いますが、現状、増設したという

ことと、今後まだ、これにつなぎ込みというふうな予定もあるようにも聞いておりますが、現

実的には汚泥が出ない施設でありながら、１９年に一度、汚泥を抜いたということも、ちょっ

と報告で聞いております。この施設が、もし汚泥が出る施設であれば、稼働して１０年になり

ますか、１０年経って汚泥を抜くというふうなことでなくて、少なくとも３年とか５年ぐらい
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に汚泥を抜くようなことを行いまして、なるべくというより、汚水が排出するような状況であっ

ては、本当に下流の市民は、本当に心配だと思います。下水道そのものが、もともと河川の汚

れを浄化するというふうな目標もあります。写真で見たとおり、配水地より上は、本当に清流

です。排水から下が泡立っている、濁っているというふうなことでは、市民は納得しないと思

います。そのへんをもう少し、調査の結果と今後の取り組みをご説明いただきたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 生活環境部長。 
〇生活環境部長（細川清美君） 

 高根中央クリーンセンターの処理場の方式ですが、嫌気好気ろ床法というものを方式で処理

しております。この中で、汚泥の発生量等につきましては、その処理方式の特徴としては、他

の処理方式よりも発生量が少ないということが１つの特徴であります。汚泥がまったく発生し

ないというものではありませんので、ご指摘のように適切な時期に、適切な量の汚泥の処理と

いうことも、今後していかなければいけないというふうに思っているところであります。 
 それから泡についてでありますが、高根の中央クリーンセンターから河川までの高低差と、

それから放流距離が結構あります。高低差があるものですから、その処理水の流速が早いため

に、その過程において泡立つということも、たしかにございます。現在、処理場から処理水が

出てまいります直近のところで、この泡をできるだけ発生させないような方式といいますか、

その処理として、防泡剤、泡を防ぐ薬剤でありますけども、こういったものを固形、あるいは

液体というようなことで、その効果を実証実験中であります。 
 今後につきましては、それらが、どちらが効果あるのかの検証と、それから処理施設の適切

な運転ができるよう、管理業者また設計担当とも相談・協議をしながら、適切な管理ができる

よう努めていきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 状況については、今、生活環境部長の答弁のとおりであります。ただし、やっぱり配水地で

泡が出るというのは、内藤議員のご指摘のとおり、問題があろうと思います。これが設計上と

いいましょうか、構造上の問題なのか、管理上の問題なのか、しっかりと調査したいと思いま

す。その中で、他の処理場、みんなそうだと思いますけども、万全の維持管理に努めてまいり

たいと思います。ご理解ください。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 内藤昭君。 

〇２６番議員（内藤昭君） 
 この件に関しましては、本当に生活に密着しているというか、下流の人たちは非常に心配を

しております。今の答弁のように、調査をして、なるべく早くということでなくて、私どもと

いたしますれば、結果を聞きたいんですよね。こういうふうになりましたから、絶対に安全で

すよというふうな答えがなければ、いくら調査しようと、いくら対策しようと、その結果が、

不安が残っているようであったら困るということが第一です。 
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 それから現場そのものが、非常に沢の奥ということで、下流から行きましても、もう本当に

長い釣り用の長靴でなければ現場へは行けない、上から来ても同じような状態。それから当然、

施設から下りていくにも下りていけないような状態で、担当にお話しましたら、そこは藪とい

うか、草というか、だいぶ整理をしたようですが、ぜひ排水の、河川へ行くところまで簡単に

検査ができるような体制にしていかないと、管理体制としてよろしくないんではないかと思い

ます。そんなことで、ぜひ前向きに、本当に安心した答えが一日も早くできるようにお願いし

たいと思います。 
 この件はそれでいいですが、もう１点ですが、これは建設部のほうですが、県道の進行状況

が非常に遅れているということで、非常に心配しているわけですが、現状を見ますと、日野春

停車場線の薬師堂橋ですが、あそこは現在、歩道もないということで、特に今は、通勤時はも

のすごく渋滞しています。そんなことで、渋滞して、一列側に車が来ると、あそこは農業をやっ

ているおばさんたちが、昔で言うビクなんかを背負って通る場合は、本当に危険でいっぱいで、

なんとか早くならないかという要望も聞いております。ぜひ、これは県道ですから、市でやる

事業ではないんですが、本当に積極的に、市のほうからも推進をお願いしたいと思います。 
 もう１点。五町田若神子線の現在、西川橋の西詰ですが、あそこも県道が広がるということ

で、もうすでに住居を移動した、協力してくれる地権者もおります。そんなことで、事業があ

んまり遅れるんであれば、そこの交差点からできる限り、それから上の北の杜聖苑の入り口か

ら、ちょっと先ですが、大きなカーブがあります。そこもいったん、埋め土をしたこともある

ようですが、非常に危険地帯ですから、部分的に、本当に市民の足が、危険が起きないように、

個所的にぜひ促進するように、県へ働きかけていただきたいなということです。よろしくお願

いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 建設部長。 
〇建設部長（浅川和徳君） 

 日野春停車場線の薬師堂橋の関係でございますけど、たしかに毎日渋滞をしております。そ

れで、あそこの関係につきましては、鯨地内の用地が、まだちょっと難航しているということ

で、手が付けられないということを伺っていますけど、できるだけ早く、早期に着工するよう

に県のほうにお願いしていきたいと思っております。 
 それから西川西詰の交差点の関係でございますけど、用地買収が９０％以上、できていると。

９０％以上の方が協力していただいているということを伺っておりますので、上のほうの北の

杜聖苑のほうばかりではなく、須玉側の西川西詰のほうからも、両方からやってもらうように、

すでに県に要望書を出しておりますけど、また再度、強く要望していきたいと思っております。

また、部分的に危険な個所があるということも含めて、再度、県のほうに強く要望していきた

いと思っております。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 内藤昭君。 

〇２６番議員（内藤昭君） 
 ありがとうございました。一日も早く、処理場のほう、それから県道のほうも住民の安心の
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ために、積極的に進めていただきたいと思います。 
 以上で、質問を終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 内藤昭君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 中村勝一君。 

〇１６番議員（中村勝一君） 
 内藤議員の学校給食の食材の納入について、関連質問をさせていただきたいと思います。 
 この問題は、新聞等によると全県的な問題のようですが、各学校で食材を入れているわけで

すが、その食材は、先ほどの答弁の中に地元の業者を通して入れるものと、学校給食会ですね、

その業者を通して入れるものがあるんではないかなと思います。それで、先ほどの新聞の報道

によりますと、例の事故米を使った製品が北杜市内の給食に出されたと。そんな新聞の記事が

載っておりました。それで２点について、お聞きしたいと思いますが、まず１点ですが、その

学校で実際、給食の食材として、事故米の製品を使った学校はセンター式の調理場なのか、そ

れとも学校独自の調理場なのか、それとも北杜市内のすべての学校に出されてしまったのかと

いう、そこらへんをお聞きしたいのが１点です。 
 それから２点目として、各調理場で食材を納入しているわけですが、その納入のシステムは

今現在、どうなっているのか。すなわち栄養士が献立を作る、その献立に合うための食材を、

栄養士が外注して入れているのか。それとも何か別の方法があるのかということ。この問題は、

そこらへんのチェックをちゃんとしておかないと、山梨県のすべて、多くの学校で起こったよ

うに、解決の方法がないんではないかなと思いますから、市としてどんな食材の納入のシステ

ムをとっているか、お伺いいたします。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 教育次長。 

〇教育次長（小林喜文君） 
 中村議員さんのご質問でございます。 
 まず第１点目でございますが、スグル食品が納入しましたタマゴ関係の食品だと思われます。

この部分についてはセンター方式、それから単独調理場、ともに納入がされているところであ

ります。市内では４校のみ、これを使っていない学校がございました。 
 もう１点目については、納入のシステムはどうかということですが、今現在については栄養

士さんが献立を作り、その献立の食材によって、栄養士がそれぞれ合った業者に納入をお願い

しているというようなシステムであります。しかし、今後センター方式になるについては、や

はりそういった部分については改善していき、そういった部分に職員を配置し、管理されてい

かなければいけないなというように考えております。よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、北清クラブの会派代表質問を終結いたします。 
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 ここで暫時休憩といたしまして、昼食の時間をとりたいと思います。 
 再開時間を午後１時３０分といたします。 

休憩 午後 ０時１０分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時２８分 
〇議長（小澤寛君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 次に、政経会の会派代表質問を許します。 
 政経会、３番議員、小澤宜夫君。 
 小澤宜夫君。 

〇３番議員（小澤宜夫君） 
 政経会の代表質問をいたします。 
 わが会派では、一貫して環境というものをテーマに、この間、活動に取り組んでまいりまし

たが、任期最後にあたる今定例会において、環境問題の質問のまとめと、新たなる提案をした

いと思います。 
 全部で５項目について、お伺いいたします。 
 まず環境行政について、３点伺います。 
 私どもは１８年１２月定例会以来、クリーンエネルギーの推進を図る上で、多くの意見が取

り入れられ、新たな発想ができるという場をぜひつくってほしいということで、クリーンエネ

ルギー推進協議会というようなものをつくってほしいと提案してまいりました。ようやく、

１９年度末、本年３月に北杜市地球温暖化対策クリーンエネルギー推進協議会が発足いたしま

した。この協議会の内容について、また今後の取り組みについて、現在、今後どのように行わ

れるか伺います。 
 環境の２点目、木質ペレットストーブボイラーの普及促進について、伺います。 
 本年１０月、山梨市の飯島製作所において、県下で初めて木質ペレットの製造を始めるよう

でございます。その大きな動機の１つに、北杜市清泉寮が宿泊施設において、ペレットボイラー

の導入をし、その導入に際し、ぜひ市内の木材からできる木質ペレットの使用を強く希望した

ということをお聞きしました。山梨市の製材所では使用木材の多くが北杜市産を利用し、有用

材を取ったあとの残材を使ってペレットを製作することによって、コストの低減を図って、十

分採算ベースに合うというお話しを聞いてまいりました。 
 わが北杜市では、明野町の電気山梨の森の植樹、さらに白州町サントリーの里山整備、市の

里山整備は計画、先般の市長の所信表明にありました社団法人 日本音楽事業者協会のまごこ

ろ募金の寄託事業による植林・里山事業など次々と大変大きな広がりを見せており、それに伴

う間伐材等の資源の有効利用が急務となっていると思います。それらは循環が重要になってく

る有用材の利用こそ、大事なことだというふうに思いますが、公の施設としては、北杜市では

明野中学に現在３台のペレットストーブがあり、ペレットが使われております。しかし、まだ

まだ少ないと言わざるを得ません。 
 この際、ペレットストーブ、ボイラーに民間等、それを購入し、ペレットを使うということ

であれば、補助金を出して普及促進を図ることがよいと思いますが、それについてのお考えを

伺います。 
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 環境の３点目です。小水力発電について、伺います。 
 市では六ヶ村堰水力発電に続いて、新たなる候補地を探しておるとのことでございますが、

今後とも市営で行うということについては多々問題もあるが、なかなかできにくいということ

もあるかと思います。民間の活力を利用するということも必要かと思います。 
 なお、候補地を探している上で、大事な要件として、つくられた電力を使用する六ヶ村の堰

もそうですけれども、すぐ近くで使用する場所があるということが、大変いいことだと思うわ

けですが、民間を含めた対策があるか、そのお考えを伺います。 
 質問の４点目として、公有財産の処分について伺います。 
 市では、今春６月より未利用の市有地の売却をはじめています。財源確保、財政改善を図る

上からも大切なことだと思います。その処分基準の内容を伺います。なお今後、目標とする個

所数、総予定金額、予算も合わせて伺います。 
 最後に企業誘致に関わる問題について、伺います。 
 最近、県内において大型企業が県外へと流出する傾向が見られています。全国的に経済の低

下が懸念される中、県内においても企業流出はなんとか食い止めなければ、大変な事態になる

と思います。 
 報道等によりますと、条件について、他県に比べて誘致面積の狭さ、人材不足、住宅等の条

件が山梨は劣っており、企業側にしてみれば、条件のよい他県に進出せざるを得ないとのこと

でした。隣の韮崎市では、企業が宮城県へと主力事業を移すことによって、雇用で５００名ほ

どが県外へいなくなるということが報道され、大変驚いております。 
 北杜市はおかげさまで、今まで、攻めの戦略の中で、企業誘致も順調に進んでおりますが、

今後、なお一層、受け入れた企業が繁栄し、なおかつ新たな企業誘致を求めるということから

も、受け入れ条件を視野に入れたインフラの整備が、大変必要になってくると思います。住宅

等、働く人の住まいを含めて、道路、いろんな意味でのインフラの整備、環境整備があると思

いますが、企業誘致に関わるインフラの整備全般について、今後のお考えを伺います。 
 以上５点について、お伺いいたします。よろしくお願いします。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小澤宜夫議員の、政経会の代表質問にお答えいたします。 
 政経会は、環境問題に大きく力を寄せていただいております。たしかに地球的規模で環境を

考えないと人類の先が見えない、そんな時代だとも思います。北杜市も環境日本一、いや環境

世界一といわれるよう、ともども心を寄せていきたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思

います。 
 まず、クリーンエネルギー推進協議会についてであります。 
 本年３月２９日に、北杜市地球温暖化対策クリーンエネルギー推進協議会を設置いたしまし

た。本協議会は市民・事業者・団体・市が連携して、ネットワーク的な組織として、現在８５名

で構成されています。地球温暖化防止対策や地域資源を生かしたクリーンエネルギーの導入な

ど、資源循環型の社会づくりを目指し、低炭素社会を実現していくための核として、期待をし

ております。 
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 また特定分野に限らず、さまざまな意見交換ができるよう、市民誰もが参画できる協議会で

もあります。本協議会では情報の共有を図りながら、市民参加型の協働組織として、必要な対

策や効果的な実践を一つひとつ積み上げ、継続的に取り組んでいこうと歩み出したところであ

り、地球温暖化対策部会、クリーンエネルギー推進部会、総務部会の３つの部門となっており

ます。地球温暖化対策部会は消費生活分科会、商工業分科会があり、家庭などの民生部門およ

び、事業所などの業務部門での取り組みを行うこととなっております。またクリーンエネルギー

推進部会は小水力発電分科会、太陽光発電分科会、新エネルギー研究分科会があり、各エネル

ギーの普及推進をはじめ、市民、事業者の皆さんが設置を導入する際のアドバイスや新エネル

ギーの創造など、ローカルエネルギーの利活用に取り組んでいきます。 
 総合部会には企画分科会、統計分科会、普及啓発分科会、事務局が設置され、協議会全体の

事業計画や取り組み実績の検証、市内地域における環境教育および庶務会計など、全体的な調

整を担っています。本年度の事業計画としましては、温暖化セミナーの実施、モデル家庭１千

世帯への環境家計簿の実施、市内でのＣＯ２削減取り組みの状況調査、事業所からの排出され

る廃食油等の実態調査などを実施する計画となっています。また、分科会ごとにも具体的な活

動展開に向け、現在、会議を重ねながら検討を進めている状況であります。 
 市では本協議会と連携の中、環境日本一の潤いの杜づくりを目指し、地域特性を生かした展

開をさらに進めてまいりたいと考えております。 
 次に木質ペレットストーブ、ボイラーの普及促進についてであります。 
 現在、木質ペレット製造工場は全国で４７施設といわれており、県内にもペレットストーブ

の普及台数は８０台程度となっております。現在、北杜市立明野中学校には３台のペレットス

トーブが設置されており、玄関、図書室、保健室で使用されております。明野中学校によりま

すと、長所としては間伐材を利用しているので環境によい。薪ストーブに比べて灰が少ない。

優しさと暖かさを感じる。ストーブ自体が熱くならないので、やけどなどの心配がない。逆に

短所としては点火、消火に手間がかかる。暖かくなるのに時間がかかる。設置場所に広いスペー

スを必要とする。微妙な温度調整ができない。ゆったりとした場所には適しているが、人の動

きが多いところには、不向きであるなどの感想をいただいております。 
 また、年間のペレット使用料は８５０キログラムで、経費としては５万１千円となっており、

ペレット代は１キログラム当たり６０円の単価となっております。ガソリン等の高騰により、

木質バイオマスエネルギーの活用が期待されているところでありますが、発熱量でペレットを

灯油に換算いたしますと、灯油１千リットルに対し、２．１トンのペレットが必要といわれて

おり、現在の灯油を約１２０円として比較いたしますと、灯油のほうがやや安い計算となって

おります。 
 全国に先駆けて木質ペレット製造工場の整備を行った事業所においても、原材料の入手や販

売経路等の確実な確保ができずに、経営に苦慮しているところが多いことから、国でも達成率

の低い施設や収支がマイナスとなっている施設の改善措置や事業計画の変更および、事業の一

時停止や事業の中止を含む検討を指導している現状でもあります。 
 こうした状況の中で、需要と供給のバランスや価格面および法制度との整合性など、多くの

研究課題が取り沙汰されていることから、６月には山梨大学大学院の教授や山梨市の飯島製材

などの産業界と行政により、山梨県木質バイオマス利用推進協議会が設立され、検討を重ねて

いるところであります。 
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 また、北杜市地球温暖化クリーンエネルギー推進協議会においても、民間による建設の可能

性やペレットストーブなどの普及見込みおよび、ペレット等の供給コストなどを検討していた

だくことになっております。 
 地球温暖化防止を含め、森林の整備や地域林業の活性化は喫緊の課題でありますと同時に、

間伐材等の森林資源を有効に活用しながら、循環型社会の実現に寄与するためにも、実用性の

経過を見極めながら取り組んでまいりたいと考えております。 
 次に、小水力発電についてであります。 
 本市は豊かな水資源の恩恵と、先人のたゆまぬ努力と尊い歴史の過程から、今日の安定した

生活基盤が築かれてまいりました。昨年４月に稼働いたしました村山六ヶ村堰水力発電所は、

その立地条件とともに発電性に優れ、将来の有用なクリーン電力として、また身近な地産エネ

ルギーとして、その第一歩を踏み出したところであります。現在、大門浄水場の送水および施

設電源として、その供給を行う中、日々、適正な管理運営に努めているところであります。 
 昨年度は、年間で２００万４千キロワットアワーの発電実績が得られ、市の財政負担の軽減

とともに、杉の木約５万５千本に相当するＣＯ２削減など、地球環境に一定の貢献ができたも

のと思っております。 
 また、市全域に有する水資源と地形を見ますと、水力エネルギーの利用可能な地域が潜在し

ており、規模は異なるものの第２、第３の実現性も高いと思われます。このため、現在、導入

可能地点の現地調査を実施しているところでもあります。 
 民間参入につきましては、発電目的や立地条件などによって、公共事業とは異なった法令手

続きが必要となります。一例でございますが、発電事業を営業して行う場合、電気事業法によ

る電気事業者として許認可を要する場合や、自家発電用として設置する場合があります。いず

れも発電規模、電力供給先、運用状態など建設コストおよび運用コストから、その採算性など

の十分な検討と見極めが必要となってまいります。 
 また、河川法による水利権の取得、土地開発要件および制約、電力会社等の関係機関との協

議など、広範囲にわたる法令手続きや地域の合意形成をふまえた総合的な判断が必要となって

まいります。 
 本年３月に設立された北杜市地球温暖化対策クリーンエネルギー推進協議会では、市民をは

じめ専門的知識を有する事業者およびＮＰＯ法人、団体の皆さんの参加によって構成されてお

り、民間参入の可能性についても今後の動向を十分注意しながら、検討を進めていくと聞いて

おります。今後とも、本協議会と十分な連携を図りながら、地域の実情に即したクリーンエネ

ルギーの増加に向け、さらに十分な協議・検討を進めてまいりたいと考えております。 
 次に公有財産の処分についてであります。 
 未利用市有地の売却につきましては、将来にわたって利用する見込みがなく、また国や県、

他の公共団体などが、公用や公共目的のために利用する計画のない土地について行うこととし

ております。現在、市有地を含め市有財産の確認作業を行っているところであり、これと並行

しながら、条件の整ったものにつきまして、逐次売却してまいる考えであります。 
 次に、企業誘致にかかるインフラ整備についてであります。 
 企業誘致につきましては、合併以来、積極的に取り組んでいるところであります。現在まで

の誘致企業が８社となっておりますが、これらの誘致企業に対しては、企業等振興支援条例に

基づく固定資産税の免除や、産業立地助成金の交付といった支援策を講じてきたところであり
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ます。また、以前は新規の企業立地に限定した、これらの支援を、すでに立地済みの工場の増

設などにも適用することとし、すでに２件の造設計画を認定するなど、既存の企業に対しまし

ても、積極的な支援を行うこととしたところでもあります。 
 昨今の燃料や各種資材の高騰などにより、日本経済が減速局面にあり、新規の企業立地を求

めることが非常に厳しい状況にある中で、本市はいくつかの企業からの引き合いもあることか

ら、今後も引き続き優良企業の積極的な誘致に努めてまいりますが、加えて既存の企業の流出

防止を図ることも、非常に重要となってきております。このため、市内の企業訪問を積極的に

行い、企業の現状等を的確に把握する中で、要望などにはできる限り、応えているところであ

りますが、企業側からは従業員の住宅確保の要望があることは、ご指摘のとおりであります。

すでに企業からの要望により、須玉町に整備いたしました就業促進住宅は、有効に活用されて

おりますが、国において廃止が決定されております雇用促進住宅につきましても、購入する方

向で関係機関と協議を行っているところであります。 
 また、企業が立地する際に必要とする道路や上下水道などのインフラ全般の整備につきまし

ても、企業の要望などを伺い、その都度、協議しながら対応してまいりましたが、今後も可能

な限りの支援を行う中で、企業の誘致や流出防止に努めてまいる考えであります。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 小澤宜夫君の再質問を許します。 

〇３番議員（小澤宜夫君） 
 再質問について、２点伺います。 
 市の８５名という、大変幅の広いおおぜいの方たちが集まり、北杜市地球温暖化対策、クリー

ンエネルギー推進協議会ができて、それが着々と進められていることに対して、ぜひ今後とも

これは頑張ってほしいというふうに強く望みますが、そういう中で、１つ、大きなこととして、

今、国ではこの環境施策というものに対して、幅広く細かい、縦割りではなくて、各省庁横断

的なものも数多く話を聞くわけでありますが、そのことについての情報知識というものが、な

かなか、民間といいますか、私たちには伝わってきません。そのヒントをやはり、情報として

一番受けやすいのは市であり、行政であると思いますので、そういう意味での情報を与えて、

国・県からそれを引き出す窓口としては、やはり市が最適かと思います。事業推進については

民活力を含めてというふうに考えられると思いますが、ぜひそういう意味で、環境施策の窓口

に市が積極的に取り組むお考えが、今後の方針も含めて伺います。 
 もう１つ、ペレットストーブについてであります。 
 もちろん太陽光発電のパネルについては、現在、北杜市でも補助金等によって各家庭の屋根

に、庭に、土手に太陽光のパネルがあります。もちろん、世界に先駆けてやっている実証研究

もあるわけですから、ぜひペレットストーブボイラーについても、今後、購入していく方たち

に促進のための補助金等ができないか、それについては再度、強く要請してお聞きしたいと思

います。 
 以上２点について、お願いします。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
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 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 環境問題で、さらにご質問をいただきましたけども、冒頭、申しましたとおり、文字どおり

地球的規模で環境問題を考えなければならない時代であります。国も霞ヶ関が環境省だけでな

くて、いわゆる縦割りだけでなくて、役所を挙げて、そんな取り組みをしようというお話を、

私どもも聞いておるわけであります。環境日本一を目指す北杜市としてみれば、霞ヶ関と、さ

らにパイプの風通しをよくしながら、環境日本一をさらに目指して推進していきたいと思って

おります。 
 ペレット燃料については、担当部長から説明させていただきます。 

〇議長（小澤寛君） 
 生活環境部長。 

〇生活環境部長（細川清美君） 
 ペレットストーブ、ボイラーの設置に助成制度をというご質問でございます。 
 これらにつきまして、先ほどの市長答弁の中にもございますが、市で地球環境温暖化対策ク

リーンエネルギー推進協議会がようやく立ち上がって、８５名の会員の皆さんが積極的に部会、

それから分科会を設けて、それぞれの分野で検討を始めたばかりであります。これらのことに

つきましても、また、市も一緒になって、この協議会の中で方向性というのは、少し見いだし

ていければというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 小澤宜夫君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 浅川哲男君。 

〇４１番議員（浅川哲男君） 
 今の質問の中で、公有財産の処分について関連質問を行います。 
 今、この質問の内容を見ますと、処分の基準の内容を質問したわけですが、その基準の内容

をまだ、答弁していないです。そして今後について、公有財産を売却する予定地ですが、今、

調査中ということで、これはいいですが、北杜市には行政財産と普通財産があるわけですが、

普通財産も大小合わせれば何百ぐらいあるではないかと思いますが、これは今後、調査すると

いうことでいいですが、処分の基準をお聞きしたいです。 
 そして６月の広報で、北杜市の未利用地の売却が市の広報に出ました。この中で６件出たわ

けですが、６件の、こちらで示した最低売却価格というのが示してあって、そして６月に出し

て、７月１０日に入札会ということがあるわけですが、この６件の最低価格もありますが、入

札の結果、これ以上になったのか、売れないのかどうか。とりあえず、それをお聞きしたいん

ですが。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 それでは、ただいまの浅川議員さんの質問にお答えいたします。 
 まず処分の基準でございますけども、原則、一般競争入札で行っております。しかしながら、
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随意契約もできる方法もございます。というのは、いわゆる一般競争につきましては、不動産

鑑定評価を行いますので、いわゆるお金がかかるということでございますので、随意契約につ

きましては、おおむね１００万円程度の価格、いわゆる固定資産評価額を基準にした価格でご

ざいますので、それについては不動産鑑定を行わず、固定資産の評価で行っていくということ

でございます。そして、随意契約の中には、いわゆる市が使用しない部分で、隣接者がどうし

ても必要な場合がございますので、いわゆる隣接者について、優先的に、できる限り随契の中

で処理をしていきたいというふうな考えでございます。 
 それから、もう１点の６月の売却の関係でございますけども、大泉町の関係で２件、売却さ

れました。１件が最低売却価格が２，３３１万７千円でございましたが、３，１７５万円余で

売れております。それから、もう１点でございますが、最低売却価格が２４０万４千円でござ

いましたが、競争入札は１名でございましたので、１名がこの価格で購入されております。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 浅川哲男君。 

〇４１番議員（浅川哲男君） 
 要するに、この６件のうち売却されたのが４件ですね、２件ですか、２件で、これはあれで

すが、そこで、もう１点、いろいろお聞きしたいわけですが、この最低売却価格というのは、

土地鑑定士か何かに聞いて、この額が出たと思うんですが、この中で２件売れて、あと４件売

れないということの中で、その中で、８月の広報の中に売れない２件が、またこれ公示されて

いますね。この公示の金額を見ると、６月のときの価格と、そして８月、これを出した、売れ

ないときの価格と、８月で出した価格が同じ価格で出ております。そういうことで、売れない

というのは、この土地を買っても、これはたぶん、不動産屋さんがほとんど買うと思うんです

が、買ってもこれは採算がとれないとか、高いとかという、そういうことで買わないと思うん

ですが、不動産屋さんはほとんど、この６カ所を見に行っていると思いますよ。そういう中で

不動産屋さんは、買った場合はすぐ宅地にするか何か、そういうことの中で買うわけですが、

いろいろ聞きますと、宅地にする場合に条件があって、水道が入っていれば値もよく買える。

そして下水がいっていれば値がよく買えるけども、そういうところが入っていない場合は、と

ても、この価格を示しても誰も買う人はほとんどないと思います。そんなこと、こんなことも

考慮した中で、ここで言う処分基準というのは、市の執行部でよく検討してもらいたいなと、

こんなように思います。 
 そこで、この間の新聞に出たわけですが、全国、全県、全地域の地価公示の額が出ています

ね。これは十何年ずっと下がりっきりで、北杜の状況を見ても、ほかの県下の状況を見ても、

ほとんどマイナス、下がる傾向です。下がる傾向で、北杜の場合に、これはという、いい土地

が下がらないのは大泉と小淵沢ですね。そこは将来、住宅環境もいいし、住めるという状況の

中で、地価公示が出ているわけですが、全般的に下がる傾向ですから、こっちで示す最低売却

価格というのも、それらも併せた中で検討したり、今言った、その道路の条件、水道の条件、

いろいろ勘案した中で、ひとつ検討して、市のそういう、今の未利用の関係は有効に売ってい

ただいて、市の財源にしていただきたいなと、こんなように思います。 
 そして、もう１つ。ここへ、６件出た場所ですが、これはなんか話に聞くと、各支所からこ
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こを売っていいかどうかというあれで、どうも取ったようです。支所の判断で取ったわけです

が、今後において要望しておきたいことは、遊休農地であって、狭いところはあれですが、広

い遊休農地もあると思います。その場合はやたら、売ってもいいですが、今後において、この

地域にはこういうものも将来、必要ではないかという施設やら考えがあると思いますから、そ

こらはやたら、売ってもいいですが、そこらもよく検討した中で、今後の北杜市には、このい

い土地は、いろいろな面で有効利用ができて、市民のために使ったらどうかという土地もある

と思います。そんなことを考えますので、担当部長なり市長の考えをお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 まず売れていない４件の件でございますけども、再公募をしております。その中で、不動産

鑑定の中で最低価格を決めておりますので、これを下げますと、市の財産が減るということに

なりますので、いわゆる、それ以下では、私どもは売る気持ちはございませんので、それにつ

いてはご理解いただきたいと思います。 
 それから売却する未利用地の協議でございますけども、基本的に所管課、それから支所等々、

それから財政課等も絡みまして、完全に使用しないものであるということをふまえて、売却し

ておりますので、横の連携は綿密にとっておりますので、よろしくお願いいたします。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、政経会の会派代表質問を終結いたします。 
 次に、市民フォーラムの会派代表質問を許します。 
 市民フォーラム、１番議員、野中真理子君。 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 今定例会の主要なテーマは平成１９年度の決算であり、また市にとっても、私たち議員にとっ

ても４年間の総括をすべきときとの意識に立って、市民フォーラム、会派代表質問を行います。 
 まず、平成１９年度の決算についてです。 
 全般的な財政状況は、下水道会計などの特別会計を中心に依然として厳しく、特に国民健康

保険特別会計が、この１年でかなり悪化したことを受け、以下５点の質問をいたします。 
 １つ、国保会計の悪化の原因と、今後の見通しはどのようなものでしょうか。 
 ２つ、全体の収支が改善されているのに、市債の発行額が１３億４，５００万円余りも増加

しているのはなぜでしょうか。 
 ３点目に、基金へ約１２億２，３００万円、積み増しをしています。特に財政調整基金には

１０億７，５００万円余りも積み増しをしていますが、このような必要があるのでしょうか。

利息を考慮すれば、市債残高減額に振り向けるべきと考えますが、市長の見解を伺います。 
 ４点目、市債に対する利子を毎年毎年、２０億円余りも支払っています。生産性の何もない

利子返済に、この額が使われることをどのように受け止めているのでしょうか。 
 ５点目は、歳出に占める義務的経費の割合が、依然高止まりであることです。人件費は合併
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効果が最も期待されていたものですが、実際にはその割合が合併以前よりも大きくなり続けて

います。なぜなのでしょうか。 
 扶助費や公債費の伸びは今後も抑えることが困難だと考えられるので、このままだと、ます

ます財政の硬直化が加速されるおそれがあります。このことをどのように受け止め、どのよう

に対処するのでしょうか。 
 続いて、４年間の総括という大きなテーマに入りますが、私たち市民フォーラムは北杜市発

足から４年間の白倉市長の市政は、以下３点の決定的な問題を抱えていることを指摘いたしま

す。 
 １点目は、説明責任および情報公開意識の欠如であり、２点目は長期展望の欠如、３点目は

地方分権をふまえた自主・自立政策の欠如です。この３つの観点から、以下の質問をいたしま

す。 
 まず、説明責任および情報公開意識の欠如についてです。 
 説明責任欠如の明らかな例であり、合併に関わった多くの人の不満が出ているのが、合併時

の町村別主要事業年度別計画および新市建設計画がどこにいったかです。町村別主要事業年度

別計画および新市建設計画に盛られた事業の削除、あるいは縮小・延期などの見通しについて、

市長はどこでどのように説明されたのでしょうか。特に、各町村別にどのような説明がなされ

たのかを伺いたいと思います。 
 次に大規模太陽光発電実証研究施設について、伺います。 
 市はこの施設の土地造成に１億３，５００万円の支出をしています。議員への説明では、造

成費はＮＥＤＯとの交渉事項とのことでしたが、これに間違いはないでしょうか。このＮＥＤ

Ｏの委託研究は稚内市でも進められていますが、大きく違うのは土地造成費です。稚内市の担

当者に聞いたところ、稚内市は市有地を無償提供しているだけで、造成費の負担は一切してい

ないといっています。なぜ、北杜市は苦しい財政の中から、造成費に１億３，５００万円もの

支出をしなければならなかったのか、説明をしていただきたいと思います。 
 情報公開意識の欠如については、入札に関連する事例を取り上げます。 
 １つは、小淵沢中学校グラウンド整備工事です。 
 この入札は７業者を指名し、平成２０年６月３０日に予定価格７，９７０万円で入札執行の

予定でした。しかし、見積価格が予定価格を超えることを理由に７業者すべてが入札を辞退し

たため、このときは入札執行ができませんでした。問題は、このあとの対応です。市は平成２０年

７月１１日に予定価格を８，５７０万円に引き上げて、前回と同じ７業者を指名して入札を執

行しています。なぜ、１回目に辞退した７業者をそっくりそのまま、２回目の入札にも指名し

たのか。しかも、なぜ予定価格を６００万円も引き上げねばならなかったのか、説明していた

だきたいと思います。 
 私たち市民フォーラムは、この入札関連の資料を情報開示請求しました。しかし、出てきた

資料は市が提示した見積もりの内訳金額が、すべて黒で塗りつぶされたものでした。ここにあ

るのが、その資料です。すべて黒く塗りつぶされています。これでは、業者の見積価格がどこ

でどれだけ市の予定価格を超えたのか、また市の予定価格増額が妥当なものであったかどうか、

私たちに検証の仕様がありません。１０社が辞退し、１社のみで行われた給食センターの入札

資料もまったく同じように、市は黒く塗りつぶして出してきました。公共工事には、莫大な税

金が投入されます。お金がどこにどのように使われたのか、どのような過程で予定価格等が決
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められていくのか、市民の誰にでも分かるような情報公開のあり方が求められていると思いま

すが、市の見解と透明性確保のための具体策を伺いたいと思います。 
 ２点目の長期的展望の欠如についてですが、市政が長期的展望がないまま進められているた

め、政策優先順位が本来のあるべき姿から、ほど遠いものになっていると考えられます。その

最たるものは給食センターです。市は２千食の新給食センターをまず造り、それから市内小中

学校の適正規模、適正配置の審議にやっと取り掛かりました。しかし、学校のような地域コミュ

ニティの核となるべき施設の配置は、市全体の将来像が明確に描かれた中で議論されるべきも

のではないでしょうか。 
 北杜市の今後の姿について、市長の考えがまったく示されないまま、４年が過ぎようとして

います。支所の存続、あるいは統廃合、地域をどのようにくくるのか。それらについて、しっ

かりしたビジョンが示された上で、学校の適正配置が考えられるべきです。そして、その後に

給食施設のあり方を考えるのが、本来の順位のはずです。市長の見解をぜひ、伺いたいと思い

ます。 
 まちづくりの成功事例に、学校給食を農業政策の中心に据えた地域があります。市の農政課

が主催した講演会は、２回とも自校式の学校給食と地域の農業を組み合わせ、長期的視野に立っ

て安心と安全、地域の活性化に成功した例であり、給食センター化を図った北杜市とは政策が

根本的に異なります。北杜市の政策はさまざまな波及効果の考慮が足りず、また部署間を超え

た一貫性に欠けるとの印象を講演会に出席して持ちましたが、市長のご感想はいかがでしょう

か。 
 さて、長期的展望の中で北杜市の懸案事項はなんでしょうか。いくつか挙げていただきたい

と思います。特に、以下の問題にはお答え願いたいと思います。 
 １つは市の将来像、特に支所と本庁、支所の存続・統廃合についての市長ご自身のお考え。 
 ２つ目は、北杜市全体のケーブルテレビ網の構築について。 
 もう１つは、少子高齢化対策を進める上での基本方針と、それに沿った今後の具体的施策で

す。 
 ４年間の総括の最後として、地方分権をふまえた自主・自立政策の欠如について指摘し、質

問をいたします。 
 自主・自立政策には専門性を持ち、地域を深く知る、北杜市ならではの創意工夫ができる人

材が不可欠です。現状は職員の人事異動が目まぐるしく、人材育成ができるようなシステムと

は思えません。また、職員の皆さんが政策提言を自由・活発に行える環境づくりも必要と思い

ますが、そのような雰囲気が市にあるでしょうか。アクションプランにある職員提案制度の創

設等がなぜ、できないのか。その理由をお聞きしたいと思います。また、人材育成や人事につ

いての市長の基本的なお考えを伺います。 
 言うまでもなく、自主・自立のためには財政基盤の強化が不可欠です。市長は今定例会の所

信表明で、平成２０年度の地方交付税の配分額が、県内市町村では交付税額、増加額とも最大

でありましたと自慢げに話しておられましたが、財政が最も健全な地方公共団体は交付税の不

交付団体、つまり交付税に頼らなくとも自主財源でやっていける団体です。北杜市が県下最大

の交付税ということは、県内で自主自立から最も遠い自治体であることを表しています。交付

税は６年後から大幅に減額されます。それへの備えもなく、交付税が県下最大であることに危

機意識も持たない市長に、財政再建の覚悟がおありなのでしょうか。 
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 まず市民１人当たり約２００万円、総額９５０億円の市債残高を削減することですが、方策

と見通しはどのようなものでしょうか。市民の誰にでも分かるよう、市債残高が今の半分の

５００億円になるのは何年後という形でも答えていただきたいと思います。現在、地方交付税

は合併特例による算定外で増額されており、金利も最も低い水準です。今後の人口動態を考え

ても、今こそ市債を必死に返済すべきときです。市長の見解を伺います。 
 市財政を圧迫しているのは特別会計ですが、その中でも特に問題の大きい下水道特別会計の

立て直し策について伺います。 
 現在、処理原価が一番安い町の使用料金が一番高く、処理原価が高いのに使用料金が一番安

い町があるなどの矛盾を抱えています。料金の統一問題とともに、今後の方策をお聞かせくだ

さい。 
 最後の大きな項目は、指定管理者制度についてです。 
 指定管理者制度については、導入前から適正な指定管理料のあり方や市のチェック体制につ

いて議論がなされましたが、導入から２年半が経過し、さまざまな問題が顕在化しています。 
 まず、お聞きしますが、平成２０年度から直営に戻した施設の条例改正が行われていないの

はなぜでしょうか。 
 次は職員の窃盗事件に端を発し、不適切な経理処理をした疑いのある北の杜聖苑についてで

す。この内容は複数の新聞記事になっていますが、その中から昨日の山日新聞の該当部分を読

ませていただきます。 
 組合は同日、市民に不信感や疑惑を抱かせたとして、疑いのある８８万３千円を市に返還す

る意向を文書で示した。組合が２００７年度決算で未払い金として処理した上、今月５日に組

合理事を務める社長の会社に対して支払った金額で、内訳は葬儀場運営の教育委託費３７万

８千円。施設内の照明や電球交換費３１万５千円。備蓄燃料費１９万円。この北の杜聖苑の問

題を市はどのように把握し対処したのか、市の指導内容を明らかにしていただきたいと思いま

す。 
 ３点目は、今年４月より指定管理者制度が導入された北杜市のケーブルテレビについて、質

問いたします。 
 市と指定管理者が結んでいる基本協定の第１４条３項に、前項の改修等により構築された設

備の資産は乙が有するものとするとあります。新設されるケーブルや修理された機器は、すべ

て指定管理者であるネットワーク北杜の所有物になるという解釈で、間違いはありませんか。

旧大泉町、高根町、小淵沢町が税金で構築したシステムの使用料、しかも自治体の後ろ盾が何

もなく、一私企業として営業と敷設工事をやっている親会社、ＮＮＳエリアとまったく同じ料

金の３，１５０円を北杜市民から取りながら、ネットワーク北杜社はなんのリスクもなく、ケー

ブルを敷いて、自身の資産を増やすことになるのはおかしくないでしょうか。これでは第３１条、

指定の取り消し等の項目に該当する事由があっても、他社にゼロからの構築以外は事実上無理

で、実際にはネットワーク北杜の指定の取り消しなどできないことになります。ＩＲＵ契約で

北杜市が強い使用権を持つといっても、市の優位性は保たれません。以上の点を、市はどのよ

うに考えているのでしょうか。 
 指定管理者制度については、ここに挙げた北の杜聖苑、ケーブルテレビ以外にも先の決算特

別委員会で、私たち市民フォーラムはさまざまな問題点を指摘いたしました。市の指定管理者

チェック体制は、一体どのようになっているのでしょうか。その運用の詳細を明らかにしてい
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ただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 野中真理子議員の、市民フォーラムの代表質問にお答えします。 
 最初に４年間の市政総括について、いくつかご質問をいただいております。 
 まず、説明責任および情報公開のあり方についてであります。 
 合併時の町別主要事業年度別計画および新市建設計画について、説明責任を果たしたかであ

ります。 
 合併前の旧町村において、合併後１０年間に予定されている各町村のハード事業、約１，

１７２億円をまとめたものが、町別主要事業年度別計画であります。また、これを基本として

合併協議会において策定されたものが、新市建設計画であります。先ほど来、議論のとおりで

あります。新市建設計画は町村合併に際し、新市を建設していくため、基本方針を定めており、

合併後のマスタープランとして役割を果たしております。したがいまして、これらにかかる住

民説明会は合併前の旧町村において、それぞれの判断において実施されているものであります。

また、平成１９年３月に策定された第１次北杜市総合計画は、北杜市小淵沢町合併協議会によ

り、平成１７年３月に策定された新北杜市建設計画を基本に、まちづくり市民アンケート、ま

ちづくりワークショップ、市民から意見を聞くパブリックコメントや地域委員会からの提言、

さらに総合計画審議会での審議・答申をいただき、平成１８年第４回北杜市定例市議会の議決

を経て、策定されたものであります。 
 市民の価値観やニーズの多様化、少子高齢化や過疎化、また新規転入者の増大や環境問題へ

の市民意識の高まり、さらには全国的に地方の財政が厳しくなる中で、北杜市の将来を見据え、

市政運営に努めており、第１次北杜市総合計画に盛り込まれている事業等につきましては、今

後も市の財政状況を考慮する中で、市議会ならびに市民の皆さんのご意見をお聞きしながら、

取り組んでまいります。 
 次に大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証研究の、土地造成費についてであります

が、同実証研究事業は全国から公募提案型により委託先を決定するものであり、それぞれが特

徴を持った提案でありました。当市では、長坂町夏秋地内の農工団地等を利用した提案を行い、

採択されました。日照時間が長いことは言うまでもありませんが、提案時の条件でもあります

交通アクセスや送電先となる電気事業者側の送電施設も近く、中央自動車道沿いという周囲の

交通網からの視認性に優れた場所であります。 
 しかし、個人の所有する土地であり、荒廃した起伏のある土地でもあったため、現状の地形

ではパネルの設置ができないことから、他地域に比べて課題を抱えて提案することは、マイナ

スポイントとなってしまうことから、荒造成については市が負担し、研究費用を優先的にパネ

ル設置などに充当することで、将来的には北杜市の有益性につながってくることと判断したも

のであります。 
 ご質問にありますＮＥＤＯ技術開発機構の委託費には、パネルの架台を設置するときなどの

軽微な造成程度が対象となります。すでに終了した第１期工事につきましては、大規模な造成
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工事のため対象外でしたが、この秋から予定されている第２期工事に伴うパネル設置の造成費

用につきましては、委託費の中で実施されます。 
 なお、北海道稚内市における同実証研究につきましては、同市が所有する土地を利用してお

り、平坦な地形のため、大幅な荒造成を必要とする場所でなかったものの、湿地帯であること

から排水のための掘削等を委託費の中で施工したと聞いております。 
 次に、情報公開のあり方についてであります。 
 情報公開につきましては、北杜市情報公開条例に基づき、公文書の開示を請求する市民の権

利を明らかにするとともに、市政に関し市民に説明する責任をまっとうし、公正で透明な市政

の推進を行ってきたところであります。開示請求につきましては、情報公開条例での公開が原

則となっておりますが、法令または他の条例で公開することができないと規定されている情報

や個人のプライバシー、法人等または事業を営む個人の利益を害するおそれのある情報および

事務事業に関する情報で、公にすることにより適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあるもの等

は非公開とされており、すべてを公開できない場合もあります。 
 次に、入札および予定価格についてであります。 
 公共工事につきましては、入札結果の公表をホームページや広報紙等で広く行っており、公

開できる情報につきましては、できる限り分かりやすく公開し、開示請求等にも対応している

ところであります。 
 予定価格につきましては、本市では職員数や職種、また事業量が限られていることから、専

門的な職員を置いてはおりませんので、工事の設計については軽微なものを除き、専門的な設

計業者やコンサルに数量計算や図面の作成などを委託しております。予定価格は一般的に実例

価格、需要の状況、履行の難易、数量の多寡、履行期間の長短等を考慮して定めることとされ

ておりますことから、この設計をもとに地域の実情等を考慮しながら、なるべく経費の節約が

図られるよう、決定しております。 
 次に、情報公開による市政の透明性確保についてであります。 
 これからのまちづくりには、市と市民が情報を共有し、情報公開度を高めることにより、多

くの情報が市民に分かりやすく伝わることが必要であります。市では連帯感のある和の杜づく

りのため、市ホームページ、ＣＡＴＶ、広報紙、本庁の玄関ロビーの情報公開コーナー、審議

会の公開等を通して、市の情報を広く公開するとともに、市政の透明性確保のため、市民に分

かりやすく情報提供を行っております。 
 次に長期的展望について、いくつかご質問をいただいております。 
 国も地方も改革をして、新しい時代をという時代背景であります。国は道州制を研究し、市

町村は合併して新しい時代をであります。これは時代の流れであります。合併に遅れた人に、

他県との合併を考えるような人に長期的展望があると言えるでしょうか。 
 最初に、市の政策優先順位や審議順位についてであります。 
 市では、人と自然と文化が躍動する環境創造都市の将来像を目指し、行政改革大綱および実

施計画となる行財政改革アクションプランとリンクした第１次北杜市総合計画を策定し、北杜

市の進むべき方向について、定めております。第１次北杜市総合計画では、１０年間のまちづ

くりのための計画が策定されているとともに、行財政改革においても、行財政改革大綱をもと

に既存の行政システムを構造的に改革し、簡素で効率的な行財政運営を行うために、行政評価

システム等、新しい行政システムの構築を進めております。市民の意見を取り入れながら、開
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かれた北杜市政を推進するために、でき得る限り情報を発信しながら、さまざまな施策を行っ

ているところであります。 
 市の将来像については、第１次北杜市総合計画に基づいた施策を実施していく過程で、より

明らかなものとなっていくものと考えております。 
 合併したばかりの北杜市は、目まぐるしく変わる社会経済情勢に対応していくには、走りな

がら考え、考えながら走らざるを得ないほど、多くの課題を抱えております。今後におきまし

ても、市民の皆さん方により多くの情報を提供し、市民と行政の協働により政策の実現を推進

してまいりたいと考えております。 
 次に、市の政策のさまざまな波及効果への考慮についてであります。 
 市政における事業の波及効果には、市民福祉の向上や市民の利便性の向上、市民組織の活性

化など、数値では比較できないものも含まれています。市が新たな事業に取り組む際に先進市

町村の事例などを聞く講演会を開催することがありますが、成功の要因や失敗例における問題

点を参考として、北杜市の地域性に合った事業とするためのものでありまして、他の自治体の

取り組みをそのまま導入するものではありません。 
 国においても地方分権の推進や道州制への対応として、自治体への事業導入方法が、いわゆ

るメニュー型から提案型に変わっています。本市においても、各課を横断する事業に取り組ん

でいまして、その１つとして県内市町村では、はじめて取り組んでいます食育があります。現

在、農政課、健康増進課、学校教育課、学校当局、学校給食センターなどが連携して事業に取

り組んでいます。ただ、連携が不十分なところもありますので、今後は密接な連携が図られる

よう努めてまいります。 
 次に長期的展望の中で、市の懸案事項は何かについてであります。 
 市の懸案事項の第１は、やはり少子化であります。まさに北杜市存続の危機だと思っており

ます。現在、１９年度の出生数は２７１人。死亡者数は６４３人でありまして、自然増減は

３７０人の減少であります。この状況ですと、１０年後には武川町と同じ数字、３，７００人

の人口が減少することになります。人口構造は市政において、大変重要な要因となりますので、

少子化対策に特効薬はありませんが、思い切った対策を講じてまいる考えであります。 
 第２は、高齢化であります。 
 高齢化率が２８％と県平均より６ポイント高い北杜市でありまして、福祉・医療などの社会

保障費も今後増大していきますので、今からこれに備えることが重要だと考えています。 
 第３は、やはり財政の健全化であります。 
 起債残高が市民１人当たり１９５万円と県内で最も高いこともですが、現在１０５億円交付

されています地方交付税が平成２７年度から毎年６億円減少し、平成３２年度からは７２億円

と、単純にはなるわけであります。 
 第４は、合併した自治体の共通の課題でもあります市民の一体感もあります。 
 特に北杜市は、地域的に特色のあった旧８町村でありますので、早くその垣根を取り払い、

サービスの質の均一化、バランスの取れた事業の執行と負担の公平化を進めていくことが必要

と考えております。 
 次に、本庁と各総合支所の存続・統廃合についてであります。 
 合併時に市民サービスの低下を招かないよう、各町に総合支所が設置されました。このこと

は大変重く受け止めておりますが、一方で職員を１２９人削減することも決定されました。超
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少子高齢化による人口構造の変化や市の財政状況などをふまえ、市民の意見などを広くお聞き

しながら、本庁と総合支所のあり方を慎重に検討していかなければならないと考えております。 
 次に、北杜市全体のケーブルテレビ網の構築についてであります。 
 市内には市営のケーブルテレビと民間事業者によるケーブルテレビがありまして、８町にお

ける加入率は６８％となっております。しかし、市内に１５地区にありますＮＨＫ共同受信施

設組合および山間部等に点在する住宅等につきましては、各共聴組合の意見統一問題やエリア

の広大さから、ケーブルテレビの事業展開が難しい状況にあることも、また事実であります。 
 市といたしましては、すべての世帯に同一の情報等をサービスするためには一本化し、全世

帯加入が望ましいとは考えますが、それは不可能なことから、各事業者のエリア内において幹

線の延長や高次元のサービスの提供を要望していきたいと考えています。 
 次に、少子高齢化対策についてであります。 
 北杜市では約３人に１人が６５歳以上の高齢者であり、また出生数も昨年度は２７１人と

年々減少傾向にあり、少子化が進行しております。こうした少子高齢社会に対応した福祉施策

や社会基盤整備など、新たな行政需要に対応できる市民サービスの確立が必要となっています。

特に行政と地域が一体となって、子どもを産み育てる環境と６５歳を迎える団塊世代の活力を

地域自治体の再生に活用しながら、また高齢者はできるだけ住み慣れた地域で、自立した生活

が送れるよう、第１次総合計画の基本構想に基づき、高齢社会における地域づくりの再構築を

図ってまいります。 
 この中で、少子化対策については、北杜市次世代育成支援行動計画にあります子どもの声が

響くまち北杜の基本理念のもと、１つ．元気な声が響くまち、２つ．明るい声が響くまち、３つ．

親子で声が響くまち、４つ．近隣で声が響くまち、５つ．地域に声が響くまちの５項目を基本

方針として、北杜市少子化対策推進本部を設置したところであり、少子化対策の総合的な推進

を図っています。 
 また、高齢化対策につきましては、平成１８年３月に第３期北杜市老人福祉計画、介護保険

事業計画を策定し、１つ．安心できる仕組みづくり、２つ．支え合う仕組みづくりを基本理念

に事業を行っております。現在、実施しているアンケート調査等をもとに平成２１年度からの

第４期の計画を策定中であります。 
 次に、今後の具体的施策であります。 
 住宅施策については、市営住宅への入居者の選考について、２０歳未満の子を扶養している

子育て世帯が優先的に入居できるよう、条例改正を行ったことはご承知のことと思います。ま

た、新たに建設した市営住宅では、室内の段差をなくした構造にするなど、高齢者への配慮も

しております。今後も少子高齢社会に対応できる住宅建設を推進してまいります。 
 次に保育園の統廃合でありますが、市では少子化に伴う望ましい保育園の適正規模・適正配

置等を検討し、効率的な運営および就学前児童の心身の健全な育成の実現を図るため、北杜市

保育園適正規模等審議会を設置いたします。 
 この審議会は学識経験者、保育園の保護者や公募により２０名以内で構成しますが、８月に

広報やホームページで審議委員の公募を行ったところ、残念ながら応募者がありませんでした。

しかし、１０月上旬には審議会を立ち上げて、地域における子どもの状況や子育て家庭などの

ニーズ、子育て支援の方向性、地方財政を巡る動向等を総合的に検討し、その上で施設の統廃

合を含め、今後の望ましい整備、運営の方策を審議していただく考えであります。 
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 次に公共交通についてですが、市では本年度より国土交通省の地域公共交通活性化再生総合

事業による北杜市地域公共交通総合連携計画を策定するため、北杜市地域公共交通活性化協議

会を設置いたしました。この計画策定にあたっては、少子高齢化対応も含めた幅広い意見の収

集を行い、地域の実態に即した地域公共交通のあり方を検討してまいりたいと考えております。 
 次に生涯学習についてですが、生涯学習とは各人の取り組みであり、行政としては生涯学習

を推進するための機会を提供することが役割であります。高齢者学級、地区公民館、分館活動

のより一層の充実を図るとともに、本年度からは市民自主企画講座、学びの森プラン等、北杜

タレントバンクを開設し、市民の皆さんの学習の機会としております。 
 また放課後子ども教室も市内６カ所で実施されており、異世代・異年齢の交流、おおぜいで

の遊びや学習を楽しむ機会を提供しております。今後も少子高齢化社会へ対応できるプログラ

ムを提供し、生涯学習を推進してまいりたいと考えております。 
 このように少子高齢化対策については、行政各関係部署が連携をとり、地域とのつながりを

持ちながら取り組まなければならない大きな課題であり、庁内少子化対策推進本部を中心に市、

企業、団体等と協働も図りながら、対策について検討してまいります。 
 次に、地方分権をふまえた自主・自立政策についてであります。 
 ご指摘の職員の政策提言でありますが、現在、市では部長・支所長会議、さらに支所長会議、

各課間の連絡調整会議および課内会議などで、職員の意見を市の政策企画立案に反映させてい

ます。 
 ご質問の職員提案制度につきましては、行財政改革アクションプラン、ならびに昨年度策定

いたしました北杜市人材育成基本方針の中でも、職員を育てる仕組みとして取り組むことと

なっております。 
 先般、部長・支所長会議において、職員の意識改革および市政への参加意識の高揚を図り、

活力ある市政の推進および市民サービスの向上に資することを目的とした、職員提案制度の概

要等の協議を行い、その内容を全職員にも周知したところであり、現在、担当課において実施

要綱等の最終調整を行っているところであります。 
 次に人材育成や人事についてでありますが、職員は専門的な知識と実務能力を備え、行政は

サービス業であるとの認識を持ち、常に市民の目線で多くの行政課題に的確に対応するととも

に、コスト意識、説明責任意識を持つことが重要と考えております。そのため、人材育成基本

方針に基づき、職場研修や山梨県市町村職員研修所等の階層研修・専門研修を活用し、併せて

全国市町村職員中央研修所等の研修にも積極的に参加させ、職員の意識改革を図っております。 
 また人事につきましては、早期勧奨制度により、職員数の適正化に向けて取り組んでいます

ので、職員年齢構成から団塊の世代の管理職等について、毎年、数多くの人事異動をせざるを

得ない状況にあり、合併後しばらくの間は仕方がないと考えております。 
 人事管理は職員の意欲と能力を最大限に生かし、組織として生かしていく必要があると考え

ております。そのために現在、取り組んでいる自己申告制度「私の希望と意見」等を活用しな

がら、今後も適材適所への配置に努めてまいります。 
 なお、将来的には職員の適正と意欲に応じ、専門職・総合職のコースを選択し、キャリア形

成のできる複線型人事制度の導入も検討してまいります。 
 次に市債残高の削減につきましては、昨年度、国が制度化した補償金免除による繰上償還や

今議会でお願いしてあります解約手数料等免除による繰上償還などに加えまして、新たな市債
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の発行を抑制することなどにより、行っているところであります。なお、それには徹底的な歳

出の抑制と計画的な歳入の確保が不可欠であります。 
 真の改革は財政の健全化にありとの思い、また後世に負担を残さないとの強い思いから、市

民の皆さんに痛みをともども分かち合っていただく中で、市債残高は平成１７年度末の１，

００９億円をピークに、１９年度末で約４３億円余りにも減少したところですが、現時点では

いつまでにいくらになると言える状況ではありません。今後も引き続き、国の制度を活用した

繰上償還や借り換えに努めるとともに、新たな発行については必要最小限に抑え、計画的な発

行を行ってまいります。 
 次に補償金や解約手数料などを伴う、市にとって不利な市債の繰上償還や借り換えについて

は、先ほど来、申し上げているとおりであります。 
 次に、下水道事業特別会計の立て直し策についてであります。 
 平成１９年度末、市債現在高は９６４億円余りで、このうち公共下水、農業集落排水を合わ

せた下水道事業債は３６１億円余で、３６．７％を占めております。下水道、農業集落排水特

別会計は、この事業債の元利償還を一般会計からの繰入金に依存しており、財政を圧迫してお

りますが、この下水道事業債は合併前の旧町村のときから、住民の生活環境の向上と公共水域

の環境保全など、住民のニーズに応えてきた成果でもあります。 
 しかし、現状の財政状況を考えますと、下水道経営の健全化を図ることは喫緊の課題であり、

処理原価と使用料金の不均衡の減少を解消するためにも、使用料金の統一および適正価格の設

定を柱に、平成１７年１１月、下水道行政の円滑な運営を図るための審議機関として、下水道

事業審議会を設立し、この審議会において、今後の下水道事業の展望、公共下水や農業集落排

水の企業会計の健全化など、審議・検討が重ねられてまいりました。 
 この審議・検討の結果、将来を見据え、適正な料金設定を図るためにも、下水道事業長期財

政計画の策定は急務であるとの報告を平成１９年１１月に受けましたので、長期財政計画の策

定に取り組んでいるところであります。 
 策定後はこの計画を基本に、審議会で協議・検討を重ねていただき、さらには下水道の経営

状況を議会や市民の皆さんに説明し、ご意見等をいただく中で使用料金の統一を図り、平成

２３年度からの実施を目指してまいります。 
 また、今後の財政状況を考慮する中で、適正かつ長期的視野に立った事業の実施、地域ごと

に最適な処理方法の選択および認可計画の見直し、さらには維持管理委託内容の適正化なども

図りながら、下水道事業の経営健全化を推進してまいりたいと考えております。 
 次に指定管理者制度について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、平成２０年度から直営に戻した施設の条例改正についてであります。 
 平成２０年度から直営に戻した施設は、フィオーレ小淵沢および清里駅前駐車場であります。 
 はじめにフィオーレ小淵沢の条例改正につきましては、直営として運営する期間が短期間と

なることから、条例の規定が行わせるものとするとなっており、合理的な理由があれば行われ

なくてもよいことから、改正を行わず対応してまいりました。現在、当施設は平成２１年度に

指定管理者制度を導入すべく、準備を進めているところであります。 
 一方、清里駅前駐車場につきましては、北杜市清里駐車場条例は清里駅西駐車場、清里駅前

駐車場、清里駅東駐車場から構成されているため、施設整備終了後に条例改正を行いたいと考

えております。 
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 次に北の杜聖苑についてでありますが、過日、指定管理者である有限責任中間法人 北の杜

聖苑運営組合の理事および従業員から、同組合の従業員が組合の金庫から現金を横領していた

との通報がありました。市ではこれを受け、基本協定書第２３条の規定に基づき、実地調査を

行い、事実関係を確認しました。 
 なお、通報の中では同組合が不適切な経理を行っているとの情報もあったため、実地調査の

際に経理状況についても調査を行いました。その結果、市では今回の盗難事件の顛末および組

合の経理などについて報告を求め、９月４日、回答を受理いたしました。 
 これによると、組合は盗難事件についての事実関係を認めた上で、いまだ調査中であるため、

警察からの結論、司法の判断を待ってから処分を行うとのことでありました。経理については、

山梨県中央企業団体中央会の指導を受けており、適正に処理しているとのことでありました。 
 ９月８日には、組合から社会的信用が著しく失墜したことを理由に、指定管理者辞退の申し

出があり、９月２２日には未払い金相当分８８万３千円を、市に納入する旨の申し出がありま

した。 
 市といたしましては、不明瞭な会計処理は否定できず、社会的信用を著しく失墜したことか

ら、９月３０日をもって同組合の指定管理業務を取り消すこととし、未払い金相当分の納入に

ついては、これを受けることといたしました。１０月１日から当分の間は、市の直営施設とし

て管理運営を行ってまいります。指定管理者による市の公の施設の管理運営において、市民の

皆さんに不信を招いたことにつきましては誠に残念であり、お詫びを申し上げます。 
 なお、すべての指定管理施設に施設の適正な管理に努めるよう、周知徹底を図ったところで

あります。今後につきましては、指定管理施設を適切に指導・監督できるよう、専任職員を置

く組織を検討してまいりたいと考えております。 
 次に、市の指定管理者チェック体制についてであります。 
 市では指定管理者に対し、各種の提出書類を義務付けております。第１に指定管理者が翌年

度の事業実施にあたっての業務計画書であります。第２は施設の利用状況、管理業務にかかる

収支状況の記載された定期報告書であります。第３に事業年度終了による管理業務の実施状況、

管理経費に関わる収支状況等が記載された事業報告書であります。 
 提出された各書類につきまして、各担当課と企画課において、その内容を精査しております。

その結果において、必要に応じ指定管理者から管理業務および経理状況についての説明を求め

ております。また、基本協定書の規定にもありますが、必要に応じ施設に出向き、業務関係書

類等について調査を行い、指導・助言を行っております。 
 その他につきましては、担当部長から答弁をいたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 平成１９年度決算について、ご質問をいただいております。 
 国保会計の財政状況についてでありますが、市債の１億７，００３万５千円はご承知のとお

り、合併前の各町村の平成１４年度、１５年度の国民健康保険財政調整交付金の国への返還に

充てるために、山梨県から借り入れたものであり、平成１９年１２月の審議会定例会でご説明

したとおりであります。 
 財政調整交付金の返還は、山梨県内のすべての市町村が対象となったものでありますが、北
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杜市が利用した山梨県の貸付制度は無利子であることから、国保財政への影響を最小限に抑え

られるものであると考えております。 
 ご質問の中で国保会計の悪化とのことでありますが、国保会計は健全であり、悪化というこ

とは決してありません。平成１９年度国保会計の繰越金は５億８，７００万円余となっており、

昨年度と同程度であります。また、財政調整基金からも２年連続して取り崩すことなく運営さ

れていることから、財政的に安定しております。今後も制度改正の影響等を十分考慮しながら、

さらに健全な運営を図ってまいります。 
 次に出産祝金と敬老祝金についてでありますが、出産祝金については定住人口の増加と市の

活性化を目的に、少子化対策の１つとして第１子に１万円、第２子に５万円、第３子に３０万

円、第４子以降の新生児には、１人につき５０万円が祝金として支給されております。新しい

家族の誕生を迎えたご家族の方には大変喜ばれており、今後も継続してまいりたいと考えてお

ります。 
 敬老祝金につきましては、現在１００歳になられ、在宅生活をされている方に３０万円を支

給し、長年のご苦労に報いております。今後は施設入所者も含め、長寿者に敬意を表し、１００歳

を迎えたすべての方にお祝金が支給できるかどうか。金額も考慮しながら、検討してまいりま

す。 
 また、その他の支給年齢、支給金額につきましては、県の要綱に沿った内容で検討してまい

りたいと考えております。 
 次に北の杜聖苑の指定管理者が行う管理業務の内容についてでありますが、予約受付、利用

の許可等の事務関係業務、施設の保守管理に関する業務および火葬業務を行っております。 
 次に平成１９年度の収支報告でありますが、収入につきましては使用料６６８万円、指定管

理料３，００７万３千円など、合計３，６８４万４，３９５円でありました。 
 支出につきましては人件費１，７７５万４，５９８円、事業費９６８万８，５７９円など、

合計３，６２４万３，８６０円であり、差し引き６０万５３５円の黒字でありました。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 平成１９年度の決算について、いくつかのご質問をいただいております。 
 最初に市債の発行額についてでありますが、増加の主な原因は昨年度、３月の定例会でご議

決いただいたとおり、国が制度化した補償金免除による繰上償還などによるもので、これによ

る影響額を除きますと、一般会計で２，５６０万円の増加に留まっております。また、これに

より７，１００万円の利子、すなわち将来負担が軽減できております。 
 次に財政調整基金についてであります。 
 現在、市では市債の減額に向け、絶え間ない努力を続けているところでありますが、繰上償

還や借り換えには、原則として補償金や解約手数料などが伴います。このため、補償金や解約

手数料などが免除される市債について、繰上償還や借り換えを行っており、市にとっても最も

有利な方法であります。 
 一方、その他の市債について繰上償還を行う場合は、原則として補償金や解約手数料などが

必要になり、市にとって得策でないことはご承知のとおりであります。財政調整基金の積み立
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て、積み増しにつきましては、交付税の算定替えの終了などにより、予想される将来の財源不

足などに備えるために行っているもので、これまでも議会のご承認をいただいて行っているも

のであります。併せて今年度から合併特例債を充てた、まちづくり振興基金４０億円を積み立

てているところであります。 
 次に市債は、建物や道路の公共施設の整備など、効果が将来に及ぶような事業について、一

時的な財政の圧迫を避けるとともに、世代間の負担の平準化のためなどに借り入れているもの

で、借り入れに際しては合併特例債など、有利なものを活用しております。 
 市債残高を本市の財政規模に応じた適正な規模に削減することは必要ですが、一定規模の市

債および、それに生ずる利子はやむを得ないものであると考えております。 
 次に人件費についてでありますが、現在、市では定員適正化計画に基づき、計画的な職員数

を削減しており、勧奨退職制度による早期退職者のための退職手当負担金が一時増加している

ものの、約２，８００万円が減少しましたが、歳出総額の減少などにより、歳出に占める割合

は０．１ポイント増えたことになりました。 
 なお、義務的経費は人件費の減少や繰上償還による公債費の減少などから、全体的に減少と

なっておりますが、今後も手綱を緩めることなく、一層の財政健全化に努めてまいります。 
 次に、市の説明責任および情報公開についてであります。 
 小淵沢中学校グラウンド整備の入札につきまして、建設資材等が高騰し、国・県において第

２次オイルショック以来、２８年ぶりの単品スライド条項を運用するような状況になっている

ことから、６月３０日の入札において、指名の７業者すべてが辞退することになりました。こ

れを受け、当初のグラウンド整備の目的や効用を損なわない範囲で、また学校教育として、そ

の利用に支障のないよう、工期内に完成できることを前提に単価や仕様を見直し、新たに設計

し直した上で、改めて工事の規模に見合った格付けの業者を指名し、入札を実施したところで

あります。 
 このように、新たに設計をし直して実施する入札につきましては、１回目と２回目の指名業

者が、工事の規模による格付けなどから同一となっても制度上の問題はなく、県においても同

様の対応がされております。 
 次に、ケーブルテレビについてであります。 
 市が直営でケーブルテレビを管理運営するには、多額の一般会計からの繰入金が必要なこと、

また来たる平成２３年の完全デジタル化対応にかかる改修費用についても、膨大な資金が必要

であることは、ご案内のとおりであります。 
 市ではケーブルテレビの管理に合わせ、デジタル対応していない幹線ケーブルの新たな敷設

等を民間の資金、経営能力、技術能力を活用した中で実施するべく、指定管理者制度を導入し

たものであります。 
 なお、新設されるものについては指定管理者の資産となりますが、ＩＲＵ契約により市が強

い使用権を持つことになります。また、指定の取り消しにつきましては想定しておりませんが、

万一そのような事態となりましたら、市直営に戻すなど、いくつかの方法が考えられると思い

ます。また、有線テレビジョン放送法に定める総務大臣の許可を受けているものは、あくまで

もケーブルテレビ事業者である北杜市でありますので、よろしくお願いいたします。 
 以上でございます。 
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〇議長（小澤寛君） 
 ここで当局の答弁が終わりましたが、暫時休憩といたします。 

休憩 午後 ３時０６分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ３時２０分 
〇議長（小澤寛君） 

 再開いたしますが、１つお願いがございます。 
 議場における私語は議場秩序の上から、厳に慎んでいただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 
 それでは、野中真理子君の再質問を許します。 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 答弁の中で給食センターと、それから学校の適正配置、市の将来像についてのお答えがなかっ

たと思うので、そこをよろしくお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁をお願いします。 
 答弁漏れのないように注意をして、ひとつお願いします。 
 教育次長。 

〇教育次長（小林喜文君） 
 給食センターおよび適正規模が最初か前かと、そういったようなご質問だと思います。 
 給食センターについては、センターの折、よく説明したとおり、老朽化が著しいということ

で、適正規模等についても問題を検討する間にでも、そういった食中毒等が発生する懸念があ

るというようなことも考えながら、給食センターは緊急であるというように承知して、お願い

していただくということであります。また、適正規模についても現在、審議をされており、２１年

３月には答申をいただき、そういったものについて、実行していきたいというように考えてお

ります。よろしくお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 私が伺いたかったのは、学校というのは地域のコミュニティの核であるから、将来的なその

地域像がなければ、それが審議、なかなかできないのではないかと。そのへんが、少しどのよ

うに考えているんだというようなことを伺いたかったんです。 
〇議長（小澤寛君） 

 改めて、答弁をお願いします。 
 教育次長。 

〇教育次長（小林喜文君） 
 その部分についても当然、小学校、中学校については地域のコミュニティだということは、

先日も各区長会、８町の区長会でこういった説明をしてまわり、それから各中学校区の中でも

そういった説明をして歩いた中で、小学校は地域の核であると、コミュニティの場所であると

いうような話は聞いております。その部分については、今後、審議会の中で十分に精査しなが
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ら、答えを出していきたいというように考えております。 
〇議長（小澤寛君） 

 これで、すべて答弁が終わったと思いますが、再質問を許します。 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 まず最初に新市計画と、それから第１次北杜市総合計画についてですけれども、これがそれ

ぞれ、どのようにつくられたかは、午前中からの答弁でよく分かっております。問題は、市長

もここで言われたように、新市建設計画は旧町村で説明された、そして１次北杜市総合計画は

北杜市としての新しい構想を盛ったものだと。それぞれ、つくっている人というか、継続性は

あるにしても、そのメンバーが違うと思います。ですから、各町村のそれぞれを継承した市長

としては、それぞれに戻って説明をしなければいけなかったのではないか、それが説明責任を

果たさなければいけなかったのではないかという、私の問いかけです。ぜひ、そのことについ

て、市長にお答え願いたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 おおむねの流れは、ご理解していただけていると思いますけども、いわゆる合併時に新市建

設計画を、小淵沢はちょっと遅れましたが、８つの地域でそれぞれ、新市建設計画を立てまし

た。私からすれば、初代市長として、それらの新市建設計画を尊重しながら、また市民に意見

を聞き説明責任し、究極的にはこの議会で、そんなことで説明責任をしてきたつもりでありま

す。その結果が北杜市総合計画と、こういうことになるわけであります。ときに市長と語る集

いやら等々も、ある面で言えば、そういった説明の機会であったというふうに承知しています。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 今のご答弁に対してなんですけれども、要するにつくった方たちに伝わっていないというこ

とだと思います。ですから・・・。 
〇議長（小澤寛君） 

 私語を謹んでくださいと、先ほどお願いをしてございますので、順守してください。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 北杜市の総合計画の中に、実際には文言としては消えていますよね。ですから、どこにいっ

てしまったんだというのが、もとのメンバーの方たちの疑問だと思います。例えば、先ほど企

画部長が文言としてはないけれども、予算の中で許す限り、順次、選択していくというような

説明がされれば、皆さん納得するんではないかと思うんですけれども、どうでしょうか。その

へんは。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 私も非公式ではありますけども、市長になってから、いわゆる旧町村長たちとも、意見公開

会は開いてきたつもりであります。そしてまた、先ほど答弁の中に１行書かせてもらいました

けども、やっぱり合併した北杜市は、これだけ大きな器ですから、ときに走りながら考え、考

えながら走らなければならない場面も多々あったこともたしかであります。ご理解ください。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 それでは次に、大規模太陽光発電実証研究施設についての再質問です。 
 私どもの記憶の中では、全員協議会で造成費についてはどうするんだという、議員からの質

問に対して、市長はみずから、造成費はＮＥＤＯと今、交渉中だというご発言をされたと思う

んですけども、その点について確認をしたいんですけども、いかがでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 そのへん、はっきりした記憶がないので、どういう機会であったかどうかを含めて、ちょっ

と調べさせてください。 
 先ほど来、言っているとおり、基本的にはこのＮＥＤＯの太陽光発電については、私どもが

こういった太陽光発電研究実証施設を造りたいという、提案型でやってきたわけです。この提

案については、先ほど答弁のとおり、土地は北杜市で、先ほどこの議会でも言っているとおり、

北杜市で土地は提供しますという前提でやってきたわけですから、その発言があったとか、な

かったとかということは、どういう機会だったかを含めて、ちょっと私が言ったという自信も

ないわけですけども、課題にさせてください。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 私を含め、複数の議員が聞いたということを言っているので、その確認は全協ですので、録

音もないですから難しいとは思いますけれども、ＮＥＤＯ側からは第１回の説明から造成費に

ついては、一切持たないということを明言しているはずですので、造成費については一切、も

ともと出されないものだという前提のもとに、市はこの事業を進めたんだと、私は考えていま

す。ですから、その造成費が、これだけかかるということをしっかり認識した上で、ほかの事

業との選択の中で、この事業を市はここでやるんだということで、市長みずからがお考えになっ

て進めたと考えてよろしいですか。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 いずれにしましても、この太陽光発電実証研究施設なるものは、私も、国がこの火の粉が見

えないうちから、私もマッチをつけてきた一人であります。そういう中で、演説をするつもり
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もありませんけども、エネルギーチェンジをしなければという思いで、これを働きかけてきま

して、日照時間日本一の北杜市には最もふさわしい施設、事業だろうということでやってきま

した。その中で、極めて今日的な流れであります。提案型という、その提案については、先ほ

ど来、お話のとおり、全国の３０の自治体が、最終的には１０の自治体がそれぞれ提案したわ

けです。それぞれの条件で。私ども北杜市は日照時間が日本一ということと、土地は北杜市が、

地元が提供しますという材料で提案したわけです。ですから、このような形になってきたわけ

でありますので、ご理解ください。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 応募をして、実際、造成費や土地のお金は出ないということで、辞退した自治体もあると聞

いておりますので、そういう中でも北杜市は、このお金をかけてでもやるということで進めら

れたんだと思っております。 
 ここでもう１回、質問したいのは、この５年間の事業が終わったら、あの土地を買い取ると

いうことを市長はおっしゃっています。前の議会でも、私どもで質問をしているんですけども、

この買い取り価格について、実際、造成をして、それから上下水道が入り、周辺の道路が整備

され、土地の価格というか、価値は上がっていると思います。そういうところで、この５年間

という時間をどういうふうに計算するのか、また造成費をどのように考えるのか。もう一度、

今の時点で、この土地の買い取りの価格の方向性について、伺っておきたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 極めてこれは、ありがたいことに短期間で決定した事業であります。そういう意味からすれ

ば、この太陽光発電研究施設は、今は研究所で、国の事業だから借地でやっているわけです。

平成２３年度からはこれを、たぶん無償で北杜市にいただけると思います。そのときには研究

使命が終わって、発電所になるわけです。そうすると、これは当然、恒久感がありますので、

借地よりもいろいろの行政が、行政財産を持つには、借地よりも市有地のほうがふさわしいだ

ろうということで、平成２３年度からは北杜市で買いたいと、こう思っています。そのときに

付加価値が高まるだろうと、こういうことでありますけども、そのへんは地権者とも交渉して

いかなければ、これからの課題で分かりませんけども、私は率直に言えば、極端なことはない

と信じております。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 そのときではなくても、すでに土地の価格というか価値は、今の状態で上がっているんでは

ないですか。ですから、そのときの方向性を今のうちからきちっと出しておかないと、あとで

地権者との間でも、お互いが満足できるような形で解決しないと思うんですけれども。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 くどいようですけども、平成２２年度までは、ＮＥＤＯから委託事業の国の研究所でありま

す。研究施設であります。だから、私どもが譲り受けるのは２３年度から、研究所から発電所

になった時点ということになるわけであります。だから２３年度になれば、買うことを前提に

交渉するでありましょう。そのときに、さっき言いましたとおり、地価が膨大になるとかとい

うことは、まわりの状況からいって考えない、極端な変化はないだろうというふうに思ってい

ます。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 それでは、次に小淵沢中学校グラウンド整備工事のほうの再質問のほうに移らせていただき

ます。 
 まず１回目の入札で、業者から辞退届を受け取っていると思いますけども、そのときに受け

取ったのは、それぞれの会社が１枚ずつ出した辞退届だけなんでしょうか。ほかの資料は何か、

受け取っているんでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 ただいまの辞退届の関係でございますけども、辞退届は各業者がそれぞれ出すものでござい

ますので、１枚１枚でございます。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 その辞退届には、たしか見積価格が予定価格を超えているため、応札できませんというよう

な内容、それぞれ文言は違いますけど、それぞれそういうようなことが書いてあったと思いま

す。では、それだけの言葉で、なぜ見積価格が予定価格を超える理由が、原材料費の高騰だと

特定できたんでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 まず辞退されたということは、いわゆる市の示した予定価格に達したということでございま

すので、市はそれで再計算をいたしました。その中で、いわゆる単価高騰の部分がございまし

たので、新たに設計し直して、それを行ったということでございますので、よろしくお願いい

たします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 私、今、ここに２回目の入札の２つの業者が提出した見積書、これは業者が出したというこ

とで黒塗りはされていない、それぞれの見積金額の内訳も残っています。それを詳細に検討し
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てみました。例えば、ここで、落札した業者をＡ、それから残ったもう１つの業者をＢとしま

す。そうすると、詳細に見ていくと、落札したＡ社のほうが原材料費は３割も高いんです。す

べての原材料費が。けれども一般管理費でＡ社はＢ社よりもずっと低く、一般管理費が抑えら

れているので、総合的な額としてＡ社のほうがＢ社よりも低くなって、こちらのＡ社のほうが

全体の額が低くなっているんです。ということは、原材料費が高いほうが取っているんですよ、

ここで。 
 これは仮定の話ですけれども、この原材料費が安いＢ社と一般管理費が安いＡ社みたいのが

組み合わさった業者があれば、最初の１回目の予定価格で入札ができたはずですね。そのよう

なちゃんとした、詳細な検討をしたのかどうか、もう一度、ご答弁をお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 まず入札の価格の決定でございますけども、いわゆる主体工事、それから一般管理費等を合

わせた中で、すべてが価格の決定になりますので、それを含めた中の価格になりますので、い

わゆる原材料が高い業者、低い業者ということは、入札の判断にはしておりません。というの

は、いわゆるこれはあくまでも業者さんが見積もりを出して行うものでございますので、業者

さんには業者さんなりのお抱え業者がございますので、そこから原材料を仕入れると安く入る

とか、それはございますので、それについてはあくまでも、総額の予定価格が低い方が落札と

いうことでございますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 もちろん、そういうことは分かっております。けれども、そういう可能性も、原材料費が安

いＢ社と一般管理費が安いＡ社、その価格が組み合わさった業者があるかもしれない。ですか

ら、その可能性を探って、２回目の業者をまったく同じ業者として、指名する必要はなかった

んではないかと。いろんなもっと、可能性があったんではないかと思いますけども、そのへん

のご答弁をお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 先ほどの答弁で答えたとおり、いわゆる設計を見直ししたということでございますので、１回

目の業者と２回目の業者について、同じであってもなんら問題ないということでございますの

で、それは市とすれば、その業者を指名したということでございますので、よろしくお願いい

たします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 法的に問題がないとか、ほかでもやっているということでは、市民の皆さんは納得しないと

思います。やはり市民の皆さんが、これは公平な、業者が指名されているというふうなことが

目に見える形で分かったほうがいいと思うんです。限りなく、１回目と２回目がまったく同じ
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業者で、しかもその間に６００万円も工事費が上がっているというのは、普通の人の感覚で、

なんかちょっと変だなと思わざるを得ないんではないでしょうか。そのへんのところ、どうい

う経過だったのか、今一度。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 この前も議会で議論したから承知はしていると思いますけども、現場が学校であるから、ど

うしても授業に差し支えないように間に合わせたいと。寒い小淵沢町の地方のことですから、

それにも応えていきたいという思いもありまして、できるだけ早く発注したいという思いであ

りました。 
 そのときに、私ども常日頃、執行は市内の業者を最優先したいと、こういう大前提でやって

きました。今もそうです。そういう意味からすれば、今度の小淵沢中学校のグラウンドの場合

は市内のＡ業者ということで、たしか発注をしました。ご承知のとおりでした。したがって、

いろいろな場面、県とも相談した結果、差し支えないということで、市内業者を優先してやっ

たと。入れ替えろということになってくると、市外か長野県かと、こういうことになってくる

わけですから、私どもはなんとしても、ただでさえも仕事がなくて大変な時代ですので、市内

業者を優先したということで、ご理解ください。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 それでは次に、長期的展望についての再質問に移らせていただきます。 
 先ほど、市長のご答弁の中に他県との合併を模索した人がいるみたいなことのご発言があり

ましたけども、少なくとも私はそういうことはしていませんし、市民フォーラムのメンバーも

そういうことはないと思いますが、どのような方を想定されたんでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 野中議員の代表質問の中に、市長は長期的展望がないとか、先見性がないとかというお話を

多々いただきました。でも少なからず、先ほどお話をしましたとおり、国も改革をして新しい

時代を築こうと、道州制も視野に入れてと。あるいはまた、市町村合併もさらに推進しようと

いう時代背景でありますので、私は私なりに北巨摩の合併を推進し、初代市長になってきたわ

けでありますけども、その合併に反対した人たちの中に、先見性がないというふうに言われる

覚えはありませんので、言わせていただいたわけであります。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 市長のご答弁の中に、その市の将来像、特に支所と本庁、支所の存続、統廃合についてのご

自身のお考えを私は伺っていないと思うので、ぜひお聞かせ願いたいと思うんですが。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 先ほど答弁したと思いますけども、合併した北杜市は、等しく市民がふるさとは北杜市だと

いうことで、早く大同団結してほしいと思います。でも現実は、昨日の今日でありますから、

旧村意識がないといえば嘘になると思います。だから、そんなこんなを考えたときに、北杜市

の支所の統合の問題は、もう少し慎重を要するだろうという思いで、答弁をさせていただきま

した。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 今、この任期の４年間、このことについては特に何も、将来像を目指して何かをやるという

ことはなかったと思います。例えば、本庁舎の建設がどうなるかとか、各支所がどうなるかと

いうようなことは示されていなかったと思うんですけれども、それは、私の考えではそういう

ことが基本的に示されないと、例えば学校の問題もそうですし、いろんな人事のシステムも、

うまく動かないんではないかと思いますが、そのへんの市長のお考えを伺いたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 ご承知のとおり、今と同じような答弁になるかもしれませんけども、市役所のあり方、支所

を含めて、また学校の問題等々については、地域住民の思いも複雑でありますので、いろんな

意味でコンセンサスを得て、決断をしていきたいと思っています。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 次にケーブルテレビ網の構築についてなんですけれども、この旧高根町、それから旧大泉村、

旧小淵沢町にケーブル網がありました。これについては、旧高根町も旧大泉村も旧小淵沢町も

町内全域にほとんど誰でもが、望む人がアクセスできるというものがあってこそ公共放送とい

えたし、公共放送の役割を担ってきたんだと思います。今、この市の状況がどうかといえば、

その３つの旧地区にはケーブルがあるけれども、ほかのところにはない。そして、今後もその

全体像がどうなるかが示されないのでは、公共放送という意味が、公共放送にはならないんで

はないかと思いますけども、そのあたりはどうお考えでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 それでは、野中真理子議員さんのケーブルテレビの関係についてご説明いたしますが、今ま

でどおり、旧町村でケーブルテレビを経営しております。それについては当時の町村の考え方、

いわゆる難視聴地域であって、いわゆる東京波が見られないというふうな考えの中で進めてき

た事業でございまして、他の町におきましては、すでに民間のＣＡＴＶが進出したという経過

がございます。その中で、町村でまた、それを経営することは不可能であるということで、算

入しなかったということでございますので、それぞれの旧町村の思いがございますので、それ

 ８７



を継承した北杜市につきましては、民間ＣＡＴＶ、それから難視聴地域等の解消もございます

が、今後はいわゆる民間の指定管理、それからＣＡＴＶのＮＮＳ、それから韮崎電設の力を借

りる中で、そのエリアをできるだけ拡大していきたいというふうな考えでございますので、市

としてケーブルテレビの本体を拡大する考えはございませんので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 今のご答弁は、要するに市全体の公共放送網というか、ケーブルテレビ網は将来的には考え

ないということですか。ご答弁願います。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 先ほども答弁しておりますが、市営の公共放送については進出する考えはございません。た

だ、いわゆる民間のＣＡＴＶが放送している部分に、情報として市の提供はしていきたいとい

うふうな考えでございますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 それでは、少子高齢化対策についての再質問です。 
 少子高齢化対策、特に少子化対策が一番のメインだと、市長はおっしゃいました。本当にそ

のとおりだと思います。実は市の取り組みとか、いろんな少子化対策に取り組む姿勢が大変よ

く分かるところがあります。それは何かというと、私はトイレだと思っています。要するに子

ども連れ、それから子どもたちが来るような施設で、そういう子のため、それからそういう親

のためのトイレの施設があるかどうか。私、市役所のトイレを見ましたけれども、市役所に結

構、赤ちゃん連れ、小さなお子さま連れの親子の方がいらっしゃいますけれども、子どもをホー

ルドして、ちゃんとどこかに行かないように、きちっと止めていくような施設は一切ありませ

んでした。やはり、そういうことは大変目立たない地道なことですけれども、大変よく、少子

化対策というか、心が配られているかどうかが表れているところだと思いますので、そのへん

は、私はここでご指摘を申し上げたいし、どのようにお考えか伺いたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 急に褒められるとドキドキもしますけども、私どもからすれば子育てに対しては大変な思い

で、対策をこれからもしていきたいと思いますし、ベビー優先駐車場の公共施設にやることも

考えていきたいとも思っています。そんなこんなの北杜市の思いと政策が理解されて、民間の

話でありますけども、ミキハウスから安心して旅してみたい観光地として、北杜市が第１号に

認定されたというふうに思っています。ありがたく思います。なお一層、推進していきたいと

思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
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〇１番議員（野中真理子君） 
 私はトイレがないということを批判したんですけど、たしかに優先順位の第１に挙げて、子

育て支援とか、少子化対策を挙げていただいたのはありがたいですし、そういうことはあれで

すけど、トイレがないことは批判ですので、ぜひそのへんは受け止めていただきたいと思いま

す。また、ミキハウスのベビーバギータウンも、もちろんおめでたいことではありますけれど

も、やはり暮らしている人たちが、本当に子どもを育てやすい場所ということが大事であると

思いますので、本当にトイレみたいなところとか、駐車場ももちろん、これから整備、子ども

たちのための今後、設置するということですけれども、心配りをしていただきたいと思います。 
 続いて、地方分権をふまえた自主・自立政策について、アクションプランにある職員提案制

度の創設が、私はなぜできないのかが大変不思議です。お金がない市だとは分かっていますの

で、お金がかかることができないことは分かっております。けれども、この職員提案制度とい

うのは、職員の皆さんが考えたこととか、そういうことを聞こうという気持ちがあれば、すぐ

にでもできる制度なのではないかと思います。これだけの職員の方がいらして、それぞれのア

イデアを持たれて、北杜市のパワーの源泉だと思いますので、ぜひ、その職員の方たちのいろ

んな意見が取り入れられるような制度の構築をお願いしたいと思いますけれども、答弁をお願

いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 総務部長。 
〇総務部長（柴井英記君） 

 職員提案制度につきましては、先ほど答弁いたしましたように、要綱等の制定を今、進めて

いるということでございますが、職員の意見、あるいは提案を聞く機会でございますが、それ

ぞれ新規事業、あるいは新年度予算の編成等々におきましては、それぞれ各部局で協議しなが

ら、事業の選定を市長査定等々で協議する機会もありますし、また「私の希望と意見」の中で

施策的な展開の提案等も求めるような形になっておりますので、そのような機会がないという

ことでなかったわけでございますが、制度的にはこの事業が提案制度で活用した事業だという

ようなことにはなっておりませんが、先ほどの答弁のように、今後も内容を詰めながら対応を

していきたいということで、ご理解いただきたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 それでは指定管理者の問題で、北の杜聖苑のことを再び取り上げさせていただきます。 
 北の杜聖苑については、聞くところによりますと、代表理事は市長の同級生で、理事で燃料

供給をしている人も市長の同級生で、葬儀場運営の理事は市長のご親族だと伺っていますけど

も、それは間違いないでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 できれば、次の質問等を加味して言っていただければ、ありがたく思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
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〇１番議員（野中真理子君） 
 要するに、ここの理事と北の杜聖苑の組合の直接取引がいくつかあったと思うんですけれど

も、それがどれだけあるのかと。また、それが中間法人法に則った、正式な手続きの上に則っ

たものかどうかを、市はどのように把握されているか伺いたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 北の杜聖苑の組合は、私が設立するときに加味したわけでもなし、内容について承知してい

るわけでもありませんから、答えられません。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 それでは、市長は答えられないとおっしゃいましたけれども、その組合と理事の直接取引み

たいなことを把握している部署は、どこにもなかったということですか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 野中真理子議員の質問でございますけども、まず北の杜聖苑は、以前は直営でございました。

しかし、それを今度は指定管理者制度に移行しまして、指定管理者である北の杜聖苑運営共同

組合が指定されたと。その組合が中間責任法人だということでございますので、これにつきま

しては、市で指定した組合が中間法に至るということでございます。それにつきまして、市で

はいわゆる指定管理料をお支払いして、その中で組合に、その運営をしていただきたいという

ことでございますので、あとの組合の中の取引等につきましては、いわゆる私どもが関与でき

ない部分がございますので、よろしくお願いします。 
 ただ、市で関与できるものは、いわゆるその指定管理料をどのように使途したかというふう

なことでございますので、よろしくお願いいたします。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 要するに、この基本協定書の中に委託契約それぞれが行う組合とか、指定管理者が行う委託

契約については、事前に市に相談することという条項があります。これの、ここの取引という

か、委託契約は当然、市に事前に報告されなければいけなかったし、相談されなければいけな

かったものであると思います。特に理事の会社と組合が直接取引するようなことは、中間法人

法でも社員総会で必ず列挙されなければいけないとか、お手盛りができないような条文がある

ので、特に厳しくチェックしなければいけないところだと、私は思っています。そのへんを市

はどの程度、把握していたのかということを問題にしたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
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〇企画部長（小松正壽君） 
 委託契約の関係でございますけども、いわゆる協定書の中の第６条でございます。これにつ

いては、再委託等の禁止ということで、乙といいますと組合でございますね、組合は管理業務

を第三者に委託して、また請け負わせてはならないということでございます。これにつきまし

ては、いわゆる市が行っている管理業務といいますと、火葬業務でございます。これについて

は第三者に委託してはいけないと。しかしながら、管理業務の一部について、あらかじめ甲の

承認を受けなければならないということにつきましては、いわゆる組合等も必ず、すべてが自

分でできるものではございません。そうしますと、いわゆる一部委託の部分につきましては、

これについては、この規定の部分には入ってこないというふうに思っておりますので、よろし

くお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 その６条の、ただし管理業務の一部について、あらかじめ甲の承認を受けたときは、この限

りではない。この甲というのはどこですか。北杜市ではないんですか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 この第６条の規定でございますけども、甲は市でございます。その中で、いわゆる再委託等

の禁止につきましては、丸投げ的な業務はしてならないということが、この基本原則でござい

ます。しかしながら軽微なものについては、いちいち市に報告しなくても、承認を受けなくて

もできるというふうな意味でございますので、このへんを、すべてを甲の承認を受けなければ

できないかというと、そうではありませんので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 今の解釈は到底、納得できないんですけど、丸投げが禁止であるということは分かります。

一部については認めるけれども、それについては、事前にあらかじめ甲の承認、要するに市の

承認を受けたときは、できるというふうに読むべきなんではないでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 何回、繰り返しても同じ答弁になるわけですけども、いわゆる一部委託、ここの部分でござ

いますが、組合のほうが本業務でない部分を委託する場合につきましては、基本的に市のほう

の承認を得なくてもできる部分もございますので、いちいちすべてを承認しなければできない

かというふうな解釈ではございませんので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 それでは、例えば火葬業務についても、実は火葬業務を委託するという、委託契約書が出て
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いますよね。これについては、どのようにお考えですか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 たしかに野中真理子議員さんの言われる火葬業務につきましては、あれは緊急時の対応でご

ざいますので、そのへんの解釈がまた違いますが、当然、いわゆる災害が起きた場合について

は、いわゆる組合の人数ではできないということで、外部に、その技術者を委託するというふ

うな条項でございますので、当然、それについては、市も災害が起きれば参加するものでござ

いますので、これとはまた別のものだと思っています。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 ここでは行ったり来たりになってしまうので、ほかのところにいきますけれども、ここの組

合に関しては、その他不明瞭なもので、申請時にない代表理事の給与や理事の期末賞与の支払

いがありますけれども、これに対する市の見解はいかがなんでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 先ほど来、議論されておるわけでありますけども、この北の杜聖苑組合なるものに対して、

いろいろと課題、問題があることはたしかで、私ども執行としても、これを真摯に受け止めて

いるところであります。先日も申し上げましたが、不明瞭な会計処理は否定できなかったと思

います。等々の中で今は、監査委員は会計監査だけでなくて、行政監査も可能の法改正がされ

ているわけであります。したがいまして、私どもとしても、地方自治法に基づいて、この件に

ついては監査委員に監査を求めていきたいというふうに思っているところであります。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 では、別の話題にいきますけれども・・・。 
 （「議長、動議。」の声） 

〇議長（小澤寛君） 
 ちょっと待ってください。発言中ですから・・・。 
 小林保壽君。 

〇２７番議員（小林保壽君） 
 今の野中真理子議員の発言の中に、市長と北の杜聖苑の管理組合の理事が同級生であるとい

う個人的な現実、こういうものとお手盛り取引との関連性が、今の質問の中から見受けられま

せん。この説明を、野中真理子議員にお願いいたします。動議として、提出いたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 ただいま、動議が提出されました。 
 今の動議に賛成の方、ございますか。 
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 （「賛成。」の声） 
 動議が成立しました。 
 それでは野中真理子君、お願いします。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 私は、まず最初の質問で、たしかに同級生かどうかというのを伺いました。それで１つの、

あれは切れています。市長がお答えにならないので、続けて言ってくださいと言われたので、

その第２の直接取引の話にいきました。この第１項と第２項は、質問が違います。その事実を

分かってください。 
〇議長（小澤寛君） 

 市長に答えられない質問をした、その質問内容について、説明をしてくださいということな

んですよ。 
 小林保壽君。 

〇２７番議員（小林保壽君） 
 同級生であるという、そのものに対しての因果関係、要するに質問をしようとしたときに市

長と理事が同級生である、親戚縁者である、このことについての質問、要するにその関連性、

それがまったく見受けられません。もし説明ができないのなら、発言を取り消すべきでありま

す。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原議員。 
〇４番議員（篠原眞清君） 

 今の発言を聞いていますと、議員にはしっかりと発言権が当然、認められております。野中

議員が説明するとおり、説明されたことに対して、ただ市長が答えなかったと。１つ目の質問

に答えなかっただけの問題ではないですか。私は、そう思います。２つ目のテーマは別で、２つ

目のテーマで質問していることですから、なんら議員が発言した趣旨、それが答える必要がな

いという判断で市長が答えなかった、それだけのことではないですか。それ以上どうのこうの、

同僚議員が質問者に問う必要は、私はないと思います。皆さんに諮ってください。 
〇議長（小澤寛君） 

 それは、いわゆる答弁がなかったから、その発言がなかったということはないわけで、発言

はあったけど、でも答弁がなかったということでございまして、いわゆる発言内容の制限とか

という、地方自治法第１３２条に抵触するという問題になろうかと思うわけです。いわゆる地

方自治法第１３２条では、他人の私生活にわたる言論をしてはならないというようなことが述

べられております。 
 それは、そういう中で、いわゆる会議規則の中には発言内容の制限というものがございます

から、現に他人の私生活にわたる面まで発言をしたわけですから、取り消しをしていただけま

すか。 
 野中議員。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 議長が、そうおっしゃられるなら取り消します。 

〇議長（小澤寛君） 
 議事を進めます。 
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 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 では続きで、質問いたします。 
 ２２日の決算特別委員会では、火葬業務は滞りなく行われていた、この管理が行われていた

ことを市長も、副市長も認められております。直営になると、現場で作業をしている職員の方

の処遇が心配ですけども、そのへんはいかがでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 小林保壽君。 
〇２７番議員（小林保壽君） 

 野中真理子議員は、先ほど個人的な私生活を指摘した発言を取り消して、議長は注意をする

か、陳謝をさせるべきです。 
〇議長（小澤寛君） 

 私がそういうことが言ったことに対して、野中議員が発言の取り消しをしたわけですから、

陳謝をしてください。 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 私の発言の中に一部不適切なものがありましたことは、お詫び申し上げます。 

〇議長（小澤寛君） 
 後先になりましたが、そういうことですので、ひとつご理解をお願いしたいと思います。 
 （「議長、暫時休憩の動議を提出します。」の声） 
 暫時休憩をいたします。 
 再開は４時２０分といたします。 

休憩 午後 ４時０８分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ４時１９分 
〇議長（小澤寛君） 

 休憩前に引き続き、再開いたします。 
 議会運営委員会開催のため、ここで暫時休憩をいたします。 
 議会運営委員会が終了しましたら、再開をするということでご理解をいただきたいと思いま

す。 
休憩 午後 ４時１９分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
再開 午後 ４時５１分 

〇議長（小澤寛君） 
 それでは、再開いたします。 
 まず本日の会議を、議事日程消化のため時間延長したいと思いますが、ご異議ございません

か。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、時間延長をすることに決定いたしました。 
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 再開して、発言を許します。 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 先ほどの私の発言の中で、北の杜聖苑に関して、代表理事が市長の同級生、また、その他理

事の個人的な関係を申し上げたことは、大変、不穏当な発言だったと思い、ここで陳謝の上、

この発言を削除させていただきたいと思います。 
 併せて、議会で議決した内容に関しての発言も、再び繰り返したことに対しても、ここでお

詫びしたいと思います。どうも申し訳ありませんでした。 
〇議長（小澤寛君） 

 それでは、会議を続けます。 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 それでは、再質問の続きをさせていただきます。 
 ２２日の決算特別委員会で、市長も副市長も言われたように、北の杜聖苑の火葬業務に関し

ては、問題なく行われていました。今、問題になっているのは経理上のことでありまして、現

場で作業している職員にはなんら過失はなく、直営になっても雇用が補償されるべきではない

かと思いますが、そのへんのご見解を伺いたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 ９月１０日の全員協議会の中で、１０月１日から直営で行うというふうなご説明を申し上げ

ました。その中で、職員の対応につきましては、所長につきましては職員のＯＢを、そして事

務方の臨時の職員２名につきましては、新しくというふうなことを申し上げました。そして火

葬業務につきましては、これを委託にというふうなことです。 
 現在、あそこには職員が６名おりますけども、火葬業務のほうは委託のほうへということで、

２名につきましては募集をしているところでございます。これは職安のほうを通して、行って

おります。よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 野中真理子君。 

〇１番議員（野中真理子君） 
 この北の杜聖苑に関しては、このたびのことで資料を請求したところ、ほかのことも私は発

見しました。実は、ここに備品台帳というのが付いていまして、職員休憩応接室にセットされ

た応接セットのイスの値段を見て、実はびっくりしたわけです。１脚１３万６千円のイスが職

員休憩室の応接室に設置されています。やはり、いろんなところで、厳しい財政の中で、この

額は無駄ではないかと、こういうところはもっとチェックされるべきではないかと考えますが、

いかがでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 保健福祉部長。 
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〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 これらのことにつきましては、今後こういったことも念頭に置きながら、検討してまいりた

いと思います。よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 ケーブルテレビに関してですけれども、ケーブルテレビについては、議会で議決しましたけ

れども、基本協定書についての説明は、私たちは一切受けていませんでした。その内容で、要

するに前項の１４条、基本協定の１４条の３項に、前項の改修等により構築された設備の資産

は、乙、要するにネットワーク北杜社が有するものというものを見て、私としてはびっくりし

たわけですけれども、要するに税金で構築されたシステムの使用料が、企業の資産を増やすこ

とに使われるということを、大変、私としては不思議に思うんですけれども、その見解をもう

一度、お聞かせください。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 野中真理子議員の質問でございますけども、新たに再構築された施設につきましては、当然、

ケーブルテレビの指定管理者のほうで設置しておりますので、それについては当然、指定管理

者の所有であるということで、固定資産になります。そのような中で、先ほど申しましたが、

その使用については、市のほうで使用権があるということでございますので、よろしくお願い

いたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
〇１番議員（野中真理子君） 

 要するに、使用料は年間、たしか、今の段階でも１億８千万円ぐらい、毎年毎年、ネットワー

ク北杜社に入るわけですよね。それが１０年間の指定管理ですから、２０億円近い額がネット

ワーク北杜にいくわけです。一応、投資する、高根のデジタル化に使われるお金は７億円から

８億円といわれていますので、その差額というか、これは当然、市の資産というか、市の税金

で払われているのと同じような扱いになるんではないかと思いますけども、いかがでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 ただいまのご質問でございますけども、計算上の話でございますので、いわゆる所有者が、

視聴者が見ている利用料、それは当然、指定管理の収入になりますので、それは指定管理者の

収入になります。それから、いわゆる指定管理者が設置したものについては、指定管理者のも

のだということで、その差額については、当然、差異は生じますけども、それは指定管理者の

収入になると、固定資産になるということでございますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君。 
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〇１番議員（野中真理子君） 
 ここに改修等によるものも乙の資産になると書いてあるんですけれども、例えばケーブルと

か一部が壊れて、そこを修理したと。それは全体がどうなるのかとか、機器の修繕をしたとき

の、全体の所有物はどうなるのかと、最後に伺いたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 テレビ関係の器具につきましては、たくさんございます。その中で、いわゆる修繕の中で軽

微なものについては、当然、指定管理者が負担するということでございます。それから、いわ

ゆる、これは１０年使用したら、もう使えないよというものもございますので、それについて

は、新たに設置したものについては、それは指定管理者の支払いの中で行いますので、当然、

設置者の所有ということでございますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 野中真理子君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 指定管理制度に関する、野中真理子議員の質問に対する関連質問をさせていただきます。 
 まず第１点は、先ほど来も野中議員が質問されておりましたが、この基本協定書の第６条で

の再委託の解釈の件ですが、先ほど来の部長の答弁を聞いていますと、この第６条に関して、

ちょっと解釈が違うのではないかなと思うものですから、改めて確認をさせていただきたいん

ですが、第６条は、私の理解は、要するに丸投げといいますか、すべての委託管理を再委託、

管理を再委託することは、もうこれは断固ならないと。してはいけないと。ただし、その業務

運営において、その中の一部のもの、分かりやすく言えば清掃業務とか、本当に一部のものに

ついて、第三者に実施することは認めますと。しかし、認めるにつけても条件付きで、これは

あくまでも市の施設ですから、市の関与する施設ですから、その運営に関しても、市としての

目配りをしたいということで、適正な委託契約を結ばれているかを確認する意味合いで、市の

承認を受けてくださいというふうに書かれている。一部の委託はできますと。しかし、承認は

受けてくださいと。全部委託は、これは丸投げだから一切認めませんという読み方しか、私に

は、この条文からはできないんですが、企画部長の見解を求めます。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 ６条の再委託の関係でございますけども、私の考えは、いわゆる指定管理業務者が本業で行

うもの、これについての、委託する場合については、当然、市の承認がなければならないとい

うことで理解しております。しかしながら、軽微なものにつきましては、当然、その施設を管

理するには、いろんな委託もございます。それについては、市の承認を得ないで指定管理者の

範囲の中で、できるものということで解釈しております。よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原眞清君。 
 

 ９７



〇４番議員（篠原眞清君） 
 部長がおっしゃっているのは、よく言う違約というものですよ。条文に、そんなことは全然

書かれていないではないですか。軽微なものとか。それは、もしそういう解釈をしているので

あれば、執行のほうで基本契約を変える、改良する案を出してこなければ、この条文のままで

は、そんな解釈はできません。私はそう思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 ただいまのご質問でございますけども、条例等につきましては、細部にわたる文言のものは

盛り込まれていないような条例もございます。しかしながら、それは解釈の中で行うものでご

ざいまして、いちいちすべての条文を入れるということは、条例の中には決められておりませ

んので、詳細につきましては、例えば別紙に定めるものとか、そういうふうになりますので、

篠原議員さんと私の意見の違いがございますけども、私の解釈でいきますと、いわゆる軽微な

ものについては、これには当たらないということでございますので、よろしくお願いいたしま

す。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原眞清君。 
〇４番議員（篠原眞清君） 

 今の解釈で進めていきますと、また、私は同じ問題が起きてくると思いますよ。だから、そ

こは業者にしても、つらいところだと思います。明確にしておかないと。よく、部長のイメー

ジするのは分かるんです。電話会社との契約とか保守の契約とか、そういうものまでいちいち

承認を求めるのかという、ニュアンスもあるかと思うんです。だとするならば、そういうもの

は明確に、ここへ謳うべきだと思います。そうしないと業者も、チェックする皆さんも困ると

思います。書いていないことをチェックできないんだから。ですから、そのへんはしっかりと

分かるようにすることが、スムーズなチェック体制、あるいはスムーズな運営につながってい

くと思いますから、そこはぜひ、大至急、検討していただきたいと思います。 
 次へ進みます。 
 ８８万３千円を組合が返却するというふうにいってきておりますが、その処理の仕方につい

てお聞きをしたいと思いますが、この８８万３千円は、市の会計処理としてはどういうふうに

されるか。もう一度、お考えをお聞かせください。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 まず、会計処理の話でございますが、まず組合のほうへ戻りまして、組合は業者から返納す

るということでございますので、いったん、そのお金は組合のほうの会計に入ります。市のほ

うでは、２０年度の雑入で受ける予定でございますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原眞清君。 
〇４番議員（篠原眞清君） 

 雑入で処理というんですけど、雑入、どういう名目の受け入れということでやられるのか、
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私ちょっと、そこがよく分からないんです。私が申し上げたいのは、このお金が報道でもされ

ているように、不正な会計処理だったと。架空の事業での支払いだったということを認めてい

るような記事も出ています。もし、そうだとするならば、私はこれはもう、指定管理料の変更

ということで、指定管理料のほうへ戻してもらうことが、私は正しいんではないかなと。それ

から、雑入にもし処理をされるんであれば、これは損害賠償的な位置づけでの受け入れという

ような形にしなくてはいけないんではないかなと。ただ業者が、組合が返却する、いろんな意

味合いを込めて返却するといっているから、そのまま雑入で受け入れますということだと、受

け入れる筋道にはならない、説明ができないんではないかなと。明確なものにする必要がある

と。そのためにはやはり、これが不正だったのかどうかということを、やっぱり市としてもしっ

かりと押さえた上で、経理処理をする必要があると思いますから、そのことだけを申し上げて

おきますので、ぜひ、そこはしっかりとやっていただきたいと思います。 
 それから時間がありませんから、もう１点だけ。全体の指定管理の管理体制について、１点、

お聞きしたいと思いますが、先ほど市長の答弁の中で、現地へ実際に調査に行ったケースがあ

るというふうなお話しがありました。具体的に、１、２で結構です。どんな理由があって、そ

の調査しようというお考えに市がなり、そして調査した結果、どういう内容だったのかを、１、

２の実例をもって教えていただきたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を願います。 
 はい。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 これに、自主的にというふうなことで、たしか３月２５日に、この社協に委託をしておりま

すところの大泉の湯ですね、いずみ温泉。それから白州のフォッサマグナの湯、この２カ所に

は私ども福祉担当と、それから企画の担当と一緒に施設のほうを訪問して、それぞれの経費の

状況等を見せていただいております。こういう経過がございます。 
 私ども福祉の施設を、全体をもっているんですが、そういう中で、その半分ですね。全部の

施設を本当はまわりたかったんですが、全部をまわれないということで、そのうちの３施設を

まわりました。それにつきましては、施設の実地調査における注意ということで、それらも適

切にできているかどうか、こういったことを調査するというふうなことを目的に行きました。

見る内容では人件費、委託費、光熱水費、こういったものを主に見せていただきました。そん

な中で、現地の調査を２カ所行いました。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原眞清君。 
〇４番議員（篠原眞清君） 

 そうしますと、特に何か問題があったということではなくて、ある意味、定期的に抜粋をし

て調査に行ったという解釈でよろしいんですね。それと同時に、管理業務と経理の調査もされ

たという理解でよろしいですか。収支報告に基づく内容の調査もしたというふうな理解でよろ

しいですか。あくまでも管理だけの部分で行かれたんでしょうか。もう一度、お願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 保健福祉部長。 
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〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 これにつきましては、事業計画および定期報告書との整合性を確認するというふうな意味も

持って伺いました。そういう意味で人件費、委託料、光熱水費、特に福祉の施設はそのへんが

主にかかる部分でしたので、そのへんを中心に見せていただきました。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 決算特別委員会の中でも議論をしてきて、これからこの指定管理、１４０を超えようとする

施設に対する指定管理が行われて、そこへしっかりと目配りをしていかなくてはならない、そ

の体制をどう築くかということが、もう１つの大きなテーマで、これからの重要なところだと

いうふうに理解しております。 
 先般の決算特別委員会の中の議論では、答弁の中では分からなかったんですが、その指定管

理者が挙げてきます収支計画の、経理的な数字がしっかり中身までチェックされているのかど

うかというのが確認できなかったんですが、そのところは、ただただ報告されている数字の

チェックだけでなくて、中身のチェックへも立ち入ってチェックされているんでしょうか。そ

こだけを企画部長、確認をさせてください。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 まず収支報告の関係でございますけども、市のほうに報告されますので、それにつきまして

は、担当課でチェックしておりますので、よろしくお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原眞清君。 
〇４番議員（篠原眞清君） 

 チェックと言ってしまえば、チェックにもいろんな内容がありまして、ただ、出てきた数字

の帳票上の数字が合っているのをチェックするのも、これはチェック。実際に支出状況が、こ

れがおかしい、問題ないかといって、中身まで、あるいは現地まで行って実情を確認してチェッ

クするのも、これもチェックということです。私がお話しているチェックは、当然のこととし

て、後者のチェックです。そういうものができているかどうかをお聞きしているんです。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 まずチェック体制のご質問でございますけども、基本的に今、指定管理に移行しまして、こ

れについて所管課、それから企画部がございまして、企画課がございまして、その中で、いわ

ゆる収支報告につきましては、基本的なチェックをしておりますので、すべてチェックをして

いるところでございます。よろしくお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 篠原眞清君。 
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〇４番議員（篠原眞清君） 
 この議論を進めていっても、なかなか答えが明確な、私の望むような答え、私はそれはでき

ています、できていないでいいんですよ。できていないとするならば、これから、それをどう

やってやるか。今は担当課と企画で、表向きは二重でチェックできるようなスタイルになって

いるけど、現実、本当に二重のチェックができているかどうかは、まったく見えていないんで

す。それはなぜかというと、統一したチェック体制というシステムができていないからだとい

うふうに私は思っておりますから、まずそれをしっかりつくっていただく。市長の答弁の中で、

専門の人を配しての、部門的なものも考える向きのご発言がありますから、おそらく早急にそ

ういうものはつくられるでしょう。それから、もう１つ大事なのは、職員の皆さんの努力で、

経理的な数字の中身まで調べる、そういう勉強も必要ですが、やはりそこはもちはもちやで、

しっかりとそういうことをチェックできる専門家を交えた機関を別途つくって、そこでチェッ

クをする、中立的な立場でチェックできるような機関も考えいくべきというふうに思いますが、

そのへんについて、企画部長、いかがでしょうか。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 ご質問は企画部長ですけども、私なりに責任を感じながらお話してみたいと思うんですけど

も、私どもが指定管理をお願いしているのは、今さら言うまでもなく、経営を、業務を主とし

てお願いしていて、業務管理だけは、本業だけはぜひ、施設の趣旨に則って、しっかりとやっ

てもらいたいという、管理監督はできると思います。でも指定管理をしたのは、人事だとか経

営内容については、どれだけ深入りできるかという問題は、そっくり指定管理をしているわけ

ですから、おのずと限界はあると思います。でも、市の施設であることはたしかでありますの

で、契約更新の時期等々については、この前も答弁させていただきましたけども、選考すると

きは専門の会計士も入っていますが、更新のときの経理内容等々についてのチェックについて

は、会計士がもし必要であるならば検討してみたいという話をこの前、させてもらいました。

組織の統一化は、指定管理全体で考えるような組織システムを考えていこうということは、前

向きにやっていきたいと思っているわけであります。くどくなりますけども、たまたま今回は

黒字というか、数字が見えているからいいと。赤字のときに、どうするかという議論も並行し

て考えなければならないと思います。 
 したがいまして、私どもからすれば、３年間、５年間、基本的にはその業務をしっかりと設

立の趣旨に則ってやってくださいという指定管理をしているわけですから、どうしても、くど

くなりますが、一歩後退みたいな言い方になるかもしれませんけども、人事、経理等々につい

ての深入りは、おのずと限界が生ずることはたしかであります。でも今回のことを教訓としな

がら考えていきたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 市長の考え方、よく分かりました。ただ、重ねて、大変くどくなって申し訳ないんですが、

申し上げておきますが、委託に出している、本来、願う業務、例えば今回の北の杜聖苑で言え
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ば、火葬の部分がしっかりできていればいいということではないと思うんです。指定管理料は、

そこの人事も含め、運営も含めて、すべてにいっています。人事権へ介入する必要はありませ

ん。しかし、お金の使われる部分においては、それが通常の業務、お願いしている業務以外の

ものであっても、全体で、その業務は行われているわけですから、そこはぜひ、しっかり押さ

えていただきたいと思いますので、おっしゃられたことをなるべく早く、実行していただける

ことを願っております。 
 最後に１点、先ほどちょっと質問するのを忘れた部分がありますから、確認をさせていただ

きたいんですが、北の杜聖苑の８８万３千円。これに関して、組合は未払いという形で処理を

したというふうに説明をしております。それに関して、理事が返却をしてきたということは、

未払いではなかったと。要するに未払いというのは、実際に何か、支払いが発生するような業

務があって、払わなくてはならないんだけども、都合で、今の段階では払えない、先送りする

というのが未払いというふうに理解しておりますけども、漏れ伝わるところの報道なんかでは、

これは事業がなかったということを認めているというお話ですけど、市としても、そのへんの

解釈はどんなふうになっているのか。最後にここだけ、１点、確認したいと思います。前払い

とかというふうな話も出ていますけども、前払いを期が変わって、決算期が終わって、次の期

になって、前払いを払うなんてことは、経理の世界では考えられないことですから、未払いと

いうことで処理をして、それが、業務が実際なかったということになれば、これは完全な、私

はこれは利益隠しの経理操作ということになると、私は思います。そのへんの見解をお聞きし

ます。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 未払いの取り扱いの件でございますけども、まず私どもがやっているのは単式簿記でござい

ます。行政ですね。しかし、企業がやっているのは複式簿記といいまして、３月３１日が、す

べてが通過地点でございます。そのときに、３月３１日に債務負担があって、それを、お金を

支払わなかったから未払いという扱いになりますので、いわゆる３月３１日については、もう

債務があったという解釈でございますので、それを５月に支払ったということでございますの

で、未払いというのは、企業会計の中の３月３１日の時点の処理ということで、そうしますと、

３月３１日では、もうこれは企業会計のほうでは費用に含まれるから、歳出となりますので、

そうしますと支払ったという経過になりますので、ここがちょっと、理解し難いと思いますけ

ども、そのような企業会計の処理をされたと認識しております。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 そうしますと、また話がごみてくるんですけども、要するに、あの覚え書に基づく、それぞ

れ３つの業者、１社は委託契約ですけど、それは事実としてあったというふうに、市のほうで

は考えているということですか。現にあったと。今のお話を聞くと、それは債務があるという

ご発言だから、あったということですか、では。あったということになると、これは大変です

よ。お金なんてもらえませんよ。８８万３千円。もらう理由がないではないですか。 
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〇議長（小澤寛君） 
 企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 市のほうとすれば、緊急対応ということでしておりますので、災害が起きた時点で、この債

務が発生すると。しかし、組合のほうはそれを行うべく、前払いとして扱ったということで、

いわゆる会計処理の中では、企業のほうでは支払いをされているということでございます。そ

れが３月３１日時点では、決算を締めますと未払い処理ということで、歳出のほうにつきまし

ては費用に含まれるというのが、企業会計の処理でございますので、このような処理をされま

したが、市とすれば、緊急対応の中で、備蓄、それから教育、それから電気の関係が履行され

ていなかったということで、そのへんの解釈をしましたので、今回、返還をしていただいたと

いうことでございます。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原眞清君。 
〇４番議員（篠原眞清君） 

 ここへ時間をかけたくないんですが、部長にも勉強していただきたいんですけど、前払い金

を、決算が終わって、その次の期で払うなんてことはないんですよ。前払い金というものは、

その期の中で払うものなんですよ。未払いは仕方ないんです、期をまたいでも。実際に仕事を

してもらった、払わなくてはならないけど、都合で払えない。決算でそこで締まってしまった。

翌期で払うことは、いくらでもあるんですよ。前払いではないんですよ。そこをちゃんと確か

めてください。しっかりと。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 いわゆる企業の未払いというものは、３月３１日で、執行されたけども、それを払わなかっ

たというのが未払い・・・失礼しました、それはいわゆる組合等の話の中で、前払いをしたと

いうふうな表現がありましたので、私のほうで、その文言を利用しましたが、これはあくまで

も未払い金ということでございます。よろしくお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 小野喜一郎君。 

〇６番議員（小野喜一郎君） 
 野中議員の代表質問のうちの関連をさせていただきます。 
 これは、はっきりしてください。前払い金なんですか、未払い金なんですか。 

〇議長（小澤寛君） 
 企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 この処理につきましては、組合のほうでいわれているのが前払い処理としておりますが、そ

れを３月３１日で未払い処理を行うと。未払い処理というのは、お金を払わなかったというこ

とでございまして、いわゆる費用には含まれますので、そのへんの解釈がございまして、企業

会計の処理の中で行われておりますので、うちの会計の中ではございませんので、そのような
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会計処理がなされたということで承っておりますので、基本的には未払い金ということでござ

います。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 流れ的には、企画部長のとおりだと思います。ただ私どもは、たびたびお話していますとお

り、北の杜聖苑組合なるものは、不明朗な会計処理は否定できなかったと思います。だから前

払いについても、それぞれの法人の独自性でという言葉は適正でないかもしれませんが、独自

判断でこのような経理処理、勘定科目でやってきたと思います。ある面でいうならば、それで

一括というわけではありませんけども、先ほど来、答弁をしているとおり、そのへんも含めて、

監査委員にしっかり監査してもらいたいとは思っています。基本的には、多分という言葉をこ

こで言ってはいけませんが、その組合の独自勘定科目で、このようにやってきたものとは思っ

ています。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 小野喜一郎君。 

〇６番議員（小野喜一郎君） 
 そういうことになりますと、実際に２千リットルの燃料も備蓄されたと。それから出雲から

の教育実習があったと。それから金丸電工の電気管理料、これも行っていたと。それが３月以

前にやっていたという事実でいいんですか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 最終的には災害の関係でございますので、想定の中でされましたので、その業務は行われて

いなかったということでございます。 
〇議長（小澤寛君） 

 小野喜一郎君。 
〇６番議員（小野喜一郎君） 

 現実に行われていないものが、３月３１日現在で行われていなかったわけですよ。それを未

払いという形で出す企業は、どこにもいません。ありませんよ、そんなものは。これは、だか

ら不正でしょう。違いますか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 組合の企業のほうの会計処理でございまして、私どものほうで、それを精査していくという

ことで、先ほど市長も言いましたが、いわゆる地方自治法第１９９条の規定ですね。これを運

用する中で、調査をしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 小野喜一郎君。 
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〇６番議員（小野喜一郎君） 
 もう１回、確認します。 
 今の３月以前で行われていたということを、では市は認めているということで、よろしいん

ですか。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 その件につきましては、市とすれば、いわゆる認めていない、確認ができなかったというこ

とでございます。 
〇議長（小澤寛君） 

 小野喜一郎君。 
〇６番議員（小野喜一郎君） 

 質問を変えます。 
 ４年間、私、議員をさせていただいて、一番、気がかりなのは本市の財政状況であります。

先ほど野中議員が指摘されたように、歳入面では交付税、あるいは少子化等、大きな流れの中

では、今後明るい材料は少ないように思われます。これを打開するには、各方面の努力に期待

するところであります。 
 こうなりますと、歳出削減を、本市の財政健全化の柱としなければならないことになります。

歳出削減をしなければならない主なものは、私は３つあるというふうに思うわけでございまし

て、その１つ目は過疎による本市固有の高コスト体質です。このことは以前にも指摘したとこ

ろでありますが、この対策なくして、財政健全化はないといっても過言ではありません。つま

りコンパクトなまちづくりを目指す政策をとることが、今後の取り組みだというふうに思って

おります。市長は、このことについてはまったく無関心だったようでございまして、大変、残

念であります。 
 ２つ目は毎年、法定外繰入をしなければ賄えない農集排を含めた上下水道３つの事業の、毎

年３０億円近い大幅な赤字をどう減らすか、これが喫緊の課題だと考えます。料金の統一や料

金の改定を４年間、先送りしてきた責任は大きいと考えます。なんでも審議会に振って、問題

の先送りと責任の回避をするのではなく、この赤字の補てんは大部分を、受益者にお願いする

しか方法はないわけですから、市長みずから実情を市民に訴えて、せめても法定外繰入金は入

れなくても済むように、かかっている経費の半分くらいは、受益者負担をしていただけるよう、

市民にお願いをすると。これがやっぱり、市を預かっている者の務めではなかったでしょうか。 
 ３つ目は、巨額な市債に対する２０億円を超す利払いです。これを減らすには、金利の高い

ものを低いものへ買い換えることも１つの方法でありますが、何よりも元金である市債を大幅

に返済しなければならないことは明らかであります。また、１９年度の市債発行高は特別会計

と合わせて６２億２，２００万円余りでありましたが、新たな市債発行の総額を、例えば３０億

円以内にするといったような思い切った目標額を定めた緊縮財政を、当分の間、とらない限り、

この財政危機は乗り越えられないと考えますが、市長の見解を伺います。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 明るい材料は少ないんだと、財政再建には収入を増やして歳出を抑えるということだと、こ

ういうお話であります。歳入は無理だけどと、おっしゃいました。でも私はこの４年間に、市

民にもご協力をいただきながら、執行部、職員ともども一生懸命頑張ってきて、北杜市の市税

収入は、合併の平成１５年、１６年に比べて８億円から１０億円、市税収入は増えているんで

す。これは・・・税源移譲の分は２億円か３億円ですよ。単純税収収入でも５億円、６億円増

えているんです。企業誘致の部分は、固定資産税無税でもそう増えているんです。だから月並

みですけども、財政再建は収入を増やすことも考えなければ、１軒の家の家計だって同じだと

思います。家計収入も増やさなければ駄目だと。北杜市は税源移譲の、では、おっしゃるから、

税源移譲３億円を引いても６億円、７億円くらい税収は増えているんです。だから着実に、小

野議員は税収見込みは見込めないけどと、私ども北杜市は税源移譲の部分を除いても６億円、

７億円の税収入が増えているんです。 
 もう１つ、歳出の削減を図っていくこと、これも大切なことであります。でも、私が今、こ

こでいちいちカウントもしませんが、どこをもって高コストと言っているかどうかは分かりま

せんが、先ほど来の議論の指定管理制度なるものも立派な高コストのローに対する術だと、私

は思っています。その他、できるだけ高コストのもの、今、小野議員の言葉を借りるならば、

高コストのものは抑えようと努力していることは、たしかであるわけであります。 
 それから料金の統一の問題がありましたが、この料金の統一は旧８カ町村の中でも、なかな

か統一は難しい問題であることはたしかであります。今、小野議員はいみじくも、市民からた

くさんとればいいとおっしゃいますけども、本当に、そういう角度でおっしゃったではないで

すか。そう、おっしゃいましたけども、合併の条件は、サービスは高く負担は低くだと、こう

おっしゃっているんです。どこに料金を高く上げることができますか。それができないから、

また苦しみもあるんです。だから、いろいろな問題を、統一化を図るには市民のコンセンサス

を得なければならない。市民の心の国境もとってもらわなければ駄目だということで、なかな

か料金の統一も難しいのでありますけども、かなりの部門で料金の統一化を図っていますし、

とりあえず上下水道の話がありますが、上下水道についても、検討委員会で平成２２年、平成

２３年度を目途に統一を図ろうというふうに逐次努力をし、具現化を図ろうとしているわけで

あります。 
 歳出の削減については、そういう意味で職員等しく汗をかいているわけですし、人件費の問

題もいちいち報告しませんが、職員ともども汗をかいて、みずからも血を出しながら改革をし

ているわけでありまして、ご理解を賜りたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 小野喜一郎君。 
〇６番議員（小野喜一郎君） 

 今、高コストということについて、市長、誤解があるようでございますので、お話をしてお

きますと、北杜市は今、普通会計ベースで１人当たり約６２万円ぐらいかかっているんですよ。

ところが、県内の各市は、一番安いところでは３１万円ぐらいでできているんです。そこを私

は言っているんです。２番目で安いところは４４、４５万円ですか、山梨市とか、そういうと

ころです。そこを私は指しているわけで、飛びぬけて、うちは高コストの市であることは間違

いありません。 
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〇議長（小澤寛君） 
 市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 こういうことは、それぞれの行政自治体に置かれている環境によって、大きく違っているこ

とはたしかなんです。だから中央市と北杜市を比較されて、こんなにコストが違うんだと言わ

れても、行政内容も違うし、くどいようですけども、置かれている行政の縄張りも違うし、い

ろいろな意味で違うわけですから、一概には言えません。 
 だから例えば、北杜市の借金の話をしましょう。起債残高の話を。全国のことはともかくと

して、今、山梨の話をしましたから、山梨県でも１３市のうち他の１２市は、月並みですけど

も、お分かりのとおり、１人当たりの市民の借金は８５万円という域であります。北杜市は

２００万円であります。これも長い歴史の経過の中で出てきた数字なんです。でも、これでは

大変だということで、みんな一生懸命、この１人頭２００万円の借金を減らそうとしている。

午前中の議論にもありましたけども、あたかもこの４年間で「オギャー」って産まれて２００万

円になっているような言い方をされていますけども、北杜市の長い、北巨摩郡の時代の蓄積の

中で、今日これを迎えて、お互いに借金を返していかなければ先が見えないぞと。子孫に負債

を残さないようにしようと、お互いに努力をしているわけではありませんか。同じように、こ

のコストも環境が違うと、おのずと数字が変わってくることは、たしかです。ご理解ください。 
〇議長（小澤寛君） 

 小野喜一郎君。 
〇６番議員（小野喜一郎君） 

 この借金を市長がしたなんて、私は言っていないんですよ。それを受け継いでいるわけだか

ら、一生懸命、これを少なくすることにまい進してほしいと、こういうことなんです。だから、

それが、今のくらいでは、とても先が見えない。もっと、たくさんの返済をしていかなければ、

とてもではないけども、交付税の算定替えのあと、７年後、６年後、これになったら、とても

ではないけど、返す財源にものすごく逼迫してくるわけですよ。その前にやっておいたほうが

いいんではないかということを言っているわけでございます。 
 答弁はいりません。質問を終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 大事な質問なんです。大事な質問なんです。そういう思いがあるから、私も１，００９億円

の負債を、２０年度末には９５０億円くらいに５０億、６０億円下げようとしているし、天変

地異がない限り、その数字が見えてきているわけなんです。このペースでは遅いという意味か

もしれません。このペースでは遅いという意味からすれば、今後の議論の中でご指摘していた

だければ、答えていくこともできるでしょうし、かたや建設計画を守りなさい、１，１００億

円という議論もあるんです。そうでしょう、皆さん。箱物造りなさい、あれもしなさいという

議論がいっぱいなんです。それらこれらを、私ども執行は総合的に判断して、この４年間、５０億、

６０億円下げるのがめいっぱいで、努力しているわけです。今後も元気な北杜市をつくるため

には、誘致企業以下、頑張ろうということでやっているわけですから、数字の上では８００億

円に、７００億円に、５００億円に明日しなければ駄目だぞということは分かりますけども、
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そうはいっても、市民のニーズに応えながら、１千億円の借金を返していくには、大変なこと

であります。ご理解ください。 
〇議長（小澤寛君） 

 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、市民フォーラムの会派代表質問を終結いたします。 
 はい。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 大事なことなので、ちょっと発言の許可をお願いしたいと思います。 

〇議長（小澤寛君） 
 はい。 
 細田哲郎君。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 先ほど野中議員の議題に関して、いろいろ議論したのは、ちょっと問題があって、陳謝のお

話がありましたが、それは結構なことだと思います。ただし、今日、傍聴の皆さんも来ており

ます。ひとつ、事実的なことをきちっと残しておかないといけないと思いますので、ちょっと

一言だけ発言をさせていただきますが、いずれにしても、今まで質疑された内容というのは、

私たちが議会でしっかり審議をして、議決をした問題です。ですから例を１つ挙げますと、小

淵沢の運動場もそうです。それは一見言うと、７社が入札を拒否したわけですから、そんなこ

とまで議論しなかったんですかというようなイメージであってはいけないので、私はちょっと

発言を求めたんですが、しっかり、それは議論して結論を出したことは、ここにいる議員の皆

さん、みんな承知していると思います。ですから、そのことだけは私、言っておかないと、な

んか行政も議会も何をやっているんだと、市民にお叱りをいただいてはいけませんので、きちっ

とそのことだけは申し伝えておきます。ありがとうございました。 
〇議長（小澤寛君） 

 次に、公明クラブの会派代表質問を許します。 
 公明クラブ、２４番議員、内田俊彦君。 
 内田俊彦君。 

〇２４番議員（内田俊彦君） 
 公明クラブを代表して、代表質問をさせていただきます。 
 私どもは議員になりまして、早４年が過ぎようとしております。合併して、執行の皆さまも

４年が経つということで、先ほど来より、いくつかの意見・議論が交わされたわけであります。

その議論の中には、やはり北杜市は非常に厳しい中を、知恵を出し合って今日まで歩んできた

という歴史があったわけでございます。 
 私ども議員も、また執行も決して楽をして、今日ここまで到達したわけではないと思ってい

るわけでございます。お互いに苦労をし、努力をし、指摘をし、指摘をされながら今日までき

たというふうに思っております。いろいろな案件の中で、いろんな議論をしながら今日までき

たことは、間違いない事実だというふうに思っております。 
 それでは、質問に移らせていただきます。 
 はじめに行財政について、伺います。 
 北杜市が誕生して、早４年が経過しようとしています。国の三位一体改革は地方、特に財政
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基盤の弱い自治体にとっては、非常に厳しい改革となりました。景気の浮揚は、まだまだ期待

できず、税収の地方への移譲はあったものの、先行きに不安を感じるものであります。 
 北杜市は行財政改革大綱、行財政アクションプランを立ち上げ、第１次北杜市総合計画を平

成１９年３月に策定したところであります。合併時の起債総額は、元利とも北杜市の財政健全

化に大きくのしかかって、財政の硬直化を招いております。本年より国の政策により有利な繰

上償還が認められる起債もあり、北杜市においても繰上償還および借り換えを実施していると

ころであります。そこで、本定例会に提案された償還金も含む総額および影響額について、伺

います。 
 また、特別会計においては現在の金利よりも特に高く、合併以前の町村の借り入れ時の利率

と現行の利率との比較、また総合的な今後の繰上償還金の考え方、目標数値について伺います。 
 次に公有財産の処分について、質問いたします。 
 本年６月に、一般競争入札により公有財産の売却を実施しました。一般競争入札においては、

その評価の設定や事務的経費などの負担によるコスト高の場合もある公有財産については、ほ

かの方法による処分および売却を検討する考えがあるか、伺います。また売却可能な普通財産

の処分および売却に関する計画と、その対象となる財産の年間管理費はいくらになるか、伺い

ます。 
 次に高齢者、障害者の福祉サービスについて伺います。 
 高齢化の急激な進行に伴い、増え続けるお年寄りだけの世帯、本人たちをはじめ周囲の不安

が広がる中、少子高齢化社会に対応するため、持続可能な社会保障制度を構築する改革が進め

られてきました。また一律的な負担増を避け、低所得者などが安心して制度を利用できるよう

負担の軽減や緩和など、さまざまな施策を、国をはじめとして北杜市にあっても推進しており

ます。 
 北杜市では６５歳以上が全体の約２９％で１万４，３４４人を占めており、うち障害認定者

は２，５４５人で１７．７％、介護認定者１，７４４人で１２．１％と高い値を示しています。

今後さらに高齢化が進み高齢者・障害者も増加し、福祉サービスや支援のあり方が問われ、必

要に応じた新たなサービスおよび支援などの対応が求められることと思われます。 
 そのような観点から、現状の課題と今後の支援のあり方および体制について伺います。また、

今後の財政負担や新規事業など、総合的な計画をされているのか伺います。 
 次に個別の課題について伺いますが、制度や支援策があっても、それを知らなかったり、ま

た理解できずに申請をしない方々が多数、存在するのではないかと思われます。そこで２点に

ついて、伺います。 
 高齢者の障害者控除対象者認定制度ですが、障害者手帳を持っていなくても、介護認定を受

けた高齢者は、一定の要件で障害者控除の対象となりますが、本市の認定対象者の状況を伺い

ます。 
 次に、市民税非課税世帯の入院時の食事代負担の減額の認定についても伺います。 
 次に健康と介護の隙間を埋める施策でありますが、障害認定や介護認定の被該当者の中には

日常生活に支障をきたし、サービスを必要とする方がいます。ケガや病気などにより、一時的

なサービスを必要とされる方、精神疾患、心臓ペースメーカーを装備している方など、支援を

必要とされる方は、前段で申し上げたように、高齢化とともに今後とも増え続けると予想され

ます。本市では訪問介護がありますが、一定の条件のもとで支援を実施するもので、今後期待
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されるニーズに対して、十分な対応とは思えません。その隙間を埋める支援の仕組みとして、

住民参加型在宅福祉サービスとして、利用者が代金を支払い、サービスを受ける有料ボランティ

ア制度が考えられますが、市長の見解を伺います。 
 次に少子化対策について、伺います。 
 現在、わが国の子ども人口は１３．６％と世界最低で、高齢者人口も２１％と世界最高であ

ります。少子・高齢が同時にやってきたことは誰も経験したことのない社会であり、縮小経済

を加速する大きな要因でもあります。また出生率の向上は、経済を支える最大の要素でもあり

ます。 
 そのため政府は、昨年１２月にワーク・ライフ・バランス憲章を制定。仕事と生活の調和推

進のための行動指針を策定して、政府、経済界、労働界等の協議・合意のもと、社会全体を動

かす効果的取り組みとして、その行動指針は大きな契機となっております。 
 かつては夫が働き、妻が専業主婦として、家庭や地域での役割を担うという姿が一般的であっ

たのに対し、現在においては女性の社会参加等により、勤労者世帯の過半数が共働き世帯であ

ります。その反面、働き方や子育て支援などの社会的基盤は従来のままで、職場や家庭、地域

では男女の固定的な意識や役割分担が残っているところでございます。 
 このような状況下で、仕事と生活の間で問題を抱える人が増加し、経済的に自立ができない

人たち、長時間労働による心身の疲労などで家族の団欒を持てない人たち、仕事と子育ての両

立が困難な人たちなど、結婚や子育てに関する人々の希望を実現しにくい環境が、急速な少子

化の大きな要因ともなっています。 
 北杜市においては、白倉市長も少子化対策については最重要政策として、さまざまな課題に

取り組んでまいりました。特に乳幼児の医療費無料化では、公明クラブの要望に対して、他市

よりいち早く財政の厳しい中、北杜市の将来のために決断され、昨年４月、５歳未満児童の医

療費窓口無料を実施いたしました。また本年６月の定例会においては、私たちのさらなる要望

に対し、医療費窓口無料を小学３年生まで拡充して、来年４月より実施する確約をしていただ

きました。その英断に敬意を表するものであります。 
 子どもを産み育てるための経済的支援は、少子化対策として重要な施策であります。特に保

育料に関しては、家庭にあっては大きな負担となっております。 
 そこで保育料について伺いますが、現行では１４階層の徴収金額と３歳児未満、３歳児、４歳

児以上の３料金体制となっています。また、同一世帯から同時に２人以上の児童が入園してい

る場合は８割から９割、３子目は５割などの軽減をするための減免措置の適用があります。し

かし、保育料は未就学児を持つ世帯にあっては経済的負担率が大きく、支援策を講ずることが

必要であると考えます。 
 白倉市長は、少子化は故郷存亡の危機であると絶えず口癖のごとき語り、本定例会において

も少子化は最大の行政課題であり、安心して子どもを産み育てる環境整備に努め、知恵を絞り

思い切った対策を講ずる必要があると表明しております。また政治は市民のためにあり、市民

に忠実に奉仕するとの政治姿勢を掲げております。財政的に厳しいことは重々承知しておりま

すが、すべての経費の見直し・削減に努め、無駄を廃して、２子以上の保育料を無料にすべき

と考えますが、市長の見解と決断を求めます。 
 次に学校給食における食育・地産地消の推進について、伺います。 
 本年８月、農水省は２００７年度の食料自給率が、カロリーベースで前年度と比較して１ポ
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イント上昇し、４０％を回復したと発表いたしました。それは米の消費拡大などによるもので、

自給率が上昇に転じたのは１３年ぶりのことであります。しかし、世界的な穀物価額の高騰に

より、私たちの日常生活に大きな影響を受けるとともに、食料安定供給への消費者の不安が高

まっております。 
 農産資源の確保や経営安定対策など、食料自給率の向上に向けた農業振興の早急な対策を講

ずることが必要であり、消費者・農業者がともに安心できる食料安全保障の確立が求められて

います。特にわが北杜市は基幹産業であり、おいしい米の産地であります。学校給食など食育・

地産地消との連携を含めた、米の積極的活用と需要喚起を促すことが重要であると思います。

そこで、質問いたします。 
 １番目といたしまして、来年度スタートする給食センターの食育、地産地消の実施計画につ

いて質問いたします。 
 次に学校給食法が改正、これは平成２１年４月から施行されますが、学校給食の目的が栄養

改善から食育に大きく方向転換となり、栄養教諭の役割が重要となってまいりました。栄養教

諭の配置は県教育委員会の判断によりますが、市としての計画の取り組みを伺います。 
 最後に学校における食育の推進は、栄養教諭の配置とともに、学校教職員の連携・協力、父

母を含めた地域を挙げての取り組みが重要であります。具体的な取り組みについて、伺います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 内田俊彦議員の、公明クラブの代表質問にお答えいたします。 
 まず行財政改革について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に市債残高についてでありますが、国が制度化した補償金免除による繰上償還や今議会

でお願いしております金融機関と解約手数料の免除の協議が整ったものの繰上償還、さらに新

たな発行を必要最小限に抑制した計画的な市債の発行等により、着実に減少しているところで

あります。 
 影響額を見ますと、繰上償還額は昨年度実施いたしました繰上償還に今議会でお願いしてお

ります償還を加えますと、元金の約４億５００万円と利子分約４，７００万円で、約４億５，

２００万円となり、借り換え分は約２億４，４００万円を借り換えたことによる利子、約５，

５００万円となります。これにより公債費への影響額は繰上償還、借り換え合わせまして、約

５億７００万円になります。また、国により補償金を免除された借入額は約１６億４，１００万

円で、民間からの借り入れ分約２億４，４００万円を合わせますと、平成１９年度からの３カ

年で約１８億８，５００万円が繰上償還、または借り換えできる見込みとなっております。 
 さらに特別会計の利率につきましては、平成４年度以前の借り入れについては、国で補償金

を免除する基準の５％以上で、それ以降、平成８年度までは５％以下、平成８年度以降は３％

以下、平成９年度から平成１６年度まではほぼ２．２％で推移し、合併後はおおむね２．１か

ら２．２％となっております。また、今後の繰上償還につきましては、市全体の財政状況を見

ながら一般会計、特別会計を問わず、償還の残りの期間や利率等を勘案し、できる限り多くの

市債について、繰上償還を行ってまいる考えであります。 
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 次に、公有財産の処分についてであります。 
 ６月に実施いたしました未利用市有地の一般競争入札は、６件の入札を行ったところ、２件

に５社の応札があり、２件の売却が決定したところであります。売却の方法につきましては、

不動産鑑定や境界復元などに一定の費用が生じますが、公平性や公正性を確保するため、原則

として一般競争入札によることとしております。 
 しかし、形状等から隣接地の所有者しか活用できない場合など、一定の条件を満たすときに

ついては、随意契約を可能とするとともに、見込みの予定価格がおおむね１００万円以下の場

合は経済性等を考慮し、固定資産税評価額を基準とすることとし、不動産鑑定を省略できるこ

とにしております。 
 今後につきましては、現在、市有地を含めた市有財産の確認作業を行っているところであり

ますが、これと並行して未利用地については、引き続き売却を検討してまいりたいと考えてお

ります。また、未利用地にかかる管理経費につきましては、本年度これまで草刈り等のため、

約５０万円を外部委託しておりますが、必要に応じ職員により対応いたしております。これか

らも未利用地で、将来にわたって施策に供する見込みのない土地につきましては、維持管理費

の負担軽減と収入の確保を図るため、逐次売却してまいる考えであります。 
 次に高齢者・障害者の福祉サービスについて、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、高齢者福祉サービスについてであります。 
 現状の課題と今後の支援のあり方等についてでありますが、６５歳以上の高齢者は人口の

２８．５％、そのうち一人暮らし高齢者の割合は１７．５％です。県内の市の中では、一番高

い割合となっています。しかし介護保険認定率１２．５％は、県平均１４．２％より低く、自

立されている高齢者が多いことが考えられます。市では高齢者が住み慣れた地域で、安心して

充実した高齢期を迎えることができるよう、現在、第４期北杜市老人福祉計画、介護保険事業

計画を策定中であります。無作為抽出のアンケート調査結果や事業見込み量の推計をもとに、

策定委員会で検討していただいておりますので、新規事業についてはこの場で検討し、来年度

からの高齢者福祉対策に取り入れてまいりたいと考えております。 
 今後の財政負担については高齢者が増加し、介護保険利用者の増加、さらには施設入所者が

増えることで、介護保険料のアップとともに、財政負担も増加していくことは考えられます。 
 次に、障害者控除対象者認定制度の認定対象者であります。 
 この制度は個人申請行為のため、現時点の人数は把握しておりませんが、平成２０年の確定

申告用に申請した方は６名であります・・・。 
 大変、失礼いたしました。 
 次に障害福祉サービスについての、同様のご質問であります。 
 障害者手帳所有者２，５４５人のうち、６５歳以上の高齢者は１，５５９人。そのうち介護

認定者は３６７人であり、障害者も高齢化が進んでおります。障害者自立支援法の施行から３年

目となります今年度、国では支援法の抜本的見直しをすることとしています。これまで利用者

負担の軽減措置に加え、今年７月からは緊急支援措置として、さらなる軽減措置がされました。

しかし、この措置は来年３月までの時限措置であり、現段階では制度だけではなく、財政負担

などについても不透明であります。 
 市としての課題でありますが、各市町村が実施する地域生活支援事業の中で、市町村間のサー

ビス量の格差、燃料高騰に伴う単価の改正等、いくつか課題があります。県の試案が示されま
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したことで、今後、峡北地域障害者自立支援協議会の部会等において、峡北圏域での協議を進

めてまいります。また、市におきましても、国と同様に、本年度、北杜市障害福祉計画の見直

しを行うため、策定委員会を設置いたしまして、３年間の事業実績の検証と数値目標の再検討

等を行っていただく予定であります。 
 次に、障害者控除対象者認定制度の認定対象者であります。 
 この制度は個人申請行為のため、現時点の人数は把握しておりませんが、平成２０年の確定

申告用に申請した方は６名です。所得税法施行令等に規定されている身体障害者に準ずる者と

して、市町村長等の認定を受けている者を北杜市障害者控除対象者認定交付に関する取扱要綱

で昨年度定めましたので、市民税の申告相談受付会場において周知した結果、今回の申請があ

りました。 
 次に介護保険施設入所者の食事代負担の軽減認定でありますが、現時点で５０５人の方が認

定されております。市としましては、更新申請時に受給者全員に更新のお知らせを郵送してお

ります。また、入所者と施設との契約時におきましても、施設から重要事項として説明をして

おります。 
 次に、有料ボランティア制度についてであります。 
 住民説明型在宅福祉サービスは、公的なサービスの隙間を埋める仕組みとして、また地域で

の支え合いの確立と地域社会の力を高める有効な手段となります。有料ボランティア制度は高

齢者、障害者等を地域で支え見守るためには、今後必要になってくるものと考えます。今後、

制度として導入していくためには、サービス内容や方法について、住民ニーズを明らかにしな

がら、市社会福祉協議会など関係機関との意見交換や検討会を重ねていく必要があると考えて

おります。 
 次に、少子化対策についてであります。 
 少子化対策について、第２子以上の保育料を無料にとのご質問でありますが、現在、北杜市

ではさまざまな軽減措置を行い、少しでも保護者の保育への負担が少なくなるよう努めており

ます。平成１９年度の保育料を例にすると、全保育料が約２億１，５００万円で、１人園児分

は約１億３千万円。第２子、第３子の同時入園、北杜市単独の兄弟の人数による特別軽減措置

後の保育料が８，５００万円となっております。このため、第２子以降の保育料を無料にした

場合には約８，５００万円が不足し、財政的には負担が大きいと思われますが、少子化対策の

ひとつとして安全・安心で明るい杜づくりを推進し、北杜市に住んでよかった、安心して子育

てができるまちを目指して、検討してまいりたいと考えております。 
 次に学校給食における食育・地産地消の推進について、いくつかご質問をいただいておりま

す。 
 最初に、来年度スタートする給食センターの食育・地産地消の実施計画についてであります。 
 市は食育・地産地消施策として、地域農産物への地域住民理解、環境負荷軽減への配慮、医

学的背景から見た旬産旬食を掲げ、本年度は環境負荷軽減への配慮をテーマとした特別栽培米

と大豆栽培を推進しているところであります。特別栽培米につきましては、現在、通常栽培か

ら化学肥料、化学農薬を５割削減した栽培を市内圃場で行っており、今年１２月中には北杜市

全校が特別栽培米給食となります。これは県内初の取り組みの成果であることから、環境にや

さしく、より安全・安心な農産物として、県内外に向け、広く発信したいと考えているところ

であります。 
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 また大豆栽培については、地域内植物性たんぱく質確保を目標にすることにより、フードマ

イレージを抑え、地球温暖化の原因とされている温室効果ガスの軽減につなげることができま

す。現在、大豆栽培振興に併せ、地元大豆１００％の味噌を全学校給食で使用できるよう、学

校給食栄養士の協力のもと、味噌づくりを行う計画を進めているところであります。 
 しかし、２年後の学校給食での地場農産物使用割合を４０％につなげるためには、地域農産

物が学校給食に流れる流通体系の構築が必要であることから、現在、食育・地産地消推進協議

会において検討を重ねているところであります。 
 さらに本協議会では、医学的背景から見た旬産旬食をテーマに、農産物の旬が伝わる旬産旬

食給食の研究を平成２１年度から実施する計画であります。いずれにしましても、これらの食

育活動が地域農産物に対する地域住民理解の一部として、家庭における地産地消につながるこ

とを期待しております。 
 その他につきましては、教育長から答弁いたします。 
 ちょっと重ねて、お詫びと訂正をさせていただきます。 
 有料ボランティア制度についてのところで、住民参加型在宅福祉のところを住民説明型と答

弁したようでありまして、重ねて訂正させていただきます。申し訳ありませんでした。 
〇議長（小澤寛君） 

 櫻井教育長。 
〇教育長（櫻井義長君） 

 学校給食における食育・地産地消の推進について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、栄養教諭配置の計画と取り組みについてであります。 
 公立小中学校の教諭や栄養教諭の採用や配置については、県費負担教職員であることから、

県教育委員会の判断によって配置されます。 
 中北教育事務所管内では、韮崎市立韮崎西中学校と甲府市立琢美小学校に配置されておりま

す。平成２０年度の栄養教諭の新規採用はありませんでした。 
 小学校、中学校の数や児童生徒数、単独調理場であるか、共同調理場であるかなどの諸条件

を考慮して配置されておりますが、さらなる食育教育充実のため、以前からも要請しておりま

すが、引き続き県教育委員会に、北杜市内の小中学校へ栄養教諭が配置されるよう働きかけて

まいりたいと考えております。 
 次に、学校における食育推進の取り組みについてであります。 
 北杜市内の小中学校での食育の指導は給食の時間や学級活動の時間のほか、家庭科や保健体

育などの教科指導、総合的な学習の時間など、さまざまな機会を通じて行われていますが、食

に関する指導の第一の責任が、家庭にあることに変わりはないと思います。しかし、食生活の

多様化が進む中で、家庭において十分な知識に基づく指導を行うのは、困難となりつつあるば

かりか、望ましい食生活を実践できない場合もあるとも考え、家庭や地域への働きかけや啓発

活動も非常に重要になってきています。そのため学校、家庭、地域が連携して食育の推進が図

られるよう、給食献立表、給食だより、学校だより、ＰＴＡ会報、学校のホームページ、食育

のパンフレットなどを通じて情報提供や啓発活動を行い、食育情報の共有化を図っております。 
 また、学校給食試食会や市教育委員会で行う親子料理教室等の取り組みにより、子どもの食

について、保護者が考える機会を提供しております。さらに学校農園を利用した農産物の栽培

を通じ、食の循環について学ぶ農業体験学習を推進し、食に関する正しい知識を子どもたちに
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伝えています。さらに食育・地産地消推進協議会が実施している教育ファーム事業などに、学

校および育成会などと積極的に連携し、総合食農教育を推進することとしております。 
 今後も、食に関する知識や経験を有する地域の生産者や食生活の改善に活動している方々な

どの協力を得ながら、食の大切さや楽しさを実感できる施策を展開していきたいと考えており

ます。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 内田俊彦君、再質問を許します。 

〇２４番議員（内田俊彦君） 
 再質問を何点か、させていただきます。 
 これはちょっと、１つ目は総合的な話なんですが、実は償還金の問題、また公有財産の処分

の問題なんですが、これについてはどうも、何回お聞きしても、どうも目標数値の設定がしっ

かりしてこない、また公有財産についても自分の持ち物でありますから、やはりどうしても、

早く掌握しないから、なかなか舵取りが難しいということだと思います。これは何人、私も初

めて、１年以上前に、２年くらい前でしょうか、公有財産の売却という話をしたときも、やは

り同じような答えだったと記憶しております。これはやはり、いち早く把握、そして計画をつ

けて、しっかりとしていくべきだと思いますが、その見解についてお伺いをいたします。 
 次に保育料の件なんですが、第２子目から８，５００万円かかりますということで、これは

耳の痛い話で、横を向かれてしまいましたけども、これについて検討ということでございます

が、検討という言葉の内容があまりにも、私にもどういった検討かということが分かりません

ので、ぜひともお答えしていただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 先ほど答弁のとおり、少子化対策と子育て支援を、今、しっかりすることが北杜市の行政に

とって、最も大切な課題だと思っています。そういう意味からすれば、こういった支援で、少

子化対策がすべてかということでは、決してありません。少しでもフォローしてあげたいとい

う思いであります。子育て中の市民の方に聞きますと、できるだけ保育料の軽減を図ってほし

いというような話も、たびたび聞くものであります。そういう思いで、先ほどの議論ではあり

ませんけども、財政的にも自然収入が増えてきたことも、これは裏づけもありますので、第２子

以降の保育料については無料にすることが子育てと少子化対策の、少しでもフォローになれば

と思いながら、検討し決断をしようとしているところであります。ご理解ください。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 財産の関係について、ご質問がございますので、お答えさせていただきます。 
 まず、この財産につきましては、旧町村の財産台帳を引き継ぎまして、公有財産を管理して
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おりますが、基本的に税務課のデータを基本としております。その中で各支所、所管が確認し

ておりまして、８月までに道水路を削除しまして、約１万筆のうち約５千筆を見直しておりま

す。今後、残ったものにつきましては、１筆ずつ調査を行うわけでございますが、残りの大き

なものが組持ち、それから自治会の財産等がございますので、そのへんを精査しないとできま

せんので、これらを支所等を通じて調査してまいりたいと思っております。できるだけ早く、

この本市の財産の調書を作成してまいりますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 内田俊彦君。 
〇２４番議員（内田俊彦君） 

 財産のことについて、今一度お聞きいたしますが、簡単に言うとデータ集計中ということで、

これ何回も同じ答弁を、今までいただいております。ただし、今回、ちょっと違う答弁が１件

あるのは、組持ちですとか自治会、これについては、今、把握をしっかりしていきたいという

ことですが、これはどのくらい、その組ですとか自治会というのは、把握中ですので、おおよ

そで結構ですが、答えられる範囲でお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 組持ちの関係でございますが、旧来の登記の関係で、いわゆる組の処理ができなかったとい

うことで、いわゆる旧町村名で継承登記をした経過がございます。そのへんを精査する中で、

基本的には従来の自治会、それから組が持っておりますので、それらを市の財産と継承されて

おりますので、そのへんの精査をしておりますが、現在のところ、どのくらいあるかをちょっ

と把握しておりませんので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 内田俊彦君の質問が終わりましたので、関連質問を許します。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、公明クラブの会派代表質問を終結いたします。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了しました。 
 時間延長をして慎重審議していただき、本日の議事日程を消化することができましたことに

感謝を申し上げます。 
 次の会議は明日、９月２５日、午前１０時に開きますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 ６時２０分 
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開議 午前１０時００分 
〇議長（小澤寛君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、ご協力のほどよろしくお願い申し上げま

す。 
 ただいまの出席議員数は４１人です。 
 定足数に達しておりますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご承知願います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第１ 一般質問を行います。 

 本定例会の一般質問は、１７人の議員が市政について質問いたします。 
 ここで、質問順位および一般質問の割り当て時間をお知らせいたします。 
 最初に公明クラブ、１４分。次に無会派の植松一雄議員、１２分。無会派の中村隆一議員、１０分。

北杜クラブ、９６分。北清クラブ、５５分。政経会、４４分。市民フォーラム、２４分となります。 
 なお、残り時間を議員席左側の掲示板に表示いたしますが、議長からもその都度、残り時間

を報告させていただきます。 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 発言したいと思います。議長のご許可をよろしくお願いします。 

〇議長（小澤寛君） 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 昨日の議会の最終盤の状況の中で、細田議員から発言がありましたが、その発言の中身に間

違いがありましたので、それの取り消しをお願いしたい。それから併せて、野中議員に対して

陳謝もお願いしたいです。 
 内容につきましては、昨日の発言の一部でありますが、事例として出した小淵沢のグラウン

ドの入札に関する部分でございますが、これはたしか私の記憶の中で、金額的に議会の議決を

必要としない、１億円以下の９千万円ちょっとの内容であったと思います。ですから、私ども

は一切議決をしておりません。議会にはかかっておりません。昨日の発言は大きく、そこを取

り違えておりますので、大変、大事なことです。議会の権威にも関することですから、ぜひ取

り消しをしていただくと同時に、野中議員は全般ですべて謝罪をしております・・・。 
〇議長（小澤寛君） 

 ちょっと篠原議員、動議ですから。動議が成立してから、そういう内容を説明してください。 
 ただいまの動議に賛成の方、ございますか。 
 （はい。の声） 
 賛成者が１人ございますので、この動議は成立したわけでございます。 
 （「議長、休憩を。」の声） 
 暫時休憩。 
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休憩 午前１０時０３分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１０時２３分 
〇議長（小澤寛君） 

 再開いたします。 
 休憩時間中に議会運営委員会を開きまして、ご協議をいただきました。 
 議会運営委員会の協議の結果に基づいて、議事進行させていただきます。 
 （「議長、動議。」の声） 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 昨日の細田議員の発言の一部に、事実と反することがございました。したがいまして、その

取り消しと発言者への謝罪をお願いしたいと思います。それを動議として提出いたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 ただいまの、篠原眞清議員の動議に賛成の方はございますか。 
 （はい。の声） 
 賛成者がございます。 
 小林保壽君。 

〇２７番議員（小林保壽君） 
 ただいまの篠原眞清議員の発言内容は、本会場で取り上げるべき内容ではなく、今回の一般

質問終了後の取り計らいでよろしいかと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 ただいまの、小林保壽議員の発言に賛成の方はございますか。 
 （「賛成です。」の声） 
 それでは、議長の判断で取り扱いをさせていただきます。 
 小林保壽議員の発言のとおり、本日の議事日程の最後に篠原眞清議員の動議を議題とすると

いうことで、ひとつご理解をいただきたいと思います。 
 それでは順次、質問を許します。 
 はじめに公明クラブ、３７番議員、細田哲郎君。 
 細田哲郎君。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 ４年間の、最後の質問ですので、よろしくお願いいたします。 
 少子高齢社会の進展、格差社会の拡大、地球温暖化防止の対応、産業経済の変革、行財政改

革など社会機構が急速に変化する中、わが北杜市も三位一体改革のもと、基礎的自治体の役割

や財政を求める施策など、自己決定・自己責任を市民と一体になって、本気で取り組むべき状

況下にあります。市民の生活基盤を安定させ、活力あるまちづくりを実現するために市民の総

力が不可欠であります。特に若者の存在は重要であります。そのような観点から、２点につい

て質問いたします。 
 はじめに地域活性化策と若者の定住支援について、伺います。 
 北杜市の将来における少子高齢化対策と同様に、地域の活性化策は大きな課題であります。

中でも財政基盤の健全化につながる産業振興は、重要な位置づけであります。白倉市長はその
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ための施策として、若者が安住できる雇用先の企業誘致や北杜市の基盤産業である農業振興、

豊かな自然を生かした観光振興など、さまざまな施策に取り組んでこられました。 
 ８町村が合併してから、早４年を経過しようとしています。８つの杜づくりの基盤を構築し

つつ、地場産業と観光の振興を図りながら、雇用の拡大をどうつなげていくかが今後の課題で

あります。また農業振興としても、米、野菜、果物といった地域生産品を、従来のように販売

するのでは経済的な波及効果は薄く、これらの地域資源に異業種のノウハウを加味し、新たな

商品の開発や地域ブランドの創出、生産・流通体制の改善や販路の拡大を促すことが必要だと

思います。 
 こうした農商工連携を促すために、政府は農商工連携促進法を今年の５月に成立、７月に施

行され、予算面でも本年度、約１００億円を計上しております。各自治体においても地域の状

況に合わせて、事業の取り組みが進められておりますが、わが北杜市として、地域全体の所得

向上や雇用の拡大といった地域経済の活性化への大きな流れをつくり上げるためにも、積極的

に取り入れ、推進すべき事業であります。 
 白倉市長も本定例会での所信表明で、行財政基盤の確立を最重要課題と位置づけています。

このような事業をきめ細かく取り組むことにより、財政基盤の健全化や若者が安住できる希望

と活気ある北杜市の将来への礎となり、地域の活力を生み、活性化への道筋を開く事業だと思

います。今後の地域に根ざした農商工連携事業の取り組みについて、伺います。また若者が定

住できる、さらなる雇用策についても併せて伺います。 
 次に、公営住宅の今後の計画と推進について伺います。 
 住宅および住まいの環境は、ゆとりをもたらす大切な生活基盤であります。現在、北杜市は

空き家が多い反面、賃貸住宅も少なく、公営住宅の依存率が高いのが現状ではないかと思いま

す。市営住宅等に入居できない待機者も多く、そのような状況もあって、北杜市に住みたくて

も、他の町へ転居せざるを得ない人々も多数おります。現状においての住宅事情は必ずしも充

足している状況にありません。そこで公営住宅について、何点かご質問させていただきます。 
 １つ、市営住宅の活用状況と使用料の滞納の要因は。 
 １つ、今後の住宅建設に関する総合計画と整備計画および、事業費の年度別予算計画は。 
 １つ、市内にある５カ所の雇用促進住宅の活用状況は。 
 １つ、月別入居申請数および待機者数の状況は。また、公営住宅には入居の所得制限があり

ます。子育て世帯や障害者がいる家庭などが住宅に入居しやすいように、自治体が民間の業者

に建設費を補助する仕組みで、所得制限を設けない地域住宅制度を創設して、それぞれのライ

フステージに応じた住宅を提供することも必要かと思いますが、市長の見解を求めます。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ３７番議員、細田哲郎議員のご質問にお答えいたします。 
 地域活性化対策と若者の定住支援について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、今後の地域に根ざした農商工連携事業の取り組みについてであります。 
 農商工連携事業は本年度、国において農商工連携事業促進法が制定され、事業化されたもの
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であります。この事業は、国から中小企業社と農林漁業者が共同で行う、新たな商品やサービ

スの開発等における計画について認定を受けた場合に、中小企業者と農林漁業者に対して事業

資金の貸付や債務保証、設備・機械の取得に対する税制等の支援や補助を行う事業であります。 
 本市における農商工連携事業としまして、今月１９日に平成２０年度から２４年度の５年間

の実施計画を採択されました、清里高原の牛乳と峡東果実郷の濃縮果実を活用したアイスク

リームの開発・販売事業があります。具体的な事業内容は、山梨市の株式会社 なかむらが峡

東果実郷において、減農薬および有機質肥料により生産された安全・安心で、おいしい完熟フ

ルーツを一次加工し、その加工品である干し柿や果汁と有限会社 清里ミルクプラントが清里

高原で生産された新鮮で、安全な高品質の生乳を原料としたアイスクリームの企画開発から販

売までを共同で実施するものであります。 
 国における補助は事業費の３分の２であり、５年間で上限３千万円であります。平成２１年

度から商品開発や試作品製造費用として、年次計画に基づき申請したいと考えております。ま

た新たな事業導入につきましては、市内商工業者や進出企業等に情報発信を行うとともに、農

林業者にも商工とのマッチングを説明し、第２、第３の農商工連携事業の導入を図るべく、推

進していきたいと考えております。 
 次に、若者の定住支援についてであります。 
 若者が定住できる雇用施策についてでありますが、定住のための条件であります就業機会の

確保を市の重点施策として位置づけ、積極的に企業誘致に取り組んでまいりました。これらの

誘致企業に対しましては、固定資産税の免除や産業立地助成金の交付などの支援策を講じてお

りますが、その条件として、市内からの一定割合以上の雇用を義務付けており、その結果、現

在、７つの企業が立地・操業し、２００人を超える市民が雇用されております。また、昨年は

市の主催としては、はじめての就職ガイダンスを開催し、参加企業・求職者ともに大変、好評

をいただいたところでありますが、本年も１０月２１日に開催することとしております。 
 これら若者の就労の場の確保に向けた取り組みに加え、新規学卒者や転入者で市内に就職し

た若者には、定住促進就業就職祝金を送るなど、引き続き若者定住のため、積極的な支援を行っ

てまいります。 
 次に、公営住宅の今後の計画と推進についてのご質問にお答えいたします。 
 最初に、公営住宅の活用状況と滞納している使用料の要因についてであります。 
 現在の市営住宅の規模につきましては、９月１日に入居を開始しました武川さくら団地を含

め、４４団地。管理戸数９９４戸に対し、９７４戸が入居しており、入居率は９８％と高くなっ

ている状況であります。また、滞納している住宅使用料の要因でありますが、本年８月末現在

で、滞納総額で２，９１９万円、延べ１４８人の滞納者がおりますが、この滞納者は大きく分

けて２つに分類されます。その１つは日々の生活に困窮していて、住宅使用料を納付したいが

納付できない滞納者と、もう１つは納入意識がなく、督促や臨戸徴収にも応じない滞納解消に

誠意の見られない悪質な滞納者に分類されます。今後も引き続き、市営住宅の負担の公平と管

理の適正を図るため、悪質な滞納者には訴訟も含めた、実効性のある滞納整理業務を進めてま

いりたいと考えております。 
 次に、今後の住宅建設に関する総合活用計画および整備計画・事業費の年度別予算について

であります。 
 公営住宅の建設につきましては、市公営住宅ストック総合活用計画に基づき、昭和３２年か
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ら昭和５４年までに建設した一戸建て木造住宅および、簡易耐火構造平屋建て住宅などの老朽

化住宅の建て替え整備が計画されております。この市公営住宅ストック総合活用計画をもとに

市営住宅整備計画を策定し、国・県との協議の中で年度別事業費の決定に伴い、予算措置を計

画的に進めているところであります。 
 次に公営住宅の所得制限についてですが、子育て世帯や障害者世帯も所得制限を設けない住

宅となると、低所得者に限らず中堅所得者以上の入居も考えられますので、この場合、国庫補

助金や交付金の対象外となり、公営住宅法からも外れた一般単独住宅となります。このような

市営住宅を建設する場合、財政的にも大きな負担となるので、大変難しいと考えられます。 
 次に、国交省と自治体の補助金による民間事業者の賃貸住宅の建設についてでありますが、

昨年、国の新規事業として創設され、公営住宅を補完する公的賃貸住宅制度により、一般住民

や高齢者を対象とした地域優良賃貸住宅建設事業があります。この地域優良賃貸住宅建設事業

は、民間事業者等が良質な賃貸住宅を建設し、市がその賃貸住宅を公営住宅として借り上げ、

管理運営するものであります。そこで、昨年からこの事業の導入に向けて、民間事業者を対象

にＰＲをしているところであります。 
 その他につきましては、担当部長から答弁いたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 ３７番、細田哲郎議員の公営住宅の今後の計画と推進についてのご質問にお答えいたします。 
 市内５カ所の雇用促進住宅の活用状況と、現時点での公営住宅の月別入居申請および待機者

数についてであります。 
 雇用促進住宅の須玉、長坂、武川、小淵沢、高根宿舎は管理戸数３２０戸に対して、入居戸

数２７３戸、入居者数６７４人であり、入居率は８５．３％であります。また市営住宅の月別

入居申請および待機者数でありますが、月別入居申請数は昨年１０月から本年９月までの１年

間で１０１件。月別、平均８件から９件の申請がありました。また、入居待機者数であります

が、現時点で２５名、待機者数が多い団地では６名、団地数では４４団地中１１団地でありま

す。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 細田哲郎君の再質問を許します。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 再質問させていただきますが、最初に地域活性化対策と若者の定住支援の件について、お聞

きいたします。 
 その中で、農商工連携事業について、もう少し具体的にお聞きしたいと思いますが、先ほど

市長の答弁では１事業、アイスクリームの事業者が２１年度に申請して、事業をスタートする

ということで、今後、引き続き第２、第３の導入を図る、推進していくというようなご答弁が

ありましたが、そのことについては、事業の成果に期待をしたいと思っております。この事業

については、全国でもさまざまな実績が生まれ、地域活性化につながっております。昨日、市

長の答弁でもホテルと農業生産者が連携していたお話がされましたが、福岡県の例ですが、旅
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館と農家の連携で、売り上げが月５０万円から１００万円というような実績をつくっていると

ころもあります。その地域においては、若者が将来に希望を持てる、農家を継ぐという、そう

いう状況の成果も出ているようです。 
 北杜市としても、地域資源や主力産業である農産物の活用等、プログラムを企画し、農業従

事者や事業関係者に周知徹底を図り、具体的な計画を立案し、事業展開することが重要だと思

います。今後の事業推進にあたって、これは部長のほうにお聞きしたほうがよろしいと思いま

すが、具体的な施策をどう考えているか、お聞きしたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 細田議員の再質問でございます。 
 議員ご指摘のように、今回の農商工等連携促進法でございますが、これにつきましては、今

年の５月２３日に公布されまして、７月２１日に施行されたということでございます。せっか

くでございますが、フルタイトルの名称がございますので説明したいと思いますけれども、中

小企業者と農林漁業者との連携による事業活動の促進に関する法律ということで、これを略し

て農商工等連携促進法ということでございます。 
 先ほど、市長からも答弁がございましたように、今回、有限会社 清里ミルクプラント、そ

れから山梨市のなかむらが申請を出しまして、実はこれは１９日ですから、先週の金曜日であ

ります。金曜日に関東農政局と関東経済産業局から発表がございまして、採択されました。こ

れにつきましては、山梨県ではこれが１件だけです。わが市が１件だけです。関東経済産業局、

それから関東農政局管内でも１５という結果が出ております。詳しいことにつきましては、９月

２０日付けの日本経済新聞の山梨版に記載してございました。 
 先ほども議員のご指摘のように、今後の具体策ということでございますけれども、今後とい

うよりかも、今回のものにつきましては５年間ということでございまして、専門家によるアド

バイスですとか、試作品の開発、それからマーケットの開拓に関する補助、それから設備投資

に対する減税、それから中小企業新保険法の特例、政府系金融機関の低利融資等の支援措置が

行われるということでございます。ただ、本年度と来年度につきましては、まだ具体的な金額

が出ておりませんけれども、いわゆる専門家におるアドバイス、それから販路の開拓等を、お

そらくやっていただけるというふうに、私どもも信じております。 
 今後の具体的な活動ですけれども、山梨県でも今回が初めてのケースでございますので、こ

れを１つのバイブルにしまして、われわれも動向を見守りながら、また第２、第３、第４の、

いわゆる農商工等連携の、いわゆる連携事業計画を進めてまいりたいと思っております。 
 ただ、今のところ、手を挙げてやりたいというところも多々出てございますので、また、そ

ういったものも、われわれスタッフ等、話し合いをしながら、みんなで考えていきたいと思っ

ております。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 細田哲郎君。 
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〇３７番議員（細田哲郎君） 
 ご答弁ありがとうございました。 
 いずれにしても、わが北杜市は農業が基盤産業になっております。この農家の生産品を、い

かにこの事業に取り組むか。このことは、非常に大事な要素になってくると思いますので、答

弁は結構ですが、そこも１つの課題として、今後、推進していただきたいなと思います。 
 次に公営住宅の、今後の計画と推進をについて再質問させていただきますが、現在、先ほど

の答弁で入居待機者が２６名ですか、いるようですが、滞納している、それでかつ、本当に誠

意の見られない悪質な対象者については、早急に法的手続きをとって、これだけ待っている待

機者もいるわけですから、ぜひ具体的に、一般常識で考えられない、そういう滞納者に対して

は、厳格な法定措置をとっていくのが当然だと思いますが、そのへんのご答弁の１点と、先ほ

ど公営住宅ストック総合活用計画ですか、これに基づいて整備計画を策定していって、事業を

推進しているようですが、２７年度まで、何個の団地を計画して、現在、完了している団地、

それから今後、着工していく団地をちょっと教えていただきたいのと、それから年度別の事業

費なんですが、先ほど市長も答弁されていますが、財政も厳しい中で、はっきり答弁ができな

いとは思いますが、もし、そのへんも併せて答弁できるなら、よろしくお願いしたいというこ

とです。 
 それから最後ですけど、地域優良型賃貸住宅の事業なんですが、これは民間に補助金を与え

て、民間主導で、まず住宅を建てていただくということで、若干、内容から見ますと補助と、

それから市で１５年間、賃借を結ぶということで、なかなか事業者も償却できるのかなと、

ちょっと心配もありますが、今まで、昨年からＰＲしてきたようですが、その成果について、

お答えをしていただきたいと思います。この３点について、お願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 細田議員の再質問にお答えします。 
 最初に市営住宅の滞納者の法的処置ということだと思いますけど、市では再三にわたりまし

て、督促や話し合いの呼び出しに応じない入居者に対しまして、控訴対象として、今年は６名

ほどを予定しております。市営住宅の明け渡し請求、また期限を決めて退去の要請も進めてお

るところでございます。１２月の定例議会に訴訟の提起について、議案の提出を予定している

ところでございます。 
 次にストック計画の、２７年度までの計画ということですけど、これにつきましては、現在、

２７年度まで１０団地を建設する予定となっておりまして、今年度までに明野の旭ヶ丘団地、

武川のさくら団地、須玉の雇用促進住宅、また高根のさくら団地、１期目ですけど、この４団

地が完成しております。今年度、高根町のさくら団地、これは２期目ですけど、整備を行いま

す。今後、須玉の御所前団地、高根の五町田団地、長坂の高松団地、大泉町の山崎団地、小淵

沢町の平出団地、白州の竹花団地、６団地を整備していく予定であります。 
 次に地域優良型優良賃貸住宅建設事業のＰＲということで、これにつきましては、事業者所

有の土地に住宅を建設して、市の賃貸する１５年間、賃貸するという条件で、数社の事業者と

協議を進めているところでありますが、事業者が所有する土地や住宅用地としての適している

 １２７



用地がないということで、住宅の用地の選定や条件などを今現在、検討しているという内容で

ございます。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 細田哲郎君。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 時間もないようですから、急いで質問させていただきます。 
 雇用促進住宅について、何点かの質問をさせていただきますが、市長の所信表明の中で購入

に向かって準備をしたいというような内容だと思いますが、購入時期と購入した場合の費用対

効果、これについてお答えをいただきたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 建設部長。 
〇建設部長（浅川和徳君） 

 購入時期ですけど、入居者が安心していただけるよう、できるだけ早い時期に購入したいと

いうふうに思っております。 
 次に費用対効果でございますけど、雇用能力開発機構で提示されました価格は概算ですけど、

２億６，５００万円ほどであります。市で購入を決定すれば、現在の建物を雇用能力開発機構

が建物の鑑定を行いまして、価格が決定します。それで雇用促進住宅の平均家賃を３万円と仮

定しまして、この値段は北杜市の単独住宅が平均３万円ということで、現在の入居者２７３戸

に試算しますと、１０年間で約１０億円の家賃収入となります。 
 歳出につきましては大型改修、例えば外壁の塗装、それと屋上の防水等を含め、また個々の

市営住宅、住宅維持管理費を参考に試算しますと、１０年間で約７億円というような歳出が見

込まれますので、費用対効果は十分にあるというふうに考えております。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 細田哲郎君。 
 ３分２５秒、残っています。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 では、次に移らせていただきます。 
 購入が確定した時点で、入居者に不安と混乱が生じないような事前説明が必要だと思うんで

すが、これについてどんなふうな形で説明されていくのか。また契約、今、機構との契約が、

期間が継続されているわけですが、その個々の対応について、どのような形で契約の更新をさ

れるのか。そのへんについて、お聞きします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 入居者に対しての事前説明ということでございますけど、９月末までに購入を決定しますと、

入居者に対しまして、雇用能力開発機構のほうで、説明会を開催することになっています。ま
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た、市としても入居者に安心してもらうように、事前に市として文書で通知をする予定であり

ます。また、入居者と市の契約につきましては、雇用能力開発機構と契約を、現在の契約を基

本に、個々に対応していきたいというふうに考えております。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 細田哲郎君。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 説明はきちっとなされるようであるから安心しておりますが、契約で一番心配されているの

は、どうなっていくんだろうということが、おそらく入居者は心配されております。今の答弁

ですと、機構との契約を基本にということですから、そのへんしっかり対応していただきたい

と思います。 
 最後になりましたけど、条例を定めて運用されると思うんですが、緩和策として、さまざま、

これから、まず推進していただくわけですが、特に所得制限、これは２０万円が、今度は１５万

円に減額されてきます。なおさら、入居が厳しくなるということで、雇用促進住宅の所得制限

に対しては、廃して誰でも入居できるような方向にしていただきたいと思いますが、そのへん

の答弁をお願いいたします。 
 それで、以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 入居の制限でございますけど、当然、市では雇用促進住宅の管理運営につきましては条例・

規則を新たに定めまして、管理していく予定でございます。雇用促進住宅は勤労者に限定され

て造られた建物でありますが、公営住宅として扱うには、今まで入居できなかった所得の多い

方についても、入居できるようにしたいというふうに考えております。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 細田哲郎君。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 肝心なところですから、あと１点、ちょっと再確認をさせていただきますが、この５戸の雇

用促進住宅に対しては、所得制限は撤廃していくような方向で検討していただくということで

よろしいですね。 
〇議長（小澤寛君） 

 建設部長。 
〇建設部長（浅川和徳君） 

 そのとおりです。 
〇議長（小澤寛君） 

 次に関連質問を許します。 
 質問残時間、１分３８秒。 
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 （ な し ） 
 ないようですので、以上で質問を打ち切ります。 
 これで３７番議員、細田哲郎君の一般質問を終わります。 
 次に１０番議員、植松一雄君。 
 植松一雄君。 

〇１０番議員（植松一雄君） 
 市民本位の効率的な行政経営をと題しまして、白倉市長に質問させていただきます。 
 地方行政は、地域住民の便宜に最も貢献するように運営されなければなりません。すなわち

行政と市民との親近感を確保し、地域の需要に適したきめ細かい行政経営を自己責任に基づき、

自主的・効率的かつ迅速に展開することが求められております。 
 本市も合併以来、白倉市長を先頭にさまざまな課題に取り組んできたところでありますが、

昨今は社会情勢の変化のスピードが早く、変化に対応できる行政経営が問われており、旧態依

然とした後手着手、前例重視、先送り主義がその一部にでもあるとするならば、多様化し複雑

化する行政経営と住民のニーズにも対応できません。 
 地方行政の成否は、地方公務員の資質と働きに大きく左右されるといわれておりますが、今、

行政に求められる役割を適切に遂行するためには、人材育成に主眼を置いた人事考課制度の導

入が喫緊の課題であります。生き残りをかける民間企業ではすでに定着し、先進の岸和田市な

どでも職員の意欲を引き出す人事評価制度を構築しております。 
 第１次北杜市総合計画では、平成２１年度までに導入とありますが、本年度の予算の計上は

ありません。まじめに一生懸命に頑張っている職員に報いるためにも、後手着手、先送りなど

なく、計画どおりに導入できるのか、その進捗状況を伺います。 
 次に市民本位を基本として、最適な行政成果を生み出すことができる行政経営の仕組みであ

りますが、市民のニーズに適合する効率的な行政サービスを体系的に一貫して創造し、提供で

きる取り組みが求められております。すなわち、行政が提供している各種サービスは相互に関

連したものが多いのに、その組織は縦割り特質があることから、バラバラで動きの鈍い組織活

動になりがちであります。 
 一例でありますが、先月１９日、須玉ふれあい館大ホールで、食育講演会が開催されました。

食育はすべての基本であり、先進地の小浜市政策専門員の素晴らしい講演に、多数の市民の参

加を期待いたしましたが、当日の聴講者は市の職員１００名を含む１３０名ほどでありました。

食育とは栽培し、調理し、共食することといわれておりますが、当日の講演会の事務局は栽培

部門を担当する農政課となっており、政策調整と広報記録部門の参加はあるも、地域創造課、

市民福祉課、健康増進課、学校教育課、生涯学習課などに関係する各種団体からの構成員や食

育に関わる各職域からの聴講者は極めて少なく、関係各課の間に組織の縦割り特質による連携

不足がうかがわれ、せっかくの素晴らしい講演を多数の市民に聴講していただくことができな

かったのは、誠に残念であります。行政組織と市民本位との乖離が感じられました。 
 北杜市行政改革大綱でも、改革の基本理念と目標など、行政システムの構造改革の必要性を

明確に指摘しておりますが、もはやスローガンの時代は終わり、如何に実行するのかが厳しく

問われております。再度、理念を明らかにして、庁内各部課や各種委員会などの縦割り組織に

行政経営や活動の方向を具体的に明示・徹底し、多くの職員の意識改革と行動の決定に一貫性

と整合性をもたらすことは、個性と魅力のあふれる北杜市の発展に不可欠と思考し、市長の考
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えを伺います。 
 次に担当所管部局ごとに導入した指定管理施設は、指定管理移行後も施設ごとの収支状況の

徹底分析と運営改善指導が不可欠でありますが、組織の縦割り特質で、各担当各所管部局ごと

に分析・指導に大きく統一性を欠いているのが現状であります。 
 ６月定例議会の一般質問で、指定管理料の支出額２億２，３００万円の節減などを目指して、

専門に担当する職員を配置し、養成して、管理運営と収支状況を確実に分析し、必要に応じて

は外部監査も活用し、的確な改善指導をすべき。併せてモニタリング制度を導入して、サービ

スの質的評価と効果的運用を一元管理で検証すべきと提言したところでありますが、誠に月並

みのご答弁をいただき、その結果が今般の不適切な事案であります。 
 １４０の指定管理施設が制度本来の目的を達成するためには、専担職員の配置養成とモニタ

リング制度の導入は、避けては通れないと思考いたします。今般、ようやく平成１９年度監査

報告の中で、指定管理導入の成果を上げるために、施設の管理状況や収支状況の確認、指定管

理料および市納入金の金額が適正かどうかの判断などを、一括した管理体制と統一した見解の

中でチェック強化するため、担当課などの設置を検討されたいと結んでおりますが、極めて当

然のことであります。スピード感溢れる即時着手を再度提言いたしまして、市長の考えを伺い

ます。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 植松一雄議員のご質問にお答えいたします。 
 市民本位の効率的な行政運営について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、人事評価制度の進捗状況であります。 
 人事評価制度は、北杜市行財政改革アクションプランに位置づけられております。現在、総

務課において、事例研究、先進地の検証や県内他市の状況把握などを行いながら、北杜市に適

した独自の評価制度の運用マニュアルの作成の準備を進めております。 
 去る７月にも総務省の人材育成等、アドバイザー派遣制度を活用して、幹部職員以上を対象

とした人事評価の導入に向けた職員研修会を実施し、幹部職員への意識づけを行ったところで

もあります。 
 今後も職員研修を重ねながら、評価する側と評価される側の意識改革を行いながら、１１月

には本年度上半期の組織目標および業務目標の達成度などの実績評価および、下半期の目標設

定を行ってまいります。 
 次に職員の意識改革と行動決定の一貫性、整合性についてであります。 
 人材育成基本方針に基づき、職場研修や山梨県市町村職員研修所等の階級研修・専門研修を

活用しておりますが、特に専門研修につきましては、政策形成はもとよりコミュニケーション、

マネージメント等、より専門性を深めた住民参加や協働する仕組み、行政経営・相互連携など

カリキュラムも充実しており、それらを積極的に受講させております。今後も引き続き、職員

研修に重点を置き、組織力を高めながら、合わせて毎週月曜日に開催する部長・支所長会議等

で、より一層、連絡調整を密に行い、部局で連携をとりながら、複雑多岐にわたる行政サービ

スに、柔軟に対応できるよう努力してまいります。 
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 次に、指定管理者制度の専担職員の配置養成についてであります。 
 指定管理者制度導入施設の運営、経理等の状況については、各施設より提出される報告書に

基づき、各担当課および企画課において、その内容について精査し、その結果、必要があれば

指定管理者への指導、助言を行っております。しかし、指定管理施設の運営状況について、す

べてを把握するには、かなりの専門的知識が必要であります。また、今回の指定管理者の不祥

事の件もありますので、今まで以上に専門的知識を習得できる体制づくりが必要であることか

ら、市の指定管理施設全般について、統一した、総合的に統括する指定管理者制度専任の担当

を配置してまいります。 
 次に、モニタリング制度導入についてであります。 
 指定管理者が計画どおり、適正に管理を代行しているか、客観的な評価を検証するために、

モニタリングの果たす役割は大きいものがあると認識しております。施設利用者および住民の

声を施設運営やサービスの向上に反映させる、さまざまな調査があります。市でも一部取り入

れ実施しておりますが、制度化までには至っておりません。モニタリング制度は、施設の効率

的・効果的な運営を推進するために必要でありますので、積極的に取り組みます。 
 なお、モニタリングの方法については今後、検討してまいりたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 植松一雄君、再質問を許します。 

〇１０番議員（植松一雄君） 
 再質問させていただきます。 
 まず人事評価制度の導入でございますが、計画どおりに、２１年度までに導入できるのかど

うか、ちょっと私、お答えを聞き漏らしました。導入できるのかどうか、まずお伺いしたいと

思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 総務部長。 

〇総務部長（柴井英記君） 
 ただいまの、植松議員さんの導入の時期でございます。 
 やはり評価する側、評価される側の意識改革ということで、本年１１月には、先ほどの市長

の答弁のとおり、上半期分の評価等をしていきたいということで、やはり徐々に進めながら、

職員の意識改革を図っていきたいということで、ご理解いただきたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 植松一雄君。 
〇１０番議員（植松一雄君） 

 導入はできるのかどうか、ちょっと私もうまく判断できませんけれども、推進体制をもう

ちょっと確立したほうがよろしいのかなという気がいたします。現在、総務部の人事課、人事

担当が兼務であるというふうに承知しておりますけれども、やはり、これだけの改革をしてい

くためには、また特に市の職員数は市立病院を除いても６５９人、昨年度の人件費ですが、歳

出予算の１５％にあたる４８億円、１人当たり平均７２８万５千円という金額も関わってくる
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わけでございます。やはり推進体制を当局の、少なくもナンバー２のお立場にある方が、もう

先頭に立ってやるというふうなことも必要ではないかと思います。ご検討いただきたいと思い

ます。 
 それから行政システムの構造改革、すなわち縦割り組織の連携ということで、先ほど市長か

らは連携を進めるというふうな、ご答弁でございました。ですけども具体的に、職員の研修だ

けでこれが進められるのかどうか、甚だ疑問にも思うところでございます。現在の事務作業は

政策秘書課の政策調整担当が専門に当たっているようでございますが、これにつきましても庁

内のナンバー２、ナンバー３クラスの方が率先・垂範して、その任に当たるべき、それが職責

ではないかというふうに考えられます。このへんもどなたが率先・垂範するのか、お伺いいた

します。 
 それから、もう１つ。指定管理施設の運営調査、収支分析、改善指導、この一元化でござい

ますが、これはやるというお返事をいただきました。速やかに配置すべき、来年度からではな

くて、できる限りモニタリング制度と併せまして、速やかに準備に入っていただきたいと思い

ます。これは要望でございます。 
 終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 総務部長。 

〇総務部長（柴井英記君） 
 先ほどの事業推進にかかる体系、縦割り体系うんぬんということでございますが、やはり今、

国の事業におきましても提案型というような、メニュー化から提案型というような方向になっ

てございます。やはり１つの事業を起こす場合、政策を立案するにも、やはり１つの部局では

できないという状況でございます。先ほどの部長会議をはじめ、いろんな場面で命令系統を伝

えながら、各般にわたる施策につきましては、部局を超えての対応ということで、市長以下、

そのように取り組んでいる状況でございますので、よろしくお願いしたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 以上で１０番議員、植松一雄君の一般質問を終わります。 
 次に３４番議員、中村隆一君。 
 中村隆一君。 

〇３４番議員（中村隆一君） 
 はじめに日本共産党北杜市委員会は、４月に北杜市になって３年が過ぎ、毎日の生活がどう

変わったか、また暮らしの問題で困っていること、市政への要望など率直な声をお伺いしよう

と、市民アンケートを実施しました。７００人を超える市民から切実な願い、怒りの声が寄せ

られました。寄せられた切実な願い、怒りの声を代表して質問いたします。 
 質問の第１は、政府与党の緊急総合対策および後期高齢者医療制度についてです。 
 暮らしをめぐっては、多くの人が貧困と格差を実感する世の中になりました。原油高、物価

高にも悩まされています。ここまで生活が苦しくなったのは、政治の責任です。小泉、安倍、

福田政権が進めてきた構造改革では、大企業を強くすれば日本経済もよくなるとして、財界、

大企業をとことん応援し、国民には増税や社会保障の負担増、給付減を押し付けました。収入
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減、負担増、物価高の三重苦の中で、市民の暮らしが非常事態となっています。暮らしが苦し

くなったと、６７％の人が市民アンケートに答えています。 
 政府が８月２９日に緊急総合対策なるものをつくりましたが、定額減税といいながら、１年

限りの減税に留めるなど、国民の暮らしの大変さからすれば不十分な内容で、焼け石に水、選

挙目当てとマスコミにも見透かされていました。今、地方自治体に求められているのは、この

住民の暮らしをしっかり守る、その役割を果たすことではないかと私は考えます。市長の見解

を求めます。 
 また、後期高齢者医療制度は７５歳という年齢を重ねただけで、国民健康保険や健康保険か

ら脱退させられ、後期高齢者医療制度に強制的に加入させられ、保険料は年金から天引きされ、

２年ごとに値上げされる仕組みになっています。受けられる医療は、別建ての診療報酬で差別

され、検診も制限されるということが明らかになり、年寄りは早く死ねということかという怒

りが全国で燃え上がっています。ここ北杜市でも後期高齢者医療制度を中止せよと、７３％の

人が怒りの声を寄せています。高齢者の命と健康、人間としての尊厳を守るため、後期高齢者

医療制度は、運用改善や見直しで済ませるものではなく廃止するしかありません。市長は、国

に意見をあげるべきだと思います。市長の見解を求めます。 
 質問の第２は、市民の暮らしを守る緊急対策についてです。 
 イとして、公共料金値上げ問題についてです。 
 １．２００６年度に合併後、国保税を統一料金に改定しました。このとき１８％の値上げ、

市民１人当たり１万２千円もの値上げがあり、市民の暮らしを圧迫しています。高くて払いた

くても払えない国保税、市民の７４％が国保税の負担が重いと答えています。国保税、引き下

げを求めます。市長の見解を求めます。 
 ２．２０１０年度には、水道料金の統一が検討されています。大幅な料金値上げが予想され

ますが、値上げはすべきではありません。市長の見解を求めます。 
 ロ、雇用促進住宅の廃止問題についてです。 
 政府が雇用促進住宅を全廃し、居住者を追い出そうとしている問題で、私は７月２５日に日

本共産党国会議員とともに、住んでいる人の権利を守れと政府交渉に参加してきました。突然、

出て行けといわれても困る。説明もなく、あまりに一方的だ。長年ここに住んできた。今さら

どこに行けばいいのか、困惑している。引っ越しには敷金もいる、そんな余裕はないなど入居

者から寄せられた驚きや怒りの声を紹介し、１つ．入居者の理解を得ないまま、一方的に行わ

れた住宅廃止決定を白紙に戻すこと。２つ．入居者の声を十分に聞き、事情もよく理解した上

で、一方通行でなく時間をかけた話し合いを行い、仮にも住宅の廃止、入居者退去を強行する

ことのないようにすることの２点を要望してきました。 
 その後、政府との交渉は７月、８月に８回行い、政府は強制退去をさせないと回答しました。

機構は説明会開催後に契約終了の通告をしていましたが、これも８月から中断させました。退

去期限も１年延期となり、今後、全国７８４すべての住宅で、説明会を開くまでは契約終了の

通告をしないことになりました。政府のこの方針変更は、何より退去要求に大義名分がないこ

とが根本にあります。政府の計画は２００７年６月の閣議決定、規制改革推進のための３カ年

計画に基づいて、２１年までに雇用促進住宅を民間や地方自治体に譲渡、または更地にして売

却・廃止しようとするもので、北杜市では須玉６８戸、長坂６２戸、武川３６戸、小淵沢５０戸、

５月現在の入居戸数となっています。 
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 北杜市民である入居者の生活と居住権を守る立場から、市としての積極的な対応を求めて、

次の諸点について、市長に見解を求めます。 
 入居者の理解を得ない、一方的な住宅廃止決定を白紙に戻すことを国に申し入れることを求

めます。 
 ワーキングプアと呼ばれる人たちをはじめ、低賃金等によりアパートなど住居を確保できな

いという人たちの住宅対策の一環として、耐震補強など大規模修繕を前提にした雇用促進住宅

の新たな活用方法を早急に検討することを求めます。 
 ハ、北杜市小規模工事等登録制度の創設を求めることについてです。 
 この制度は、北杜市が発注する公共施設および出先機関等の小規模な工事や修繕のうち、小

額で内容が簡易なものについて、受注を希望する方を登録し、市内の小規模業者が直接工事を

受注できるようにするものです。景気が低迷している今日、市内の小規模業者から地域経済の

循環をと、この制度創設要望の声が寄せられています。 
 北杜市の小規模業者の経営を守る立場から、市として小規模工事等登録制度の創設を求めま

す。市長の見解を求めます。 
 ニ、市民の足確保のためにデマンド交通、シャトルバスの運行を求めます。 

〇議長（小澤寛君） 
 残時間４６秒。 

〇３４番議員（中村隆一君） 
 １．市民の足を確保するには大型のバスではなく、必要なときにすぐ対応できる小型の車で、

デマンドシステムを導入ことが肝要である。導入の見通しについて、市長の見解を求めます。 
 ２．市が行う催しものや他の町の催しものを開催するとき、高齢者や足のない市民が市民バ

スを乗り継いで、参加することは大変です。そこで足のない人でも参加できるように、シャト

ルバスの運行を主催者は考えてほしいとの声があります。市長の見解を求めて、質問を終わり

ます。 
〇議長（小澤寛君） 

 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 中村隆一議員のご質問にお答えいたします。 
 政府・与党の緊急総合対策および後期高齢者医療制度について、いくつかご質問をいただい

ております。 
 まず、国の緊急総合対策についてであります。 
 世界的な穀物価格や原油価格の高騰による、国内の燃料や生産資材価格の高騰などに対応す

るため、政府は安心実現のための緊急総合対策を打ち出したところであります。中小企業の資

金繰り支援、高速道路料金の引き下げ、燃料負担の大きい運送業への支援などが、その内容で

ありますが、その多くは次の臨時国会での補正予算で手当されておりますので、国の動向を注

視してまいりたいと考えております。 
 次に、後期高齢者医療制度についてであります。 
 今年４月からスタートした後期高齢者医療制度は保険証の未着、年金からの天引きなどに対

する問い合わせや批判が相次ぎ、全国的に混乱が生じたことから、国では５月１４日、全国各
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広域連合および都道府県を対象に全国会議を開催し、情報交換を行いました。山梨県後期高齢

者医療広域連合でも、寄せられた批判や意見などを全国会議において報告しております。また

全国市長会議において、後期高齢者医療制度等の円滑な運営について要請する決議が行われま

した。このことを受け、政府与党ではプロジェクトチームを立ち上げ、制度運用面の改善を検

討し、高齢者医療の円滑な運営のための負担軽減等についての処置を講ずるため、制度の一部

見直しが行われたところであります。 
 具体的な内容については、ご存じのとおり、平成２０年度における当面の対策として、低所

得者の保険料軽減割合の拡大と保険料の年金からの徴収を、被保険者からの申し出により普通

徴収に納付方法を変更することが可能となりました。これらの改善策についての周知は、７月

末に被保険者の方に広域連合からダイレクトメールが送付されており、本市においては広報ほ

くと８号でお知らせいたしました。また、制度スタート当初から後期高齢者の方も７４歳以下

の方々と同様に医療の制限はなく、健診についても今までと同様に受けられます。 
 なお、平成２１年度以降につきましては、具体的な基準等はまだ示されていませんが、低所

得者の保険料軽減などの措置を、引き続き実施される予定であります。 
 このように制度施行状況等をふまえ、高齢者のおかれている状況に配慮した措置が講じられ

ておりますが、今後さらに検討すべき課題等もありますので、引き続き国において検討される

状況であります。 
 後期高齢者医療制度は、今後ますます高齢化が進み、増大する高齢者の医療費を税金で５割、

若い世代の保険料で４割、７５歳以上の高齢者が１割を負担していただくという、国民みんな

で支える仕組みとなっています。将来にわたり国民皆保険を維持するため、また高齢者の方々

の医療を守っていくためにも必要な制度であると考えておりますので、その動向を見守るとと

もに、運用面の改善などについて、山梨県後期高齢者医療広域連合を通じ、国に対し強く要望

してまいります。 
 次に市民の暮らしを守る緊急対策について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に国民健康保険税についてでありますが、すでにご承知のとおり、北杜市は旧町村ごと

に不均一であった国民健康保険税の税率を平成１８年度に改定・統一し、国保財政の健全化を

図ってまいりました。その結果、国保会計の財政状況は改善し、国保税の税率も平成１９年度

は据え置き、本年度も後期高齢者支援金分が新たに設置されたにもかかわらず、実質的には据

え置くことができたところであります。 
 本市の平成１８年度の国保税の調定額は１人当たり７万５，３７３円、１世帯当たりでは

１４万６，９９５円であり、県内１３市の中ではいずれも低いほうから３番目となっており、

決して高いレベルではありません。平成１９年度については、現時点では県の集計が終了して

おりませんが、１人当たりおよび１世帯当たりの調定額は、平成１８年度と同程度となってい

ることから、引き続き県内では低い国保税になっていると考えております。また、税率の改定

については制度改正の影響、国保会計の状況等を勘案しながら、慎重に取り組むべきものであ

ると考えております。 
 次に、水道料金統一に向けた審議経過の情報開示についてであります。 
 ６月の市議会定例会において、平成２２年４月から新料金とすることが望ましいとの考えを

お示ししたところであります。現在、北杜市簡易水道運営委員会において、水道料金統一に向

けた料金改定について審議されております。この委員会は北杜市審議会等会議の公開に関する
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要綱に基づき会議を公開し、かつ開催された同委員会の議事録の要約について、北杜市ホーム

ページに掲載し、市民にお知らせしているところであります。 
 審議内容の透明性を図ることは重要であると考えておりますので、今後も委員会の議事内容、

簡易水道事業特別会計の状況など、改定の必要性を市民に分かりやすく情報開示してまいりま

す。 
 次に雇用促進住宅について、いくつかご質問いただいております。 
 最初に、雇用促進住宅廃止の白紙撤回についての申し入れについてであります。 
 雇用促進住宅は、その管理全般を独立行政法人 雇用・能力開発機構が運営しており、管理

は財団法人 雇用振興協会に委託しております。この住宅は全国に１，５３２団地、３，８３８棟、

１４万１，７２２戸、約３５万人が居住しています。市内には雇用促進住宅が５団地あり、そ

のうち４団地、７棟、２１６戸、５２６人が居住する須玉町、長坂町、小淵沢町、武川町の雇

用促進住宅を平成２４年３月末日までに廃止することが決定されております。 
 そこで過日、地元代表区長、地域委員会会長および市企業交流会正副会長のそれぞれの皆さ

んにお集まりいただき、意見交換会を開催したところ、全員が購入することに賛成であり、早

期に購入すべきであるとのご意見をいただきました。また、庁内検討委員会を開催して検討し

た結果、退去を迫られている入居者の生活を確保し、少子高齢化を食い止めるべきということ

から、雇用促進住宅５団地すべてを一括購入する方向で、雇用・能力開発機構と協議してまい

りたいと考えております。市民生活を守るということは、市政推進の基本でありますので、ご

理解をいただきたいと思います。 
 次に耐震補強など、大規模修繕を前提にした雇用促進住宅の新たな活用についてであります。 
 公営住宅は公営住宅法に基づき、健康で文化的な生活を営むに足りる住宅を整備し、住宅に

困窮する低所得者に対して、低廉な家賃で住宅を供給することを目的としております。このう

ち公営住宅は北杜市内で４４団地、９９４戸のうち８３２戸が公営住宅法による低所得者対象

の住宅として使用されておりますので、購入後の雇用促進住宅が現在の入居者と同様に、雇用

を促進するための市営住宅としての活用をしたいと考えております。また、雇用促進住宅の耐

震補強、大規模修繕については昭和５６年の新耐震設計法に基づき建設された住宅であり、統

一された設計および構造でありますので、耐震補強や大規模修繕は必要ないと考えております。 
 次に、小規模工事等登録制度についてであります。 
 本市では随意契約が可能な小規模工事や修繕、物品購入などについては、入札参加資格者名

簿の登録を条件としていませんので、登録のない業者との契約が可能であります。さらに、こ

れらの契約については、市内の業者からも見積もりを徴収することを原則とするよう指導して

おりますので、市内の小規模業者の契約の機会は十分に確保されていると考えております。 
 次に、デマンド交通の導入についてであります。 
 デマンド交通などを含め、地域の公共交通について、地域の創意工夫ある自主的な取り組み

を支援する国土交通省の地域公共交通活性化・再生総合事業を取り入れるため、北杜市地域公

共交通活性化協議会を８月２５日、設立いたしました。この協議会は地域住民、公共交通事業

者、道路管理者、公安委員会等の代表者からなる法定協議会で、地域住民がみずから考え、調

査・研究する中で、支え合いの地域公共交通体系を目指すものであります。 
 今後、市民バスの現況と課題の把握調査等を行い、効率性・経済性等の面からも検証等を行

い、デマンド交通システムの研究を含め、北杜市の地域公共交通体系の確立に向けた検討と、
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その実証運行可能な成果が得られるよう、取り組んでまいりたいと考えております。 
 次に市が行うイベント開催時の高齢者や交通手段のない市民のための、シャトルバスの運行

についてであります。 
 市と市社会福祉協議会の共催により、毎年開催しております北杜市健康福祉大会におきまし

ては、参加対象者が高齢者であることから、各町ごとに各地区を巡回するバスを運行している

ところですが、市が行うイベント等については開催目的、対象者、開催場所等は同一のイベン

ト等でありましても、開催場所は毎年固定しているものではありません。 
 このようなことから、シャトルバス等の運行については、イベント等の内容により参加者の

利便性の向上等について、総合的に検討して対応してまいりたいと思っております。 
 いずれにしましても、議員ご指摘のとおり、市民の足を確保するという問題は、北杜市にとっ

て大きな課題であり重要なことでありますので、意を注いでいきたいと思っております。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 以上で３４番議員、中村隆一君の一般質問を終わります。 
 次に北杜クラブ、１５番議員、利根川昇君。 
 利根川昇君。 

〇１５番議員（利根川昇君） 
 今回は、東清里地区の道路整備について伺います。 
 １、市道浅川線についてです。 
 大門川にかかる橋の工事が現在、橋梁ができ上がりました。今後の工事の進捗の予定と完成

の予定を伺いたいと思います。 
 申し上げたいことは、この橋から浅川地内に入る、市道浅川線のヘアピンカーブ解消につい

てです。 
 基本図面により地元説明会が開催され、地権者の了解がほぼ、いただけているような状況に

なってまいりました。このような状況の中で、国とか県の採択の状況と進捗の状況を市民にお

知らせください。 
 ２つ目、県道日影田橋からの市道上の原線についてですが、ここも日影田橋が仮橋を使い本

工事に入っております。これも、県の工事の予定を市民にお伝えいただきたいと思います。 
 この橋から東原地区へ至る、日影田橋上の原線の改修について。 
 この間、約３００メートルの、急で狭いこの道路は大型バスも入れず、法面もすでに崩れそ

うな状況です。この改修は、地元にとって永年にわたる強い念願であります。こちらもこのほ

ど地権者の了解が、ほぼいただけるような状況になってきました。つい先月、地区の要望書も

出ているはずです。地元の強い要望に対して、改修は可能でしょうか。これにつきましては、

今、永原地区の圃場整備の関係も話が進んでおります。しかし、大型バスも崩れることを心配

して入っているような状況で、工事の車とかそういったものも入れるのかということも、地元

でも心配しております。まして、この地区は、最近は農業体験ということで、中高学生がたく

さん入ってくるようになっております。防災の面から大変、心配な部分もございます。 
 ３番、この道路の続き、上の原平沢線について。 
 過去から永年にわたり、樫山地区と長野県平沢地区とは密接な交流があり、この道路の整備
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は地元の強い要望があります。もちろん長野県分は、そちらで要望していただきたいわけです

けども、この道路の改修に向けて、市の対応を伺います。 
〇議長（小澤寛君） 

 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 利根川昇議員のご質問にお答えいたします。 
 高根町東清里地区の道路整備について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に市道浅川線の今後の予定についてでありますが、大門川にかかる橋梁整備は平成

１８年度に着手し、今年度は橋梁の上部工と取り付け工事を発注して、平成２１年３月までに

完成する予定であります。 
 次に市道浅川線のヘアピンカーブ解消の採択状況についてでありますが、橋梁から浅川地区

までの道路整備計画は、概略設計をもとに地区役員および地権者への説明会を開催し、おおむ

ね用地の了解をいただきましたので、平成２１年度の国庫補助事業として、国に要望している

ところであります。 
 次に県道清里須玉線の日影田橋の完成予定についてでありますが、日影田橋は現在、橋梁の

架設中であり、今後、橋梁取り付け工事を行って、平成２１年３月に完成予定と聞いておりま

す。 
 次に市道日影田橋上の原線の改修についてでありますが、県道清里須玉線の日影田橋から樫

山東原地区までの約３００メートルは狭隘で勾配もあり、冬期には路面が凍結し、通行に大変

苦慮している状況は伺っております。また、今年の集中豪雨で路肩が危険な状態になり、応急

的な対応をしてまいりましたが、本路線は東原地区にとって重要な生活路線でありますので、

地区の要望および、今のご質問ですと地権者理解も得られそうでありますので、実施してまい

りたいと考えております。 
 次に市道上の原平沢線の整備についてでありますが、本路線は樫山東原地区から長野県南佐

久郡南牧村平沢地区に至る道路で、地区住民の交流は古くから盛んな道路でありますが、整備

を行うには、地区の要望や地権者の同意の状況を見ながら、検討してまいりたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 利根川昇君、再質問を許します。 

〇１５番議員（利根川昇君） 
 再質問させていただきます。もう少し地区の状況をお知らせして、再質問といたします。 
 まず２番目の東原へ上がる線ですけども、何年か前に崩れまして、現実、あの部落が孤立に

なったこともございます。その点で防災面から、非常に地区住民が心配しております。そのへ

んを十分にご考慮ください。 
 ３つ目の上の原平沢線でありますが、昔からお嫁にいったり、お嫁にきたりという、婚姻関

係の本当に深く付き合っている場所でございます。平沢地区とは。そして今現在でも、１５年

ほど前から、町の時代から高根町消防団、要するに９部、１０部の関係と、平沢部落とは消防

の関係でも毎年協定を取り交わして、交流をして、現実、私がやっている２０数年の間にも、
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私も二度ほど、出動したことがございます。そんな協定の中で、古くから特別なお付き合いを

している部落でございます。そんなことを、ぜひ頭にお含みいただきたくて、要望いたします。

よろしくお願いします。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 要望事項ですので、答弁はいりませんね。 
 （はい。の声） 
 利根川昇君の質問が終わりました。 
 関連質問を許します。 
 （ な し ） 
 関連質問がないようですので、以上で利根川昇君の一般質問を終わります。 
 次に、宮坂清君の一般質問を許します。 
 宮坂清君。 

〇１７番議員（宮坂清君） 
 最近、各地で諸問題が発生しているように思われますので、身近な地域自治の現状と市の対

応について、いくつかお伺いいたします。 
 １つ目として、行政区の加入状況であります。 
 行政区の加入は地域一体感で和をもって、まちづくりを推進していくために必要なことであ

りますが、現状は北杜市全体では加入者は７５．７５％、約４分の１が未加入であります。ま

た、各町の格差は高いところでは９０％強。低いところは５５．２７％と３５％もの差もあり

ます。この加入率では地域一体感の推進ができず、地域自治に支障を来たすように思われます。

加入の選択は個々の自由でありますが、地域のつながりを持っていない人たちは、ときにして

災害弱者になるおそれがあるとも言われております。また地域の環境行政には、不公平感も感

じられます。 
 以下、４点について伺います。 
 １つとして、各町の格差はなぜ、こんなにあるのか。 
 ２つ目として、未加入者には行政はどのように対応し対処しているのか。対応の仕方では、

今後、未加入世帯が増える可能性もあると思われますが、加入促進にどのような施策を行って

いるのか。 
 ３つ目といたしまして、先の防災訓練時の未加入者への対応は、どのようにしたのか。また、

未加入者の生活状況把握と災害時の対応は、どのように考えているのか。 
 ４つ目といたしまして、地区未加入者の場合、ゴミの搬出対応は各町の支所で行っていると

聞いております。地区加入者はゴミステーション建設時に地元負担をしているが、未加入者に

はその負担はないのに不公平感もある。その解消のためにも未加入者に理解を促し、加入促進

に行政の指導力を発揮してほしいと思います。 
 大きな２つ目といたしまして、学校敷地内の環境整備の実態について。 
 地域のことは地域の責任において実施する、地域は地域で守る、自分たちでできることは地

域の協力をもって行うことが重要であると考えますが、現状について伺います。 
 １つとして、北杜市の小中学校の環境整備作業は誰が計画し、その作業は誰が実施すべきか。

また、費用はどこが負担しているのか。 
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 ２つ目といたしまして、市内の小中学校の実態と現状はどのようであるか、伺います。 
 大きな３つ目といたしまして、地域委員会についてであります。 
 ８月１７日の朝日新聞の記事の大見出しに、「根付く住民自治組織 市議会よりも存在感」と

いう見出しで、行政の手の届きにくい地域では住民自治を活性化させる必要があるというよう

なこと。また一方では、機能せず廃止の例もということで、県内の甲州市が合併後５年で、今

年の３月に廃止、このことは山日の４月１８日の新聞にも掲載されているところであります。 
 北杜市の地域委員会は合併特例法の規定に基づき設置され、合併した地域に議員数が減少し、

住民の声が行政に届きにくい、地域の個性や特色をなくさないためと、地方分権で地域のこと

は地域で決める、地域住民による地域自治組織の仕組みであり、地域委員会は地域審議会の機

能を備え、市長の諮問を答申する機能と、主体的にみずから市長に建議する機能に新市建設計

画の変更を監視する機能の３つを備えた委員会であり、議会や議員の権限を侵さない範囲で地

域住民の声を行政に反映する仕組みを有するものとされている、重要な委員会であります。 
 以下２点について、お考えをお伺いいたします。 
 １つとして、委員会の現状の仕事は、行政で実施しにくい地域の特色あるイベント活動や伝

統的事業への予算配分など、小さな行政の幅広い事業への協力のようでありますが、４年が過

ぎ議員定数も２２人と半減することから、今後の地区繁栄のために内容の見直しが必要な時期

がきていると思いますが、お考えを伺います。 
 ２つ目として、イベントの見直しについてでありますが、イベントの見直しについては検討

していると聞いておりますが、住民にとって癒しのイベントとされているものとを整理するこ

とは大変、難しい選択と思われますが、現在の進捗状況を伺います。 
 質問は以上であります。答弁をよろしくお願いいたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 宮坂清議員のご質問にお答えします。 
 身近な地域自治の現状と市の対応について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に各町の格差についてでありますが、新たに転入された方、居住地が別荘地内の方など

は行政区の慣習に溶け込めない、また地域住民との煩わしさから逃れたい、住民票はあるが生

活スタイルの違いから行政区に加入しないなど、さまざまな理由により行政区への加入が進ま

ないのが現状です。これらの傾向は多くの別荘地を有している八ヶ岳南麓、甲斐駒ヶ岳地域で

著しく加入率が低い傾向にあります。 
 次に未加入者への対応につきましては、転入時に行政区に加入した場合のメリットや市から

の行政情報の提供など、各種サービスの提供を説明して加入を進めているところであります。

また１世帯当たり、年間１，７００円を交付する事務取扱交付金制度を設けており、地域の方々

からも行政区への加入を働きかけていただいております。地方分権が進み、行政を取り巻く環

境が厳しさを増す中、行政と地域との連携によるまちづくりを推進することが重要であります

ので、今後一層、行政区への加入につきまして、働きかけてまいります。 
 次に防災訓練時の未加入者への対応についてですが、訓練の実施につきましては、広報紙や

市のホームページ、防災行政無線、メール発信システムなどを通して、市民に周知させていた
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だき、北杜市総合防災訓練を須玉中学校校庭において実施したところですが、各地域でも各総

合支所を中心に行政区や消防団の協力により、訓練が実施されました。 
 災害時の対応は行政だけの働きかけだけではなく、住民が一人ひとり、自分の生命・財産は

自分で守る、また隣近所と助け合うという精神を基本に個人、地域、行政の連携、いわゆる自

助・共助・公助によって、災害に強いまちづくりが実現できるものと考えております。未加入

者には、防災面からも行政区への加入のメリットがあることをご理解いただけるよう啓発し、

加入を呼びかけてまいりたいと考えております。 
 次に生活状況の把握につきましては、個人のプライバシーの問題もありますので、市ですべ

ての状況を把握することはできません。しかし、高齢者や身体に障害を持たれている方など、

災害弱者対策としましては、災害の発生時に要援護者のリストをもとに、迅速に応急に当たら

なければなりません。市では本年度、災害時要援護者支援対策マニュアルの作成に取り組んで

いるところであり、併せて要援護者台帳の整備も進めてまいります。 
 次に、地区未加入者のゴミの搬出についてであります。 
 本市では北杜市一般廃棄物処理基本計画に基づき、市が拠点回収を行うゴミステーションに

ついては、各地区で設置・管理することを基本とし、ゴミステーションを建設する際には、各

行政区ごとに、ゴミおよび資源物収集所施設設置補助金を交付しております。新しく北杜市に

転入された場合、その都度、各総合支所でスムーズなゴミ収集のために行政区への加入のお願

いをしているところでありますが、理解が得られない方や行政区から離れた場所に住居を建設

する方のために、やむを得ず、各総合支所を地区未加入者のゴミ搬出場所としております。 
 この場合、地区未加入者にはゴミステーション建設負担金はありませんが、今回、不公平感

があるとのご指摘もあり、今後より効率的で適切な収集体制を構築していくためにも、できる

だけ行政区へ加入していただけますよう、お願いをしてまいりたいと考えております。 
 今後も行政区と協力しながら、未加入世帯解消に取り組んでまいりたいと考えておりますの

で、議員各位にもご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 
 次に地域委員会の内容の見直しについてであります。 
 地域委員会は合併により議員数が減少することにより、住民の声が行政に届きにくくなると

の懸念を払拭するため、地域住民の声を行政に反映しやすくするとともに、市としての一体性

を保ちつつ、８町が培ってきた特色や個性を生かして地域の活性化を図るために、合併時に設

置されたものであります。議員定数が削減される今後においては、地域の皆さんの知恵の創造

の場として、地域住民の声を行政に届ける地域自治組織として、より重要な役割を地域委員会

には担っていただきたいと考えております。 
 次にイベントの見直しについてであります。 
 平成１８年度に各地域委員会正副会長会議において検討がなされ、平成１９年度、２０年度

の２年間は、現状のまま実施すること。その後、新たな環境で再検討を行うことが決定され、

市に報告をいただいております。このことから、本年２月、各地域委員会正副会長会議に出席

をいただく中で、「これからの地域イベントについて考える」と題して、山梨大学の向山客員教

授を迎え、課題等の把握および評価方法などについての研修会を行ったところであります。 
 今後は地域委員会連絡協議会において、市民アンケート調査などを通して、イベント等の総

合的な評価を行い、効果的で魅力ある地域イベントづくりに取り組んでいただくよう、お願い

してまいりたいと考えております。 
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 その他については、教育長から答弁いたします。よろしくお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 櫻井教育長。 
〇教育長（櫻井義長君） 

 １７番、宮坂清議員の学校敷地内の環境整備の実態についてのご質問にお答えいたします。 
 最初に、小中学校の環境整備作業についてであります。 
 環境整備作業は、大きく分けて３つの形態があります。１つは児童生徒、教職員で行うもの。

２つ目は業者に依頼して行うもの。３つ目はＰＴＡの行事として行うものです。小中学校では

次年度の教育課程を編成する中に、年間行事計画も同時に立てております。その際、環境整備

作業に関しても、前年度の実態も考慮し、計画の中に組み込んでおります。 
 具体的には、１つ目は児童生徒、教職員で行うことができるものであり、敷地内のゴミ拾い、

石拾い等の日常的な取り組みから、学期末に行われる愛校作業などがこれに当たります。２つ

目は、時期を決めて業者に依頼する樹木の選定や樹木の消毒、浄化槽の清掃等を行っています。

ほかにも日常的に用務員等学校職員による整備も行っております。費用につきましては、学校

予算で対応をしております。３つ目にＰＴＡの行事として行うものです。親子で奉仕活動を行

う機会として、どうしても大人の手を借りないとできない、土手の草刈り等を行っております。

費用はＰＴＡの活動費の中で対応しております。 
 次に市内小中学校ＰＴＡの実態と現状についてであります。 
 市内小中学校のＰＴＡ、環境整備活動の実態については、年間２回の学校が１３校と最も多

く、３回、１回、これが各５校。そして、実施していないのが１校となっております。２回、

３回と行っている学校でも学年割・地区割等で行い、保護者は年１回、出労していただくとこ

ろがほとんどです。時期的には、夏休み前の１学期中と夏休みが終わった８月下旬から９月上

旬に行われ、３回行う学校では３学期にも行っております。 
 実施形態は親のみで行う学校が１５校、親子で行う学校が８校であります。内容は草刈り、

草取り、側溝の泥上げ、校庭砂入れと整地、植木の剪定、遊具のペンキ塗り、照明器具清掃等、

校内の整備を行っております。その他、親子で学校林の下草刈り、伐採を行い、総合的な学習

の授業の一環としている学校が２校あります。 
 学校の環境整備活動等を通して、ＰＴＡ、児童生徒、教職員に愛校精神や奉仕の心を育てる

場としていきたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 再質問ありますか。 
 宮坂清君、再質問を許します。 

〇１７番議員（宮坂清君） 
 再質問をさせていただきます。 
 まず、１点でございますけれども、地域に加入しない人たちのことなんでありますが、各地

区の区長さん等々につきましては、未加入者に対して加入促進も図っているところでございま

すけれども、加入していただけないというようなことで、大変、そのことで苦慮しております。 
 未加入者につきましては、先ほど市長がご答弁いただいた中でございますけれども、それ以
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外に交通安全のこと、それに観光のイベント等、それぞれ地域はボランティアで成り立ってい

るように思います。このことが、未加入者にはあまり分かっていない、ただ地域の人たちと交

わるのが嫌だとか、いろいろなこと、諸問題があると思います。今から、一番最初、市役所に

まいりますので、市役所にはマニュアルがあって、私も見せてもらいました。そういうことで

ありますけれども、地域は地域のボランティアで地域を守っているというようなことの中で、

それぞれ細かい説明もいただいて、加入促進を図っていただきたい、そのように思います。こ

とわざに「郷に入ったら郷に従え」というようなことがありますので、早く地域に馴染んでい

ただいて、防災等のこともよく説明して、加入促進を図っていただきたいと、そのように思い

ます。 
 それと教育長の答弁の中に、素晴らしい未来を見る答弁でございましたけれども、今現状の

中で、ＰＴＡが新しい人たちの中で、先ほど草刈りもやっていただけるというようなことでご

ざいましたけれども、見るに校長先生が夏休みに汗を流して草刈りを３日もしている。また教

頭先生が休み時間を見て、草刈りをしている。用務員さんもほかの仕事があるにもかかわらず、

草刈りでいっぱいというような地域もございます。このようなことは、子どもにとっても、将

来、親の背中を見て育つというようなことがありますように、親たちが環境の美化をしてくれ

たということは、その子どもがまた親になったときには、そのものを実施することが当たり前

だというようになってくると、私は思っております。そういうことが、数が少ないかもしれま

せんけれども、校長先生がやったり、教頭先生がやったり、それこそ数が少ないかもしれませ

んけれども、そのようなことを見受けたときには、教育委員会のほうでもＰＴＡとお話をしな

がら、ぜひ指導していってもらいたいと思います。 
 それと最後に地域委員会のことでありますが、今回から議員の選挙は大選挙区であり、議員

定数も激減いたします。地域による議員の格差も予想されますので、今後、地域委員会がその

ような中で、最も重要な地域委員会であると、私は思っております。このようなことは朝日新

聞の記事の中にも、それぞれ細かいことで、議員さんがなくなったらどうしよう、そのような

こと。また議員さんとかち合った中で、そんなものはいらないというようなこともありますけ

れども、今後の北杜市発展のためには、ぜひ、この地域委員会をもっと活力があるところもあ

りますけれども、より一層の活力になるようにお願いいたしまして、今の中の質問に対しまし

て、若干、答弁をしていただきたいと思いますが、よろしくお願いしたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 先ほど来、ご指摘のとおり、北杜市にとりまして、未加入者の問題は大きな課題になってお

ります。言うまでもなく、地域は、北杜市は和が大切であることはたしかでありますし、市民

みんなで北杜市の地域づくりをしていこうという姿勢が、また大切だと思います。今日まで大

方の組織は、ボランティアで行われておるわけでありますけども、北杜市が好きで転入してき

た方もたくさんいらっしゃるわけであります。だから、ある面で言うならば、行政もそういう

ところへ入ってくる。そして対話を重ねる中で、その転入者のノウハウといいましょうか、エ

ネルギー等々もまた行政に生かしていく必要があると、そんな思いで、そんな一体感の中で未

加入者が少しでも減っていければと思っているところであります。くどいようでありますけど
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も、行政も、そういう意味の未加入者のほうへ心寄せていくと、相互にということも、今の議

論から感じたところであります。 
 あと、地域委員会の問題については、議員ご指摘のとおりであります。先ほども答弁したわ

けでありますけども、地域委員会の趣旨に則って、さらに議員が削減されますので、当面、役

割比重は増すと、そんな思いで行政も対応していきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 教育次長。 

〇教育次長（小林喜文君） 
 宮坂議員さんの再質問でございます。 
 草刈りの件で、親の背中を見て子は育つというようなことで、親もどうだということであり

ます。たしかにＰＴＡは２回やっているところ、１回やっているところ、また１回もやってい

ないところとありますが、ただ１回やっていないところというのは、武川の中学校でございま

す。武川の中学校については、グラウンドについては総合グラウンドを使っております。教育

センターで管理しているということであります。 
 ただ、普段の愛校作業、石を拾ったり、そういった部分については、子どもたちは一生懸命

頑張ってやっているということでございます。 
 また夏休みの期間、校長先生、教頭先生、用務の職員等が草刈り、草を取っているというこ

とですが、当然、大きな部分についてはＰＴＡが頑張ってやっていただいている。その中で、

その間に生えてくる草等については、当然、学校の管理をお願いしている職員も協力をしてい

ただくということが妥当だと思います。この北杜市の敷地内でも、庁舎の職員が草取り等をやっ

ているということでありますので、当然そういった部分については、勤務している人も一緒に

頑張ってやっていただきたいなというように思っております。 
 また、草刈りをしていない学校、委託してやっている学校もございます。ただ、大きな土手

で、危険な状況でございます。その部分については、ＰＴＡの活動費の中から委託をし、草を

刈っていただいているというような中で、あとの片付けについては、やはりＰＴＡの方々が、

ご父兄が出てきて片付けをしていただいているというような状況の中でございます。ぜひ、ご

理解をお願いしたいなというように思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 宮坂清君。 

〇１７番議員（宮坂清君） 
 今後の、いろいろなよき指導をお願いいたしまして、私の質問はこれで終了させていただき

ます。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 
〇議長（小澤寛君） 

 次に関連質問を許します。 
 関連質問はありますか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、これで１７番議員、宮坂清君の一般質問を終わります。 
 ここで暫時休憩といたしまして、昼食の時間をとりたいと思います。 
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 再開は１時４０分といたします。 
休憩 午後 ０時２０分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
再開 午後 １時３９分 

〇議長（小澤寛君） 
 再開します。 
 次に、古屋富藏君の一般質問を許します。 
 古屋富藏君。 

〇２９番議員（古屋富藏君） 
 一般質問をいたします。３問、７項目について質問をいたします。 
 最初に主要地方道、県道北杜八ヶ岳公園線の拡幅改良工事の見通しについて。 
 県道北杜八ヶ岳公園線の一部、西川西詰交差点から五町田交差点までの約７キロ区間の拡幅

改良について、伺います。 
 この道路は幅員が狭く曲がりくねっていて見通しが悪く、大型車がすれ違うことについても

困難な道であります。また、歩道のない道路に児童生徒の通学路があります。住民も区の会議

や無尽会に出席するためにセンターラインのない狭い夜道を、危険を感じながらも道の端を歩

かなければなりません。対向車が来れば、道の端に立ち止まって車が通り過ぎるのを待って、

歩き始めなければならない。幅員が狭く、危険な道路であります。 
 この道路で、私的に車の交通量調査をしてみました。通勤時間帯の朝７時１０分から８時９分

までの１時間の交通量は、上り下り合わせて平均３３４台でした。支援農道の供用開始もあっ

て、高根町時代に比べ、大幅に増加しています。交通量も多く、幅員も狭い県道２８号の、県

道の早急の調査をしていただくことを含め、次の３点について質問いたします。 
 １つ、下黒沢乙坂から西川西詰交差点までの区間の工事が始まりましたが、供用開始時期と

進捗状況について、伺います。 
 次に五町田交差点付近の工事も一部開始されていますが、供用開始時期と進捗状況について。 
 ３つ目、センターラインが引けない幅員の狭い部分の、道路の拡幅改良工事の見通しについ

て。 
 以上の３点について、地域住民が安全で安心して歩ける道路になりますよう、関係当局に強

く要望していただきたいが、市長の所見を伺います。 
 次に、甲川の水辺に親水公園の設置を。 
 かつて遊びの天使といわれた児童生徒は、家の中にこもりゲームやメールに興じていて、屋

外での遊びが少なくなりました。そして大人も時間的余裕がなくなり、釣り糸を垂れて余暇を

ゆっくり過ごす、心の余裕が見られません。こんなときこそ、身のまわりの自然に目を転じ、

自然と触れ合うことが大切になってきます。 
 そこで、私たちの身近な自然の中に川があります。川には水が流れ、水は多くのことを教え

てくれます。川の流れのせせらぎの音は、心を癒してくれます。また、芸術家は川を見て想像

力をかきたて、絵を描き、曲を作ってきました。 
 川や水の機能には、流水機能と親水機能があります。親水機能には情緒的な機能、存在機能、

利用機能があります。特に情緒的機能には心理的、精神的、教育的効果があります。教育的効

果の面では水生動物のすみかや名前、魚やホタルの生息状況等を自分の手や目でしっかり確か
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めることができ、水の力、水の役割なども学習できることが挙げられます。心理的・精神的な

面では、木陰の水辺を散歩することによって気持ちが癒され、元気が回復することが望めます。 
 住んでみたいまちとは、どんなまちですかと政府がアンケートをした結果、水や緑が美しい

自然の多いまちと答えた人が圧倒的に多かったそうです。 
 北杜市は緑も多く自然にも恵まれ、特に最近は下水道が完備したため、川の水が大変きれい

になりました。しかし、川の両岸の木は倒れ、草は伸び、護岸は荒れ放題になっているのが現

状です。そこで甲川の水辺に親水公園の設置をし、川に親しむ環境づくりを提案するものであ

ります。 
 小学校の生活科の学習の狙いには、自然の中で遊び、自然の中から新しい発見が生まれると

あります。しかし、近くに適当な水辺がない学校もあります。そこで、小学校の生活科の教材

として、また、わんぱくで元気な児童生徒の育成の場として、そして幼少の時代のよき思い出

をつくる場所として、この事業はとても大切な事業であります。 
 こんなに効果がある事業でありますが、河川管理は県でありますので、県と協議して、水辺

の親水公園の設置を強く希望しますが、市長の所見を伺います。 
 ３つ目、小学校の外国語活動に対するネイティブスピーカーの採用と学習会について。 
 高根西小学校の公開研究発表の記念講演で、文部科学省の教育課程調査官の菅正隆先生は、

これからの日本の英語教育の流れ、とりわけ小学校の英語教育について、外国語を通して、言

語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育

成を図り、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませるなど、コミュニケーション能力の素

地を養うことが求められていると述べています。 
 小学校の外国語活動は５年生、６年生に年３５時間が新設され、試行期間に入り、２３年度

から完全実施となりますが、研究指定校である高根西小学校では、時間数は少ないものの１年

生から、すでに試行しています。北杜市では、原っぱ教育の理念に沿って、特色ある教育課程

の編成がされています。外国語学習においても、１年生から時間数は少ないが、試行していま

す。 
 そこで、次の３点について伺います。 
 １つ、小学校担当のＡＬＴの１名の採用を。外国語活動の目標に外国語を通して、言語や文

化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図

り、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力の素地を養

うとあります。この目標を達成するためにはネイティブスピーカーであり、また実際的なコミュ

ニケーションを体験させることができるＡＬＴが授業に加わることが、指導の充実を図る上で

欠かすことができません。現在も小学校へＡＬＴは派遣されていますが、そのＡＬＴは中学校

所属であり、小学校に来校できる日数、曜日、時数などが限定され、教育課程をスムーズに運

営することに支障があります。 
 そこで小学校担当のＡＬＴ１名の採用を要望し、現状の中学校のＡＬＴと援助をいただきな

がら、英語教育の実践・充実を図ってはと思うが、市長の所見を伺います。 
 ２つ目、市内の小中学校の先生方に外国語活動の学習会をしては。各小学校でも外国語活動

の学習会はするが、文部科学省、山梨県教育委員会研修指定校として研究発表した学校を拠点

として、教師の外国語の素地を高めるために、夏季、冬季の長期休業中に学年ごとに分かれて

１回程度、ＡＬＴを講師にしながら、外国語を話すこと、聞くことの学習会を持ち、語学力向
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上を図ってはどうかと思いますが、市長の所見を伺います。 
 ３つ目はホームステイ・海外派遣事業についてでありますが、中学校の外国語活動のあり方

として、外国語を通して言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろ

うとする態度の育成を図るとあります。本市では、国際交流で中学生を対象にしたホームステ

イ事業や海外派遣事業が行われています。そこでホームステイの増員について、伺います。増

員には、外国の家庭の受け入れ態勢の問題もあります。しかし、以前はホームステイを希望す

る生徒が多く、抽選で決めたこともあります。ホームステイの採用人数が多くなると、希望者

が多くなると思います。外国の文化に触れることは、人間を大きくします。そして交流を経験

した先輩たちは、国内外で活躍をしています。この事業をより発展させるため、ホームステイ

事業を多くしてはと思いますが、市長の所見を伺い、質問を終わります。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 古屋富藏議員のご質問にお答えいたします。 
 主要地方道、北杜八ヶ岳公園線の拡幅改良工事について、いくつかご質問をいただいており

ます。 
 最初に下黒沢乙坂から西川西詰交差点の状況についてでありますが、現在は北の杜聖苑入り

口付近の工事は完成し、本年度の施工個所は高根町側を拡幅改良する予定であります。進捗状

況は用地買収が約９６％、改良工事が約１２％完成しており、供用開始時期は現在のところ平

成２３年度の計画で、県は進めていると聞いております。また市も早期供用開始に向け、西川

西詰交差点側からの施工を県に要望しているところであります。 
 次に高根町五町田交差点付近の状況についてでありますが、この交差点改良事業には、雇用

促進住宅から交差点を過ぎ、祥雲寺までの区間と主要地方道、長坂高根線の甲大橋までが計画

に含まれており、本年度には甲大橋の架け替えを実施する予定であります。進捗状況は用地買

収が約９７％、改良工事が約３０％完成しており、供用開始時期は平成２３年度の予定と聞い

ております。しかし、公共事業は財政状況が厳しいため、計画どおり進捗していないのが実情

であり、そのため完成年度には影響が出ると思われます。 
 次にセンターラインのない、幅員の狭い部分の拡幅改良工事についてでありますが、現在の

ところ、乙坂と五町田交差点を除いた個所の拡幅計画はありませんが、現在の施工個所の整備

が完了することにより、今後は交通量の増加が予想されます。幅員の狭い個所をセンターライ

ンの入った道路に拡幅する場合は、車道幅員で７メートル必要としますので、地域の要望をい

ただきながら、安全で安心な生活環境を確保するために、県に拡幅要望してまいりたいと考え

ております。 
 次に、甲川の水辺の親水公園設置についてであります。 
 市内の河川状況を見ますと、古屋議員のご指摘のとおり、河川敷に雑草が繁茂し、荒れ放題

になっているのが多く見受けられます。現在、市内にある親水公園は武川町のフレンドパーク

武川、須玉町塩川ののろしの里ほか４カ所設置されており、夏場には子どもたちが自然の中で

水と親しめる場所となっております。古屋議員の住む東側の甲川にも、小さいながら親水公園

らしきものがありまして、大変、親しまれていることは承知もいたしています。 
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 最近の河川改修に伴う国の採択基準は、現状の河川を生かした潤いのある水辺と自然を守り、

災害に強い河川整備を推進する方向へと変わってきています。７月に開催した日本一の名水の

里シンポジウムの基調講演で、江戸川大学総合福祉専門学校の惠校長が水を使い、遊ぶことを

通じて水の大切さ、水の保全の担い手となる水辺で元気に遊ぶ子ども、「ミズガキ」が少なくなっ

たと話されていました。 
 名水の里の守り方を次世代に継続して伝えるためにも、また原っぱ教育を推進する北杜市に

とっても小学校の生徒が水と親しみ、観察、学習をする場や癒しの場を、今後とも積極的に保

全し整備していただけるよう、市も地域からの要望や地権者の同意をいただく中で、北杜市と

しても考えていきますが、河川管理者である県にも強く要望してまいりたいと思っております。 
 その他につきましては、教育長からご答弁いたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 櫻井教育長。 

〇教育長（櫻井義長君） 
 ２９番議員、古屋富藏議員の小学校、外国語活動に対するネイティブスピーカーの採用と学

習会についてのご質問にお答えいたします。 
 最初に小学校担当のＡＬＴ、いわゆる英語指導助手の１名の採用についてであります。 
 学習指導要領の改定で、新しく導入される外国語活動の授業は５年生、６年生を対象に実施

され、学級担任を中心に教職員が行うことになります。そこで、国では指導に支障を来たさな

いよう、英語ノート、音声教材、ＣＤおよびデジタル教材等を作成し、各校に配布することに

なっています。また指導体制充実のために、ネイティブスピーカーの活用に努めることも謳わ

れております。 
 古屋議員のご指摘のとおり、ＴＴ、いわゆる補助教諭としてＡＬＴが授業に関わることは、

指導体制の充実のために大きな要因となることは、間違いありません。これまでも、各校は国

際理解教育の一環として、年間１５時間前後、ＡＬＴを入れたＴＴ形式で英語に親しんできま

した。市では、これを英語活動に振り替え、さらに充実させていきたいと考えております。 
 そこで、外国語活動の教育課程への配当時間について、２３年度本格実施に向け、校長会に

おいて検討を行い、原則として２１年度、２０時間程度。２２年度は３０時間程度。そして、

本格実施の２３年度には３５時間と、段階的に実施を行っていくことにしました。現在の体制

で、ＡＬＴが１５時間前後、授業に関わることができますので、その他の時間については外国

語に堪能な地域の方々の協力を得て、行いたいと考えております。 
 次に、市内の小学校教員に外国語活動の学習会についてであります。 
 県教育委員会では、小学校における英語活動を適切に指導できる教員を養成するため、すべ

ての小学校教諭を対象に、各小学校で校内研修を実施する体制を整えることにしました。平成

２０年度において、すでに研修の中核となる指導教員を各校１名選出し、県教育委員会が主催

する研修に参加しております。そして、この教員が各校の指導者となり、すべての教員を対象

に校内研修を実施することになっております。 
 次にホームステイ・海外派遣事業についてであります。 
 北杜市では、中学生の海外派遣交流事業として、姉妹都市、米国ケンタッキー州マディソン

郡、韓国の抱川市、ならびに友好関係にあるカナダのアルバータ州の３カ国と交流事業を実施

しております。合併以前からホームステイ事業は実施されており、現在、市内９つの中学校の
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生徒を対象に、それぞれの事業において、２０人以内で受け入れ側の人数に応じ募集しており、

総人数が６０名規模となっております。ホームステイの人数の増員でありますが、相手国の受

け入れ態勢の課題や人的・金銭的、派遣生徒の心のケア等から、現在、現状維持の２０名ぐら

いが望ましいと考えております。 
 北杜市が実施している３カ国とのホームステイ事業は、多くの生徒を派遣、受け入れをして

おり、県内では最大規模であります。全国においても海外派遣交流事業としては、誇れる内容

の国際交流を実施していると考えております。また昨年、カナダの交流事業に参加した生徒２名、

これは北杜高校の１年生ですが、８月からカナダ、アルバータ州に留学しており、将来、郷土、

ふるさと北杜市を代表する国際社会への理解を推進する一員として、活躍が期待されるところ

であります。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 古屋富藏君の再質問を許します。 

〇２９番議員（古屋富藏君） 
 八ヶ岳公園線の件でございますけれども、大変いいお返事をいただいたわけでありますが、

建設部長にお伺いいたしますが、火葬場の南に曲がり角があるんですが、あの曲がり角に溝蓋

をかけてくれると、大変に広くなって使いやすいわけでありますが、あそこの溝に脱輪をする

という車が、かなり多くあります。特に冬場になりますと、すべって脱輪をするというような

ことがありますので、ぜひ、そのへんについて、県道ですから、県に言わなければいけないこ

とだと思いますけれども、何か対策があったらありがたいなということが１点であります。そ

の点について、ご答弁をお願いしたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 建設部長。 
〇建設部長（浅川和徳君） 

 古屋議員の再質問にお答えします。 
 北杜八ヶ岳公園線ですけど、北の杜聖苑の南側の急カーブのところの側溝の溝蓋ということ

でありますが、これについては当然、冬とか、また危険であるということで、県のほうに早急

にお願いしたいと。できるだけ、溝蓋をかけてもらうように要望していきたいというふうに思っ

ています。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 古屋富藏君。 

〇２９番議員（古屋富藏君） 
 次に親水公園のことでございますけども、当然、工事をするためには地権者の承諾だとか、

それから地元の要望だとかということが必要になってくるだろうと思います。早速にも、地権

者の承諾をとって、そして地域の要望書をつくりまして出していきたいと思いますが、その節

はよろしくお願いしたいと思いますが、それについて何か、いいサゼッションがありましたら

教えていただきたいと思います。 
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〇議長（小澤寛君） 
 建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 親水公園で地元の要望を、また承諾書を付けて要望するということになれば、市のほうへ１回

出してもらいまして、市がそれを見ながら今度は県のほうに、その要望書と一緒に、また再要

望ということで、要望書のほうを出していくという格好になりますけど、当然、要望書、承諾

書があれば、市のほうでもできるだけ強くお願いしたいというふうに思っていますので、よろ

しくお願いします。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 古屋富藏君。 

〇２９番議員（古屋富藏君） 
 ＡＬＴの件ですが、アシスタント・ランゲージ・ティーチャーですか、現在は教育機器が大

変、発達をしていまして、ＤＶＤだとか、あるいはカセットテープだとか、いろんな学習教材

があるわけなんですが、実際に生きて活動する、あくまでも英語という教科ではありません。

外国語活動という範囲でございますので、これについては当然、生きて聞く、話す、感じる、

そういうふうなことが、活動を通して実際の生活に定着するためには、やはりネイティブスピー

カーというんでしょうか、この英語の母国語が話せる、そういう人が同じ、握手をするにして

も、顔色を見ながら返事をするにしても必要ではないかなと。できるだけ早い機会に、小学校

担当のＡＬＴをお願いしたいわけでありますが、そこでＡＬＴの採用条件というようなことで

しょうか。その中には採用期間だとか、あるいは１人当たりの年間の経費だとかというふうな

こと、あるいは現在の北杜市にいるＡＬＴは何名ぐらいいるのか。その点について、教えてい

ただきたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 教育次長。 

〇教育次長（小林喜文君） 
 古屋議員のＡＬＴの関係について、ご質問でございます。 
 現在、北杜市においては、ＡＬＴは各中学校区当たり１名ずつ、合計８名でございます。１名

を小学校のための増員というご意見でございますが、実際、今現在、国際理解教育というよう

な中で、先ほど教育長の答弁の中でも、１校当たり平均１５時間程度を、そのＡＬＴが各小学

校へ行っておこなっております。そのＡＬＴが５、６年生を対象に、今回、振り替えてやって

いきたいというように考えております。 
 また２１年度２０時間、２２年度３０時間で、本格的に行う２３年には３５時間ということ

でございますが、この部分についても、先ほどやはり教育長の答弁の中でも、中核的な指導の

教員を現在、指導しております。この中核的指導の先生が、今度は自分の学校に帰って、その

教職員に指導しながら、３年間で本格稼働を行っていくというような考え方でございます。 
 文科省においても、やはり、教材とか、そういった部分について、かなりたくさんの教材備

品が用意されております。この部分についても、やはり言語でございます、そういったもので
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できており、また、その備品等についても、文科省では１０分の１０で対応していきたいとい

うことを聞き及んでおります。そういったことから、今いる職員の体制の中で、小学生の英語

教育については、行っていきたいというように考えております。よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 古屋富藏君。 
〇２９番議員（古屋富藏君） 

 市によって、その小学校へのＡＬＴという配置があるところもあるようでございます。本北

杜市は原っぱ教育という、特色のある教育課程が組まれているわけでございまして、よその市

になくても、原っぱ教育の充実のために、できるだけ早く配置をお願いできればというふうに

思っているところです。ご答弁をお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 櫻井教育長。 
〇教育長（櫻井義長君） 

 ちょっと補足いたしますけれども、この外国語活動について一番心配しているのは、現場の

先生方で、いいや、私には指導ができないよという、そういう先生も実際いらっしゃるわけで

す。ですけれども、文部省さんのほうの言うには、あくまでも学級担任が中心になって、そし

て今言うＡＬＴ、あるいは地域で英語の堪能な方を呼んで、そして事業を行いなさいよという

のが原則で、幸いといいますか、先ほどの回答にもありましたように、大体、小学校では１５時

間ぐらい、今現在いるＡＬＴでもって、いくことができることになるわけです。それは、その

時点になって、その配分等々についてはいろいろと考えていきたいと、こんなように思ってお

ります。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 古屋富藏君。 

〇２９番議員（古屋富藏君） 
 ありがとうございました。 
 もう１点でございますが、ホームステイに関連して再質問するわけでありますが、これは市

長にお願いしたいと思うんですが、韓国抱川市とのホームステイ関連として、浅川巧を主人公

とした「白磁の人」の映画化についてでございます。中学時代に国際交流を体験することは、

国際社会を考えた場合、大変有意義であると思うわけであります。特に隣の韓国抱川市とは、

姉妹都市も提携しています。北杜市が生んだ浅川巧は、韓国では多くの方々から慕われている

と伺っています。今日の国際社会にふさわしい人物で、伝承しなければならない、北杜市が生

んだ偉人であります。浅川巧を主人公とした「白磁の人」の映画化が、数年前から進められて

いると伺っています。市民挙げて期待しています。また、実現の暁には北杜市民のみならず、

山梨県民を挙げて盛り上げていく必要があると思います。また山梨県から全国に、日韓の真の

友好はかくあるべきと発言していくためにも、現在の映画化の進捗状況を含め、市長の知る範

囲の見解をお聞かせいただければ、幸いです。よろしくお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 先ほど来、ご熱心に国際交流等々についてご審議していただき、ありがたく思います。 
 「白磁の人」の映画化についてでありますけども、映画製作についてですが、「白磁の人」映

画製作委員会では韓国にも製作委員会を立ち上げ、電通、映画プロデューサー、映画製作会社 シ

ネカノンと現在、協議を重ねていると伺っています。俳優決定などの問題から、公表にはもう

しばらく時間がかかるようでありますが、撮影を来年春から行いたいと考えられているようで

あります。公表されましたら、知事も浅川巧の墓参をなさっていることもありますので、県の

ご協力もいただきながら、県市一体で全国に発信していかなければならないと考えています。 
 韓国でも「白磁の人」の映画化に合わせて、韓国林業関係者はもとより陶磁器関係者、博物

館関係者、著名な文化人・学者が一堂に集まる浅川伯教・巧兄弟記念事業会が発足すると伺っ

ています。この映画を通じて、北杜市の次代を担う子どもたちの国際交流の輪がますます広がっ

ていくことを期待しているわけであります。この「白磁の人」の映画化については、長い歴史

もありますが、その積み重ねがようやく見えてきているような気もするわけでありまして、大

変うれしく思っているところであります。よろしくお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 古屋富藏君。 

〇２９番議員（古屋富藏君） 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 次に関連質問を許します。 
 関連質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、以上で質問を打ち切ります。 
 これで２９番議員、古屋富藏君の一般質問を終わります。 
 次に北清クラブ、１６番議員、中村勝一君。 
 中村勝一君。 

〇１６番議員（中村勝一君） 
 農業を基盤とする、ふるさと北杜市における集落の活性化について、質問いたします。 
 最近のマスコミ等によると、６５歳以上の高齢者が人口の半数以上を占め、春・秋の祭りや

道路・水路の維持管理および地区所有の森林の手入れなど、集落が担う機能が低下していて、

将来的に存続が危ぶまれる地域が増加しているとの記事を目にすることが多くなりました。 
 北杜市も高齢化率２８．５％になり、合併以来４年、若者の定住をと企業誘致や市営住宅の

建設等、定住人口の増加や過疎化に歯止めをかける施策を行っているわけですが、新聞報道に

よると、１７集落が限界集落に陥っているとの報道であります。その集落内に生活している住

民にとると、限界集落という響きはまったくありがたくない言葉であります。しかし最近、高

齢化・混住化等の進行に伴い、住民相互の協力で成り立ってきた集落機能の低下が見られるこ

とは事実です。 
 そこで集落活性化を図るため、以下３点について、市長の考えをお伺いいたします。 
 はじめに、市内での限界集落１７という報道でありますが、集落エリアについては町、字、
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行政区、班などの単位が考えられるわけですが、どのエリアなのか。このエリアで市内を分け

たときに、いくつの集落になるのか。そのうちの１７集落と判断していいのか、お伺いいたし

ます。 
 次に集落の活性化に向けては、市として定住人口の増加や地域力の強化等、多くの事業に取

り組んでいるわけですが、国においては人口減少や高齢化が深刻な集落を巡回し、地域活性化

策などを助言する集落支援員制度を自治体に導入することを決定し、また支援員を雇用する市

町村に特別交付税を配分することを決めたとの報道が、今年８月なされました。このことは、

存続が危ぶまれる限界集落や役場が廃止された旧町村地区などを定期的に巡回し、住民と協力

して、人口や生活状況などをきめ細かく正確に、かつ迅速に把握するために、集落点検を実施

することが必要であると考えます。行政と地域が一体となって、高齢化社会における地域住民

の再構築を図るため、この制度を活用すべきと考えますが、見解を伺います。 
 なお、実践するにあたっては、集落支援員にはどのような人材を活用するのかも併せて伺い

たいと思います。 
 ３点目になりますが、中山間地域の集落機能の低下は森林や農地の荒廃を招くことになり、

このことは地球温暖化の一因であるとか、水源涵養が破壊されるとの考えを持つ学者もおりま

す。また、その地域においては有害鳥獣のより一層の被害を招くことにもなります。 
 伝統文化や環境を守り、食料の自給率向上のためには、森林や田畑を管理する仕事に付加価

値をつけて担い手を呼び戻すなど、耕作放棄地をなくして、優良農地としての有効活用が大切

であることは言うまでもありません。また、魅力ある地域づくりを進めていくためには、地域

住民が主役となり、豊かな自然と人情を生かして、みずから誇りに思う集落、コミュニティを

つくり上げていくことが必要でもあります。 
 その１つの手がかりは、特産品でもイベントでも耕作地の圃場整備でも、そこに住む住民が

取り組んでいて、誇れるものであればよいはずであります。もちろん、地域のことは地域で計

画し実践することは大切ですが、そこを一押しすることが行政として取り組むことではないか

と考えます。 
 市として将来の集落を見通す中で、里山整備事業や耕作地の集積および道路の整備等、畑地

帯圃場整備事業など農業生産基盤の整備に取り組んでおりますが、なかなか集落の活性化とか

農地・水環境保全向上対策に結びつかない現状にあると考えます。そこで、このことにどのよ

うに取り組んでいるのか、対応をお伺いし、私の質問を終わりたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 中村勝一議員のご質問にお答えいたします。 
 集落の活性化について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に限界集落についてでありますが、限界集落とは６５歳以上の高齢者が集落人口の

５０％以上を占め、かつ住民同士の相互協力によって維持されるべき共同体としての機能が著

しく低下し、限界に達している集落といわれております。報道による１７集落は、行政区再編

前の集落数でカウントしており、この集落数で市内を数えると、２８５になります。 
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 次に、集落支援員制度の活用についてであります。 
 本制度は地域の実情に詳しい外部人材を活用して、人口減少や高齢化が深刻な限界集落等の

生活状況などを把握する集落点検により、集落活性化に向けての問題点を精査し、住民と市町

村の協働による地域の実情に応じた集落の維持、活性化対策を推進する制度であります。 
 北杜市内におきましては、須玉町増富地域において地域住民みずからにより、増富地域再生

協議会を組織して、地域の活性化に取り組まれている実例もあります。本制度につきましては、

今後、庁内関係部局において、導入の必要性について検討する中で、必要に応じて農業、観光

等の専門的知識を有し、地域実情に明るい人材の確保に向けて取り組んでまいります。 
 次に、中山間地域に関わる集落機能低下の対応についてであります。 
 過疎化、高齢化等に伴う集落機能の低下により、農地・農業用水路等の資源の適切な保全管

理が危惧されるところであります。このような状況の中、耕作放棄地の解消に併せ、地域内農

業生産の向上を目指した基盤整備事業等を進めてまいりました。 
 これまでの整備状況は、水田整備面積は２，８４８ヘクタール、整備率８１％、畑地整備面

積２５８ヘクタール、整備率１３％であり、水田に比べて畑地整備が遅れている状況でありま

す。また農地管理対策においても、水田機能を維持するための中山間地域等直接支払い制度が、

平成１２年度と早く導入されたのに比べ、農地全般が対象となり、農地管理と集落活動を支援

する農地・水・環境保全向上対策が平成１９年度導入と遅れている状況もあり、畑地の放棄地

が多いことにも結びつきます。 
 このため、本市では整備が遅れている畑地の基盤整備事業を積極的に進めており、高根町小

池地区では畑地の基盤整備事業を本年度着手し、平成２２年度までに５．８ヘクタールの圃場

整備を実施いたします。また地元と、農地・水環境向上対策の向上に向けた前向きな協議も進

めているところであります。この中で、担い手対策として新規就農者が整備地を全面借り受け、

永続的な耕作ができるよう、調整も図っているところであります。今後、小池地区の事例をモ

デルとして、他地域へ浸透できるよう周知するとともに、要望地域に出向き、協議してまいり

ます。 
 なお、周知につきましては、広報ほくと９月号において、畑地等区画整理事業のお知らせを

掲載したところであります。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 次に関連質問を許します。 
 関連質問はありませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１６番議員、中村勝一君の一般質問を終わります。 
 次に坂本治年議員の雇用促進住宅対策はについての一般質問につきましては、すべて取り下

げることの申し出がありましたので、これを許可いたしました。 
 したがいまして、坂本治年議員の一般質問はございません。 
 次に北清クラブ、２３番議員、林泰君。 
 林泰君。 
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〇２３番議員（林泰君） 
 農業経営安定対策について、いくつかご質問申し上げます。 
 ご承知のとおり、農業は自然環境の中で生産活動を進め、そこで成果を得るために極めて厳

しい努力が課せられております。また、農業構造におきましても農業就労者の老齢化、農業担

い手の減少、あるいは耕作放棄地の発生などなど、多くの課題を抱えている実態であります。

さらに近年の世界的情勢は、原油価格や穀物・大豆価格の高騰からくる農業への大きな影響を

受ける環境の中で、なんとか安定的な農業経営が得られることを強く求められております。こ

のような情勢に対し、市の農業行政がどう関わり、農業経営の安定対策をどのように方向づけ

るか、そんな関係をいくつかお伺いします。 
 まず、農業者育成に対する市の行政指導のあり方について、伺います。 
 第１次北杜市総合計画の基本計画においては、活力ある農業の推進を挙げ、施策の方向と体

系、主要施策の内容を項目で位置づけております。これを実現する諸事業も数多く実施をして

おりますが、市民や農業者にとって理解しやすく、将来に希望の持てる農業の確立と活性化や

再生する実践目標を樹立し、先導することが重要な行政課題であると考えます。 
 例えば、県が現在、進めているやまなし農業ルネサンス大綱のようなものを策定し、目標を

持って取り組むことが求められるのでありますが、市農政の力強い行政指導のあり方について、

どのように考えておられるのか、伺います。 
 次に、農地情報データベースの活用についてであります。 
 市内の農地の実態を常に把握し、農業諸施策へ活用することは極めて重要なことであります。

本市では、合併前の平成１１年度から水田の農地情報化の実例として、水田生産調整計画と水

稲共済細目書の事務一体化を実現してきました。さらに平成１９年度には市と市農業委員会、

北巨摩農業共済組合が共同して、北杜市内の農用地作付け調査を実施し、諸事業のデータに活

用を始めております。 
 このような折、農林水産省では平成１９年１１月６日付けで、農地政策の展開方向について

の考え方を示し、農地に関する各種情報を地図の上に一元化した農地情報図を関係機関共通の

データベースとして整備し、相互利用できる事業を推進しております。 
 これを受けて、本県では県、市町村、農業関係諸団体が参加した水土里、いわゆるみどり情

報利活用推進協議会を設立し、山梨県土地改良事業団体連合会が事業主体となり、水土里情報

利活用促進事業を推進していると聞いておりますが、北杜市もこの協議会に参加しておられる

のかどうか。 
 この事業に参加することは、現在、進めている独自の農地情報のデータベース化をさらに充

実発展できるものと期待しております。それは農地の有効利用を促進し、農業の持続的な発展

や農村の振興等を目的とする取り組みで、多様な分野で活用可能な付加価値の高い情報である

と思いますが、市としてはどのようにこの事業を評価し、どう活用するのか、対応の経緯と今

後の方向について、伺います。 
 ３つ目に、農業災害への補償施策の活用についてであります。 
 北杜市の農政推進にあたっては、国・県の農業施策を受けて、農業者の育成の重点を担い手

として認定農業者や集落営農組織を育成しております。これら施策の中では、農業経営の規模

拡大や基盤整備、機械化、新技術導入などについて指導は強調されていますが、しかし忘れて

はならないのは、国の農政のもう１つの大きな施策であります、重要な役割を果たしている農
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業災害対策であります。それは法律によって、国の基幹的な農業災害対策として、農家の助け

合いを基礎に農家と国が掛金を出し合い、共同準備財産をつくり、農業者が不慮の事故によっ

て受けることのある損失を補って、農業経営の安定を図り、農業生産力の発展の役割を果たし

ている公的保険制度であります。 
 国は新施策として推進している水田・畑地経営所得安定対策、いわゆる品目横断経営安定対

策において、収入減少影響の緩和対策として交付金を交付するにあたりまして、農業災害発生

時の安定対策のため、農業災害補償制度への加入を前提として指導しておられます。 
 近年、日本の各地では地球温暖化やエルニーニョ現象の影響と思われる集中豪雨、あるいは

台風、大雪など異常気象への対応や生息地の変化に伴う鳥獣害、病虫害などが大発生している

現状であります。そこで、こうした現状に対応するため、安心のネット、セーフティネットと

して、国施策の災害補償制度を積極的に活用されるよう、今後、各種事業の最終成果を挙げる

ためにも、担い手、認定農業者、集落営農組織等を育成・指導するにあたって、行政の上から、

これらを督励することが大切なことだと思われますが、見解を伺います。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 林泰議員のご質問にお答えいたします。 
 農業経営安定対策について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、農業者育成に対する行政指導のあり方についてであります。 
 本市の農業の振興は、第１次北杜市総合計画の８つの杜づくりの中で、産業を興し富める杜

づくりに位置づけられています。各事業につきましては計画や構想を策定し、詳細目標を設定

して事業展開をしているところであります。一例を挙げますと、土地利用の用途区分等を計画

する北杜農業振興地域の整備に関する計画、農業経営者や担い手に関し計画する農業経営基盤

の強化に関する基本的な構想があり、これに従って事業を進めているところであります。 
 次に農地情報データベースの活用についてであります。 
 まず、水土里情報利活用促進事業導入により期待される効果は、農地情報のデータベース化

により、構図情報と農振管理の共有や航空写真による耕作放棄地情報等の一元管理が可能とな

ります。これにより農業施策に必要な基礎データが確立されることとなり、農業振興に大きな

効果をもたらすとともに、情報化による効率的な施策展開が考えられます。 
 また、本市は山梨県水土里情報利活用推進協議会に加入しており、同協議会への協力も積極

的に行うとともに、この事業を取り入れながら各施策の費用対効果も高められる農地の効率的

利活用とも合わせ、検討してまいります。 
 なお、協議会事業にかかる経費につきましては、事業実施主体である山梨県土地改良事業団

体連合会が国費１００％の補助金を受けて運営されており、市の負担はありません。 
 次に、農業災害の補償施策の活用についてであります。 
 北杜市内の農業災害補償制度につきましては、北巨摩農業共済組合が事業主体であります。

農業共済組合には、市内農業者のために災害補償対策を積極的に進め、農作物生産における危

機管理の根幹を形成していただいており、大変感謝しているところであります。本市におきま
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しても、各地域で展開している組織構築や法人化等の担い手対策支援の際には、この災害補助

事業の必要性を説明し、危機管理体制づくりを促しておるところであります。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 林泰君、再質問を許します。 

〇２３番議員（林泰君） 
 ただいま答弁をいただいたわけですが、最初の項目の中の農業行政指導のあり方の中で、若

干、具体的なことで、もう少し突っ込んだ資料や、あるいは農業者、あるいは新たに就業する

方々、あるいは市内の農業者以外の方にも北杜市はどういう狙いで、どういうビジョンを持っ

て農業を中心とする振興策、あるいはそれの行政の方向をしているかというようなことを、も

う少し、一目で分かるような資料があってこそ理解されやすいと、こんなふうに思うわけでご

ざいます。いろいろな計画のはしはしには、いろんな事業の仕方が書いてはありますが、さて

北杜市の農業の将来方向をどういう形で、総合的に説明するかというような資料につきまして

は、ややそういった面が不足しているように思われますので、北杜市の農業をどういうように

もっていくかという、そういう観点での、そして他の部門とも併せた北杜市の農業経営を安定

させる、あるいは農業施策を進める、そういったものの集大成となるようなもの、あるいはもっ

とアピールするようなスローガンを持ってやるような、そういったものをつくるべきではなか

ろうかということを痛感しておりますが、まず、その点について、答弁をいただきたいと思い

ます。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 ご質問の、北杜市の農業の未来が分かるスローガン的なものを出せないかというご質問だと

思います。 
 具体的に今、先ほど市長から答弁がございましたけども、そういった具体的な方策の中でやっ

ております。ただ、非常に農業の関係は難しい言葉もございますし、非常に専門的な言葉もご

ざいます。したがいまして、北杜市としましては、市のホームページに、農政のページを開い

ていただければ分かりますけれども、その中にある程度、一般の人にも分かりやすく記入はし

ているつもりでございます。 
 具体的に議員からも指摘されましたけれども、新規就農者が来る場合に、ではどういったと

ころで来ればいいのかという、例えば具体的な例でございますが、結構、ホームページを見て

来る方もいらっしゃいます。 
 ただ、そうはいっても、議員さんが先ほど質問の中でおっしゃっていました、いわゆるやま

なし農業ルネサンス大綱のことも、ちょっと言っておりましたけども、これは昨年の１２月

２１日に山梨県がやまなし農業ルネサンス大綱ということで、山梨の１０年後の将来像や、そ

れから具体的な数値目標をはじめとして、今後４年間に重点的に取り組む施策を、内容という

ことで示したということでございます。 
 県は昨年、つくったわけでございますけれども、これの市町村版というのは、また、これか
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ら各県内の市町村と話し合いをしながらやるやに聞いておりますので、その中でも北杜市とす

れば、先ほども言いましたように、なるたけ早い時期にそういったものも具現化はしていきた

いなとは思っております。とりあえずは、今の形の中でいきたいと思っております。特に担い

手の関係につきましても、北杜市の担い手育成総合支援協議会等、これはアクションチーム等、

立ち上げておりますので、そういった形でご理解を願いたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 林泰君。 

〇２３番議員（林泰君） 
 一般的に、どうしても北杜市は農業地帯だというようなことを、それぞれ皆さん、承知をし

たり、あるいは認識しておりますけども、さて一体、では北杜市の農業の進む方向はどうだと

いうようなことで、ただいま積極的な担い手になりたいという、ホームページを見られる階層

の人はいいわけですが、もう少し、やはり農業の重点的な、北杜市での位置づけをＰＲしたり、

あるいはそれによって、北杜市の農業を理解して、北杜市で農業をしたいという人を招致する

ためにも、もう少しＰＲ用のパンフレット等でまとめて分かりやすいものをつくる、そういっ

たことが大事ではなかろうかと、こんなふうに思うわけです。 
 そういう意味の中でいきますと、農地情報データベースの観点からいって、１つは北杜市の

農地が一体どうなっているかということの調査をした結果があるわけですが、それらの中身を

１つの核として皆さんにお示しして、その中の活用ができるというようなことも必要ではなか

ろうかと思います。 
 そこで、せっかく１９年に調査をした、いわゆる市内の農用地の利用状況を共同調査したわ

けですが、農業委員会なりで、今、利用をどんなふうにしておられるのか。その実態をちょっ

と、お聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 農業委員会事務局長。 

〇農業委員会事務局長（新海敏生君） 
 ただいまの林議員さんのご質問でございますけども、いわゆる昨年の３月に全農家を対象と

いたしまして、いわゆる共済組合が最後、集計したわけでございますけども、農用地の利用実

態調査を実施いたしました。その中で農業委員会といたしましては、いわゆる荒廃農地の解消

というようなことで、昨年も１１月から今年の１月にかけまして、実態調査を実施しておりま

す。その中で、いわゆる農家への農業委員さんの方、それぞれ地域におきまして、具体的な、

いわゆる解消、それから等々に、あるいは担い手への利用集積というようなことで、今現在、

活動をしております。 
 その中で、今年もまた、１２月から１月にかけまして、現地調査を実施する計画でございま

す。そんな中で、利用集積等に力を入れていきたいと、こんなように思っております。よろし

くお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 林泰君。 
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〇２３番議員（林泰君） 
 特に農地情報につきましては、今、ようやく国際的にも、あるいは国内でも農業関係へ目を

向け始めているときでございますし、また不耕作地をなくして、なんとか食料の自給率を高め

たいというような動きの中で、やはり農地を、しっかり実態をつかんで、どう活用するかとい

うことは極めて大切なことだと思うわけですが、そういった面での活用と同時に、これを生か

していくという点での、農業施策へ生かしていく、そういった考え方につきまして、改めてお

伺いしたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 産業観光部長。 
〇産業観光部長（植松忠君） 

 当然、山梨県の土地改良団体連合会の中に入っておりますし、また、うちの市長が副会長に

なってございます。そういう関係もございまして、当然、水土里ネット、国からの１００％の

補助でできるという利点もございますので、今、それに向かって進んでいるわけでございます

けども、当然、農地の遊休農地のデータですとか、それからあとは、当然、オルソ関係を使え

ば農地の高低差も分かるということで、非常に三次元的な農地の見方もできるということでご

ざいますので、当然、畑総を含めた、これからの先進的農業の関係のことも、それを利用すれ

ば可能ではないかというふうに思っておりますので、今現在、進めておりますので、仕上がる

のを待ちながら、なんとかそういった、県内でも北杜市がリーダーシップを取れるような、い

わゆるオルソ地図といいますか、その水土里ネットを使っていきたいというふうに思っており

ます。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 次に関連質問を許します。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで２３番議員、林泰君の一般質問を終わります。 
 ここで、暫時休憩いたします。 
 再開は３時といたします。 

休憩 午後 ２時５１分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ３時０２分 
〇議長（小澤寛君） 

 再開いたします。 
 次に北清クラブ、８番議員、風間利子君。 
 風間利子君。 

〇８番議員（風間利子君） 
 高齢者対策について。 
 国では急速に進む少子高齢化社会の中で、従来の行政指導の福祉対応では高齢化社会を乗り

切れないと、医療・福祉・保健がバラバラであったものを一本化し、介護保険制度を創設しま

した。介護保険を導入することにより、介護者の介護負担軽減をし、女性の社会進出にも貢献
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してきました。しかし、一昨年から予防を主とした自立支援介護と介護保険制度が改正となり、

今までの支援が受けられなくなった高齢者が多くなったと思われます。 
 私たちが立ち上げた子育ての、ほっとサポートめばえでは昨年、年寄りの介護もはじめ、幼

児はもとより、今までのように支援を受けられなくなった方、また介護の認定がされず、介護

を必要とする方、２２名のお年寄りから要請があり、昨年度は３５７回のサポートを行い、ほ

とんどが食事作りでした。特にサポートを必要な高齢者は普段は一人暮らしのため、会話のな

いことを知らされました。また水もなく、湧き水を利用しており、衛生上のことを考えると、

なんとかしてあげなければと悩まされております。私たちがお手伝いに行っている高齢者は、

本当に介護サポートを必要な方たちだと痛感いたしております。 
 国でも全国から実践している方たちからのクレームに対し、県および市町村に対して、サー

ビスの一律カットはすべきではないと省令が出されているようですが、私たちの視点から見る

と、必要なサービスがカットされているのではないかと思われます。 
 過日、北杜市図書館主催の文化講演会で、高齢化社会において老後は不安がいっぱいで、そ

の不安を取り消すことはできないが、安定して暮らす仕組みをつくり出すことはできるとの言

葉が、私の脳裏に今も残っております。国と北杜市の方針を一緒にするのではなく、北杜市独

自のサービスを考えるべきだと思いますが、行政ではまず第一に取り組むことは、住民と協力

する中で、直接、市民が必要としている福祉ではないかと思います。 
 そこで以下、３点について質問いたします。 
 まず１点目に、介護保険が改正され、介護も予防が主となり、地域包括センターが設置され

ました。自立支援を国では求めているのですが、このことにより介護認定が変わられた方は、

どのくらいの人数か。要するに、介護１が要支援とか要支援２になったという人たちです。 
 ２つ目に、北杜市でも一人暮らしのお年寄りがだいぶ多く、介護保険にかかわらず、支援が

必要とされている方も多いのではないかと思います。介護保険では自立支援ということで、今

までヘルパーさんを必要とした方、週３回が２回となったという方もおりますが、介護保険で

は支援できないことも多々あると思いますが、市ではどのように考えているでしょうか。 
 ３つ目に介護を認定する場合の調査、種々意見書、事務手数料など、十分の予算で対応して

いると思うが、１人認定するのに、どのくらいの費用、またどのくらいの日数がかかるか。ま

た、介護認定審査会の活動の実態なども教えていただきたいと思います。 
 以上です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 風間利子議員のご質問にお答えします。 
 高齢者対策について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、介護認定が変更になった方についてであります。 
 平成１８年度の介護保険法改正に伴い、要支援・要介護１が要支援１・２と要介護１に分類

されました。これに伴い、要介護１の方で要支援１・２に軽度変更された方が１７５人、自立

となられた方が６人ありました。 
 次に、訪問介護の利用回数が減となった方についてであります。 
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 サービス提供にあたっては利用者の心身の状況、環境、本人・家庭の希望等をふまえた中で、

利用者の自立支援を目指した適切なサービス提供をしております。しかし、一人暮らしの高齢

者の中には介護保険のサービスだけでは、不十分な方も考えられます。不足分については、給

付対象外サービスとして、事業展開している事業所の紹介等を行っております。 
 今後、このような方が増加することも考えられますが、本人ができることはできる限り、本

人が行うことを基本に、サービスの需要を見定めながら、地域での支え合いの仕組みづくりに

ついて市社会福祉協議会などと協議しながら、サービスの検討をしてまいりたいと考えており

ます。 
 次に、介護認定の費用と認定審査会の活動内容についてであります。 
 平成１９年度の決算の状況で見ますと、介護認定審査会費と認定調査費を合わせて２，

１４５万３千円を支出しております。介護認定審査会の件数は２，２５５人ですので、１人当

たりの介護認定費用は９，５１４円となります。また認定審査会の活動状況でありますが、平

成１８年度から市独自で審査会を開催しております。５つの合議体を編成しており、１合議体

に医療、保健、福祉の分野から各２名程度の委員で構成し、昨年度は年７１回、開催したとこ

ろであります。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 風間利子君、再質問を許します。 

〇８番議員（風間利子君） 
 構造改革により痛みを伴うのは当然だと思いますが、その痛みにどう手当を差し伸べていく

かだと思います。私たちの会も子育てで立ち上げた会ですので、９名ほどの会員がおりますが、

お年寄りの介護となると、お手伝いしてくださる人が少なく、現在、社協で活動しているヘル

パーさんにお願いしようと、社協のほうへお電話を入れました。そうしましたら、個人情報で

ということで教えていただけませんでした。私も武川以外、地域からの問い合わせに対しては、

そこで管轄するヘルパーさんにお願いしようと、２、３お願いしておりますが、市でもそのよ

うなことを考えていただいて、登録ヘルパーさんに介護保険とは別の形で、昨日、公明クラブ

の内田議員のお話にもありましたけど、私たち、一般ですと、大体、費用も１時間１，２００円

から３千円くらいかかるらしいんです。私のところは本当に安い料金でやっておりますので、

できましたら、やっぱり住民の中から有料のボランティアなどを募集して、ぜひ市のほうで、

そのような形を取っていただきたいと思いますが、とりあえず、できましたら、私のほうへ登

録していただいて、できるだけ私のほうでサポートしていきたいとも思っておりますので、老

人福祉計画を進めるということでしたので、その中にそんなふうな、有料ボランティアの会の

サポートを設置していただきたいと思いますが、お考えをお聞きしたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 大変に難しい問題をいただきました。有料ボランティアのことから、まず１つ、お答えして

まいりましょうか。 
 国のほうでもやはり、高齢化が大変に進んでいるというふうなことで、高齢者の健康増進お
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よび介護予防の推進が急務であるというふうな考え方で、国のほうでもいろいろな事業展開を

しています。その中の第１として、平成１７年度からですけれども、認知症のサポート、４万

人を養成しようと、こんなふうなことで、まず認知症予防のサポーターを養成することを始め

ました。これは本市においても、認知症予防サポートリーダーの研修会等を行いまして、約

６０名ほどが現在、登録をされています。こういった方が地域の中にいるということでござい

ます。 
 それから高齢者のボランティア、１千万人の運動の推進ということで、これは１８年度から

国のほうで展開をしている事業でございます。地域の住民に対する働きかけや地域での活動育

成の旗振り役を務めていただくようなボランティアを、ここでは養成していこうというふうな

事業展開がありました。 
 あとは２１年から、新しく始まるものに介護サポーター３万人要請というふうなことがあり

まして、団塊の世代で退職した人や元気な高齢者を対象に研修を行って、介護保険でできない、

きめ細かいサービスを提供してもらうというふうなことで、これは全国の２００の市町村へ、

１００万円ほどを補助するという事業が、２１年度から展開をされるというふうなことがあり

ます。 
 現在、市のボランティアの状況ですけれども、登録された方が３５１名ほどございますので、

こういった方をご利用していただきながら、地域の中で支え合っていただく、支え合う仕組み

をつくっていく、こんなところに、一義的にはお願いをしたいと思っております。 
 それから今度はそういった方とは別に、そういう介護事業所の中でヘルパーをというふうな

ことだと思いますけども、これにつきましては、やはり１つ、各介護事業所で、すでにいくつ

かの事業所が市内にありますが、そういった事業所でも議員さんのところと同じように、介護

の認定をされない人も対象とした、そういった事業を展開しているところが、いくつかござい

ます。ですから、そういったところの状況をお伺いしながら、どれほどのニーズがあるのかと

いうふうなことを、まず調べる必要があろうかと思います。そういったニーズを調べた上で、

社協とも連携をとりながら進めていけたらと思います。 
 社協は地域の福祉事業への貢献が基本的な理念でございますから、他の介護事業所とは若干、

異なるような、そういうサービスもできるかと思いますので、そのへんはまた社協とも協議を

しながら進めてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 風間利子君。 

〇８番議員（風間利子君） 
 ありがとうございました。 

〇議長（小澤寛君） 
 次に関連質問を許します。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで８番議員、風間利子君の一般質問を終わります。 
 次に政経会、２５番議員、篠原珍彦君。 
 篠原珍彦君。 
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〇２５番議員（篠原珍彦君） 
 私は、道路改修工事についてをお伺いいたします。 
 須玉町藤田新田から清水橋線は、生活道路として地元はもちろんのこと、周辺地域に利用さ

れている重要な道路で、また通学道路にも指定されて、子どもたちが利用しております。道路

の幅員も不規則で路面状態も悪いため、緊急自動車等の通行ができず、軽自動車がやっと通れ

るくらいで、非常に危険な状態であります。 
 藤田地区は、百観音から大蔵方面に道路が南北に向かって１本しかなく、道路に沿って人家

が建ち並び、東西方面に抜ける道が少なく、日常の生活に不便を来たしております。東側は急

傾斜地になっているため、立地条件が非常に悪く、昨今、防災対策の整備が見直し強化される

ところでもあり、災害等緊急事態が発生した場合に支障を来たすおそれがあるため、早急に道

路改修が必要と思われますので、対応をお伺いいたします。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 篠原珍彦議員の道路改良工事についての、ご質問にお答えします。 
 須玉町の藤田新田清水橋線は、大蔵地内の県道須玉中田線を起点に、藤田地内の県道、小倉

百観音線を一部供用し、明野との境界の清水橋が終点となる東西に延びる路線であります。延

長は９９２メートル、幅員は大蔵地内で約４メートル、藤田地内では２メートルと狭小であり

ます。本路線は延長が長く、一部の区間では建物が支障となるため、旧須玉町当時から改修で

きなかった懸案の路線であります。藤田地区の狭小個所につきましては、生活および通学道路

として、地域住民が安心して利用できるよう、地区の要望と沿線地権者の同意が整えば、でき

るだけ早く実施してまいりたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 篠原珍彦君、再質問を許します。 

〇２５番議員（篠原珍彦君） 
 再質問を行いたいと思います。 
 今、市長の答弁で実施していただけるというふうな、明快なご答弁をいただいたわけで、本

当に前向きなご答弁ありがとうございました。 
 かねてより、地域はその不便さを感じておったわけでございますけども、なかなか地権者等

の関係がございまして、進まなかったのが現状でございますけども、私が２、３、地権者と話

す機会がございまして、そこでなんとか、この機会に協力できるというふうなことを２、３人

から聞いて、それもほとんど、そこに大きな土地を占める地権者の方の言葉でございますので、

非常に前向きに考えていただいているなということの感触を私は受けましたので、今回、一般

質問をさせていただいたわけでございますけども、先ほど一般質問の中で言いましたけども、

非常に藤田地区は立地状況も悪く、２、３年前にあそこのところは、下水道工事で掘削をした

経緯がございますけども、非常にその中で、下水道工事の掘削でさえも、各個人の家の出入り
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が困難だったようなことも経験してございます。その中で、前向きにそれを進めるという答弁

でございますけども、その今の現状の道路は、蛇行といいますか、屈折といいますか、道路が

非常に昔の農道を兼用しております関係で、非常に道路が直角へ曲がったり、カーブが多いと

いうことで、併せてお聞きしたい件がございますけども、そこの、今の道路を、現状を単に拡

幅工事をするということでなくて、１つの、いくつかの対案をつくっていただいて、コースと

いうか、道路の路線を改修工事する際に、いくつかのパターンをお示し願えれば、非常にあり

がたいなと。現状で拡幅工事、改修工事をしても非常に利便性が悪いという、使い勝手の悪い

というふうな結果がございますので、併せて、こういう機会に路線の、ある程度、見直し等も

していただければ、非常にありがたいと思いますので、そのへんにつきまして、ちょっとお伺

いしたいと思います。よろしくお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 ただいまのご質問の道路改良につきましては、私がカウントするまでもなく、広域消防があ

り、駐在所があり、雇用促進住宅があり、塩川病院があり等々、大変、公共関連の施設があの

付近は集中しています。そして、また明野町への清水橋をわたってのアクセス間もあります。

ですから、県道の小倉百観音線の水路、歩道、保育園もありますから等々のお話も聞いておる

わけでありますけども、篠原議員のご指摘の道路については、もちろん道路の流れの関係もあ

りますから、ルート変更を含めて、できるだけ早く、地権者の理解を得ながら着工したいと思

います。藤田から清水橋を下りるところもちょっと急ですから、どうしたらいいかという問題

もあろうかと思います。併せてご期待に応えられるよう、住民のルート要望も聞きながら、地

権者の同意を得ながら、できるだけ早く進めたいと思いますので、ご理解ください。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 篠原珍彦君。 

〇２５番議員（篠原珍彦君） 
 市長の力強いお約束のように聞こえますので、ぜひともよろしくお願いいたしまして、これ

で質問を終わります。 
〇議長（小澤寛君） 

 関連質問はありませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで２５番議員、篠原珍彦君の一般質問を終わります。 
 次に政経会、３３番議員、秋山九一君。 
 秋山九一君。 

〇３３番議員（秋山九一君） 
 中小企業振興策についてを、市長にお伺いいたします。 
 北杜市の商工業者は地域の経済社会において、地域経済の発展の基盤づくり、多種多様な雇

用の場の提供等、地域住民を支え、活力あるまちづくりの推進などに重要な使命を果たしてき
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ております。 
 現況、アメリカ経済等の影響や原油、食料、飼料等の価格高騰により日本経済の景気は停滞

し、中小企業の経営環境は厳しさが増し、それぞれの企業においての経営努力は並々ならぬも

のがあります。しかし、事業継続のためには事業縮小も余儀なく、また最悪の場合は廃業へと

進む企業も出てきております。社会情勢の変化に応じた対策を望んでおります。 
 市においては、今まで他市町村に先駆け、数々の振興策等を講じてきていただいております

が、産業の基盤であり市の発展を支えてきた中小企業の重要性に鑑み、その振興について基本

とする事項を定め、中小企業の競争力の向上、経営基盤の強化、健全な発展を促進することに

より中小企業の振興を図り、活力ある地域社会の実現を目指すことを目的とした市中小企業振

興基本条例の策定を行い、市としての一層の支援対策を早急に考える必要があると思います。 
 中小企業の基本条例の役割といたしまして、地方自治体が、ちょっと抜粋をしてみましたが、

地方自治体が地域の中小企業を重視し、その振興を行政の柱としていくことを明確にするため

に策定されるが、政策の方向性や自治体の政策に対する姿勢をお示しするものであると。地方

自治体自身が中小企業ないし、地域の産業を振興するという立場を、何より自治体の内部に対

して明確にすることである。 
 条例に明記されていれば、産業や企業の支援は進めていく上での支えになります。地域の中

小企業に対して、自治体のスタンスを明示することを通して、自治体の考えと方向性を理解し

てもらえる点であります。自治体の姿勢を中小企業者に対して理解してもらい、自治体と中小

企業が協力して、地域の中小企業振興、地域経済振興に取り組んでいく上で効果的であると。

行政の施政の連続性を担保するものとしての位置づけであるという、基本条例の役割というこ

とでございます。 
 以上で終わります。よろしくお願いします。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 秋山九一議員の、中小企業の振興策についてのご質問にお答えいたします。 
 最近、国内のみならず世界的に燃料や各種資材等の高騰が見られ、日本経済が急速に減速す

る中で、特に中小企業の経営の悪化が懸念され、国においては緊急総合対策として、中小企業

者向けの融資制度の拡充等を行うこととしたところであります。 
 市におきましては、従来から市商工会の経営指導員等の設置費の助成、小規模企業者の借入

金の利子補給、小口資金融資制度などの支援策を講じてまいりましたが、今後も国や県の融資

制度などの周知徹底を図りながら、積極的に中小企業の振興支援に取り組んでまいります。地

方自治体が行う中小企業の振興につきましては、現在は中小企業振興基本法の規定に基づき実

施することとなっております。 
 ご質問の市中小企業振興基本条例の制定でありますが、最近、全国のいくつかの自治体にお

いて独自に制定する動きは見られますが、山梨県や県内市町村においては制定の例はありませ

ん。しかしながら、市内の中小企業の振興は地場産業の発展や雇用の創出など、地域の活性化

のためには非常に重要であり、また北杜市商工会からも、この条例の制定についての要望をい

ただいたところでありますので、今後、制定に向けた取り組みを進める中で、なお一層の中小
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企業振興対策を検討してまいりたいと思います。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 秋山九一君、再質問を許します。 

〇３３番議員（秋山九一君） 
 山梨県では、この条例はということであるわけだけども、最近は東京都の区を挟む中、また

県、市においても長野県の諏訪市ですか、この近くですね、そのようなところでも立ち上げて

きておるというようなことであります。それから基本条例をつくる中で、また職員等がこの中

で異動等があっても、それがしっかりしていれば、これ継続でもいけるではないかなと、こん

なことですので、ぜひひとつ、市長さんのほうでも取り組んでいただきたいと、こんなふうに

思います。終わります。 
〇議長（小澤寛君） 

 関連質問はございませんか。 
 小澤宜夫君。 

〇３番議員（小澤宜夫君） 
 この中小企業の振興基本条例を含めて、１点、関連質問をさせていただきます。 
 やはり中小企業、とりわけ地域社会が元気であるか、ないかということの１つの、一番分か

りやすい事例として、操業、起業ということが、特に商工については減ってきたと。明らかに、

その少子高齢化も含めた中ではありますが、なんか商売をおこしてやろうとか、今度は職人に

なって、そういう工務店をやってやろうとか、勉強して操業しようということが、私たちのま

わりに大変少なくなってしまった。農業と同じようなことだと思います。 
 そういうわけで、北杜市の商工会においては、ぜひ市の指導も仰ぎながら、県下に先駆けて、

この基本条例を策定し、やっぱり一番大きなものとしては、この操業、企業をおこしていきた

いという意気込みの中で、こういう話が出てきていると思います。また、そういう意味で、こ

れはもちろん商工会の中で、話を煮詰めてつくっていく基本条例であるとは思いますが、市の

中に１つ、起業、操業の動機付けになる、きっかけになるような取り組み、現在あるものは、

現在、既存である人たちに対する小口金融とか融資制度というのがありますが、なんか始めた

い人のきっかけになるものを提案できるかどうか、そのへんのお考えをちょっとお聞きしたい

と思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 私ども行政として、山梨県がやっていないからとか、他の市町村に例がないからということ

だけでなくて、先ほど、私、答弁しましたとおり、まさにそういうことは必要であると、商工

会からも要請をいただいているという思いで、前向きに検討しているわけであります。併せて

産業を興し、富める杜づくりは北杜市の政策の大きな柱としているところであり、今、小澤議

員ご指摘のとおり、なかなか新たな操業とか、新たにというのが地域に薄れていることはたし

かで、残念であります。誘致企業も大切でありますけども、地場資本、地場企業、とりわけ中
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小企業の問題についてはなんとか振興を図っていき、それがまた結果として、北杜市の全体の

産業を興すことになると思いますので、できるだけ早く、北杜市中小企業振興基本条例を前向

きに検討していきたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで３３番議員、秋山九一君の一般質問を終わります。 
 次に政経会、１８番議員、坂本保君。 
 坂本保君。 

〇１８番議員（坂本保君） 
 認定外道路を市道に格上げするための認定要件等について、質問をいたします。 
 ここ２０数年来、北杜市内には転入世帯が急増し、４０から５０年前は山林・原野であった

土地に多くの転入した人たちの家屋が建ち並び、景観・環境が大きく変化しております。小淵

沢町内においても、転入した世帯が既存集落の世帯の２倍以上に達している地域もございます。

これらのエリアに隣接する道路はいわゆる赤道や里道であり、市道認定外道路であります。 
 そこで第１番目といたしまして、この認定外道路を市道に格上げするための認定要件はどの

ように規定されているか、伺います。財政面から見ましても、市道に認定された道路は地方交

付税に算入され、交付税の増加が図られます。 
 第２点目といたしまして、市道に認定されていない道路整備については原則、砂利等の資材

提供しか認めていないと理解しております。北杜市の他の地域もそうだと思いますが、小淵沢

町のこれらの地域は急傾斜地であり、砂利道であるため、大雨のときなど土砂の流出、車両の

通行に支障を来たすほど、悪路に変身してしまいます。これら沿線地域にはおおぜいの住民が、

これらの道を毎日利用しております。現在、私は区長をしておりますが、区会等で当該地域の

区長より、道路整備につきまして強い要望が出されております。そこで現地を調査し、舗装工

事まで整備することはできないか。また、急傾斜地の砂利道の損失個所の対応はどのようにさ

れるか、併せて伺います。 
 以上で終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 坂本保議員のご質問にお答えいたします。 
 認定外道路を市道に格上げするための認定要件について、いくつかご質問をいただいており

ます。 
 最初に、認定外道路を市道に格上げするための認定要件の規定についてでありますが、市道

の認定要件は道路法第８条に基づき、原則として起点・終点とも一般国道、県道および認定市

道に接続している路線であって、有効幅員が４メートル以上で、やむを得ない理由により有効

幅員が確保できない場合には、車道と道路側溝を合わせて４メートル以上であり、かつ通行車

両に耐え得る排水設備を備えているものでありますが、今後、市道の見直しも含め、検討して

まいりたいと考えております。 
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 次に認定されていない道路の舗装工事についてでありますが、認定外道路は地方分権一括法

により、国から譲与された道路法の適用を受けない道路で、いわゆる赤道・里道と呼ばれてお

ります。本来は譲与を受けた市が財産管理と機能管理を行うべきでありますが、市全体では１，

７６２路線、１，０６２キロメートルの膨大な市道管理をしており、これ以上の認定外道路を

舗装することは、財政的にも困難であることをご理解いただきたいと思います。また、北杜市

道路整備事業補助金交付制度による、補助事業を利用して舗装することは可能であります。 
 補助基準は幅員が２メートル以上で、地域住民の日常生活に利用されている等の要件が必要

となりますが、舗装工事を実施する方法の１つでもありますので、ご活用していただけたらと

思います。 
 次に急傾斜地の砂利道の対応についてでありますが、急勾配な砂利道の損傷個所については、

利用者や関係者にご協力をいただく中で、砂利等の材料を支給し、機能が維持できるよう整備

していただいております。今後も認定外道路の維持管理は、今まで同様、地域の利用者と市が

協働して管理してまいりたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 坂本保君、再質問を許します。 

〇１８番議員（坂本保君） 
 再質問をいたします。 
 小淵沢町においては、市道の認定要件をクリアしている、俗に言う赤道、あるいは里道が５な

いし６路線あると思います。先に質問したとおり、この路線エリアには多くの住民が居住して

いますが、道路は平坦ではありません。急傾斜のため、雷雨等で大雨が降ると土砂が流出、車

両等の通行に支障を来たしております。財政的に、非常に厳しいことは理解をいたしておりま

すが、これらの道路を調査していただきまして、優先順位の高い路線、１路線くらい、各町で

あるんですが、１路線くらいは市道に認定をしていただきまして、年次計画の中で、舗装工事

まで実施していただけないかどうか、その見解を伺いたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 小淵沢町も山の上のほうまで、いわゆる新規住民も多くなってきています。そういうことで

ありますから、私が再び市長ができるようでありましたならば、それらこれらの路線を見て、

応えていきたいと思っています。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 関連質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１８番議員、坂本保君の一般質問を終わります。 
 次に政経会、４１番議員、浅川哲男君。 
 浅川哲男君。 
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〇４１番議員（浅川哲男君） 
 光陰は矢のごとくと、月日の経つものは早いもので、任期４年の最後の定例会となりました。

一般質問を行います。 
 今９月定例議会は、決算議会ともいわれます。重要な議会であり、議会が決定した条例予算

が適正に執行されたかどうか、その行政効果や経済効果を審査・評価することであります。決

算特別委員会でのいくつかの指摘事項がありますが、後年度の行財政執行に生かされるよう、

強く執行部にお願いし、質問に入ります。 
 まず、甲斐大泉駅の周辺整備についてでございます。その１つで、まちづくり交付金事業で

整備はできないかでございます。 
 わが北杜市内にはＪＲ中央線、小海線の２線があり、なんと駅が６カ所あります。また中央

自動車道のインターも３カ所あり、広域農道等、交通の便もよく、限りない発展をするわがふ

るさと北杜市を誇りにする一人でございます。１つの市内に６カ所の駅があるのは、都市を除

いては、日本では北杜市だけではないかと聞いております。 
 甲斐大泉駅周辺の整備については、合併前より駅舎建て替え、トイレの整備、駐車場、イベ

ント等の広場の周辺整備が計画されておりましたが、合併が間近ということで整備はいたさず、

合併してから整備をすることで、北杜市建設計画に入れ、今日に至っております。 
 甲斐大泉駅の駅舎については、昭和７年、ちょうど自分が生まれた年でございます。昭和７年

から建設にかかり、昭和８年７月２７日に小海線が開通されました。本年で７５年が経過して

おります。この駅舎は一部分については改修されましたが、駅舎内部には７５年そのものの部

屋等もございます。大泉町は自然環境・景観等もよく、交通事情もよいことから、別荘も県下

では一番多く、また若者の永住者も多く、人口も増加しております。ホテル、ペンション、民

宿、温泉施設もあることから、ＪＲの電車の利用客、観光バス、自家用車による客も増え、ホ

テルからの送迎、タクシーの送迎等も多く、駅前も狭く支障を来たしているのが現状でござい

ます。 
 また大泉は高原野菜の特産地であることから、昭和６０年から平成１４年までの１８回にわ

たり、甲斐大泉駅前のいずみ荘敷地内の広場において、サラダ王国祭りを観光協会、ペンショ

ン、民宿などの組合と、また旧ですが、町内の各種団体等の協力を得て、観光振興と地域産業

振興で盛大に実施してきましたが、平成１５年よりいずみ荘の敷地内広場に甲斐大泉パノラマ

の湯の施設が建設され、平成１６年４月２７日にオープンされて以来、指定管理に出していま

すが、温泉の大露天風呂からは富士山、甲斐駒、茅ヶ岳など一望に見えるということで、市内

外から入浴者が年々増えております。北杜市内には数多く温泉がある中で、唯一の黒字経営が

されており、市の財政に貢献されているところでございます。この温泉のオープンにより、サ

ラダ祭り、ほかイベントの広場がなくなり、駅周辺での大泉観光、大泉高原ならではのイベン

トができなくなりました。駅周辺には県有地が多くあり、旧大泉時代、１５年ぐらい前ですが、

城山管理地内である県有地２．７５ヘクタール、坪数で８，２５０坪を駅周辺整備用地として、

年間９万６千円の借地料で県から借りており、現在に至っております。 
 イベント等の広場に整備し、有効活用をしてはどうかという声もあり、近くには県の緑化園

もあり、そのほか県有地が多くございます。自然環境を生かした周辺整備をし、癒しの森、癒

しの広場づくりなど、まちづくりの交付金事業で整備ができないかどうかをお伺いします。 
 ちなみに、北杜市内の６つの駅周辺の整備をみたいと思います。まちづくり交付金整備状況
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ですが、長坂駅周辺は平成１６年から２０年にかけて８億１，５００万円。清里駅周辺整備は

平成１７年から２１年にかけて、１３億２千万円。小淵沢駅周辺整備は、平成１７年から２１年

にかけて、これは中学校体育館も含めますが、２１億４，６００円で、整備が現在、進められ

ております。その主な財源は、国庫補助と合併特例債が充てられてございます。そのほかの駅

の状況を見ますと、小泉駅周辺の整備では駅舎の建て替え、トイレ・駐車場の整備もされ、ま

た近くの三分一の湧水周辺が整備されております。日野春駅周辺の整備ですが、駐車場・トイ

レ等の整備もされ、県道沿いであるということから、県道の整備が現在、されておるようです。

そこで大泉周辺の整備は、６つある中で、これからでございます。ということで、合併特例債

等を活用した中で整備をされるよう、対応するよう求めます。 
 次に２点目として、早急に対応してもらいたい、２事項がございます。 
 まず、大泉駅前児童館敷地内にあるトイレの整備でございますが、駅前の市営駐車場にはト

イレがないため、来客は周辺のトイレを借りることもあります。そこで児童館敷地内のあるト

イレは現在、使われておりませんので、あそこは障害者、子ども、若者もおおぜい来ますので、

障害者等の利用ができるトイレに改修して、有効利用すべきであると思いますが、この点につ

いてもお願いします。 
 そして２点目ですが、甲斐大泉駅、すぐ前に市有の建物があります。それを取り壊していた

だきたいということですが、この駅前には以前、入植昭和２０年過ぎから開拓農協と、開拓が

入ったわけですが、高根町の玉山地区を含んだ井出原開拓農協の建物がございます。現在は市

の所有地になっておりますが、非常に駅前で老朽化が進んで、ふさわしくないというお客さん

の声、地元の声もございますので、すぐに取り壊しをしていただき、その跡地の有効利用をす

べきであると思いますが、市長にその見解をお願いします。よろしくお願いします。質問を終

わります。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 浅川哲男議員のご質問にお答えいたします。 
 甲斐大泉駅周辺整備について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、まちづくり交付金事業での整備についてであります。 
 北杜市では現在、まちづくり交付金事業を長坂地区、清里駅周辺地区、小淵沢駅周辺地区の

３地区で実施しております。まちづくり交付金事業の採択を受けるにあたっては、都市再生整

備計画を作成し、国土交通大臣に提出することが必要となります。この計画の作成には、地域

が主体となる協議会を設置し、地域の創意工夫が活かされた計画を策定する必要があります。

すでに実施している３地区の例からも、これら計画の策定および採択までには、相当な時間を

要するところであります。 
 駅舎建て替え、トイレ、駐車場等の整備についてでありますが、駅舎は近年、ＪＲ東日本長

野支社により、外装が改修されております。またトイレ・駐車場の整備については現在、甲斐

大泉駅南側に大型バス用と普通車用の無料市営駐車場が２カ所整備されています。また、駅に

もトイレ、駐車場が整備されておりますので、まちづくり交付金事業として、国の採択を受け

ることについては、事業内容等を慎重に検討する必要があると考えられます。 
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 次に、甲斐大泉駅前児童館敷地内にあるトイレの整備についてであります。 
 甲斐大泉駅前児童館敷地内にある屋外トイレにつきましては、平成４年９月に設置され、児

童館や当時あったゲートボール場利用者、各種イベントなどで使用しておりました。平成１１年

度に児童館の大規模改修が行われ、児童の屋外トイレ利用も少なくなりました。平成１６年４月

には甲斐大泉温泉が設置され、ゲートボール場跡地に温泉駐車場を建設、児童館との境も高く

なり、安全のためフェンスが当時、設けられ、利用者はなくなりました。このため、管理運営

上、現在は屋外トイレを閉鎖しております。 
 ご質問の障害者も利用できるトイレに改修して、有効利用すべきとのことでありますが、現

在、駅前南側の市営駐車場にはトイレもなく、パノラマの湯やパノラマ市場も盛況で、市民や

来客者などに不便を感じさせているとのことであり、閉鎖されている屋外トイレの状況を確認

しながら、管理面も含め有効利用できるよう、対応してまいりたいと考えております。 
 次に、甲斐大泉駅前の市有建物の取り壊しについてであります。 
 甲斐大泉駅前の旧井出原開拓農業協同組合の建物については、当組合の解散に伴い、旧大泉

村で建物を引き取り、管理してきました。建物は鉄骨造り２階建て、スレート葺きの市有財産

でありますが、敷地は１５０平方メートルの県有地であり、平成１１年４月１日から平成２８年

３月３１日までとする土地賃貸借契約を山梨県と締結しております。建物は大泉町北部地域の

道路凍結対応のための融雪剤を保管するための施設として、現在、利用しています。建築後

３０年以上経過し、老朽化も進んでいるため、取り壊す方向ではありますが、県有地であるこ

とから県との協議を行い、跡地を駐車場として利用することも検討してまいりたいと考えてお

ります。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 浅川哲男君、再質問を許します。 

〇４１番議員（浅川哲男君） 
 駅周辺のまちづくり交付金の事業でございますが、今の答弁ですと、採択を受けるには長い

期間がかかるということで、現在、３地区をやっておりますが、そこで３地区がやっている中

で、長坂、清里、小淵沢でそれぞれの協議会を設置して協議したということですが、どんな協

議会の内容をしたのか、お聞きします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 ３地区の協議会の内容ということですけど、これにつきましては３地区、大体それぞれ同じ

ような構成でやっております。その構成員としまして、その地域の関係区長、商工会支部代表、

それと観光協会支部代表、それと関係区民代表、学識経験者、それと地域の市会議員、約２０名

程度で構成して、それぞれの整備計画の内容について、検討しているという状況であります。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 浅川哲男君。 
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〇４１番議員（浅川哲男君） 
 この事業を進めるには、地元の協議会を設置して、いろいろな意見の中で進めるということ

ですが、そこで大泉駅の整備をする場合に、採択を受けるまでには数年以上かかるではないか

と思います。そこで、合併特例債というのも期限があるわけですが、それらを有効に活用する

中においては期限がございますので、できれば本年度中に協議会を設置して、そういう有利な

資金を使うということでないと、それがないと、またいろいろの資金の内容の獲得が大変だと

思いますから、今年中にできれば、県やいろいろの機関と対応して、ぜひやっていただきたい

と思います。協議会の設置。 
 そして市内に６つの駅があるわけですが、一番大泉駅が、取り残されたとは言いませんが、

自然の環境の中で、自然に合った駅で、あれは潰さないで、そのままのがいいという意見があ

りますから、それは潰さなくても、一部改修して、自然に合った駅がいいなと、こんなように

思ってございます。 
 そして、もう１つは９万６千円で、県有地を８千坪以上借りて、放置されております。それ

を、金をかけて造成するではなくて芝生か何か、牧草地かなんかにして、それはいろいろな協

議の中で決めるわけですが、いろいろイベントが出たり、そこで町の人の癒しというか、広場

ができるようなことを、金をかけなくてやる方法もあると思いますから、ぜひ、それは実現し

ていただきたいと、こんなように思いますが、市長の考えをお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 今年度中に協議会の設置をということでありますけど、設置につきましては、都市再生整備

事業の、まず対象になるかどうかというものを県と協議し、その中で、なるよということにな

れば、協議会の設置ということになります。ですから、まず最初に県と、そのへんの協議をい

たしまして、設置するかどうかを検討してまいりたいというふうに思っております。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 関連質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、以上で質問を打ち切ります。 
 これで４１番議員、浅川哲男君の一般質問を終わります。 
 ここで、暫時休憩といたします。 
 再開は４時１５分といたします。 

休憩 午後 ４時０３分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ４時１４分 
〇議長（小澤寛君） 

 再開いたします。 
 次に市民フォーラム、４番議員、篠原眞清君。 
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 篠原眞清君。 
〇４番議員（篠原眞清君） 

 一般質問を行います。 
 私は北杜市に生きる人々が、いつでも安心して和やかに暮らせる環境をつくり、また維持す

ることが、私どもに課せられた責任であるというふうに常日頃から考えております。その意味

で、今、明野町民が心配しております処分場問題について、いくつか市長の見解を求めます。 
 処分場は来春４月の操業に向け、建設工事が急ピッチで進んでおります。すでに進捗率も

６０％を超えたと聞いております。そこで処分場設置を受け入れた市として、市の責任である

地域住民の生活環境の保全の観点で、今、進められている建設工事、中でも特に重要な地下水

汚染防止の遮水工の施工状況のチェック、また操業後の運用上の問題点のチェックなど、すで

に対応を行っていると考えますが、これらについて以下、伺います。 
 まずはじめに、建設工事を監視している市民から遮水工設置工事で、地下水集排水管にいく

つもの穴が空いている状況やベントナイトの下に埋設するべき、地下水集排水管がベントナイ

トの上に露出した個所がある等の情報がありました。市の工事状況、工事の把握状況はいかが

でしょうか。これらも含めての状況のご説明をお願いいたします。 
 ２番、この処分場に発ガン性が危惧される飛散性アスベスト廃棄物の持ち込みが明らかにな

りました。さて、このアスベストは天然の鉱物繊維です。熱、摩擦、酸、アルカリ等に強く、

変化しにくいという特性があり、建築材料など、さまざまな工業製品に利用されてきました。

ところがアスベストの繊維を吸い込むことによって、中皮腫、石綿肺、肺ガンなどの健康被害

が起きることから、アスベストの規制が始まりました。ＥＵ、ヨーロッパでは平成７年より規

制が始まり、日本でも平成８年から吹き付け石綿除去作業の排出規制が始まりました。また平

成１６年からは、使用が原則禁止となりました。さらに１８年からは０．１％以上のアスベス

トを含む製品の製造、輸入、使用が原則禁止となりました。 
 平成１７年には、大手機械メーカーのクボタの尼崎の工場従業員等７８名や工場近隣の住民

２名がアスベスト起因とされるガンで死亡したという報道がされ、大きな社会問題となった事

実がございます。 
 さて、このアスベスト廃棄物の明野処分場への持ち込みや、この処分場問題が起きた平成６年

から今日まで、町民に対して一度も説明されておりません。安全管理委員会には昨年１２月に

示されたようですが、町民に対する説明はありません。町民は大変驚き、心配をしております。

そこでアスベスト持ち込みの経緯について、市の説明を求めます。 
 次に今後、搬入が予定される廃棄物の詳細報告も併せて求めます。 
 続きまして、管理型の最終処分場設置は山梨県内では初めてであります。地元では、県の監

視ノウハウへの懸念が大きくなっております。また県のチェック機能を見てみますと、安定型

の最終処分場でさえ監視できず、須玉町の日向処分場、岩下処分場、明野町の多麻金属処分場

等で、さまざまな問題を起こしております。したがって、地元は有害物質が大量に入る管理型

処分場のチェックのあり方を大変、心配しております。 
 そこで以下、伺います。 
 安全管理委員会の監視体制を明らかにしてください。 
 次に２つ目といたしまして、持ち込まれる廃棄物のチェックについて、事業団のマンパワー

の詳細を明らかにしてください。 
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 以上、よろしくお答えをお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 篠原眞清議員のご質問にお答えいたします。 
 明野廃棄物最終処分場問題について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、明野廃棄物最終処分場建設工事の掌握状況についてであります。 
 明野廃棄物最終処分場については、山梨県環境整備事業団が平成１８年１０月に建設工事に

着手し、平成２１年３月の完成を目指して、現在、本体工事や水処理施設の建設工事を進めて

おり、９月８日現在の進捗率は６８％に達していると報告を受けております。 
 建設工事の施工状況につきましては地元区長、学識経験者、北杜市、県および環境整備事業

団で構成される安全管理委員会で現地視察を行い、確認をしております。また、処分場の設置

許可者である県において、遮水シートの敷設工事などが適正に施工されているか、施工中の検

査も実施されているところですが、９月１２日に環境整備事業団から地下水集排水管の損傷が

確認されたとの報告がありました。これは、施工業者が地下水排水管の上に施工したベントナ

イト混合土の厚さを確認するために、重機による掘削を行ったところ、重機のバケットの爪で

管渠の表面を損傷したものであります。この地下水集排水管は、埋め立てられた廃棄物内の浸

出水を収集するものではなく、地下に湧き出る水を処理するための暗渠配水管であり、損傷も

小さく、管にはもともと集水のための穴が空いており、かつ、その部分は二重構造になってい

ることから、機能に支障がないと施工業者が判断し、そのまま埋め戻したものであります。し

かしながら、環境整備事業団が損傷個所を確認し、９月１５日に新しい製品と交換させたとの

報告を受けております。 
 なお、処分場の整備については、これまでも安全で安心な施設となるよう、県や環境整備事

業団に対して要請してきたところであり、市としても今度も建設工事が適切に行われるよう、

対応してまいりたいと考えております。 
 次に、飛散性アスベストの持ち込みの経緯についてであります。 
 アスベスト廃棄物のうち飛散性の廃石綿等については、平成１７年６月末のクボタ神崎工場

での石綿被害報道を発端として、アスベストの危険性が改めて指摘された結果、最近になって

除去工事が増加し、排出量が増えてきております。現在、県内で発生する廃石綿等は全量が他

県で委託処分されている状況であります。 
 こうしたことから、環境整備事業団では明野廃棄物最終処分場での受け入れについて検討し

た結果、法令の処分基準および環境省の処理マニュアルに基づき、適切な飛散防止措置を講ず

ることにより、安全面での問題は生じないと判断し、受け入れを決定したものであります。 
 なお、平成２０年３月２５日に開催された安全管理委員会において、環境整備事業団からア

スベスト廃棄物の受け入れ基準が提案され、その後も搬入管理や埋め立て管理等について、検

討していただいております。 
 また今後、環境整備事業団では地元住民にも理解を深めてもらうため、アスベスト廃棄物の

処理および管理方法等についての説明会を開催することとしております。 
 次に、搬入予定の廃棄物についてであります。 
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 明野廃棄物最終処分場においては、平成１８年６月８日に北杜市、県および環境整備事業団

で締結した公害防止協定に基づき、産業廃棄物１２種類と一般廃棄物１種類の計１３種類が埋

め立てられることとされております。また地元の要望もあり、焼却灰は溶融固化したものに限

定しており、煤塵等は受け入れないこととなっています。 
 アスベスト廃棄物は、明野処分場に受け入れられる産業廃棄物１２種類のうち廃プラスチッ

ク類、金属クズ、ガラス・コンクリート・陶磁器クズ、瓦礫類の４種類に含まれているといわ

れております。廃石綿等の埋め立て処分は廃棄物処理法により、管理型最終処分場で行うこと

とされており、法令の処理基準および環境省の処理マニュアルに基づく、適切な飛散防止措置

を講ずることにより、安全性については問題がないと考えております。 
 次に、安全管理委員会の監視体制についてであります。 
 安全管理委員会は公害防止協定に基づき、最終処分場の建設および運営について、安全面に

万全を期すため、地元区長、学識経験者、北杜市、県および環境整備事業団を構成メンバーと

して設置されたものであります。 
 安全管理委員会では、処分場建設時の施工状況について安全性の確認を行うほか、廃棄物の

搬入管理、環境モニタリング、災害時における安全対策、情報公開の方法等、処分場の安全対

策にかかる具体的な管理運営方法についての細目的事項の検討を行うなど、安全管理に必要と

認められることを調査・検討しております。 
 また処分場の操業開始後は、こうした細目的事項に基づき、環境モニタリングの結果に異常

が認められた場合には、速やかにかつ適切な対応がなされるなど、適正な管理運営が行われる

よう、対応してまいりたいと考えております。 
 なお、安全管理委員会は処分場の安全面に万全を期すため、廃棄物の安定化が確認されるま

では、継続して設置されることとなっております。 
 次に、廃棄物のチェックに対する事業団のマンパワーについてであります。 
 明野廃棄物最終処分場の管理運営については、現在、環境整備事業団が検討中であることか

ら、人員体制は現時点において承知しておりませんが、今後、詳細については確認してまいり

たいと思います。 
 市といたしましても、処分場が地元にとって安全で安心な施設となるよう、県と環境整備事

業団に引き続き、施設管理等に万全を期すよう要請するとともに、対応してまいりたいと考え

ております。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 篠原眞清君、再質問を許します。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 再質問を行います。 
 まず１点目ですが、一番、地元がまずは心配していますのは、しっかり遮水工事ができるの

か、全国でいろんな問題が起きています。その工事施工にあたって、非常に技術的に難しいと

いう話は聞いております。現に心配をした事実が、先ほどお話にありましたように、地下の集

排水管の破損という事実が出てきました。今、市長のご発言ですと、９月１２日に事業団のほ

うで、それを認めて報告があったというお話ですが、これは９月１６日に行われた裁判に対す
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る、事前に裁判所へ提出した原告が、住民がその事実を伝えたことによって、はじめて県、事

業団が動いたんです。それまでは一切、動いていません。一切、なんの事故もないという経緯

できておりましたが、指摘をされてはじめて動いたんです。そういう事実をしっかりと、市の

ほうでもつかんでいるのかどうか。 
 それから先ほど言いました、地下集排水管がベントナイトの下にあるべきものが上に出てし

まっているという事実については、おつかみになっているのかどうか答弁をお願いしたいのと、

もう１点、この事故があったことを、安全管理委員会にはしっかり報告されているんですか。

報告されているとしたならば、安全管理委員会はどういう対応をしたんでしょうか。まず、そ

こをお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 生活環境部長。 

〇生活環境部長（細川清美君） 
 再質問についてのお答えでありますけども、議長にお願いがありますが、その答弁をさせて

いただくのに資料を使って、答弁をさせていただきたいと思いますが、ご許可をお願いいたし

ます。 
〇議長（小澤寛君） 

 資料配布のため、暫時休憩いたします。 
休憩 午後 ４時３１分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
再開 午後 ４時３２分 

〇議長（小澤寛君） 
 資料が配布されましたので、再開いたします。 
 答弁を求めます。 

〇生活環境部長（細川清美君） 
 地下水集排水管の損傷について、ご説明をさせていただきます。 
 ただいま、お配りをさせていただきました資料でありますが、左側の図が処分場の縦断、縦

に切った形のものが示されております。左下にあります地下水、集排水管がただいまご質問の

あった構造物であります。その上にはベントナイト混合土といいまして、水を通しにくい層を

５０センチ積み上げ、その上に遮水シートが敷かれ、混合土が敷かれ、その上に浸出水集排水

管が敷設されてぐり石等で覆われ、廃棄物が埋め立てられていくと、こういうものであります。

地下水集排水管につきましては、遮水工下部の地下水や湧水を注水して、下流に導いていくた

めの集排水管であります。その集排水管を大きくお示ししたのが、右側の図でございます。 
 損傷がありました個所でありますけども、右側の図面の上部側にあります、図面の赤で示し

た損傷個所と記載されているところであります。これが市長の答弁にもありましたように、ベ

ントナイト混合土の厚さを確認するため、施工業者がバックホーで掘削した際、４カ所に爪で

損傷を起こしたというものであります。この集水管の構造は緑色で示してありますように、外

面は波状の形状となっております。内面に平らな形状がありまして、二重構造になっていると

いうものでございます。また、その図の下のほうに、黒の丸の中に水色に塗ってある部分があ

ると思いますが、地下水を集水するための穴が当初から、こういう形で開けられているもので
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あります。集水口でありますけども、こういったものでありましたので、施工業者はバックホー

の爪で損傷を起こした程度等を施工業者が判断をし、支障がないということで埋め戻しをした

ものであります。 
 ご指摘のように、裁判の資料として出てまいりました、このことにつきまして、事業団では

９月１２日に再掘削を行い、管の損傷を確認したところでございます。また、市長の答弁にも

ありましたが、９月１５日に地下水集排水管の損傷部分を新しい集水管と交換をさせたところ

であります。 
 なお、このことが安全管理委員会へ報告されているかというご質問でありますが、現在の時

点で安全管理委員会は、まだ報告がされておりません。次の安全管理委員会のときには、報告

がされるものと思っています。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 今の説明を聞いていただいて、お気付きになった方もいらっしゃるかと思うんですが、この

ものを住民が指摘をして、はじめて県、事業団が動いて業者が直接、直したと。しかも修理に

関しては業者だけが修理をして、業者の判断で埋め戻したと。こんなことで、安全管理が行き

届いているんでしょうか。そこへこそ安全管理委員会がタッチして、チェックをしなければ、

実際にこれが二重の内部へ届いていないのかどうだって、安全管理委員会がチェックしなけれ

ば、なんのための安全管理委員会でしょうか。ただ業者が埋め戻したから、それで問題ないよ、

ほかの個所だって、そういうものがあるかどうかも分からないではないですか。安全管理委員

会は、そのことをしっかり指摘をし、調査をしっかりさせるというのが、本来の意味の安全管

理委員会の対応だと、私は思います。ぜひ、その点をどういうふうにお考えになるかを１点、

お聞きしたいのと、私の考え方がどうなのかも含めてお答えいただきたいのと、あとアスベス

トに関して、私がお聞きしているのは、この１４年間、一切説明がないんです。危険だといわ

れたダイオキシンが入っている焼却灰の問題とか、あるいは持ち込まれる汚泥の中に重金属が

たくさん入っている。散々、住民説明会でも県と事業団と、私どもやりとりをしてきました。

そういうふうに説明をしているんですけど、アスベストなんてことは、その間、一言もなかっ

たです。私が参加をしました峡北の検討委員会、つい、この間までやっていた検討委員会、そ

の中で、私も再々、持ち込みの廃棄物がどんな危険なものが入るかを確認したいから教えろと

言いましたが、一切、県は答えません。とにかく建設地を決めることが専決だと、そういう経

過できて、今この段階になって、こんな危険なものを入れる、これで住民に理解しろというの

は無理ではないですか。その点のご見解を求めます。 
〇議長（小澤寛君） 

 生活環境部長。 
〇生活環境部長（細川清美君） 

 まず１点目の、他のところにもそういったことがあるんではないかという、ご質問でありま

した。 
 今回の損傷につきましては、先ほどもお答えをさせていただきましたが、地下水集排水管の

上にベントナイト混合土というものを５０センチ置くことになっております。この５０センチ
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というものがしっかりできているのかということで、確認のために施工業者はベントナイトを

バックホーで掘削をし、ベントナイト混合土の厚みを確認したということでありまして、例外

的に掘削をしたものでありますので、ほかにはないだろうと考えているところです。 
 また他のところの検証につきましては、地下水集排水管の敷設作業に関わる出来型管理写真

でありますとか、施工状況写真を環境整備事業団のほうで再点検をしたところ、特に異常は認

められなかったというような報告を受けているところであります。 
 もう１点、アスベストについて、当初、処分場に埋め立てられるということは、説明がなかっ

たというご質問でありますけども、これにつきましては、明野の最終処分場に埋め立てられる

廃棄物は産業廃棄物が１２種類、一般廃棄物が１種類の、合わせて１３種類が搬入されること

になっております。 
 このアスベストにつきましては、市長答弁の中でもさせていただきましたが、これらについ

ては廃プラスチックとか、それから金属クズ、ガラス・コンクリート・陶磁器などのクズ、瓦

礫類の４種類に含まれているということでありまして、これらの産業廃棄物につきましては、

１２種類の中に含まれているという中でのことであります。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 本日の会議時間は議事の都合上、あらかじめ延長いたします。 
 答弁が終わりました。 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 私の持ち時間もあとわずかですので、もう１点だけ聞きたいんですが、今までの答弁で、例

えば経緯に関しては全然、説明になりません、それでは。なぜ今になって、そういうものを急

に持ち込むのかという説明に、まったくなりません。これはまた、のちほどあれですが、それ

から、この安全管理委員会の目的、安全管理委員会の要綱がありますけども、その任務の一番

最初に処分場の建設時における施工条件に関することということで、安全管理委員会の大きな

業務のトップなんですよ。しかも、この安全管理委員会の委員長は副市長がされ、副委員長は

今、答弁した部長がされているんですよ。地元の安全を一番に考える安全管理委員会であるべ

きだと私は思うんですが、委員長さんの答弁を、今までの経緯もふまえて答弁をいただきたい。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 副市長。 

〇副市長（曽雌源興君） 
 その前に、この排水管につきまして誤解があるようですから、よくお聞きいただきたいと思

います。これは地下水の排水です。処分場の、廃棄物の中を通ってくる水ではないんです。地

下水なんです。なおかつ、これは地下水を集水するために、この排水管にはもともと穴が空い

ているわけなんです。そこへ間違って、それ以外のところにも穴が空いたということであって、

それは業者が独自に判断をして、この程度の傷なら支障はないだろうと。もともと水を集めて、

穴の空いているものですから、そういう意味で・・・お静かにお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 傍聴者は、ご静粛にお願いします。 
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〇副市長（曽雌源興君） 
 そういうことで、事業団のほうへ報告がなかったと。これが、いずれかの方が無断立ち入り

して写真を撮って、それが裁判所へ提出されたと。そこで明らかになってきたと。それで事業

団でも、そこはちゃんと確認するために掘り返して、排水管を取り替えたということでありま

すので、誤解のないようにお願いいたします。 
 では安全管理委員会でありますが、これにつきましては私が委員長をしておりますけども、

地元８地区の区長さんに入っていただいて、安全性についていろんなご意見をいただいて、議

論をしております。厳しいご意見もいただいておりまして、安全委員会の中に専門家も入って

おります。そういう人の意見も聞きながら進めているわけでありまして、適正に安全管理委員

会を運営しているものと思っております。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原眞清君。 
〇４番議員（篠原眞清君） 

 私が誤解をしているなんて、とんでもないです。委員長さんがおかしいんですよ。集排水管

は当然、穴が空いています。水を集めるんですから。しかし穴が大きいと、そのまわりを、集

水管を保護するための砂利が置いてあるんですよ。それが全部入って、詰まってしまう。だか

ら、適正な穴が空いています。ところが、今回は大きな穴が空いたんですよ。砂利が入って、

詰まってしまうではないですか。そういうことで問題だということを言っているんです。副市

長さん、委員長でありながら、見解が違うと思いますよ。それから集排水管は、地下水を集め

るからそれほどというふうなニュアンスのお話ですが、この処分場はもともと湧水が多いとい

うことで、非常に問題になった場所なんですよ。地下の湧水が、遮水を下から圧力で破損する

可能性があるから、必死で県も事業団も地下水集排水へ力を入れてやっているんです。この計

画は。その大事な地下集水管なんですよ。ぜひ、その認識をしっかり持っていただいた上で臨

んでください。ますます、これでは心配になってしまいます。安全管理委員会が。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 副市長。 

〇副市長（曽雌源興君） 
 そこへ今、砂利とかなんとか入るというようなお話ですけども、わざわざ、ここが二重になっ

ていて、ここから外へは出るわけがないんです。よく見てください。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 いろいろな意味で、明野地区の皆さんには、この県の最終処分場に対して、大変な思いをい

ただいていることはたしかでありますけども、総括的にお話させてもらうとするならば、私も

市長になってから４年間、この最終処分場については、なんといっても、今、篠原議員のご指

摘のとおり、いの一番に、二も三もそうだと、安全性を第一に環境整備事業団（県当局）にも

お願いしてきたわけです。だから、今、この表で言うようなベントナイト混合土、あるいはま

た三重、四重のシートで、本当に全国トップレベルの安全性を備えた施設になってきました。
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そしてまた、なんだかんだいっても、規模も小さいほうがより安全であることはたしかだとい

う思いで、当初は５０万とも言われていましたが、私が引き継いだときには３０万立方メート

ルの規模でした。今は、さらに３掛けの２１万立方メートルの規模に縮小されてきたというこ

とも、いろいろな意味で地域住民の安全・安心を勝ち取って、そしてまた、いろいろな意味で、

将来、担保できるような施設になってきたということで、ご理解をいただきたいと思います。 
 以上であります。 

〇議長（小澤寛君） 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 １点だけ、申し上げておきます。 
 住民が見つけてはじめて掘削をし直して、現実に穴が空いているところを直しているとかと

いう、その対応、安全管理委員会が、今までの対応を見てもそうですけど、アスベストの対応

を見てもそうですけど、しっかりと、その地元の安全を確保する委員会という信頼を、住民か

ら得られるような対応をしていただきたいことを願いまして、私の質問を終わります。 
〇議長（小澤寛君） 

 次に関連質問を許します。 
 関連質問はありますか。 
 （ な し ） 
 以上で４番議員、篠原眞清君の一般質問を終わります。 
 次に市民フォーラム、２番議員、岡野淳君。 
 岡野淳君。 

〇２番議員（岡野淳君） 
 今回の一般質問では、家庭ゴミの収集に関することと中部横断自動車道、長野ルートの件に

ついて、この２点について、市長のお考えを伺います。 
 まず家庭ゴミの件ですが、現在のルールでは一般家庭から排出されるゴミを捨てる際、北杜

市民であって、かつ行政区に所属していないと、原則として地域に設置されているゴミステー

ションの利用ができません。北杜市の人口増加という意味では、市外から移住してくる人が増

えること自体は歓迎すべきことです。しかし、そういった人たちの多くが行政区に加わらない

場合が多いであろうということは、午前中の宮坂清さんの一般質問を聞いても、容易に想像で

きます。こうした住民に対し、市はゴミの排出方法について、具体的にどのような指導を行っ

ているのかを、まず伺います。 
 次に北杜市は観光振興策の一環として、リトリートの杜構想を打ち出すなど、長期滞在型の

観光地を目指していますが、北杜市に住所を持たない観光客や別荘住民が長期滞在すれば、そ

れだけゴミの量が増えるということは、自明の理です。ここで問題なのは、観光客は言うに及

ばす、市内に住所を持たない別荘住民が排出するゴミについては、収集処理の方法がないこと

から、不法投棄の誘発につながっているということです。市が考えるように、定住する人口や

長期滞在する観光客が増加し、さらに別荘も増加するならば、ゴミの排出量増加は避けられず、

必然的にゴミ行政の基本的な考え方も、連動して見直す必要があるのではないでしょうか。 
 北杜市が政策として呼び込む、新しい住民への行政サービスが不公平にならないためにも、

また長期滞在するであろう観光客や別荘の住民が排出するゴミの引き受け先として、最も分か
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りやすいのはゴミステーションの利用という方法があると思います。市民、観光客、別荘の住

民の区別なく、分別を徹底し、応分の受益者負担を前提にゴミステーションを利用できるよう

にすることは、検討に値しないでしょうか。 
 ゴミステーションが利用できないことで、不法投棄を誘発し、その処理に費用をかけるより

は、ゴミステーションにゴミを集め、その処理に費用をかけるという発想の転換が求められる

と思いますが、市長のお考えを伺います。 
 次に中部横断自動車道、長野ルートの必要性について伺います。 
 過去の質問の中で中部横断自動車道、長野ルートが北杜市にどのような影響があるかを聞い

てきましたが、答弁に具体性を欠くので、改めて市長の見解を伺います。 
 市の観光産業に対するメリットとデメリットについて、市内の観光地が空洞化するのではな

いかという危惧に対し、市長はインターチェンジの設置で回避できるという趣旨の答弁をな

さっていますが、県内では中部横断自動車道、静岡ルート沿線で沿線市町の産業や経済の活性

化策を検討する協議会、これは正確に言うと中部横断道沿線地域活性化構想策定協議会という

長い名前なので、以下、協議会といいますが、この協議会が立ち上がりまして、いわゆる沿線

が衰退していくストロー現象の対策を検討することになっております。 
 この協議会では県が提示した資料を分析し、中部横断自動車道の開通によって、地域の淘汰

が早まる可能性があると指摘していますが、長野ルートにはこうした懸念はないといえるのか

どうか、市長のお考えを伺います。さらに、この協議会では分科会を設けて、ストロー現象の

発生を念頭に置いて、地域の現状分析や地域資源の把握を行うことになっています。建設計画

が決まってからでは、いろいろな調査や意見集約をしても後手にまわる可能性が大きいことか

ら、いろいろ質問をしておりますが、はじめに建設ありきではなく、今できることから、さま

ざまな角度からの検討を早急に始めるべきではないでしょうか。 
 工法もルートもまだ未定だとしても、環境アセスや市民の意見を細かに聞くという作業はで

きるはずです。特にインターチェンジを造るとなれば、相当の規模の環境と景観の破壊が行わ

れる可能性が高いと思います。整備計画路線になっていない今だからこそ、この道路が北杜市

にとって本当に必要なものなのかどうか、市独自の検討を始めるべきではないかと考えますが、

市町の見解を伺います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 岡野淳議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に家庭ゴミの収集に関する基本的な考え方について、いくつかご質問をいただいており

ます。 
 本市から発生する家庭ゴミにつきましては、北杜市一般廃棄物処理基本計画に基づき、各行

政区等で管理するゴミステーションでの回収を行っております。また収集対象となる廃棄物は

市民が排出する家庭系ゴミとし、事業系一般廃棄物や別荘等から排出される一般廃棄物は、収

集対象としておりません。これは北杜市には９千戸を超える別荘が点在している、全国的にも

特異なケースとなっていることから、財政負担の増加につながってしまうこと、および開発申
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請時には持ち帰り等、自己処理の指導に対して承諾を得た中で建設工事を行っていただいてい

るからであります。 
 特に大規模開発事業者などは、事業者の責任として廃棄物をみずから適正に処理しなければ

ならないこととなっていることから、自己で処理をしていただいておりますので、個人別荘に

ついても同様の扱いとしております。 
 全国的には別荘ゴミを行政が収集しているところもありますが、バンガロー、山小屋、キャ

ンプ場のテントなどのレジャー施設的な位置づけとして、一時的な廃棄物であるとの解釈から

行政が収集の対象としていないところも見受けられ、それぞれが地域の実情に沿った行政判断

として、対処している状況であります。 
 したがって、北杜市においてはゴミの持ち帰りは有料ではありますが、市内許可業者および

峡北広域環境衛生センターへの搬入をお願いしているところであります。別荘は滞在も不定期

であり、ゴミ分別の徹底やゴミステーションの適正な管理等が、なかなか難しい状況であると

判断しています。 
 次に行政区で設置するゴミステーションの利用についてでありますが、ゴミステーションは

各行政区で設備投資を行い、それぞれ異なった管理体制をとりながら管理運営を行っておりま

す。またスペース等も限られていることから、別荘所有者が行政区に設置したゴミステーショ

ンを利用するには、各行政区の理解が必要であり、また反対に別荘所有者の行政区に対する理

解も必要となることから、実現するためには多くの課題があることもたしかであります。しか

しながら、この状況が不法投棄を誘発している可能性は否定できない状況であると思いますの

で、今後、長期滞在型リトリートの杜を推進していくためにも、滞在しやすい環境づくりを目

指し、別荘から出される廃棄物の収集に向けて、現在、別荘ゴミの収集量などの調査を行って

いるところであります。 
 また別荘の方々にも、北杜市のゴミ袋の使用や分別の徹底および市民と同時にゴミステー

ション建設負担などのご協力をいただかなければ、ゴミの回収の実現ができませんので、ご理

解をいただけるよう努めてまいりたいと考えております。 
 次に中部横断自動車道、長野ルートの必要性について、いくつかご質問をいただいておりま

す。 
 最初に、長野ルートの開通による地域の淘汰についてであります。 
 たしかに中部横断自動車道が開通することにより、都市部に人や物が吸い上げられ、過疎地

域の衰退が加速するストロー現象および通過も懸念されますが、交通網の整備により企業進出、

新規転入者、二地域居住者および交流人口が増加するものと期待しており、市や地域が一体と

なって集客効果を高める方法等を模索し、少子高齢化・過疎化も進行する中で、活力あるまち

づくりに努力してまいりたいと考えております。 
 また物流の拠点、ストロー現象の対応策として、市内へのインターチェンジは必要不可欠で

あり、県の道路行政の最重要ルートである、このルート、今後も国土交通省に長野県・山梨県

中部横断自動車道建設促進連合会を通して、設置要望してまいりたいと考えております。 
 次に、整備計画路線決定前の検討についてであります。 
 広域的物流体系が円滑になることで、企業立地による産業基盤の確立や交流人口の増加によ

る文化交流と観光面における地域活性化への波及効果が予想されることや、緊急体制の強化な

ど、さまざまな面で中部横断自動車道には期待をしているところであります。そうした中で、
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市としては整備計画路線に格上げになる前に、課題等を慎重に検討しながら、後手にまわらな

いよう、山梨・長野両県と連携強化を図ってまいりたいと考えております。 
 次に環境アセスや市民の意見を聞くなど、市独自の検討についてであります。 
 八ヶ岳国定公園の南麓を通過するため、本市の地域特性を生かし、環境保護に十分配慮しつ

つ、できる限り自然景観や特色ある農山村景観と調和の図られた道路整備ができるよう、国土

交通省では整備計画路線に指定する前に、環境影響評価法の実施を計画しております。内容は

環境影響に関する調査方法、予測の方法、評価の方法を示し、市や市民の意見を聞きながら進

めていく予定と聞いております。 
 また市独自の検討につきましては、今後、観光をはじめ、産業振興等に対する考えを、地域

住民からお聞きしながら整備計画に反映していただけるよう、実施してまいりたいと考えてお

ります。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 岡野淳君、再質問を許します。 

〇２番議員（岡野淳君） 
 ありがとうございました。 
 いくつか再質問させていただきますが、まずゴミの点ですけれども、別荘ゴミの収集の調査

を始められたという、ご答弁でした。これは将来に向けて、別荘等のゴミの収集をすることも

検討するというような含みがあるというふうに受け止めます。つまり、なぜ、こういうことを

言うかというと、リトリートの杜を提唱する北杜市として、やはり、そういうところのゴミを

きちっと整理して処理するということができるということが、この市の一種のステータスに

なっていくと、私は思っているんです。ですから、もちろん分別の徹底だとか難しいことは分

かりますが、そこはあえてやっていくことで、観光地としてのステータスが上がるということ

なので、ぜひこの件を進めていただきたいということです。 
 それから、もう１つ。高速道路が通った場合のストロー現象については、これは先ほど申し

上げた協議会が、地域の淘汰が早まる可能性があるという表現をしています。つまり起きるか

起きないかではなくて、起きるんですね。起きる上で、それが早まるという予測をしています。

ですから、これが長野ルートで起こらないということは、むしろ考えにくいというぐらいのつ

もりで、ぜひ、いろいろな調査を早急に始めるべきだろうというふうに思いますので、そこら

へんを改めて、もう一度、市長、ご答弁をいただければと思います。 
 それから、ちょっと時間がないので早口になりますが、もう１つ、例えばインターを造ると

いうことで、観光人口が増加するというような期待ということを答弁なさいましたが、これは

期待であって、根拠は、私はないというふうに思っています。例えば、こういう場合に国交省

がいろんな調査の数字を出します。しかし、今までの、例えばアクアラインだとか、本四架橋

だとか、あるいは各地のローカル空港だとかの惨状を見れば、国交省の見通しがいかに甘かっ

たかなんていうのはみんな分かっていることで、これはやはり地元の市が責任を持って、長坂

サービスエリアから北側に高速が通ったときに、北杜市はどうなるんだということを、きちっ

とやはり、独自の調査をすべきだというふうに思いますので、その点だけ、もう一度、市長お

願いいたします。 
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〇議長（小澤寛君） 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 一般的には長野ルートではなくて、佐久ルートというほうが分かりやすいのかもしれません

ね。いずれにしましても、一般論的には高速道路が出ることによって、過疎地帯のストロー現

象で、さらに過疎化に拍車がかかるではないかというような見解も分かります。私ども、この

北杜市のいろいろの豊かな自然、いろいろの売りを考えたときには、そのような現象にならな

いように一生懸命位置づけていく、こういうことでありますので、ご理解をいただきたいと思

います。 
 もう１つは、この社会情勢の変化の中にあって、この佐久ルートがどのような高速道路にな

るのかは、今は基本計画路線でありますので、整備計画路線でどのような構造になるのかも、

まったく分からない状態であります。仮定の話でありますけども、一部は既存の道を使った、

高規格の道でもしょうがないではないかというような考え方もあるわけです。いずれにしまし

ても、この中部横断道路は長い歴史を経て、山梨県も長野県も、この中部横断道の佐久ルート

も、峡南のほうのルートも含めて、ぜひ必要なルートであると、私みずからも思うにつけ、県

政と一緒になって、このルート実現に向かって頑張っていきたいと思いますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 
 くどいようでありますけども、私どものこの地域の特色を考えたときには、佐久ルートがで

きた暁にはストロー現象よりも、メリットのほうが大きいと解釈しているところであります。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 生活環境部長。 

〇生活環境部長（細川清美君） 
 別荘から発生する、ゴミの収集処理についての再質問であります。 
 市長答弁もさせていただきましたが、岡野議員さんがおっしゃられるように、北杜市もリト

リートの杜宣言をし、ニ地域居住等を推進しているところでもあります。こういった中で、こ

れまで別荘から生ずるゴミの処理につきましては、それぞれ自己処理をお願いしてきたところ

でありますけども、将来に向けては、これらについても収集を、あるいは処分をしていかなけ

ればならないのかなと考えているところであります。 
 そういった中で、現在、各支所を通して、大規模に開発された別荘地が一体どのくらい、年

間を通して一般廃棄物が排出されているのか。こういった大規模開発をされた別荘地について

は、事業者と契約をして広域のゴミ処理場へ運搬をしておりますので、そういったものを通し

て、調査をしているところであります。これらも含めて、将来に向かって収集できるよう進め

ているところでありますが、しかし、これを実現するためには、行政区においてはゴミステー

ションを設置していただいて、そこにまとめていただいて収集しているというのが現実であり

ます。したがいまして、別荘を利用されている方も、市の住民と同じように負担と労力のご協

力をいただかなければ、別荘地のゴミの収集というのは不可能かなというふうに考えておりま

すので、また周知の方法等も含めて、別荘の皆さんにもそういった意味での協力が得られるよ

うな呼びかけも、これからしていかなければいけないのかなと思います。現時点では、とりあ

えず、年間どのくらいゴミ量が発生するのか、そういった調査を進めているところが現在の状
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況であります。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁が終わりました。 
 関連質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、これで２番議員、岡野淳君の一般質問を終わります。 
 次に市民フォーラム、２２番議員、小林元久君。 
 小林元久君。 

〇２２番議員（小林元久君） 
 農地・水・環境保全向上対策について、質問をいたします。 
 北杜市は豊かな自然に恵まれた環境にあり、集落は中山間地域の中に位置し、地域の立地条

件等を生かした農業経営が営まれています。しかしながら生産者の高齢化、担い手の減少など

による農業環境は厳しく、特に北杜市は中山間地のため、急傾斜の農地が多く、平坦地に比べ

不利な地域事情である。畑は特に耕作放棄地が著しく、増加している状況です。そのため農地

は荒れ、景観を損ね、鳥獣の住みかとなっている状況です。 
 農地・水環境保全向上対策事業が平成１９年から２３年までの５年間の事業として、北杜市

で８地区と協定を結び、この事業を取り入れ、活動しています。農家と非農家など、いろんな

活動組織で構成した地域ぐるみの共同活動で、素晴らしい事業だと思います。 
 そこで以下、質問します。 
 １つ。北杜市の中で、この事業を取り入れている８地区の面積はわずかな面積だと思います。

今後、この取り組みを拡大していく考えはあるのか、お聞きします。 
 ２つ目。遊休農地、特に畑が多い状況であるが、ここにこの取り組みを取り入れて、地域ぐ

るみでの遊休農地解消を図っていることも１つの対策であると考えるが、市としてこの農地・

水環境保全対策をどのように活用した中で耕作放棄地面積を解消していくか、２点について市

長のお考えを伺います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小林元久議員のご質問にお答えいたします。 
 農地・水・環境保全向上対策について、いくつかご質問をいただいております。 
 農地・水・環境保全向上対策は農家、非農家を問わず地域ぐるみで農地、農業用水等の資源

の保全管理を行うことを支援する制度であります。これまでの推進活動として、平成１８年度

以降、地元説明会を開き、各地域において、この活動の取り組みについて検討してまいりまし

た。その結果、平成１９年度に８地区、平成２０年度に２地区が加わり、現在１０地区が取り

組んでおり、その協定面積は４１４ヘクタールあります。さらに平成２１年度から取り組みを

はじめる予定の地域もあり、本事業に取り組む地域が徐々に増えてきている状況であります。 
 しかし、平成１２年度から導入している中山間地域等直接支払い制度が地域内に広く浸透し、

各地域で協定が締結されていることから、これと同様の取り組み内容と性格を持つ農地・水・
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環境保全向上対策への加入は、市内農地面積比で１０％弱に留まっております。市では平成

１９年度の事業導入時から、農地・水・環境保全向上対策は畑地帯への導入を基本とし、水田

には中山間地域等直接支払い制度による継続的活動を促してまいりました。今後は耕作放棄が

進む畑地帯において、さらなる推進を図るとともに、畑の耕作放棄地解消策と並行して事業を

進めてまいりたいと考えております。 
 次に、遊休農地化している畑の対応についてであります。 
 畑地の遊休農地解消にはハード面、ソフト面の両面で事業展開をしなければならないと考え

ております。まずハード面では、畑地帯総合整備事業による生産基盤の整備を積極的に進め、

遊休化を解消してまいりたいと考えております。ソフト面では、人的な基盤の整備としての担

い手対策と、永続的な農地管理ができる体制づくりに対する支援を進めてまいりたいと考えて

おります。具体的には担い手対策として、地域の担い手組織の構築と育成、新規就農者の受け

入れや企業の農業参入を積極的に推進してまいります。また農地管理においては、農地・水環

境保全向上対策等の導入に向けた誘導とアフターフォローを密に行い、地域に出向いての協議

を進めてまいりたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 小林元久君、再質問を許します。 

〇２２番議員（小林元久君） 
 この事業は、中山間地域直接支払い制度とは違って畑地などを中心に進めている事業で、北

杜市は何を目標にしているのか、この事業の目的が分からないような状況に、今、あるわけで

す。県では８つの目標、ここにこのような取り組みを応援しますということで、地域の魅力を

再発見する、住民の輪をつなぐ、３つ目にここに遊休農地を解消するとあります。そして、い

ろいろありまして、８つあるわけですが、私たちの地域をお花畑にするとか、こういうものに

対する取り組みを応援しますということですので、何かちょっと答弁を聞いていて、中山間事

業とちょっと勘違いしているのではないかなと、こんなふうに思えるわけでございますが、こ

の事業を取り組むについては、団体、組合ですね、組合が取り組むわけでございますが、農地

の取り組みについて、地区ごとに活動計画を挙げて取り組むわけでございますが、質的の向上

を図る活動計画をつくって、活動に移していくというようなことに取り組むことが目標だと思

います。そんなことで、農地への取り組みをどこに置くかということで、北杜市は北杜市とし

て目標を持って、項目を決めて、できれば遊休農地の解消は外さないように取り組みを行政指

導していくとか、こういうような指導をしていただければ、遊休農地の解消、それから環境、

景観ですね、それからお花畑とか、いろいろここにあるような事業が取り入れられると思いま

すので、よろしくお願いします。これについて、市長のお考えをよろしくお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 答弁を求めます。 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 小林議員から再質問がございました。せっかくの機会ですので、いわゆる農地・水・環境保

全向上対策制度と中山間地域等直接支払い制度の違いを、ちょっとここでお話したいと思いま
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す。 
 まず、この２つの事業はどういう形でできているかといいますと、この根拠法令は食料・農

業・農村基本法というものでございまして、平成１１年に制定されたということでございます。

それまでは皆さん、ご存じのように農業基本法、これは昭和３６年に制定されました。それが、

その当時の社会経済の動向や見通しをふまえて、わが国のいく農業の道筋を明らかにしたとい

うことでございます。しかしながら、今、こういった経済成長、国際化の著しい進展等に伴い

まして、わが国の農業、農村を巡る状況は大きく変化したと。成果を挙げた面も当然あるんで

すが、要するに国民が不安を覚える事態が生じてきたということで、今回、この基本法が制定

されたわけでございます。 
 その中の内容はどういうことかといいますと、いわゆる食料自給率の低下があるから、これ

をなんとかしようではないかということ。それから２つ目が農業者の高齢化等、農地面積の減

少をなんとかしようではないかと。３つ目は農村の活力の低下が困っているから、なんとかし

ようと、こういう３つのターゲットに絞って、できたわけでございます。その中に今、おっしゃ

いました農地・水・環境保全向上対策、中山間等直接支払い制度ができたわけでございまして、

本来ですと、直接支払い制度につきましては平成１２年、基本法ができたときから、１２年、

１３年、１４年、１５年、１６年、第１期で行っております。第２期は１７年、１８年、１９年、

２０年、２１年。それから農地・水については昨年度から、１９年、２０年、２１年、２２年、

２３年と５年間の予定で今、進んでおるわけでございます。 
 議員がおっしゃる北杜市の１つの考え方を示せというわけでございますけれども、基本的に

は、これはもう日本全国一律でございます。当然、遊休農地も解消しなければならないでしょ

うし、いわゆる農村の活性化もしなければならない。ただ中山間地につきましては、先ほども

おっしゃいましたように傾斜地がひどいと。２０分の１から１００分の１の傾斜地については、

中山間地であると、そういう規定をしてございますので、そういったところでの内容を、要す

るに農家の方のみに関して、１つのグループをつくって遊休農地の解消、それから遊休農地に

ならないように抑止をするということが、１つのテーマになってございます。 
 それから農地・水・環境保全向上対策につきましては、先ほど市長も答弁しましたけれども、

いわゆる農家ではあっても、農家だけではなくて、その中にはいわゆる地域住民、いろんな、

サラリーマンの方もいます、自営業の方もいます。そういった地域の住民の混在化が激しくなっ

てきたと。だから平成１９年度から農地・水をつくって、いわゆる集落機能の低下を防ごうと

いうことで、始まったわけでございます。 
 したがいまして、いわゆる、分かりやすく言えば向こう三軒両隣、いわゆるゆいの形だとか、

みんな地域でもって、いわゆる消防団が芝焼きをするとか、それから側溝の泥上げをするとか、

地域のみんなで花を植えましょうと、こういったのが農地・水・環境保全向上対策でございま

して、これは農家だけでなくて、地域のみんなが一緒にやろうよと、こういう事業でございま

す。 
 したがいまして、北杜市につきましては、遊休農地の解消も当然ですけれども、これから起

きるであろう遊休農地をなんとかよくしようというのが、１つのターゲットとして考えており

ますので、ご理解をお願いしたいと思います。 
 以上でございます。 
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〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 ４１秒ございます。 
 小林元久君。 

〇２２番議員（小林元久君） 
 この制度は５年間という短い期間ですが、北杜市として、５年間過ぎた場合に、このような

事業をどうしていくのか、市長のお考えをお願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 基本的には、水田には中山間地域直接支払い制度で、今、部長のお話のとおりであります。

ややもすれば、中山間のほうが有利であるから、そちらのほうへ目が向いていますけども、両

方並行して進めていきたいと思います。これは国の制度の問題でありますから、国にはなんと

か持続してほしいということを、これからも要望していきたいと思っているところであります。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりましたが、あと残時間２４秒です。 
 小林元久君。 

〇２２番議員（小林元久君） 
 ８地区のうちで、遊休農地の発生防止と解消に取り組んだ地域があるのかどうか、その状況

が分かれば、ちょっと教えていただきたいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 産業観光部長。 
〇産業観光部長（植松忠君） 

 今、手元にございませんけれども、遊休農地の解消という形では若干、厳しいかなと思って

おります。いわゆる、先ほど申しましたように、遊休農地にならないことを抑止していくとい

うことですから、基本的には市のコンセプトも、国のコンセプトも抑止をすると。これ以上、

増やさないを１つのテーマにしておりますので、ご理解願いたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 答弁が終わりました。 
 残時間１０秒ですが、関連質問はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで２２番議員、小林元久君の一般質問を終わります。 
 以上で、一般質問はすべて終了いたしました。 
 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は５時４０分といたします。 
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休憩 午後 ５時２４分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ５時３８分 
〇議長（小澤寛君） 

 再開いたします。 
 今朝ほど、篠原眞清議員から動議が提出され、この動議が成立しております。 
 この動議を議題とすることにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 それでは、篠原眞清議員の内容説明を求めます。 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 私の動議の内容につきまして、ご説明をさせていただきます。 
 昨日の代表質問の中で、私ども市民フォーラムの野中真理子議員の質問の中で、すでに議決

された内容につきまして、改めて質問する内容があるではないかというご指摘をいただき、そ

してそれにつきましては、野中真理子議員もそのことの否を認めて、陳謝をさせていただいた

経過がございます。 
 そのあとの細田議員の発言の中で、小淵沢のグラウンドの問題が具体的な例として示されま

して、すでに議決している内容を改めて、ここで質問するのはいかがなものかと。さらに、私

の承知している受け止めでは、議会の信頼関係をというふうな意味合いだと思うんですが、市

民からそれを疑われてしまうようなことになるではないかという、心配ということで、具体的

な例として、それを示されて諭されたというか、話をされました。 
 そのことは、それで結構だと思うんですが、実はその小淵沢のグラウンドの件は、議会の議

決に付されている事案ではございませんでした。その発言をそのまま見過ごしてはいけないの

ではないかなと。私たちも議決されていない内容が、あたかも議決されたかのごとく受け止め

られることは、これは決していいことではないのではないかなという思いが、私にございまし

て、ここの部分はぜひ、細田議員に発言の取り消しをなさっていただきたいと。さらに、私は

陳謝という言葉も申し上げました。それはなぜかと申し上げますと、昨日のやりとりの中で、

細田議員みずからが野中議員にも、ぜひそういう問題点があるという指摘をされて、これは陳

謝すべきだと、取り消すべきだという話をされた、それを受けて野中議員もみずからの否を認

めて、本会議場の中で陳謝をした経過がございますので、ぜひひとつ、その部分も含めて、で

き得れば、それらの経過の流れの中から、野中議員に対して陳謝をしていただくことができた

らなということで、提案をさせていただいた状況でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 ただいまの内容説明に対し、細田議員の発言を求めます。 
 細田哲郎君。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 まず、先に議長に申し上げたいと思いますが、本来、議案として議場に提出する過程におい

て、今朝の議長の話ですと、事前にその話は承っていたと。そういうことであれば、しっかり

書面をもって提出させ、議会運営委員会に付して、本会議に上程するのが当然なわけです。今
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の動議もそうですけど、これは今後のために私は申し上げておきます。今の動議にしても、そ

うです。動議をすべて、賛成者がいたら全部議題になるとは限りません。例えば諮る前に、議

長はその提案理由について、本当に議題として、これが市民の皆さんにも恥ずかしくない議題

なのかを、しっかり議会運営委員会に諮るのが当然でしょう。そこの意味を、しっかり申し伝

えておきます。 
 それから経緯を申し上げられましたので、私も一言、誤解のないように申し上げます。今、

篠原眞清議員が野中議員に対して、私が陳謝をしなさいという条件は、今言われたように、本

会議に取り上げないということで、私も承知はしました。これは事実です。しかし、野中議員

が陳謝した２つの問題。１つは市長に対する質問の事項、しっかり、これは主題を言って陳謝

しているわけです。１つは、議決でうんぬんということで陳謝しただけなんですよ。そうする

と、今回は一般と違って、テレビに放映されるわけですよ。そのことを、本来だったら、その

場で私が指摘すればよかったんですが、テレビに放映されて、いろいろ問題があってもいけな

いということで、ある意味ではあまり問題にしないために、放映されない関連質問が終了後、

申し上げたわけです。 
 そこで今、私の、言われた取り下げの件と、それから謝罪の件について、もう一度、篠原議

員にあと一度、単刀直入に説明してください。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原議員、あと一度、説明が求められましたが、説明をお願いします。 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 説明することはやぶさかではないですけども、同じことを二度繰り返すことになるではない

かと思うんですが、何かご不明な点があれば、その点を言っていただければ、それについて、

私、説明させていただきたいと思いますが、よろしければ、そういうふうな取り扱いをお願い

したいと思います。 
〇議長（小澤寛君） 

 細田哲郎君。 
〇３７番議員（細田哲郎君） 

 私、あくまでも、皆さん、ほとんど昨日の、市民フォーラムの代表質問の質疑応答を聞いて

分かると思いますが、あの状態で放映されたときに、議会もしくは行政は何をやっているんで

すかと、必ず批判を受けるのは目に見えて、私は感じましたので、この危機感で、流れをつく

らせていただきました。 
 そこで、今、たしか篠原眞清議員は、議決をしていないと申しましたね。そうですね。では、

私が申し上げます。これは、２０年度の当初予算にしっかり載っています。これは委員会で審

議して、本会議で皆さん、全員賛成で可決したんですよ。なんで、議決していないんですか。

議決していなかった１つの事業は、１円たりともできないんですよ。議会の議決がなければ。

さらに申し上げます。２０年の７月１４日、全員協議会が開かれました。協議事項は、承認第

６号 平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第２号）の専決処分の報告及び承認を求める件

で１点。２点目に、この今言う小淵沢の工事費用に関して、建設資材の高騰に伴う単価スライ

ド条項の運用について。３点目に入札辞退の件で、小淵沢中学校グラウンド整備工事の件で、

ここでもしっかり議論をしているんですよ。ですから、私が昨日、申し上げたのは、すでに議
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決している問題であるということを主張したまでであって、私がそこへいって取り下げる理由

もなければ、陳謝する理由もない。逆に、私は信頼性を傷つけられましたよ。その責任につい

て、議長、どう取り計らっていただけますか。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原眞清君。 
〇４番議員（篠原眞清君） 

 今、ここの工事請負契約に関して、２０年度の予算で決まっているではないかと、議決した

ではないかと。たしかに、それは予算として議決していますが、工事請負契約に関して、本来

であれば、議決に付すべき案件ではないということで、これが議決に付されておりません。で

すから、工事請負契約について議決していないということで、私は議決をしていないと申し上

げました。 
 それから、昨日の細田議員の発言もそれに類して、７つの業者が一度、要するに辞退したう

んぬんとか、その件についても話されています。私は、とにかく、その工事請負契約について

の議決をしていないという受け止めの中で話をさせていただいたことだけ、申し上げたいと思

います。 
〇議長（小澤寛君） 

 ということで、細田議員の発言も皆さんお聞きのとおりでございます。 
 この議題の取り扱いについて検討してございますから、事務局長から、この議題の取り扱い

について説明をさせます・・・小林保壽君。 
〇２７番議員（小林保壽君） 

 これは、まず今朝、冒頭の動議というのを議長は知っていたわけなんですね。そうすると議

会の取り扱いとしては、議長はこの件について、まず書面をもってするとか、動議の内容を聞

いた中で、この会に及ばなければいけなかったんですね。動議が出るからといって、ただ、そ

れだけを聞いて、冒頭の動議、そしてそれが昨日の発言内容なんですね。そうすると、議会の

取り扱いということについては、その議会での流れ、そして内容、そういったものについてが

動議ですから。つまり、先ほど、内容的なものに関しますと、工事の議決というのは、請負の

議決が１億５千万円以上なんです。そうすると今回のは８千万円、９千万円以下ぐらいの工事

だったんですね。これは請負の議決は、議場ではしません。ところが予算の議決は、先ほど細

田議員が言ったようにしています。野中真理子議員の陳謝等は、これは北の杜聖苑の理事さん

の、つまり市長と同級生、親戚縁者がどうのこうのという私的生活にわたる言論に対する、こ

れは陳謝なんです。これは懲罰対象にもなりますよ。そこのところを、私が動議を出して陳謝

になったんです。細田議員はそのあと、要するにこういったことが議会の中で繰り返されてい

く、つまり議決をした内容を何度もしつこく聞くことがいかがなものかということを、議会へ

提案をしたんです。それは別に、発言の取り消しとか、陳謝の対象になるようなことではない

と思うんですね。よく議会の内容をわきまえた中で発言をしてください。 
〇議長（小澤寛君） 

 動議については、私の取り扱いに不備があったということでございますが、皆さまにこの動

議が成立しているということで、議題とするかお諮りしたら異議なしということで、議題とし

ております。しかしながら、この問題について、どういう処理をしていくかということは研究

をしてございますから、事務局長から、その内容を説明させます。 
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〇議会事務局長（赤岡繁生君） 
 先ほど議長が申しましたように、動議は成立しております。賛成者もございました。それで

議題とするかどうかということについては、異議なしということでございまして、今、進んで

おります。このことについては、皆さんの意見も、篠原議員、細田議員の意見も伺っておりま

すので、これについては、結果的には起立採決というようなことになります。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 清水壽昌君。 

〇３５番議員（清水壽昌君） 
 議会の進め方というふうなことでございます。今、説明の中で採決というふうな、局長の説

明がございました。いつ、何をどのように採決をするのかということでございます。まだ細田

議員、当事者の手も挙がっております。その発言を許す中で、意見を聞く中で、議論をし尽く

してから結論は出すべきだと。何をどのように採決するのかということも、しっかり説明をし

た中で、議事を進めていただきたいというふうに思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 採決という、今の局長の説明はちょっと間違っております。リーダーのほうから・・・。 
 細田哲郎君。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 何回も言うようですけど、今、動議の主題が、私が議決していないものを議決していると言っ

たわけですから、その間違いを逆に訂正して、謝罪をしなければいけないでしょう。何を採決

するんですか。しっかりしてください。 
〇議長（小澤寛君） 

 小林保壽君。 
〇２７番議員（小林保壽君） 

 篠原眞清議員から出た、議決をしていないという、これが間違いなんです。ですから、そこ

のところを基本的に正さないと、あとの内容が全然、先に進みません。つまり、陳謝をしたも

のは市長に対する発言だったんです。そして予算を議決している、していないの、ここのとこ

ろをはっきりさせないと、工事の内容、請負の議決をこの議場でしている、議会へ提出するの

か、予算の議決をするのか、これは両方、工事に対しての議決はしているんです。だから、そ

こを篠原議員に正してもらわないと、これから先に進まないんですよ。 
〇議長（小澤寛君） 

 篠原眞清君、今の発言に対しての発言を願います。 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 先ほど申しましたように、私は工事請負契約の議決をしていないという趣旨で話をさせてい

ただきました。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 細田哲郎君。 
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〇３７番議員（細田哲郎君） 
 議事録の提出を求めます。私は工事に対しての発言は、一切しておりません。議決をしてあ

る問題だからという発言しか、おそらくしていないと思いますから、議事録の提出をぜひ、本

会議へ提出してください。 
〇議長（小澤寛君） 

 小林保壽君。 
〇２７番議員（小林保壽君） 

 篠原眞清議員に申し上げたいんですが、１億５千万円以上のものでないと、議会に請け負い

の議決の要請はありません。これは分かりますよね。ですから、予算を議決してあるものは議

決してあるんです。だから、ここを取り間違えると、これから先には進まないんですよ。です

から、議決していないと言った篠原議員が間違いですから取り消して、それから先に進めない

と、これは何度いっても進みませんよ。 
〇議長（小澤寛君） 

 そういうことですから、契約に関して議決を要するものは、請負工事に関しては１億５千万

円以上ということになっておりますので、これはその範囲以下でございますから、契約の議決

は必要ないわけでございます。 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 私はあくまでも、工事請負契約の議決という観点で、細田議員が指摘されたというふうに受

け止めましたので、そういう発言をさせていただきました。ご指摘のように、２０年度予算、

たしかに私も賛成をして、議決をしております。ですから、その点については、私のほうで不

備がありましたので、この点につきましては発言を取り消し、さらに細田議員に対しましては、

陳謝を申し上げたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 細田哲郎君。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 動議の取り消しもお願いいたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 篠原眞清君。 

〇４番議員（篠原眞清君） 
 したがいまして、動議も取り消しをさせていただきます。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 動議が取り消しされました。 
 これですべて白紙となりましたので、以上をもちまして、この審議を終結いたします。 
 以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。 
 次の会議は明日、９月２６日、午前１０時に開きますので、全員定刻にご参集ください。 
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 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでした。 

 
散会 午後 ５時５７分 
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（決算特別委員会審査報告） 
日程第１ 認定第１号 平成１９年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定 
日程第２ 認定第２号 平成１９年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳

出決算の認定 
日程第３ 認定第３号 平成１９年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決

算の認定 
日程第４ 認定第４号 平成１９年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定 
日程第５ 認定第５号 平成１９年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳

入歳出決算の認定 
日程第６ 認定第６号 平成１９年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定 
日程第７ 認定第７号 平成１９年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定 
日程第８ 認定第８号 平成１９年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算の認定 
日程第９ 認定第９号 平成１９年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入

歳出決算の認定 
日程第１０ 認定第１０号 平成１９年度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出

決算の認定 
日程第１１ 認定第１１号 平成１９年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出

決算の認定 
日程第１２ 認定第１２号 平成１９年度北杜市ケーブルテレビ特別会計歳入

歳出決算の認定 
日程第１３ 認定第１３号 平成１９年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳

出決算の認定 
日程第１４ 認定第１４号 平成１９年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出

決算の認定 
日程第１５ 認定第１５号 平成１９年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出

決算の認定 
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日程第１６ 認定第１６号 平成１９年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出
決算の認定 

日程第１７ 認定第１７号 平成１９年度北杜市長坂財産区特別会計歳入歳出
決算の認定 

日程第１８ 認定第１８号 平成１９年度北杜市大泉財産区特別会計歳入歳出
決算の認定 

日程第１９ 認定第１９号 平成１９年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳
出決算の認定 

日程第２０ 認定第２０号 平成１９年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出
決算の認定 

日程第２１ 認定第２１号 平成１９年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出
決算の認定 

日程第２２ 認定第２２号 平成１９年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳
出決算の認定 

日程第２３ 認定第２３号 平成１９年度北杜市病院事業特別会計決算の認定 
（常任委員会審査報告） 

日程第２４ 議案第８５号 北杜市交通安全対策会議条例の一部を改正する条例

について 
日程第２５ 議案第８６号 北杜市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動

の公費負担に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 
日程第２６ 議案第８７号 北杜市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例について 
日程第２７ 議案第８８号 北杜市手数料条例の一部を改正する条例について 
日程第２８ 議案第８９号 北杜市病院事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例について 
日程第２９ 請願第３号 後期高齢者医療制度の廃止を求める請願 

日程第３０ 報告第７号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定） 
日程第３１ 報告第８号 平成１９年度北杜市健全化判断比率報告の件 
日程第３２ 報告第９号 平成１９年度北杜市資金不足比率報告の件 
日程第３３ 議案第８４号 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律等の施行に伴

う関係条例の整理に関する条例の制定について 
日程第３４ 議案第９０号 北杜市職員住宅条例を廃止する条例について 
日程第３５ 議案第９１号 平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第３号） 
日程第３６ 議案第９２号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第

１号） 
日程第３７ 議案第９３号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号） 
日程第３８ 議案第９４号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号） 
日程第３９ 議案第９５号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号） 
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日程第４０ 議案第９６号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第
１号） 

日程第４１ 議案第９７号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第４２ 議案第９８号 平成２０年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第１号） 
日程第４３ 議案第９９号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第

１号） 
日程第４４ 発議第４号 北杜市議会委員会条例の一部を改正する条例について 
日程第４５ 同意第５号 北杜市公平委員会委員の選任について議会の同意を求める件 
日程第４６ 同意第６号 八ヶ岳山恩賜県有財産保護組合議会議員の選任について議

会の同意を求める件 
日程第４７ 同意第７号 大平山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について

議会の同意を求める件 
日程第４８ 同意第８号 棒道下恩賜林保護財産区管理会委員の選任について議会の

同意を求める件 
日程第４９ 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について 
日程第５０ 選挙第１号 御座石山恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙について 
日程第５１ 発議第５号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出について 
日程第５２ 発議第６号 後期高齢者医療制度の見直しを求める意見書の提出について 
日程第５３ 議案第１００号 平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第４号） 
日程第５４ 議案第１０１号 工事請負契約の締結について（市営西原団地建設工事（建築

主体工事）第２期） 
日程第５５ 経済環境常任委員会行政視察研修報告 
日程第５６ 継続審査の件 

 

 １９９



 
２．出 席 議 員 （４１人） 

 
 １番 野中真理子  ２番 岡 野  淳 
 ３番 小 澤 宜 夫  ４番 篠 原 眞 清 
 ５番 五 味 良 一  ６番 小野喜一郎 
 ７番 鈴木今朝和  ８番 風 間 利 子 
 ９番 坂 本 重 夫 １０番 植 松 一 雄 
１１番 坂 本   １２番 小 林 忠 雄 
１３番 中 嶋  新 １４番 保坂多枝子 
１５番 利 根 川 昇 １６番 中 村 勝 一 
１７番 宮 坂  清 １８番 坂 本  保 
１９番 千 野 秀 一 ２０番 小 尾 直 知 
２１番 渡 邊 英 子 ２２番 小 林 元 久 
２３番 林  泰  ２４番 内 田 俊 彦 
２５番 篠 原 珍 彦 ２６番 内 藤  昭 
２７番 小 林 保 壽 ２８番 坂 本 治 年 
２９番 古 屋 富 藏 ３０番 茅野光一郎 
３１番 浅川富士夫 ３２番 田 中 勝 海 
３３番 秋 山 九 一 ３４番 中 村 隆 一 
３５番 清 水 壽 昌 ３６番 秋 山 俊 和 
３７番 細 田 哲 郎 ３８番 渡 邊 陽 一 
３９番 小 澤  寛 ４０番 鈴 木 孝 男 
４１番 浅 川 哲 男 

 
 

３．欠 席 議 員 （ な し ） 
 

 ２００



 
４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（２６人） 

 
市 長 白 倉 政 司 副 市 長 曽 雌 源 興 
総 務 部 長 柴 井 英 記 企 画 部 長 小 松 正 壽 
保健福祉部長 藤 原 良 一 生活環境部長 細 川 清 美 
産業観光部長 植 松  忠 建 設 部 長 浅 川 和 徳 
教 育 長 櫻 井 義 長 教 育 次 長 小 林 喜 文 
会 計 管 理 者 大 芝 隆 夫 監査委員事務局長 原  哲 也 
農業委員会事務局長 新 海 敏 生 明野総合支所長 八 代 忠 夫 
須玉総合支所長 内 藤 歳 雄 高根総合支所長 白 倉 民 雄 
長坂総合支所長 植 松  本 大泉総合支所長 藤 原  宝 
小淵沢総合支所長 小林まち子 白州総合支所長 渡 邊  稔 
武川総合支所長 福 井 俊 克 政策秘書課長 名 取 重 幹 
総 務 課 長 堀 内  誠 財 政 課 長 小 島 良 一 
市民福祉課長 清 水 春 昭 囲碁美術館長 小 池 昭 一 

 
 

５．職務のため議場に出席した者の職氏名（３人） 
 

議会事務局長 赤 岡 繁 生 
議 会 書 記 岩 波 信 司 
   〃    浅 川 輝 夫 

 
 
 
 

 ２０１



開議 午前１０時００分 
〇議長（小澤寛君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 会議に先立ちまして、私から一言お詫びをさせていただきたいと思います。 
 昨日の動議の取り扱いおよび、その議事運営に不適切な面がございました。私の不徳のいた

すところ、また議事運営に無知なところから貴重な時間を労し、その上、多くの方々の名誉を

傷つける結果となってしまいました。誠に申し訳なく深く反省し、心からお詫びを申し上げま

すとともに、今後かかる事態が発生しないよう、慎重に、しかも中立・公正な立場を旨とし、

職務を遂行するよう心がけますので、ご容赦くださいますようお願い申し上げます。 
 なお、本定例会も余すところ本日１日となりました。議事進行につきまして、ご協力を賜り

ますようお願いを申し上げまして、お詫びの言葉とさせていただきます。 
 ただいまの出席議員数は４１人です。 
 定足数に達しておりますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 これから、本日の日程に入ります。 
 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第１ 認定第１号 平成１９年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定から日程第２３ 認定

第２３号 平成１９年度北杜市病院事業特別会計決算の認定までの２３件を一括議題といたし

ます。 
 本件につきましては決算特別委員会に付託しておりますので、決算特別委員長から審査の経

過と結果についての報告を求めます。 
 決算特別委員長、鈴木孝男君。 
 鈴木孝男君。 

〇決算特別委員長（鈴木孝男君） 
 平成２０年９月２６日 
 北杜市議会議長 小澤寛様 

決算特別委員会委員長 鈴木孝男 
 北杜市議会決算特別委員会委員長報告書 
 決算特別委員会は去る９月１０日、平成２０年第３回北杜市議会定例会において付託された

事件審査を、９月１１日、１２日、１６日、１７日および２２日に議員協議会室において慎重

に審査いたしましたので、その経過と結果について、ご報告いたします。 
 認定第１号 平成１９年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２号 平成１９年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３号 平成１９年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４号 平成１９年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５号 平成１９年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６号 平成１９年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７号 平成１９年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
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 認定第８号 平成１９年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９号 平成１９年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１０号 平成１９年度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１１号 平成１９年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１２号 平成１９年度北杜市ケーブルテレビ特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１３号 平成１９年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１４号 平成１９年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１５号 平成１９年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１６号 平成１９年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１７号 平成１９年度北杜市長坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１８号 平成１９年度北杜市大泉財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１９号 平成１９年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２０号 平成１９年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２１号 平成１９年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２２号 平成１９年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２３号 平成１９年度北杜市病院事業特別会計決算の認定 
 以上、２３件であります。 
 ３ページに移らせていただきます。 
 審査結果 
 この審議過程においての、主な質疑を申し上げます。 
 まず認定第１号 平成１９年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定についてであります。 
 安い利子の基金を積み立てるのではなく、高い利子の起債を返したほうがよくないか。借り

てまで積み立てる必要があるのかとの質疑に対し、市債は大きな物を造るときに一時的な財政

の圧迫を避けるとともに、世代間の負担の平準化のために借り入れているもので、交付税に算

定される有利なものを借りているとの答弁がありました。 
 次に一時借入金が出てこないが、どう対応したのかとの質疑に対し、３月、４月は資金不足

が生じたが、一時借入金は高金利のため借り入れを回避した。財政調整基金１７億５千万円を

繰り替え運用し、対応したとの答弁がありました。 
 次に北の杜聖苑の詳細について質疑があり、指定管理取り消しまでの経過説明がありました。

質疑応答のあと、この件および指定管理施設に関し、日を改めて審査することになりました。 
 次に民生費は増額しているが、繰り出しの状況はどうかとの質疑に対し、増加の傾向にある

が、病院は総務省の繰り出し基準内であり、国保など特別会計においては、法定繰り出しの基

準内で対応しているとの答弁がありました。 
 次に指定管理施設のデイサービスセンターの、市への納入金の根拠はとの質疑に対し、須玉

は民間であり、１坪２千円、高根、大泉、白州および武川は収益見込みの１５％、小淵沢は収

益実績の１５％であるとの答弁がありました。 
 次に風林火山館の経済効果はとの質疑に対し、５７万人の方に入場いただいたことにより、

有形・無形の経済波及効果が十分あったと確信している。具体的には、スパティオ小淵沢の道

の駅は、対前年比約５千万円の増収があったとの答弁がありました。 
 次に松くい虫による倒木などの危険木への対応はとの質疑に対し、二次被害の心配のある道
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路および公共施設から２０メートル程度については、１千万円をかけて市単独事業で対応して

いる。年間４回の調査を行い、緊急性のあるものから対応している。伐採木がある場合、所有

者に承諾をいただいているが、理解いただけない場合もあるとの答弁がありました。 
 次に法定外公共物の管理および処分について、どう対応しているかとの質疑に対し、平成

１６年度に国から移譲を受け、市が管理している。払い下げについては、通行等影響のないと

ころについて、利害関係者すべての同意と地区の同意を取り、払い下げを行っているとの答弁

がありました。 
 次に除雪の基準と融雪剤の配布はとの質疑に対し、８４３キロメートルの幹線を７６社に委

託し、１０センチメートル以上の降雪があると、各支所の判断で除雪を行っている。１９年度

の除雪の実績は、２，４０５キロメートルである。また融雪剤については、各支所で対応して

いるとの答弁がありました。 
 次に給食費の滞納が前年より増えている状況と本当に支払えないのか、分析と対応はとの質

疑に対し、滞納額は年々増えており、経済困窮者が増え、今後も続くかもしれない。また、滞

納者の家庭で直接、話をし、家庭の事情に配慮をしながら根気強く説得していくとの答弁があ

りました。 
 次に物価高がすべてに及んでいるが、給食費への影響はとの質疑に対し、１食当たり小学校

が２４０円、中学校が２８０円である。これに１食当たり小学校に５円、中学校に１０円補助

し、なお、地産地消分として食材費４００万円を補助しているので、今のところ値上げする必

要はないとの答弁がありました。 
 また、委員から１９年度決算において監査委員からの指摘事項および１７年度からの推移・

比較できる資料を提出してほしいとの要望がありました。 
 次に認定第２号 平成１９年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についてで

あります。 
 滞納の中で不納欠損処分を実施する、しないはどこで区分するのか。また、高額の滞納者か

ら本当に徴収できるのかとの質疑に対し、１８年度に２７件、６００万円、１９年度に１２２件、

２，１４３万円を不納欠損処分した。地方税法により処分できる財産がないとき、および５年

の時効により処分した。また高額滞納者に対し、差し押さえや競売に対する交付要求を実施し

ている。その結果、現在月々３万円の分納、また別の方は月々５万円の分納があり、他の滞納

者に対しても折衝しながら、滞納解消に努めているとの答弁がありました。 
 次に認定第３号 平成１９年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定については、質

疑はありませんでした。 
 次に認定第４号 平成１９年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についてであり

ます。 
 第１号保険者が１日生まれの場合、保険料は先月分を支払うのに、受益はその月からとなる

理由はとの質疑に対し、介護保険法によるもので、先月から資格取得ができ、サービスも受け

られるとの答弁がありました。 
 次に認定第５号 平成１９年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定、認定

第１０号 平成１９年度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定および認定第１１号 平

成１９年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出決算の認定については、質疑はありませんでし

た。 
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 次に認定第２３号 平成１９年度北杜市病院事業特別会計決算の認定についてであります。 
 病院への繰り出しの規制により繰り出しが減ったにもかかわらず、純損失額が減った理由は

との質疑に対し、繰り出しの基準の見直しと病院の収入増、費用の削減等の努力があったため

との答弁がありました。 
 次に認定第６号 平成１９年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてで

あります。 
 滞納額、１億３千万円への対応はとの質疑に対し、１９年度末で市内が１，０２３戸、１万

２，７９４件、市外が３３７戸、３，１４７件、合計１，３６０戸、１万５，９４１件であり、

滞納者に対し、本庁・支所、上下水道担当合同による滞納整理期間を設け、各戸訪問し徴収し

ている。運営委員会の中で、給水停止についても要綱の中で検討中であるとの答弁がありまし

た。 
 次に認定第7号 平成１９年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてであ
ります。 
 公共下水の区域等の事業変更および今後の事業計画はとの質疑に対し、公共下水道事業を進

めるには財政的負担が大きいので、計画の中で費用対効果等、経営の健全化について検討して

いる。さらに下水道審議会で審議いただいている。地域の皆さんに実情を理解していただける

よう努めていくとの答弁がありました。 
 次に認定第８号 平成１９年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てであります。 
 生活環境部関係の３特別会計とも報告第９号の説明によると、資金不足ではないとのことだ

が、実際は赤字ではないのかとの質疑に対し、報告第９号は一般会計からの繰り入れを含めた

ものであり、現実には料金収入だけでは賄っていけない状況にある。３会計とも基準外繰入を

行っているため、料金改定も避けて通れないと考えているとの答弁がありました。 
 次に認定第１２号 平成１９年度北杜市ケーブルテレビ特別会計歳入歳出決算の認定につい

てであります。 
 大泉には物品一覧にケーブル一式等載っているが、小淵沢、高根にはないのはなぜかとの質

疑に対し、物品については、車両または１件５０万円以上の主要備品である。しかし、大泉は

特別会計で、細かく記載していたものを合併後引き継いだためとの答弁がありました。 
 次に認定第１３号 平成１９年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について

であります。 
 ７８万５千円の内訳はとの質疑に対し、東京新聞の日野、八王子エリアへの広告料およびシ

ルバーへの草刈り料等であるとの答弁がありました。 
 次に認定第９号 平成１９年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入歳出決算の認定につい

てであります。 
 甲陵中・高の生徒の市内、県内、県外の割合はとの質疑に対し、中学は生徒数１２０人で、

市内が７４人で６２％。残りが県内で４６人、３８％。高校は生徒数が３８６人で、市内が

１４８人、３８％。県内が１２０人、３１％。県外が１１８人、３１％であるとの答弁があり

ました。 
 次に認定第１４号 平成１９年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認定第

１５号 平成１９年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認定第１６号 平成
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１９年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認定第１７号 平成１９年度北杜市

長坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認定第１８号 平成１９年度北杜市大泉財産区特別

会計歳入歳出決算の認定、認定第１９号 平成１９年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳出

決算の認定、認定第２０号 平成１９年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認

定第２１号 平成１９年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認定第２２号 平

成１９年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳出決算の認定の９件については、質疑・討論と

もになく、全員異議なく認定すべきものと決定いたしました。 
 ９月２２日に、北の杜聖苑および指定管理施設に関する審査、ならびに財産区関係以外の採

決を行いました。 
 冒頭、市長から北の杜聖苑に関し、広域火葬応援要請に対応するための火葬作業における補

助作業委託料３７万８千円、電気設備維持管理業務委託料３１万５千円、備蓄燃料費１９万円

の合計８８万３千円について、北の杜聖苑運営組合として、市民に不信や疑惑を招いたことか

ら市に納入する申し出があり、市として整理・けじめをつけるため申し出を受け入れ、１０月

１日から市が直営で管理運営を行うとの報告がありました。 
 引き続き北の杜聖苑に関する審査に入り、この経理処理は問題ないと、市は理解しているの

か。問題ありとするならば、何が問題かとの質疑に対し、問題はあったと認識している。前金

払い制度は役務の対価であるので、この場合、当然返還されるものとの答弁がありました。 
 次に指定管理のチェックのありようが問われている。決算について、市への報告と税務署へ

の申告が違うし、議事録についても様式が３種類あり、印鑑のないものもある。参考人を呼ん

でいただきたいとの質疑に対し、本来の目的の火葬場の管理運営は適正にされている。３件の

収支報告については、不明朗で納得がいかないため、市に返納してもらう。指定管理者に市が

どこまでタッチできるか、議論のあるところとの答弁がありました。 
 次に指定管理料の変更について、協定書の１２条で特別の事情が生じた場合、変更すること

ができるとあるがとの質疑に対し、特別な理由とは災害等であり、この件は特別な事情にはあ

たらないとの答弁がありました。 
 次に災害等に備えるための燃料の備蓄場所はどこかとの質疑に対し、場所は不明瞭であるの

で、備蓄されていないとの解釈であるとの答弁がありました。 
 次に電気管理の覚え書の締結日は１９年４月１日だが、いつからいつまでとの期間が謳われ

ていないが、これに基づき支払われたのか。また１９年１１月１日に、同様の覚え書を交わし

ているが、５カ月重なっていないのかとの質疑に対し、期間について明記されていないが、１年

間と考えている。また５カ月間は重複しているため、３１万５千円は返還してもらうとの答弁

がありました。 
 次に地域の業者のため管理を認めたが、組合理事に電気、葬儀、燃料の業者が入り、自分が

経営している会社と組合が契約し、取引していることが問題だ。チェック機能、防止機能につ

いて市はどう考えるのかとの質疑に対し、法人に対する認識が甘かったと認めている。今後こ

のようなことが起きないよう、チェックしていきたいとの答弁がありました。 
 この間、議会も議決している。行政ばかりでなく、議会にも責任はある。各部内で担当する

のでなく、１つの部門を設置して管理すべきだ。議会として、できるだけ解明に努力すること

が議員の努め。担当課ごとにやってきたことに問題があった。１つのセクションを設けて、きっ

ちりやらなければならない。監査委員の監査に任せたらどうか。執行側が大きな問題があった
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との認識に立ち、細部を責任を持って調査し、必要に応じて返還させると明言してくれるか等

の意見がありました。 
 これに対し市長から指定管理の人事、経理には別法人であるので限界があったが、一言で言

うと、まずかったと言える。今後、管理運営にはさらに目を光らせ、行政組織の見直し、集中

管理、専門セクションを設ける必要があると思う。現実を直視し、市民の理解を得られるよう

考えていきたいとの答弁がありました。 
 返還金は、経理上はどう処理するのかとの質疑に対し、１９年度の決算はそのままで、２０年

度に収入するとの答弁がありました。 
 次に、他の指定管理施設に関する審査を行いました。 
 市と市長が代表している団体と取引することに問題はないのかとの質疑に対し、監査委員の

指摘事項でもあり、今後検討したいとの答弁がありました。 
 次に本来は市が負担すべきものを、なぜスパティオがポンプ修理代を特別に負担したのかと

の質疑に対し、収益が上がり、役員会で決定したとの答弁がありました。 
 次に修理、修繕に対し契約と違い施設ごとに対応しているが、考え方を統一しなくてよいの

かとの質疑に対し、制度を導入して３年経過し、見えてきた部分があるので、一貫性をもって

対応したいとの答弁がありました。 
 次に須玉デイサービスについて、通所介護のみが指定管理業務となっているが、福祉は総合

的に進めていくべきで、事業としてよいとこだけを取り、悪いところは捨てるようなことにな

り兼ねないのではないかとの質疑に対し、やさしい手については事業を拡大したいとの考えが

あるので、すべてを含めた中で業者と検討したいとの答弁がありました。 
 次に業者に出している委託の内容を掌握しているのか。また、適正な委託がなされているの

か、チェックしているかとの質疑に対し、直営のときも委託しており、担当課でチェックして

いる。また契約書の中身について、所管でしっかりチェックしていると信じているとの答弁が

ありました。 
 次に直営に戻すには、条例を改正すべきではないのかとの質疑に対し、短期間ということで

条例を改正せず対応してしまった。今後は、併設型の条例を検討したいとの答弁がありました。 
 委員から一覧表について、備考欄に内容を載せる等しっかり説明してほしい。指定管理の会

計処理に市が統一した様式を業者に出せばよい。指定管理の運営実績表には、統一した見解で

記入してほしいとの要望がありました。 
 認定第１号 平成１９年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定について、質疑終結後、反対

討論があり、採決の結果、賛成多数により認定すべきものと決定いたしました。 
 認定第２号、認定第３号、認定第４号、認定第５号、認定第１０号、認定第１１号、認定第

２３号、認定第６号、認定第７号、認定第８号、認定第１２号、認定第１３号および認定第９号

の１３件については討論はなく、全員異議なく認定すべきものと決定いたしました。 
 以上で、委員長報告を終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 決算特別委員長の報告が終わりました。 
 これから会議規則第４１条の規定により、決算特別委員長報告に対する質疑を行います。 
 質疑ございませんか。 
 （ な し ） 
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 ないようですので、これをもって決算特別委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 これから、認定第１号から認定第２３号までの２３件に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 細田哲郎君。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 平成１９年決算の認定について、賛成の立場から討論いたします。反対ないですよね。反対

あるんですか。ないから、いいじゃないですか。 
 去る９月１１日から２２日にかけて行われた、決算特別委員会で審議された平成１９年度決

算において、指定管理者制度に関する行政の管理のあり方、特に北の杜聖苑運営組合の内部告

発による平成１９年度会計の不適切な事務処理が明らかとなりました。そのために、その行為

については誠に遺憾であり、あってはならないことであり、厳正に対処すべきであると思いま

す。 
 今後の会計管理のチェック機能等を指摘のもと、組織改革による運営管理のあり方や定期報

告書など、関係帳簿の提出書類の見直しなど、再発防止に努めることで、平成１９年度決算は

賛成多数で認定をされました。白倉市長も今回の問題については、自治法に基づき、監査委員

会に監査を要求し、事実の究明を行うこと、また今後の管理体制のあり方として、専門職や専

属職員を配備したセクションを設けるなど、再発防止策を実施していく旨を議会に報告してお

ります。 
 このたびの問題にあたっての議会の権威および責任の範囲は、条例や協定書に基づく要請が

あるのか、ないのか、具体的に言えば指定管理料の支払いに不正が生じていたかとか、管理運

営上等の業務に支障があったとか、業務上過失により市民に被害を与えたなど、協定上の瑕疵

行為があったかであります。一部、委託契約における問題も指摘されましたが、管理上の業務

内容や法律的な見地からも難しい判断が生じています。言うまでもなく、決算は歳入予算に対

する収入実績、歳出予算の実績を明らかにして、これを確定し、その適否を調査し、締めくく

りをつけ、財政上の責任を明らかにするとともに、将来の財政運営に資することであります。 
 今回の北の杜聖苑の問題については、議会として決算特別委員会で指定管理制度の管理のあ

り方などを指摘し、今後の再発防止の道筋をつけたことが、決算の意義で述べたとおり、議会

としての責任と範囲であると思います。 
 この組合法人の会計の中身まで、議会および監督責任のある行政たりとも監査権限はありま

せん。ルールを尊重して、問題の究明と今後の適正化については、自治法第１９９条７項の規

定に基づく監査委員の監査の結果を見守りたいと思います。 
 以上の観点から指定管理者の会計処理のあり方、監督管理のあり方については問題があった

ものの、決算認定に関しては歳入歳出予算に対する執行にはなんら問題なく、認定することに

賛成をいたします。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 ほかに討論はございますか。 
 小野喜一郎君。 

〇６番議員（小野喜一郎君） 
 私は、今の賛成に対して反対の立場から討論をさせていただきます。 
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 この平成１９年度一般会計決算の一部、指定管理者の会計処理には不透明な部分があります

ので、私は認定ができません。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 内田俊彦君。 

〇２４番議員（内田俊彦君） 
 ただいまの討論につきましては、あまりにも議長の采配が、私はおかしいと思います。討論

があるかどうか、皆さんに問うたときに細田議員さんしか、いなかったわけです。それが賛成

討論だったわけでありますから、通常、反対討論がまず先にありまして、賛成討論があるとい

うことでございますから、小野議員の今の発言はおかしいと思います。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 たしかに、そのとおりです。反対討論を先にやるのが通常でございます。 
 したがいまして、賛成討論のあと反対討論ということでございますので、この反対討論は取

り消しをさせていただきます。 
 以上をもちまして、討論を終結いたします。 
 これから、認定第１号を採決いたします。 
 認定第１号に対する決算特別委員長の報告は、認定であります。 
 お諮りいたします。 
 認定第１号は、委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、認定第１号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することに決定いたしました。 
 これから、認定第２号から認定第２３号までの２２件を一括採決いたします。 
 これら２２件に対する決算特別委員長の報告は、認定であります。 
 お諮りいたします。 
 これら２２件は、決算特別委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、認定第２号から認定第２３号までの２２件につきましては、決算特別委員長の報告

のとおり、認定することに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第２４ 議案第８５号 北杜市交通安全対策会議条例の一部を改正する条例についてから日

程第２８ 議案第８９号 北杜市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例までの

５件および日程第２９ 請願第３号を含めた６件を一括議題といたしたいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第８５号から議案第８９号および請願第３号の６件を一括議題といたします。 
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 本件につきましては各常任委員会に付託しておりますので、各常任委員長から審査の経過と

結果についての報告を求めます。 
 はじめに、総務常任委員会から議案第８５号から議案第８７号について、報告を求めます。 
 総務常任委員長、篠原珍彦君。 
 篠原珍彦君。 

〇総務常任委員長（篠原珍彦君） 
 委員長報告を行います。 
 平成２０年９月２６日 
 北杜市議会議長 小澤寛様 

北杜市議会総務常任委員会委員長 篠原珍彦 
 北杜市議会総務常任委員会委員長報告 
 総務常任委員会は９月１０日、本会議において付託されました事件の審査を、９月１８日に

議員協議会室において慎重に審査をいたしましたので、その経過ならびに結果について報告い

たします。 
 付託された事件 
 議案第８５号 北杜市交通安全対策会議条例の一部を改正する条例について 
 議案第８６号 北杜市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例

の一部を改正する条例について 
 議案第８７号 北杜市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 
 以上、３件であります。 
 審査結果 
 まず議案第８５号 北杜市交通安全対策会議条例の一部を改正する条例につきましては、質

疑・討論ともになく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第８６号 北杜市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例の一部を改正する条例については質疑・討論ともになく、全員異議なく原案のとおり可決

すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第８７号 北杜市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につ

いてであります。 
 ２０日間の有給休暇は、翌年へ持ち越しはできるのかとの質疑に対し、年間の有給休暇は

２０日であり、休んだ日数の残りは翌年へ持ち越される。１８年の平均取得日数は７日である

との答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 なお、付託事件ではありませんが、新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出につきま

して意見が交わされ、意見終結後、委員会として発議することに決定いたしました。 
 以上、委員長報告を終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 総務常任委員長の報告が終わりました。 
 これから、総務常任委員長報告に対する質疑を一括して行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
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 ないようですので、これをもって総務常任委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 次に文教厚生常任委員会から議案第８８号、議案第８９号および継続審査 請願第３号の審

査の経過と結果についての報告を求めます。 
 文教厚生常任委員長、秋山俊和君。 
 秋山俊和君。 

〇文教厚生常任委員長（秋山俊和君） 
 平成２０年９月２６日 
 北杜市議会議長 小澤寛様 

北杜市議会文教厚生常任委員会委員長 秋山俊和 
 北杜市議会文教厚生常任委員会委員長報告書 
 文教厚生常任委員会は、６月の本会議において当委員会に付託されました請願第３号を審査

するため、９月３日に委員会を開催いたしました。 
 また、９月１０日の本会議において付託されました事件の審査を、９月１８日に議員協議会

室において慎重に審査をいたしましたので、その経過ならびに結果についてご報告いたします。 
 １．付託された事件 
 継 続 審 査 請願第３号 後期高齢者医療制度の廃止を求める請願 
 議案第８８号 北杜市手数料条例の一部を改正する条例について 
 議案第８９号 北杜市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 
 以上、３件であります。 
 審査結果 
 まず請願第３号 後期高齢者医療制度の廃止を求める請願であります。 
 ７５歳で区切るのは差別であり、国民の多くが廃止を望んでいる。廃止でなく見直しでどう

か。この制度が始まったのと同時に見直し論が出たなどの意見があり、意見終結後、採決の結

果、不採択すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第８８号 北杜市手数料条例の一部を改正する条例については、質疑・討論ともに

なく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第８９号 北杜市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例についてで

あります。 
 塩川、甲陽両病院ともに新しい診療科目は行っているかとの質疑に対し、すべて行っている

との答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 なお、付託事件ではありませんが、意見書について意見集約し、後期高齢者医療制度の見直

しを求める意見書の提出について、議員発議することに決定いたしました。 
 以上で、委員長報告を終わります。 

〇議長（小澤寛君） 
 文教厚生常任委員長の報告が終わりました。 
 これから、文教厚生常任委員長報告に対する質疑を一括して行います。 
 質疑はございますか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、これをもって文教厚生常任委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
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 以上で、各常任委員長の報告に対する質疑が終了しました。 
 小林保壽君。 

〇２７番議員（小林保壽君） 
 先ほどの決算特別委員会の中での、小野喜一郎議員の反対討論は議長権限での取り消しで

しょうか。それとも個人の口頭からの取り消しを求めるものでしょうか。採決をお願いいたし

ます。 
〇議長（小澤寛君） 

 議長権限で取り消しました。 
〇２７番議員（小林保壽君） 

 分かりました。 
〇議長（小澤寛君） 

 これから議案第８５号、議案第８６号および議案第８７号の３件に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、 
 議案第８５号 北杜市交通安全対策会議条例の一部を改正する条例について 
 議案第８６号 北杜市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例

の一部を改正する条例について 
 議案第８７号 北杜市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 
 以上、３件を一括採決いたします。 
 議案第８５号、議案第８６号および議案第８７号に対する委員長の報告は可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第８５号、議案第８６号および議案第８７号については、総務常任委員長の報告のとお

り、可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって議案第８５号、議案第８６号および議案第８７号については、総務常任委員長の報告

のとおり可決することに決定いたしました。 
 次に、議案第８８号および議案第８９号の２件に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、 
 議案第８８号 北杜市手数料条例の一部を改正する条例について 
 議案第８９号 北杜市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 
 以上、２件を一括採決いたします。 
 議案第８８号および議案第８９号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第８８号および議案第８９号については、文教厚生常任委員長の報告のとおり、可決す
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ることにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって議案第８８号および議案第８９号については、文教厚生常任委員長の報告のとおり可

決することに決定いたしました。 
 次に請願第３号 後期高齢者医療制度の廃止を求める請願に対する討論を行います。 
 まず、請願第３号に対する反対者の討論を許します。 
 中村隆一君。 

〇３４番議員（中村隆一君） 
 私は、７５歳という年齢で区切る後期高齢者医療制度を廃止することに、ずっと賛成してき

ましたので、この請願が不採択になるということに対して、反対をいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 ほかに討論はございますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから請願第３号 後期高齢者医療制度の廃止を求める請願について、採決いたします。 
 この採決は、起立によって行います。 
 この請願に対する委員長の報告は、不採択です。 
 したがって、原案について採決いたします。 
 請願第３号 後期高齢者医療制度の廃止を求める請願を採択することに賛成の諸君の起立を

求めます。 
 （ 起 立 少 数 ） 
 起立少数です。 
 よって、請願第３号については不採択とすることに、委員長の報告のとおり決定したいと思

います。 
 はい。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 たびたび、こういう問題になるんですが、きちっと異議があるわけですから、起立採決をさ

せないとまずいんではないですか。 
〇議長（小澤寛君） 

 起立採決を求めますということですので、ひとつ起立採決にご協力をお願いしたいと思いま

す。 
 清水壽昌君。 

〇３５番議員（清水壽昌君） 
 先ほどの起立採決について、議長が何に対して起立採決を求めたのかが、はっきり分かりま

せんでした。委員長報告は不採択であります。委員長報告に賛成の方の起立を求めますという

諮り方をすべきであったと思います。そうでないと、どのように立っていいのか、立っていけ

ないのかということが分かりません。 
〇議長（小澤寛君） 

 分かりました。私の言葉が違っておりました。 
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 この請願に対する委員長の報告は、不採択です。 
 したがって、原案について採決いたします・・・。 
 暫時休憩。 

休憩 午前１０時５２分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時００分 
〇議長（小澤寛君） 

 再開いたします。 
 これから請願第３号 後期高齢者医療制度の廃止を求める請願について、採決いたします。 
 この採決は、起立によって行います。 
 この請願に対する委員長の報告は不採択です。 
 委員長の報告のとおり、賛成の方は起立願います。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 よって、請願第３号については不採択とすることに決定いたしました。 
 秋山俊和君。 

〇３６番議員（秋山俊和君） 
 先ほどの委員長報告の中で訂正がございますので、よろしくお願いしたいと思います。 
 ２枚目の、これは誤字の訂正です。審査結果、上から５行目、ここの欄の採決の結果のです

が、「採」という字に変えるべきだと思いますが、お願いします。 
〇議長（小澤寛君） 

 秋山委員長の発言のとおり、ご訂正をお願いします。 
 それでは、議事を進行します。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第３０ 報告第７号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定） 
   日程第３１ 報告第８号 平成１９年度北杜市健全化判断比率報告の件 
   日程第３２ 報告第９号 平成１９年度北杜市資金不足比率報告の件 

 以上の３件を一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、報告第７号から報告第９号までの３件を一括議題といたします。 
 報告第７号から報告第９号までの内容説明を順次、担当部長に求めます。 
 はじめに浅川建設部長、専決第１号から専決第４号。それから次に藤原保健福祉部長、専決

第５号。次に小松企画部長、報告第８号および報告第９号の順序でお願いします。 
 建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 それでは専決第１号、専決処分書の説明をいたします。 
 地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定された市長の専決処分

事項について、次のとおり専決処分をいたします。 

 ２１４



 平成２０年６月３日 
北杜市長 白倉政司 

 損害賠償の額の決定について 
 １．損害賠償の額 １８万５千円 
 ２．損害賠償の相手方 山梨県北杜市高根町在住 男性 
 ３．損害賠償の理由 松くい虫の被害を受けた木が倒れ、軽トラックを直撃し、損害を与

えたものであります。 
 ４．支 払 い 方 法 道路損害賠償責任保険事故として、保険会社から支払われるもので

ございます。 
 次に専決第２号 損害賠償の額の決定についてであります。 
 １．損害賠償の額 ９，１５２円 
 ２．損害賠償の相手方 山梨県北杜市長坂町在住 女性 
 ３．損害賠償の理由 対向車とすれ違う際に左に寄ったところ、道路側溝の破損個所から

突出している鉄筋に接触し、左前輪タイヤがパンクし、損傷を与え

たものでございます。 
 ４．支 払 い 方 法 道路損害賠償責任保険事故として、保険会社から支払われるもので

ございます。 
 専決第３号 損害賠償の額の決定について 
 １．損害賠償の額 ６万３千円 
 ２．損害賠償の相手方 山梨県北杜市高根町在住 男性 
 ３．損害賠償の理由 横断側溝を通過したところ、グレーチングを跳ね上げ、車両のスポ

イラーが破損したものでございます。 
 ４．支 払 い 方 法 道路損害賠償責任保険事故として、保険会社から支払われるもので

す。 
 専決第４号 損害賠償の額の決定について 
 １．損害賠償の額 ３万２，０２５円 
 ２．損害賠償の相手方 山梨県北杜市長坂町在住 女性 
 ３．損害賠償の理由 対向車とすれ違う際に、アスファルト舗装が欠けている部分にタイ

ヤを落としてパンクし、車軸のゆがみなど損傷をしたものでござい

ます。 
 ４．支 払 い 方 法 道路損害賠償責任保険事故として、保険会社から支払われるもので

す。 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 専決第５号について、ご説明を申し上げます。 
 専決年月日は、平成２０年８月６日でございます。損害賠償の額の決定につきましては、市

営温泉施設の管理瑕疵に関わる損害賠償の額を、次のとおり決定するものということでござい

ます。 
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 １．損害賠償の額 １４２万８，６３０円 
 ２．損害賠償の相手方 山梨県笛吹市春日居町在住 男性 
 ３．損害賠償の理由 市営温泉施設において、相手方が男性スチームサウナ室のイスに腰

掛けようとしたところ、イスが壊れて床に転倒。腰を打撲し、第４腰

椎左横突起骨折等を負ったものであります。 
 ４．支 払 い 方 法 市民総合賠償補償保険事故として、保険会社から支払われるもので

ございます。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 小松企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 それでは報告第８号の、平成１９年度北杜市健全化判断比率報告の件について、ご説明申し

上げます。 
 健全化判断比率につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の

規定により監査委員の審査に付し、その意見書を付けて議会に報告するものでございます。 
 まず実質赤字比率でありますが、普通会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比

率でありまして、本市においては実質収支が赤字を生じていないため、数字が出ておりません。 
 なお、本市に適用される早期健全化比率は１２．５％であります。 
 次に連結実質赤字比率でありますが、全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する

比率であります。本市においては、連結実質収支が赤字を生じていないため、数値は出ており

ません。 
 なお、本市に適用される早期健全化基準は１７．５％でございます。 
 次に実質公債費比率でありますが、普通会計が負担する元利償還金および準元利償還金の標

準財政規模に対する比率でありまして、実質収支比率は１９．０％あります。前年と比較しま

して０．４％減少しましたが、依然１８％以上でありますので、引き続き地方債の発行に知事

の許可が必要であります。 
 なお、本市に適用される早期健全化基準は２５．０％でございます。 
 次に将来負担比率でありますが、普通会計が公営企業、出資法人も含めた将来負担すべき実

質的な負債の標準財政規模に対する比率であります。将来負担比率につきましては１６０．５％

となりました。 
 なお、本市に適用される早期健全化基準は３５０．０％でございます。 
 続きまして、報告第９号でご説明をさせていただきます。 
 公営企業の資金不足比率につきましては、地方公共団体の財政健全化に関する法律第２２条

第１項の規定により、監査委員の審査に付し、その意見書を付けて議会に報告するものでござ

います。 
 本市の公営企業は、病院事業特別会計は法適用企業でございます。簡易水道事業特別会計、

下水道事業特別会計、農業集落排水特別会計、土地開発事業特別会計は法非適用企業でござい

ます。 
 北杜市病院事業特別会計ほか４特別会計ともに資金不足が生じていないため、数値は出てお

りません。 
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 なお、備考欄の数値は事業規模でございます。 
 以上、１９年度決算に基づく健全化比率および資金不足比率の報告といたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 以上で報告第７号から報告第９号まで、３件の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第３３ 議案第８４号 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律等の施行に伴う関係条

例の整理に関する条例の制定についてを議題といたします。 
 説明を求めます。 
 総務部長。 

〇総務部長（柴井英記君） 
 議案第８４号 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律等の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定について、ご説明申し上げます。 
 概要書をご覧いただきたいと思います。 
 制定の趣旨でありますが、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律第

４８号）、それから公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１８年法律第

４９号）および一般社団法人及び一般財団法人に関する法律および、公益社団法人及び公益財

団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法令の整備等に関する法律（平成１８年法律第

５０号）、いわゆる公益法人改革三法の施行に伴い、関係条例の改正を行うものであります。 
 次に制定の内容でありますが、公益法人改革三法が公布され、平成２０年１２月１日から施

行されることに伴い、関係条例を改正するものでございます。 
 １番としまして、整備法第１９９条の地方自治法の一部改正により、認可地縁団体にかかる

民法の準用規定が削られたことによる、規定の整備でございます。これは第１条関係でござい

ます。 
 次に２番目でございますが、整備法２２５条、公益法人等への一般職の地方公務員の派遣等

に関する法律の一部改正により、公益法人が公益的法人と改められることにより、規定の整備

でございます。これにつきましては第２条、第３条、第５条関係に関するものでございます。 
 ３番目としまして、改正前の民法の規定による財団法人の基本規則および設立行為の寄附行

為という用語が、一般社団財団法人法においては定款の用語が用いられることになったこと、

および整備法第４０条の規定によりまして、旧民法第３４条の規定により設立された財団法人

の設立経緯を加え、当該法人を特定するための改正を行うものでございます。これにつきまし

ては、第４条関係でございます。 
 議案の２ページをお開き願いたいと思います。 
 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例で

あります。この条例につきましては、第１条から第５条までの５条で構成されております。 
 第１条につきましては、北杜市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正で

あります。これらにつきましては、これまでの認可地縁団体にかかる規定について、整備法の

改正前の地方自治法第２６０条の２第１５項において、民法の規定の多くが準用されていまし

た。今回の改正で規定が削除されたということで、第２条第２号中を地方自治法第２６０条の
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９に改めるものでございます。 
 次に第３号中を同じく、地方自治法第２６０条の１０に改めるものでございます。 
 次に第４号中を地方自治法第２６０条の２４、または第２６０条の２５に改めるものでござ

います。 
 また１１条第２号中を、地方自治法第２６０条の２０の規定によりと改めるものでございま

す。 
 次に２条、３条、４条につきましては、法律の題名が公益的法人等への一般職の地方公務員

の派遣等に関する法律に改正されたことに伴い、公益法人等の部分を公益的法人等に改めるも

のでございます。これは２条、３条、５条同様の改正でございます。 
 次に第４条でございますが、北杜市下水道条例の一部改正でありますが、旧民法の規定によ

る財団法人の基本規則および設立行為の寄附行為という用語が、一般財団法人法において一般

社団法人および一般財団法人の基本規則に共通して、定款の用語が用いられることになったた

め、改正するものでございます。 
 また例規中に旧民法第３４条に規定する財団法人の規定、基本規則を示して寄附行為と規定

している場合は、これを定款に一本化する必要があるということの改めでございます。 
 次に第６条の４第１項の改正でありますが、財団法人 山梨県下水道公社が旧民法第３４条

の規定により設立された財団法人であることから、当該公社の設立の経緯を括弧書きとして加

えるものでございます。 
 附則としまして、この条例は平成２０年１２月１日から施行するものであります。 
 以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議をくださいますよう、お願いいたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま議題となっております議案第８４号につきましては、会議規則第３７条第３項の規

定によって、委員会付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第８４号につきましては、委員会付託を省略することに決定いたしました。 
 ただいまから質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結します。 
 これから、議案第８４号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
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 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第８４号につきましては、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第３４ 議案第９０号 北杜市職員住宅条例を廃止する条例についてを議題といたします。 

 説明を求めます。 
 福井武川総合支所長。 

〇武川総合支所長（福井俊克君） 
 それでは議案第９０号 北杜市職員住宅条例を廃止する条例についてをご説明申し上げます。 
 北杜市職員住宅条例（平成１６年北杜市条例第４７号）を廃止する条例を、別紙のとおり定

めるものとする。 
 平成２０年９月１０日 提出 

北杜市長 白倉政司 
 提案理由でございますが、武川町三吹にある北杜市職員住宅は昭和３０年ごろに建設され、

老朽化が激しく、防犯・防災面等においても不安があるため、解体を行うことに伴い、北杜市

職員住宅条例を廃止するものである。 
 条例でございますが、北杜市職員住宅条例を廃止する条例。 
 北杜市職員住宅条例（平成１６年北杜市条例第４７号）は廃止する。 
 附則 
 この条例は、公布の日から施行する。 
 以上であります。よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま議題となっております議案第９０号につきましては、会議規則第３７条第３項の規

定によって、委員会付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９０号につきましては、委員会付託を省略することに決定いたしました。 
 ただいまから質疑を行います。 
 質疑はございますか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９０号に対する採決を行います。 
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 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９０号につきましては、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第３５ 議案第９１号 平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 
 内容説明を求めます。 
 企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 それでは議案第９１号の、平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第３号）について、ご説

明申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 
 予算の総額に歳入歳出それぞれ６億２，１６４万９千円を追加しまして、予算の総額を

２８５億８５９万９千円とするものでございます。 
 第２条の関係でございますが、繰越明許でございますが、翌年度に繰越使用することができ

る経費は、第２表 繰越明許費によるものでございます。 
 第３条の地方債の補正でございますが、地方債の変更、追加は第３表 地方債補正によるも

のでございます。 
 はじめに、５ページをお願いいたします。 
 第２表の繰越明許費でございますが、８款土木費、５項都市計画費、まちづくり交付金事業

でありますが、長坂地区の市道２路線の改良工事、９，０１０万円を年度内工事の完成が見込

めないため、明許繰越とする内容でございます。 
 次に６ページをお願いいたします。 
 第３表の地方債の補正でございますが、より有利な起債への振り替えや変更を行うものでご

ざいまして、合併特例事業債２億６，２３０万円の増でございます。 
 過疎対策事業債２，２３０万円の増、それから臨時財政対策債２，５９０万円の増、それか

ら一般単独事業債は３６０万円の減、それから臨時地方道整備事業債は４，２４０万円の減で

ございます。災害対策事業債につきましては、３７０万円の増となっております。 
 ページを戻っていただきまして、２ページ、３ページでご説明させていただきます。 
 まず歳入でございますけども、１０款地方交付税は２億７６０万４千円の追加であります。 
 １２款分担金及び負担金は７１５万円の追加でありますが、県単土地改良事業費の受益者の

負担金であります。 
 １３款の使用料及び手数料は９３万９千円の追加でございますが、指定管理者の納付金であ

ります。 
 １４款の国庫支出金は７，２９３万３千円の追加でありますが、国費の確定に伴うものでご

ざいまして、主なものにつきましては、まちづくり交付金の６，２６０万円と、それから市町

村合併推進体制整備補助金の８００万円でございます。 
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 １５款の県支出金は３，９５２万１千円の追加でありますが、主なものは県単土地改良事業

費の補助金２，６５０万円と、それから旬のやまなし、地産地消支援事業補助金６８６万７千

円でございます。 
 １８款の繰入金は１，６４１万円の追加でありますが、老人保健特別会計および環境保全基

金からの繰入金であります。 
 ２０款の諸支出金８８９万２千円の追加でありますが、中央道緊急業務支弁金でございます。 
 ２１款の市債でございますが、２億６，８２０万円の追加でありますが、起債の借り入れに

ついて、より有利な起債、合併特例債、それから過疎債、臨時財政対策債への振り替えの変更

を行うものでございます。 
 次に３ページのほうで、歳出でございますが、２款の総務費２，８７０万円の追加でござい

ますが、主なものでございますが、公的年金からの個人住民税の特別徴収制度は、平成２１年

１０月から施行されることに伴いまして、電算システム構築費用でございます。 
 ３款の民生費４１１万１千円の追加でありますが、主なものでございますが、地域再生支援

事業費の精算によるものと、少子化に伴う子育て専用駐車場コーン設置費用でございます。 
 ４款の衛生費１，４２７万２千円の追加でありますが、主なものでございますが、肝炎治療

特別事業で、肝炎患者インターフェロン治療助成費で７６３万２千円でございます。 
 ６款農林水産業費６，１８６万４千円の追加でありますが、主なものでございますが、白州

町の前沢地区、それから須玉町江草地区の県単土地改良事業費でございます。 
 ７款の商工費は、財源の更正でございます。 
 ８款土木費１億４，１１６万８千円の追加でありますが、主なものでございますが、まちづ

くり交付金事業の国費の確定に伴うもの、７，３９０万円。それから道路維持補修費５，３１０万

円でございます。 
 ９款の消防費１，０７２万円の追加でございますが、主なものは常備消防費の負担金８８９万

２千円でございます。 
 １０款の教育費９，５０８万３千円の追加でございますが、４ページをお願いいたします。 
 主なものでありますが、仮称、北杜市学校教育センターの供用開始に伴う諸経費、食器、食

缶備品、給食配送車、プラットホーム改修工事等７，７００万円。それから耐震強度の極端に

低い、明野小学校屋内運動場改築工事実施設計業務委託料が１，３８９万４千円でございます。 
 １２款の公債費２億６，５１０万１千円の追加でありますが、財政の健全化を推進するため

繰上償還を行うもので、解約手数料等の費用がかからないことから、繰上償還を行うものでご

ざいます。 
 １３款の諸支出金６０万円の追加でございますが、まちづくり振興基金への積み立てでござ

います。 
 以上が内容説明でございますが、よろしくご審議の上、ご議決をよろしくお願いいたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま議題となっております議案第９１号は、会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 

 ２２１



 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９１号につきましては、委員会付託を省略することに決定いたしました。 
 これから質疑を行います。 
 質疑はございますか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 討論はありますか。 
 中村隆一君。 

〇３４番議員（中村隆一君） 
 この総務費の委託料というのですけれども、この支出は来年１０月から６５歳以上の高齢者

の年金から、またまた個人住民税を天引きすると、こういうシステム構築の費用ということで、

非常に高齢者は、今まで介護保険料とか、国民健康保険料とか後期高齢者医療保険料など、年

金からどんどん天引きされるわけです。今年の、今度迎える１０月１５日には、新たに６２０万

人が年金から天引きをされて、日本全国で１，５００万人の高齢者が、年金からもろもろ天引

きされると。１０．１５ショックが生まれると。それをさらに、来年の１０月から住民税を天

引きするんだと、こういう年金から天引きをするということに対して、断固反対をいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 ほかに討論はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で、討論を終結いたします。 
 これから、議案第９１号に対する採決を行います。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方はご起立を願います。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 よって、議案第９１号につきましては、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第３６ 議案第９２号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
   日程第３７ 議案第９３号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
   日程第３８ 議案第９４号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号） 
   日程第３９ 議案第９５号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 以上４件を一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９２号から議案第９５号までの４件を一括議題といたします。 
 説明を求めます。 
 保健福祉部長。 

 

 ２２２



〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 議案第９２号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算書（第１号）について、

ご説明を申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 
 平成２０年度北杜市の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額に

それぞれ６，５９４万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５４億６，００８万３千円

とするものでございます。 
 本年４月から後期高齢者医療制度が開始されましたが、医療費の内訳は高齢者の負担、保険

料ですが、１０％。公費の負担が５０％、残りの４０％を医療保険制度の各保険者が後期高齢

者の支援金という形で、加入者の分について応分の負担をするものでございます。 
 このほど、支払い基金より後期高齢者支援金および事務拠出金の確定の通知をいただきまし

た。また前期高齢者の納付金も確定したことにより、関係予算の補正を申し上げるものでござ

います。 
 ２ページをお願いいたします。 
 まず歳入でございますけれども、３款国庫支出金です。２，７９０万円の増額でございます。

内容としましては、１項の国庫負担金２，２１０万円の増。２項の国庫補助金５８０万円の増

でございます。５款の前期高齢者交付金でございますが、８１万１千円の増でございます。６款

の県支出金につきましては、４５０万円の増。１０款の繰越金ですが、３，２７２万９千円の

増。合わせて６，５９４万円の増ということで、現計予算を５４億６，００８万３千円とする

ものでございます。 
 ３ページ、歳出でございます。 
 ３款の後期高齢者支援金等でございますが、６，５１２万９千円の増でございます。４款の

前期高齢者納付金等でございますが、８１万１千円の増ということで、補正額が６，５９４万

円の増ということで、現計予算を同じく５４億６，００８万３千円とするものでございます。 
 次に議案第９３号でございます。平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算書（第

１号）について、ご説明を申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 
 平成２０年度北杜市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額

にそれぞれ１５万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億３，８３６万８千円と

するものでございます。 
 内容としましては、高額医療情報を一括登録するためのシステムの改修に関わる委託経費を

計上したものでございます。 
 ２ページをお願いいたします。 
 まず歳入でございますが、３款の繰入金は一般会計繰入金１５万５千円でございます。 
 ３ページ、歳出でございます。１款１項の総務管理費に１５万５千円を計上いたしました。

現計予算を５億３，８３６万８千円とするものでございます。 
 以上でございます。 
 次に議案第９４号でございます。平成２０年度北杜市老人保健特別会計補正予算書（第１号）

について、ご説明を申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 

 ２２３



 平成２０年度北杜市の老人保健特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額にそれ

ぞれ１，５９３万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億７，６２９万１千円と

するものでございます。 
 これにつきましても、本年４月から後期高齢者の医療制度が始まりましたが、この老人保健

特別会計による保険の給付は、３月の１カ月分だけが計上してありました。しかし、補装具な

どの請求は２年間遡って請求ができることとなっておりますから、平成２２年まで、この特別

会計を置くこととなります。また、この会計の精算は翌年度精算ということになりますので、

このたびの補正は昨年度の精算をするための追加交付、あるいは精算をするというふうな予算

を計上させていただいたものでございます。 
 ２ページをお願いいたします。 
 まず歳入でございますが、１款の支払い基金交付金でございます。２３９万１千円の増額で

ございます。２款の国庫支出金ですが、１，３０６万円の増額でございます。５款の繰越金は

４８万１千円の増額でございまして、現計予算を５億７，６２９万１千円とするものでござい

ます。 
 ３ページ、歳出をお願いいたします。 
 ３款の諸支出金に１，５９３万２千円を増額するもので、その内訳は１項の償還金として、

３７４万６千円。２項の繰出金として、１，２１８万６千円をそれぞれ計上し、現計予算を５億

７，６２９万１千円とするものでございます。 
 以上です。 
 次に議案第９５号でございます。平成２０年度北杜市介護保険特別会計補正予算書（第１号）

について、ご説明を申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 
 平成２０年度北杜市の介護保険特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額にそれ

ぞれ６，５０２万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３１億９，４３８万円とす

るものでございます。 
 主な内容としましては、１９年度の繰越金を基金へ積み立てること。あるいは保険料、国県

の支出金等の還付を計上したものでございます。 
 内容の説明を申し上げます。２ページをお願いいたします。 
 まず歳入でございますが、８款の繰越金でございます。６，５０２万２千円の増でございま

す。９款の諸収入でございますが、５千円でございます。合わせて６，５０２万７千円を増額

しまして、現計予算を３１億９，４３８万円とするものでございます。 
 ３ページ、歳出をお願いいたします。 
 ６款の基金積立金でございますが、５，０１４万７千円の増。８款の諸支出金でございます

が、１，４８８万円の増ということで、その内訳は１項の償還金及び還付加算金に１，３６５万

６千円の増。３項の繰出金として１２２万４千円を繰り出すもので、その補正額、合計が６，

５０２万７千円で、現計予算を３１億９，４３８万円とするものでございます。 
 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 

 ２２４



 ただいま、議題となっております議案第９２号から議案第９５号までの４件につきましては、

会議規則第３７条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９２号から議案第９５号までの４件につきましては、委員会付託を省略する

ことに決定いたしました。 
 お諮りいたします。 
 議案第９２号から議案第９５号までの４件を一括で質疑を行いたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９２号から議案第９５号までの４件に対する一括質疑を行います。 
 質疑はございますか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 討論はありますか。 
 中村隆一君。 

〇３４番議員（中村隆一君） 
 議案第９２号について、高齢者を７５歳という年齢だけで差別する後期高齢者医療制度、こ

の制度の廃止をする立場から、後期高齢者支援金についての支出に反対をいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 以上で、討論を終わります。 
 これから、議案第９２号から議案第９５号までの４件に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方は起立を願います。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 したがって、議案第９２号から議案第９５号までの４件につきましては、原案のとおり可決

することに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第４０ 議案第９６号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 
   日程第４１ 議案第９７号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 以上の２件を一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９６号および議案第９７号の２件を一括議題といたします。 
 説明を求めます。 

 ２２５



 生活環境部長。 
〇生活環境部長（細川清美君） 

 議案第９６号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について、ご

説明申し上げます。 
 １ページをお開きください。 
 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，２００万円を追加し、予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ３１億３，３６０万円とするものであります。 
 ２ページをお開き願います。歳入であります。 
 １款使用料及び手数料、２項手数料１５０万円の追加です。工事指定店の指定にかかる更新

および給水工事等の設計審査手数料であります。 
 ２款分担金及び負担金、１項負担金２，３５１万５千円の追加です。新規加入に伴う加入負

担金および給水工事に伴う舗装復旧工事の負担金であります。 
 ３款国県支出金、１項国庫補助金６３万４千円の追加です。事業費の決定によるものであり

ます。 
 ６款繰越金、１項繰越金１，６３５万１千円の追加です。 
 以上、合わせまして４，２００万円を追加し、歳入予算総額を３１億３，３６０万円とする

ものです。 
 ３ページをお願いいたします。歳出であります。 
 ２款水道施設整備費、１項水道施設建設費４，２００万円の追加です。給水管分水工事に伴

う舗装本復旧工事および減圧弁設置工事費であります。 
 次に議案第９７号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、

ご説明申し上げます。 
 １ページをお開きください。 
 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，３７６万６千円を追加し、予算の総額を歳入歳

出それぞれ２９億４，２７３万１千円とするものでございます。 
 ２ページをお開きください。歳入であります。 
 ６款繰入金、１項繰入金１，３７６万６千円の追加です。一般会計からの繰入金であります。

歳入予算総額を２９億４，２７３万１千円とするものです。 
 ３ページをお願いいたします。歳出であります。 
 ２款事業費、１項事業費１，３７６万６千円の追加です。まちづくり交付金事業、長坂地区

における市道長坂８号線道路改良工事に伴い、下水道管渠の敷設替え工事であります。 
 歳出予算総額を２９億４，２７３万１千円とするものであります。 
 以上、内容の説明であります。よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま議題となっております、議案第９６号および議案第９７号の２件につきましては、

会議規則第３７条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 

 ２２６



 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９６号および議案第９７号の２件につきましては、委員会付託を省略するこ

とに決定いたしました。 
 お諮りいたします。 
 議案第９６号および議案第９７号の２件について、一括で質疑を行いたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９６号および議案第９７号の２件に対する一括質疑を行います。 
 ただいまから質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９６号および議案第９７号の２件に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９６号および議案第９７号の２件につきましては、原案のとおり可決す

ることに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第４２ 議案第９８号 平成２０年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第１号） 
   日程第４３ 議案第９９号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号） 

 以上２件を一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９８号および議案第９９号の２件を一括議題といたします。 
 説明を求めます。 
 保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 議案第９８号 平成２０年度北杜市白州診療所特別会計補正予算書（第１号）について、ご

説明いたします。 
 １ページをお願いいたします。 
 平成２０年度北杜市の白州診療所特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額にそ

れぞれ３１７万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億４，２８５万２千円とするも
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のでございます。 
 主な内容といたしましては、繰越金を予算化し、診療所の改修工事の一環として行う外構工

事に充当をするものでございます。 
 ２ページをお願いいたします。 
 まず歳入でございますが、５款の繰越金です。３１７万円の計上でございまして、予算総額

を１億４，２８５万２千円とするものでございます。 
 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 １款１項の総務管理費に３１７万円を計上しまして、予算額を１億４，２８５万２千円とす

るものでございます。 
 以上です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 明野総合支所長。 

〇明野総合支所長（八代忠夫君） 
 議案第９９号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算書（第１号）について、

説明いたします。 
 １ページをお願いいたします。 
 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３２万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１億９２０万７千円とするものでございます。 
 ２ページをお願いいたします。まず歳入でございます。 
 ３款繰入金、１項基金繰入金２４０万円の減額でございます。４款繰越金、１項繰越金

４７２万８千円の追加でございます。１９年度からの繰越金でございます。 
 歳入合計が、２３２万８千円を追加いたしまして、１億９２０万７千円とするものでござい

ます。 
 続きまして、３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 ３款事業費、１項計画調査費２３２万８千円を追加するものでございます。所有権移転登記

代、地目変更、分筆登記代、浅尾原財産区所有地にあります建物の解体費でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま議題となっております、議案第９８号および議案第９９号の２件につきましては、

会議規則第３７条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９８号および議案第９９号の２件につきましては、委員会付託を省略するこ

とに決定いたしました。 
 お諮りいたします。 
 議案第９８号および議案第９９号の２件を一括で質疑を行いたいと思いますが、ご異議あり

ませんか。 
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 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第９８号および議案第９９号の２件に対する一括質疑を行います。 
 ただいまから質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９８号および議案第９９号の２件に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９８号および議案第９９号の２件につきましては、原案のとおり可決す

ることに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第４４ 発議第４号 北杜市議会委員会条例の一部を改正する条例についてを議題といたし

ます。 
 提案者であります議会運営委員長 清水壽昌君から、提案理由の説明を求めます。 
 清水壽昌君。 

〇３５番議員（清水壽昌君） 
 発議第４号の北杜市議会委員会条例の一部を改正する条例についての、提案理由の説明をい

たします。 
 北杜市議会議員の定数に関する条例の制定により、次の北杜市議会議員一般選挙から議員定

数が減員されることに伴い、各常任委員会等の委員の定数を総務常任委員会８人、文教厚生常

任委員会７人、経済環境常任委員会７人、議会運営委員会８人に改めるものであります。 
 よろしくご審議の上、ご議決のほどお願い申し上げます。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
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 異議なしと認めます。 
 したがって、発議第４号 北杜市議会委員会条例の一部を改正する条例については、原案の

とおり可決することに決定いたしました。 
 一生懸命やれば午前中に終わるかなと思っていましたが、どうも終わりませんので、ここで

暫時休憩といたします。 
 再開は１時３０分とさせていただきます。 

休憩 午前１１時５６分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時２９分 
〇議長（小澤寛君） 

 再開いたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第４５ 同意第５号 北杜市公平委員会委員の選任について議会の同意を求める件を議題と

いたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 同意第５号の提案理由について、ご説明申し上げます。 
 同意第５号 北杜市公平委員会委員の選任について議会の同意を求める件につきましては、

北杜市公平委員会委員の辞任に伴い、新たに公平委員会委員を選任する必要があるので、地方

公務員法第９条の２第２項の規定により、北杜市小淵沢町松向８８９番地、花輪定德、昭和

１０年９月２８日生まれにつきまして、議会の同意を求めるものであります。 
 よろしくご審議の上、ご同意のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、同意第５号 北杜市公平委員会委員の選任について議会の同意を求める件について

は、原案のとおり同意することに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第４６ 同意第６号 八ヶ岳山恩賜県有財産保護組合議会議員の選任について議会の同意を

求める件を議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 同意第６号の提案理由について、ご説明申し上げます。 
 同意第６号 八ヶ岳山恩賜県有財産保護組合議会議員の選任について議会の同意を求める件

につきましては、新たに恩賜県有財産保護組合議会議員を選任する必要があるので、八ヶ岳山

恩賜県有財産保護組合規約第６条第１項の規定により、北杜市小淵沢町６３４７番地、進藤啓

太郎、昭和１１年９月２２日生まれ。北杜市小淵沢町５００２番地、小林盈、昭和１８年７月

１７日生まれ。北杜市小淵沢町７６０７番地、宮沢博已、昭和１１年８月３０日生まれ。北杜

市小淵沢町１０１９９番地、保坂亨、昭和９年６月３日生まれにつきまして、議会の同意を求

めるものであります。 
 よろしくご審議の上、ご同意のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、同意第６号 八ヶ岳山恩賜県有財産保護組合議会議員の選任について議会の同

意を求める件については、原案のとおり同意することに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第４７ 同意第７号 大平山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同意

を求める件を議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 同意第７号の提案理由について、ご説明申し上げます。 
 同意第７号 大平山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求める

件につきましては、新たに財産区管理会委員を選任する必要があるので、北杜市財産区管理会

条例第３条第１項の規定により、北杜市小淵沢町１８６８番地２、浅川健圃、昭和１０年２月

７日生まれにつきまして、議会の同意を求めるものであります。 
 よろしくご審議の上、ご同意のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
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 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、同意第７号 大平山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の

同意を求める件については、原案のとおり同意することに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第４８ 同意第８号 棒道下恩賜林保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求め

る件を議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 同意第８号の提案理由について、ご説明申し上げます。 
 同意第８号 棒道下恩賜林保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求める件につ

きましては、新たに財産区管理会委員を選任する必要があるので、北杜市財産区管理会条例第

３条第１項の規定により、北杜市小淵沢町７６０７番地、宮沢博已、昭和１１年８月３０日生

まれ。北杜市小淵沢町６７８６番地、進藤元平、昭和１１年６月６日生まれ。北杜市小淵沢町

６３４７番地、進藤啓太郎、昭和１１年９月２２日生まれ。北杜市小淵沢町５００２番地、小

林盈、昭和１８年７月１７日生まれ。北杜市小淵沢町１８６８番地２、浅川健圃、昭和１０年

２月７日生まれ。北杜市小淵沢町７５５２番地２２、進藤正武、昭和１１年５月１日生まれに

つきまして、議会の同意を求めるものであります。 
 よろしくご審議の上、ご同意のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、同意第８号 棒道下恩賜林保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を

求める件については、原案のとおり同意することに決定いたしました。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第４９ 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 諮問第１号の提案理由について、ご説明申し上げます。 
 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦につきましては、法務大臣が委嘱する人権擁護委

員の任期が満了となるため、新たにその後任に候補者を推薦する必要があるため、人権擁護委

員法第６条第３項の規定により、北杜市小淵沢町５９９１番地２、進藤香、昭和１８年７月２日

生まれにつきまして、議会の意見を求めるものであります。 
 よろしくご審議の上、ご決定のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦については、原案のとおり推薦する

ことに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第５０ 選挙第１号 御座石山恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙についてを議題といた

します。 
 本件につきましては、御座石山恩賜県有財産保護組合議会議員の旧須玉町の議員が平成

２０年９月２９日任期満了となるため、同組合長から議長宛に選任依頼通知を受けましたので、

同組合規約第６条の規定に基づき、選挙を行います。 
 選挙を要する議員数は２人でございます。 
 お諮りいたします。 
 選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選によりた

いと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、選挙の方法は指名推選によることに決定いたしました。 
 続いて、お諮りいたします。 
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 指名の方法は、議長が指名したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議長が指名することに決定いたしました。 
 御座石山恩賜県有財産保護組合議会議員に矢ヶ﨑英一君、岩下一幸君を指名いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議長が指名いたしました矢ヶ﨑英一君、岩下一幸君を当選人と定めることにご異

議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、ただいま指名いたしました矢ヶ﨑英一君、岩下一幸君が御座石山恩賜県有財産

保護組合議会議員に当選されました。 
 ただいま当選されました、矢ヶ﨑英一君、岩下一幸君につきましては、会議規則第３２条第

２項の規定により、文書による当選告知をいたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第５１ 発議第５号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出についてを議題といた

します。 
 提案者であります総務常任委員長 篠原珍彦君から、提案理由の説明を求めます。 
 篠原珍彦君。 

〇２５番議員（篠原珍彦君） 
 新たな過疎対策法の制定に関する意見書（案） 
 過疎対策については、昭和４５年過疎地域対策緊急措置法制定以来、３次にわたって特別措

置法の制定により、総合的な過疎対策事業が実施され、過疎地域における生活環境の整備や振

興など、一定の成果を挙げたところである。 
 しかしながら、人口減少と高齢化は特に過疎地域において顕著であり、路線バスなどの公共

交通機関の廃止、医師および看護師等の不足、耕作放棄地等の増加、森林の荒廃などの生産基

盤の弱体化が進む中、多くの集落が消滅の危機に瀕するなど、過疎地域は極めて深刻な状況に

直面している。過疎地域はわが国の豊かな自然や歴史、文化を有するふるさとの地域であり、

また都市に対して食料の供給、水資源の供給、自然環境の保全と癒しの場を提供するとともに、

森林の地球温暖化防止に貢献するなどの多面的・公共的機能を担っている。 
 過疎地域は国民共通の財産であり、国民の心の拠りどころであるなど、美しい国土と豊かな

環境を未来の世代に引き継ぐ努力をしている地域である。 
 現行、過疎地域自立促進特別措置法は平成２２年３月末をもって失効することとなるが、過

疎地域が果たしている多面的・公共的機能は、今後も維持していくためには引き続き、過疎地

域の振興を図り、そこに暮らす人々の生活を支えていくことが重要である。 
 過疎地域は、そこに住み続ける住民にとって、安心・安全な暮らしを地域として健全に維持

されることは、同時に都市を含め、国民全体の安心・安全な生活に寄与するものであることか

ら、引き続き総合的な過疎対策充実強化をさせることが必要である。 
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 よって、新たな過疎対策法の制定を強く要望する。 
 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 
 平成年月日 

北杜市議会議長 小澤寛 
 提出先 
 内閣総理大臣 
 総 務 大 臣 
 財 務 大 臣 
 農林水産大臣 
 国土交通大臣 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案については質疑・討論を省略し、採決いたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、発議第５号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出については、可決

することに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第５２ 発議第６号 後期高齢者医療制度の見直しを求める意見書の提出についてを議題と

いたします。 
 提案者であります秋山俊和君から、提案理由の説明を求めます。 
 秋山俊和君。 

〇３６番議員（秋山俊和君） 
 発議第６号 
 平成２０年９月１８日 
 北杜市議会議長 小澤寛殿 

提出者 
北杜市議会議員 秋山俊和 
賛成者 
北杜市議会議員 岡野 淳 
   〃    篠原眞清 
   〃    鈴木今朝和 
   〃    保坂多枝子 
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   〃    坂本 保 
   〃    千野秀一 
   〃    小尾直知 
   〃    渡邊英子 
   〃    林 泰 
   〃    内藤 昭 
   〃    鈴木孝男 
   〃    浅川哲男 

 後期高齢者医療制度の見直しを求める意見書の提出について 
 上記意見書を別紙のとおり、北杜市議会会議規則第１４条第１項の規定により提出します。 
 提案理由 
 今年４月１日にスタートした後期高齢者医療制度は、その制度内容が明らかになるとともに、

さまざまな不安や危惧の念を市民に与えています。特に診療報酬の包括払い制度がもたらす医

療の質への影響は、患者のための適正な医療サービスの確保という視点から、大きな問題があ

ります。また、かかりつけ医制度の導入が進むことにより生ずる地域医療の混乱は高齢者のみ

ならず、自治体の病院経営にも大きな影響を及ぼす懸念が生じています。 
 よって、この制度運営にあたっては、地域事情をふまえた上で地域の医療体制の堅持と高齢

者の生活実態に合った負担に配慮すべきです。 
 以上の理由により、後期高齢者医療制度の見直しに関する意見書を提出いたします。 
 後期高齢者医療制度の見直しを求める意見書（案） 
 今年４月１日からスタートした後期高齢者医療制度は、その内容が明らかになるとともに、

高齢者の将来負担増や医療水準低下など、さまざまな不安や危惧の念を市民に与えています。

特に診療報酬の包括払い制度について、今後、導入が進むと医療機関は診療報酬の固定化によ

り、医療サービスを制限せざるを得なくなります。このことは、患者のための医療確保という

視点から、極めて問題が大きいと思われます。 
 また、かかりつけ医制度のもとで、市立病院は主治医になれないケースがありますが、特に

市内では開業医や診療所だけでは後期高齢者医療には対応できず、市立病院が主治医としての

大きな役割を担っているのが実情です。 
 今のところ山梨県医師会は、かかりつけ医制度の導入には慎重な姿勢を見せていますが、こ

の制度が導入されれば、患者側の混乱はもとより、市立病院は患者の減少を余儀なくされ、病

院経営は大きな影響を受けます。 
 つきましては、今後の制度運営にあたり、国は地方の実情を十分勘案され、市民が安心して

生活できる医療環境を整え、高齢者の生活実態に合った負担にするため、以下の措置を講じる

ことを強く要望します。 
 １．保険料の軽減と負担の公平性が担保される制度に改めること。 
 ２．診療報酬の包括支払い制度を全面的に見直すこと。 
 ３．かかりつけ医制度を地域の実情に即した制度に改めること。 
 ４．制度改正に伴う必要経費は、国が責任を持って負担するとともに的確な情報提供を行う

こと。 
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 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
北杜市議会議長 小澤寛 

 提出先 
 衆議院議長 
 参議院議長 
 内閣総理大臣 
 厚生労働大臣 
 以上です。 

〇議長（小澤寛君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案については質疑・討論を省略し、採決いたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議あり。の声） 
 異議ありということでございます。 
 発議第６号は、起立により採決いたします。 
 発議第６号 後期高齢者医療制度の見直しを求める意見書の提出については、原案のとおり

決定することに、賛成の諸君は起立願います。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 したがって、発議第６号 後期高齢者医療制度の見直しを求める意見書の提出については、

原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第５３ 議案第１００号 平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第４号）を議題といたし

ます。 
 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第１００号 平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第４号）につきまして、ご説明申

し上げます。 
 歳入歳出予算の総額に５３４万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２８５億１，

３９４万６千円とするものであります。 
 指定管理施設、北の杜聖苑を１０月１日より市の直営施設として運営するため、人件費およ

び施設運営費に必要な経費などを計上しております。 
 内容につきましては企画部長から説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
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〇議長（小澤寛君） 
 内容の説明を求めます。 
 企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 それでは、補正予算の内容説明をさせていただきます。 
 ２ページ、３ページをお願いいたします。 
 まず歳入でございますけども、１０款の地方交付税２０５万７千円の増でございます。それ

から１３款使用料及び手数料３２５万円の増。これにつきましては、火葬場の使用料等でござ

います。２０款の諸収入４万円でございますが、これは火葬場の雑入でございます。 
 ３ページをお願いいたします。 
 歳出でございますが、民生費の３款民生費１，５０３万６千円の減でございますが、これは

指定管理料の減でございます。４款衛生費でございますが、２，０３８万３千円等、これにつ

きましては、１０月１日から直営で行う諸経費でございます。よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま議題となっております議案第１００号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定によって、委員会付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第１００号につきましては、委員会付託を省略することに決定いたしました。 
 ただいまから質疑を行います。 
 質疑はございますか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第１００号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案どおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１００号につきましては、原案のとおり可決することに決定いたしまし

た。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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〇議長（小澤寛君） 
   日程第５４ 議案第１０１号 工事請負契約の締結について（市営西原団地建設工事（建築主体

工事第２期））を議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第１０１号 工事請負契約の締結につきまして、ご説明申し上げます。 
 市営西原団地建設工事（建築主体工事第２期）の施工にあたり、工事請負契約を締結したい

ので、北杜市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分の範囲を定める条例第２条

の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
 内容につきましては企画部長から説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（小澤寛君） 

 内容の説明を求めます。 
 企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 それでは、工事請負契約締結の件につきまして、ご説明申し上げます。 
 まず、この件につきましては、１．契約の目的でございますが、公営住宅整備でございまし

て、市営西原団地建設工事（建築主体工事第２期）でございます。 
 ２の契約の方法でございますが、一般競争入札。 
 ３の契約金額でございますが、３億８，４１０万４，７００円であります。 
 ４の契約の相手方は、山梨県北杜市須玉町大倉７１３番地１、株式会社輿水建設、代表取締

役 輿水郢男でございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま議題となっております議案第１０１号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定によって、委員会付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって議案第１０１号につきましては、委員会付託を省略することに決定いたしました。 
 ただいまから質疑を行います。 
 細田哲郎君。 

〇３７番議員（細田哲郎君） 
 ３点ばかり、ちょっとお聞きいたします。 
 予定価格と一般競争入札で入札に参加した企業、それから契約された株式会社輿水建設さん

の、支障のない範囲で、ちょっと会社の概要を教えていただければと、お願いいたします。 
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〇議長（小澤寛君） 
 答弁を求めます。 
 企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 それでは工事請負契約の関係でございますけども、まず契約金額でございますけども、税込

みでございますが、３億８，４１０万４，７００円でございます。 
 契約の相手方の輿水建設でございますが、いわゆるＡ級の業者でございます。 
 それから１２社が、この一般競争入札に参加しまして、落札率につきましては９１．６％と

なっております。 
 予定価格につきましては、税込みで４億１，９２８万６千円でございます。よろしくお願い

いたします。 
〇議長（小澤寛君） 

 ほかに質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これから討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第１０１号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１０１号につきましては、原案のとおり可決することに決定いたしまし

た。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第５５ 経済環境常任委員会行政視察研修報告を行います。 

 経済環境常任委員長、坂本治年君。 
 坂本治年君。 

〇経済環境常任委員長（坂本治年君） 
 北杜市議会経済環境常任委員会研修報告を行います。 
 北杜市議会議長 小澤寛様 
 平成２０年９月２６日 

北杜市議会経済環境常任委員会委員長 坂本治年 
 経済環境常任委員会は、委員１４名で７月２３日から２４日までの２日間の日程で、滋賀県

長浜市と同高島市の行政視察を実施しましたので、視察内容についてご報告いたします。 
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 １．長浜市について。 
 長浜市は琵琶湖の北部に位置しており、平成１８年２月１３日に１市２町が合併し、人口８万

５千人。面積は２４０平方キロメートルの新長浜市となりましたが、さらに周辺６町との合併

を目指し、事前協議中とのことでありました。 
 研修の目的は企業誘致、企業への支援、長浜サイエンスパークの視察であり、林長浜市議会

議長の歓迎をいただき、産業経済部職員と長浜バイオインキュベーションセンター職員から説

明を受けました。 
 長浜市は平成１６年度に、長浜バイオライフサイエンス特区計画を策定し、滋賀県の経済振

興特別区域として認定を受け、誘致した長浜バイオ大学を核とした産業拠点を整備することに

なりました。 
 また滋賀県内では、平成１９年度に企業立地促進法に基づき、長浜市、野洲市、竜王町が基

本計画を作成したため、新規企業が立地した場合は設備投資を対象として、機械装置、建物等

に税制上の優遇措置があります。基本計画の中では環境産業、バイオ産業、高度ものづくり産

業の集積を目指しており、平成２４年度までに新規企業の立地１０件、製品出荷額の増加額

１２２億円、新規雇用１千人を目標としております。 
 長浜市企業立地促進条例に基づく支援としては、工場等の設置や試験研究施設、研究開発施

設への投資額に応じ、対象固定資産税額を基礎として３年から４年の間、助成金を交付してお

ります。また雇用の増加を促進するため、市内居住者を雇用した場合は１人当たり１０万円。

合併の事前協議に参加している６町の居住者の場合は、同じく５万円を助成しております。 
 長浜サイエンスパーク内にある長浜バイオインキュベーションセンターは、ベンチャー企業

等１７社が入居しており、バイオ関連産業の創業や事業化を支援することにより、産業の振興

と雇用の確保を図るため、市で建設した施設であります。施設は指定管理者が運営しており、

入居者には月額、入居料の２分の１が助成され、隣接の長浜バイオ大学との連携により、産官

学共同研究を行う拠点でもあります。企業側は、低額な使用料で研究室を借り受けることがで

きることや大学の研究施設の活用と共同研究など、さまざまなメリットがあります。４年制大

学の誘致に成功したばかりでなく、バイオ関連産業の育成や支援等の具体的取り組みが計画的

に行われていることは、特筆すべきことであると感じました。 
 各ベンチャー企業の研究は、苔を利用した緑化ビジネスの展開、顔ダニ防止の医薬品開発、

新しい酒の麹やもろみの開発など、ユニークな内容であります。 
 ２つ目、高島市について。 
 高島市は琵琶湖の西部に位置しており、平成１７年１月１日に５町１村が合併し、人口は５万

４千人、面積は６９３平方キロであり、県内最大の面積を有する市であります。 
 研修では、琵琶湖と周辺の里山などの自然景観を生かした観光振興について、海東高島市長

の歓迎をいただき、産業環境政策部職員から説明を受けました。 
 高島市は琵琶湖、淀川水系の源流にあり、近畿１，４００万人の命を育む水源を有し、奥山、

棚田、渚などの日本の原風景が保存されているとの理由により、平成１６年度に環境省からエ

コツーリズムモデル地区に、全国１３地域の１つとして指定されました。 
 このようなことから、全市を対象として琵琶湖里山観光振興特区計画を策定し、平成１８年

度には、滋賀県の経済振興特別区域として認定を受けました。計画の内容は、人々と自然との

つながりに再び経済性を取り戻し、生活文化を次世代に継承すること。地域の人々や事業者を
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支援し、やる気や観光にふさわしいおもてなしの心を育成すること。起業を目指す挑戦者を育

て、支援することであります。有識者からのアドバイスにより、自然環境を損なうことなく地

域資源を生かした観光を推進し、経済振興につなげることを目的としており、集客施設を新た

に造るのではなく、琵琶湖、里山、棚田などの自然資源を最大限に生かした取り組みに特色が

ありました。 
 具体的な取り組みとしては、核となる観光地をつくり、市内全体へ観光客の流入を図るため、

地域住民や商店街と協力して、ＪＲ近江今津駅、今津港周辺の湖岸整備やレトロなど、まち並

みの復活を進めております。また、太平洋と日本海側を区切る中央分水嶺のブナ原始林を活用

したツーリズムを実施しておりますが、１０月には全国エコツーリズム大会が開催される予定

であります。観光宿泊客の増加のため、全国スポーツレクリエーション大会の開催、学校の滞

在型体験学習や修学旅行の誘致、企業の研修や療養・保養地としての活用などにも取り組んで

おります。 
 なお、特区制度を利用し、事業の拡大や新たに起業する事業者へは、長浜市と同様に滋賀県

の税制上の優遇措置を適用できるほか、高島市独自の制度として企業立地奨励金、雇用促進奨

励金、地域農林水産品活用奨励金などの支援が行われております。 
 琵琶湖の対岸に位置する両市の共通点は、滋賀県の経済振興特別区域の指定を受け、独自の

取り組みをしていることにあります。特色のある企業誘致と観光振興による経済活性化が計画

的に進められており、担当者からは活気と熱意が感じられました。 
 以上で、経済環境常任委員会研修報告といたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 経済環境常任委員長の行政視察研修報告が終わりました。 
 視察研修、大変ご苦労さまでございました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（小澤寛君） 
   日程第５６ 継続審査の件を議題といたします。 

 総務常任委員会、文教厚生常任委員会、経済環境常任委員会および議会運営委員会の各委員

長から会議規則第１０１条の規定により、お手元に配布いたしました申出書のとおり、所管事

項の審査につき、継続審査の申し出がありました。 
 お諮りいたします。 
 各委員長の申し出のとおり、継続審査にすることにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、日程第５６ 継続審査の件は各委員長の申し出のとおり、継続審査とすること

に決定いたしました。 
 以上で、本定例会に付議されました議案審議はすべて終了いたしました。 
 ここで、白倉市長からあいさつがございます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ただいま、議長から貴重な時間をいただきました。 
 大変、恐縮に存じますが、議会全日程が終了するにあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 
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 議員各位ならびに私にとりましても、本定例会は任期最後の議会であります。市議会議員の

皆さんには、本定例市議会に提出いたしました議案をご議決いただき、深く感謝を申し上げま

す。 
 合併からの４年間は北杜市の礎を築く上で、大変、大切な時期であり、私は市政発展のため、

全力で取り組んでまいりました。この間、議員各位をはじめ、市民の皆さんには格段のご指導・

ご支援を賜りましたことに対しまして、改めて深甚なる敬意と感謝を表す次第であります。お

かげさまで微力ながら、なんとか市長の職をまっとうすることができました。何とぞ、議員各

位におかれましては、今後も引き続きご指導・ご鞭撻を賜りますよう、改めてお願いするとと

もに、ますますご健勝にて、ご活躍されますことを衷心よりご祈念申し上げます。 
 また、私の最も近くにあって、ともに北杜市の礎を築くべく、さらに市政進展のため、日々、

職務に精励されました市職員の皆さん方にも、心から感謝を申し上げたく思います。大変あり

がとうございました。 
 これをもちまして、私のあいさつといたします。 

〇議長（小澤寛君） 
 市長から１期４年間の市政執行に対して、ご協力をいただいたという、感謝を込めたごあい

さつがございました。 
 ９月１０日から開会されました平成２０年第３回定例会も、議員各位の精力的な審議をいた

だく中で、本日を最終日として、１７日間の全日程を無事終了することができました。 
 私も平成１８年８月の臨時議会において、議長に就任させていただき、２年余りにわたり、

議員各位のご理解とご協力によりまして、職責を果たさせていただきましたことに、心から感

謝を申し上げます。また、白倉市長をはじめ執行部の皆さまには、円滑な議会運営に特段のご

配慮をいただき、厚くお礼申し上げます。 
 １１月には市長、ならびに市議会議員選挙が予定されておりますが、民主政治実現のため、

明るく公正な選挙を実行され、住民の負託に応えられる市政が執行されますよう、ご期待をい

たしながら、簡単ではありますが、感謝とお礼のあいさつといたします。 
 以上をもちまして、平成２０年第３回北杜市議会定例会を閉会といたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 

閉会 午後 ２時１５分 
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